
先
収
会
社
を
め
ぐ
る
言
説

鈴
木
邦
夫

は
じ
め
に

�先
収
会
社
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て

�

一
問
題
の
所
在

二
虚
構
の
岡
田
組
・
先
収
会
社
断
絶
説

三
先
収
会
社
（
千
秋
会
社
、
千
歳
会
社
）
の
資
本
金

四
先
収
会
社
と
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
の
関
係

五
外
国
銀
行
か
ら
の
借
入
金

六
鉱
山
業
と
の
関
係

七
先
収
会
社
の
本
店
と
支
店
網

八
先
収
会
社
の
利
益

九
岡
田
家
と
岡
田
組

一
〇
そ
の
他
の

�見

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

�先
収
会
社
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て

�

先
収
会
社
に
関
す
る
主
な
論
考
を
時
系
列
で
古
い
順
か
ら
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
す
る
と
、
現
在
流
布
し
て
い

る
先
収
会
社
の
言
説
の
多
く
は
、
そ
れ
を

�る
と
［
一
］
に
た
ど
り
着
き
、［
一
］
の
叙
述
が
起
源
と
な
っ
て
い
る
（
１
）。

［
一
］
三
井
物
産
「
三
井
物
産
株
式
会
社
沿
革
史
」（
稿
本
）（
一
九
四
一
、
二
年
頃
、
未
定
稿
）、
以
下
、「
物
産
沿
革
史
」
と
略
記
。

［
二
］
男
爵
益
田
孝
伝
記
編
纂
会
「
男
爵
益
田
孝
伝
」（
一
九
五
一
年
、
未
刊
行
）、
以
下
、「
益
田
伝
」
と
略
記
、
主
に
［
一
］
に
依
拠
、［
一
］
に

比
べ
、
先
収
会
社
の
叙
述
は
は
る
か
に
詳
細
。

［
三
］
佐
々
木
誠
治
「
三
井
物
産
会
社
の
生
成
事
情

�先
収
会
社
と
の
つ
な
が
り
を
中
心
と
し
て

�」（『
国
民
経
済
雑
誌
』
一
〇
三

�六
、
一
九
六

一
年
六
月
）
、
以
下
、
佐
々
木
論
文
と
略
記
、
主
に
［
二
］
に
依
拠
（
父
の
周
一
は
元
三
井
物
産
船
舶
部
長
）。

［
四
］
岩
崎
宏
之
「
政
商
保
護
政
策
の
成
立
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
創
刊
号
、
一
九
六
七
年
三
月
）、
以
下
、
岩
崎
論
文
と
略
記
、
主
に
［
一
］［
二
］

に
依
拠
。

［
五
］
田
村
貞
雄
「
政
商
資
本
成
立
の
一
過
程

�先
収
会
社
を
め
ぐ
っ
て

�」
（
『
史
流
』
九
、
一
九
六
八
年
三
月
）
、
以
下
、
田
村
論
文
と
略
記
、

主
に
［
一
］
［
二
］
に
依
拠
。

［
六
］
日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
挑
戦
と
創
造

�三
井
物
産
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み

�』
（
一
九
七
六
年
、
三
井
物
産
）
、
以
下
、
『
挑
戦
と
創
造
』
と

略
記
。

［
七
］
『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
（
一
九
七
八
年
、
日
本
経
営
史
研
究
所
）、
以
下
、『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
と
略
記
。

［
八
］
三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業
史
』
本

�第
二
巻
（
一
九
八
〇
年
、
三
井
文
庫
、
執
筆
担
当
者
岩
崎
宏
之
）
、
以
下
『
事
業
史
』
と
略
記
、
執
筆

担
当
者
は
［
四
］
と
同
じ
。
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こ
の
う
ち
［
七
］
は
、
学
術
論
文
を
含
む
従
来
の
研
究
を
集
大
成
す
る
形
で
岡
田
組
・
先
収
会
社
に
関
し
て
叙
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
岡

田
組
・
先
収
会
社
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
た
も
の
が
［
八
］
で
あ
る
。
岡
田
組
・
先
収
会
社
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
言
説
が
流
布
し
て
い

る
か
を
示
す
た
め
、［
八
］
の
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。

新
会
社
は
「
岡
田
組
」
と
称
し
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
月
一
日
を
も
っ
て
発
足
し
た
。
本
店
を
東
京
に
置
き
、
大
阪
、
神
戸
、
横
浜
に
支

店
を
設
け
た
。
井
上
を
総
裁
と
し
、
岡
田
を
社
長
、
益
田
孝
を
頭
取
に
、
ま
た
馬
越
恭
平
が
横
浜
店
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
創
立
の
資
本
金

は
一
五
万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
岡
田
平
蔵
が
八
万
円
、
井
上
馨
が
三
万
円
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
が
四
万
円
を
出
資
し
た
。
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
商
会
は
横
浜
一
四
番
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
商
社
で
、
も
と
ア
メ
リ
カ
一
番
館
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
の
長
崎
支
店
長
で
あ
っ
た
ロ
バ

ー
ト
・
Ｗ
・
ア
ル
ウ
ィ
ン
が
、
Ｅ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
と
も
に
設
立
し
た
貿
易
商
社
で
あ
る
。

岡
田
組
は
明
治
七
年
一
月
に
創
立
さ
れ
た
が
、
す
で
に
六
年
末
に
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
の
手
を
経
て
米
穀
七
〇
〇
〇
石
を
横
浜
か
ら
ロ
ン
ド
ン

へ
輸
出
、
一
石
あ
た
り
「
凡
六
円
許
之
手
取
と
相
成
候
間
、
先
手
始
メ
之
模
様
思
ひ
道
理
ニ
参
り
、
安
心
此
事
ニ
御
座
候
」
と
ま
ず
ま
ず
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
創
業
後
間
も
な
い
一
月
一
五
日
に
岡
田
平
蔵
が
急
死
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
井
上
ら
の
新
会
社
は
事
業
計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
井
上
は
、
岡
田
平
蔵
の
出
資
金
を
返
済
し
て
岡
田
家
と
の
関
係
を
絶
つ
こ
と
に
し
、
鉱
山
業
務
を
す
べ
て
岡
田
家
へ
譲
渡
し
て
岡
田
組
を
ひ
と

ま
ず
解
体
す
る
こ
と
に
し
た
。

井
上
は
岡
田
組
を
解
散
し
た
あ
と
東
京
築
地
一
丁
目
ル
イ
・
ゼ
ー
・
サ
ア
（

L
o
u
is.

J
.
S
a
）
所
有
の
洋
館
を
借
り
て
創
立
事
務
所
と
し
、
つ
い

で
三
月
一
日
銀
座
四
丁
目
角
の
借
家
に
本
社
を
移
し
た
。
新
会
社
の
社
名
は
最
初
千
歳
社
、
千
秋
社
と
称
し
た
が
、
間
も
な
く
先
収
会
社
と
改
め
た
。

「
先
収
会
社
規
則
」
は
「
此
商
会
は
万
邦
交
通
之
一
大
商
業
を
開

（
マ
マ
）き
、
専
ら
皇

国
之

物
産
を

外
国
へ

配
賦
し
、

宇
内
と

其
稟

福
を

�ニ
す
る
の

天
意

を
躰
し
て
左
之
条
款
を
合
議
確
定
せ
り
」
と
し
て
、
ま
ず
本
店
を
東
京
に
、
横
浜
・
大
阪
・
神
戸
に
支
店
を
置
く
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
横
浜
支
店
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は
四
月
一
日
に
開
店
し
た
が
、
大
阪
支
店
は
こ
れ
よ
り
早
く
土
佐
堀
一
丁
目
両
替
商
加
島
屋
跡
に
元
通
商
司
管
轄
下
の
廻
漕
会
社
建
物
を
買
い
入
れ

て
移
り
、
ま
た
旧
長
州
藩
蔵
屋
敷
付
属
の
倉
庫
を
浜
蔵
と
し
た
。
岡
田
平
蔵
没
後
の
大
阪
支
店
は
、
山
口
か
ら
急
拠
呼
び
よ
せ
ら
れ
た
井
上
の
腹
心

吉
富
簡
一
が
主
宰
し
た
。
ま
た
、
間
も
な
く
藤
田
伝
三
郎
も
「
出
資
組
合
員
」
と
し
て
参
加
し
て
い
る

（
２
）。

［
八
］
よ
り
も
後
の
研
究
で
は
、
先
収
会
社
に
言
及
す
る
場
合
、
上
記
の
業
績
の
い
ず
れ
か
を
引
用
し
て
い
る
。
先
収
会
社
に
関
係
し
た

主
な
研
究
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

［
九
］
木
山
実
「
先
収
会
社
再
考
」（
徳
永
光
俊
・
本
多
三
郎
編
『
経
済
史
再
考
』
二
〇
〇
三
年
、
思
文
閣
出
版
）、
以
下
、
木
山
第
一
論
文
と
略
記
。

［
一
〇
］
木
山
実
「
三
井
物
産
草
創
期
の
人
員

�特
に
先
収
会
社
か
ら
の
人
員
に
注
目
し
て

�」（『
経
済
学
論
叢
』
六
四

�四
、
二
〇
一
三
年
三
月
）、

以
下
、
木
山
第
二
論
文
と
略
記
。

［
一
一
］
松
永
秀
夫
「
三
井
物
産
の
先
が
け
先
収
会
社
」（
松
永
秀
夫
『
益
田
孝
天
人
録
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
以
下
、『
天
人
録
』

と
略
記
。

（

1）
「
三
井
物
産
株
式
会
社
沿
革
史
」（
稿
本
）
の
先
収
会
社
の
部
分
を
以
下
に
掲
出
す
る
。
た
だ
し
、
原
文
に
は
大
幅
に
加
筆
・
修
正
が
な
さ
れ

て
い
る
。
原
文
に
ど
の
よ
う
な
加
筆
・
修
正
が
な
さ
れ
た
か
を
示
す
と
極
め
て
煩
瑣
に
な
る
の
で
、
加
筆
・
修
正
し
た
あ
と
の
文
だ
け
を
採
録

す
る
。

六
先
収
会
社
ノ
来
歴

先
収
会
社
ハ
始
メ
三
井
家
ノ
営
業
ト
ハ
全
ク
関
係
ノ
無
イ
明
治
初
期
ノ
貿
易
会
社
ノ
一
ツ
デ
ア
ツ
タ
ガ
、
後
ニ
三
井
組
国
産
方
ト
共
ニ
当
社

ニ
合
流
シ
タ
注
目
ス
ベ
キ
会
社
デ
ア
リ
、
マ
タ
過
渡
期
ニ
於
ケ
ル
貿
易
会
社
発
生
史
ノ
一
特
例
ト
シ
テ
注
目
ス
ベ
キ
会
社
デ
モ
ア
ル
カ
ラ
、
コ

コ
ニ
コ
レ
ヲ
稍
詳
シ
ク
述
ベ
ル
コ
ト
ト
ス
ル
。
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（
一
）
岡
田
組
ノ
創
立

先
収
会
社
ノ
前
身
岡
田
組
ノ
創
立
ハ
、
明
治
六
年
ニ
下
野
シ
タ
井
上
大
蔵
大
輔
ノ
斡
旋
ニ
ヨ
ル
。

明
治
六
年
五
月
、
井
上
大
蔵
大
輔
ハ
渋
沢
大
蔵
少
輔
事
務
取
扱
ト
共
ニ
、
政
府
部
内
ノ
財
政
予
算
ニ
関
ス
ル
重
大
意
見
ノ
衝
突
ノ
タ
メ
袂

ヲ
連
ネ
テ
退
官
シ
タ
。
コ
ノ
報
ヲ
得
タ
在
大
阪
ノ
造
幣
寮
権
頭

ゴ
ン
ノ
カ
ミ

益
田
孝
モ
職
ヲ
辞
シ
テ
東
上
シ
、
井
上
ノ
旧
誼
ニ
酬
ユ
ル
ト
コ
ロ
ア
ラ
ン

ト
誓
ツ
タ
。
爾
来
コ
ノ
三
名
ハ
本
邦
実
業
界
ノ
開
拓
者
ヲ
以
テ
任
ジ
、
各
自
ノ
大
抱
負
ヲ
実
現
シ
テ
金
融
ニ
産
業
ニ
貿
易
ニ
画
期
的
貢
献
ヲ

ナ
シ
タ
ノ
デ
ア
ツ
タ
。

退
官
後
ノ
井
上
ハ
、
在
官
中
建
議
シ
タ
ル
鉱
山
開
発
ノ
コ
ト
ヲ
実
現
ス
ル
為
ト
、
在
官
中
旧
知
ノ
岡
田
平
蔵
ノ
尾
去
沢
銅
山
引
受
願
ニ
ツ

キ
関
係
シ
タ
ル
コ
ト
ノ
処
理
ト
ヲ
目
的
ニ
、
明
治
六
年
八
月
東
北
地
方
鉱
山
視
察
ノ
途
ニ
就
キ
、
釜
石
・
尾
去
沢
・
阿
仁
・
院
内
等
ノ
諸
鉱

山
ヲ
巡
視
シ
テ
九
月
末
ニ
帰
京
シ
タ
。
コ
ノ
視
察
一
行
ハ
、
井
上
始
メ
米
人
鉱
山
技
師
某
・
岡
田
平
馬
平
蔵

実
弟
・
益
田
孝
・
井
上
勝
モ
ト
礦
山
頭

兼
鉄
道
頭

及
ビ
馬
越
恭
平
等
ノ
歴
々
ノ
人
デ
、
コ
ノ
視
察
中
彼
等
ノ
間
ニ
、
鉱
山
開
発
ニ
依
ル
輸
出
貿
易
ノ
新
会
社
設
立
ノ
議
ガ
遂
ゲ
ラ
レ
タ
。

�ニ

於
テ
、
先
ヅ
岡
田
平
蔵
ノ
大
阪
淡
路
町
支
店
ヲ
本
店
ト
シ
、
岡
田
組
ノ
旧
名
ヲ
襲
ヒ
テ
鉱
山
業
並
ニ
貿
易
ノ
業
ヲ
営
マ
ン
ト
シ
タ
ガ
、
同
年

十
月
改
メ
テ
東
京
ヲ
本
店
ト
シ
、
支
店
ヲ
大
阪
・
神
戸
・
横
浜
ニ
設
ケ
ル
コ
ト
ニ
定
メ
、
総
裁
ヲ
井
上
、
社
長
ヲ
岡
田
、
頭
取
ヲ
益
田
ト
シ
、

馬
越
ハ
横
浜
受
持
ト
ス
ル
コ
ト
ニ
内
定
、
翌
七
年
一
月
一
日
イ
ヨ
イ
ヨ
岡
田
組
ト
イ
フ
新
会
社
ヲ
創
立
シ
、
「
万
邦
交
通
ノ
一
大
商
業
ヲ
開

キ
専
ラ
皇
国
ノ
物
産
ヲ
外
国
ヘ
配
賦
シ
宇
内
ト
其
稟
福
ヲ

�ニ
ス
ル
ノ
天
意
ヲ
躰
ト
ス
ル

」
営
業
ノ
目
的
ヲ
定
メ
タ
。
其
ノ
資
本
金
十
五
万

円
。
内
井
上
出
資
三
万
円
、
岡
田
出
資
八
万
円
、
其
他
四
万
円
ハ
益
田
ガ
横
浜
在

住
以
来
深
交
ノ
ア
ツ
タ
亜
米
利
加
十
四
番
商
館
エ
ド

ワ
ー

ド
・
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
商
会
ノ
出
資
ニ
ヨ
リ
、
尚
横
浜
ノ
東
洋
銀
行
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
バ
ン
ク
）
ト
金
三
十
万
円
ノ
借
越
契
約
ガ
出
来
タ
。
営

業
分
課
ト
シ
テ
ハ
、
鉱
山
課
・
雑
務
課
ノ
ア
ツ
タ
コ
ト
ハ
明
ラ
カ
デ
ア
ル
ガ
、
他
ハ
不
明
デ
ア
ル
。
然
ル
ニ
当
社
創
立
ノ
直
後
明
治
七
年
一

月
一
五
日
社
長
岡
田
平
蔵
ハ
大
阪
ニ
於
テ
病
ヲ
得
テ
急
死
シ
タ
。

岡
田
平
蔵
ハ
江
戸
（
東
京
）
ノ
人
、
本
店
ヲ
日
本
橋
品
川
町
裏
河
岸
ニ
構
ヘ
テ
釘
銅
鉄
物
問
屋
業
ヲ
営
ン
ダ
富
商
デ
ア
ル
。
安
政
開
国

ノ
始
メ
横
浜
本
町
四
丁
目
ニ
古
金
銀
地
金
及
ビ
糸
類
菜
種
等
ノ
売
込
店
ヲ
設
ケ
タ
ガ
、
偶
々
官

規
ニ

触
レ
ル
ト
コ
ロ
ガ
ア
ツ
テ
横
浜
ヲ

追
放
サ
レ
大
阪
ニ
去
ツ
タ
。
維
新
後
、
明
治
二
年
大
阪
ニ
於
テ
五
代
才
助
（
友
厚
）
ト
共
同
デ
古
金
銀
分
析
所
ヲ
設
立
シ
、
後
旧
知
ノ
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益
田
孝
ヲ
横
浜
ヨ
リ
招
キ
雇
ヒ
入
レ
タ
コ
ト
モ
ア
ル
。
又
明
治
五
年
ニ
ハ
、
東
京
ニ
於
テ
三
井
ノ
大
番
頭
三
野
村
利
左
衛
門
ト
共
同
デ

政
府
ノ
辰
ノ
口
分
析
所
ノ
払
下
ヲ
受
ケ
テ
、
東
京
分
析
所
ヲ
一
時
経
営
シ
タ
コ
ト
モ
ア
ル
。
素
ヨ
リ
鉱
山
ニ
関
ス
ル
知
識
モ
経
験
モ
ア

ツ
タ
ノ
デ
、
彼
ノ
尾
去
沢
銅
山
払
下
ノ
事
ニ
就
テ
モ
井
上
ト
深
イ
関
係
ガ
結
バ
レ
テ
ヰ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
鉱
山
業
以
外
ニ
、
東
京
デ
ハ
陸

軍
ノ
輸
入
軍
需
品
御
用
ヲ
勤
メ
、
大
阪
デ
ハ
米
ノ
取
引
ヲ
モ
ナ
シ
、
当
時
敏
腕
ノ
傑
商
ト
シ
テ
聞
エ
タ
人
デ
ア
ツ
タ
。

岡
田
組
社
長
岡
田
平
蔵
急
死
ノ
報
ヲ
得
タ
井
上
総
裁
ハ
、
同
年
一
月
末
東
京
ヨ
リ
大
阪
ニ
下
リ
、
十
一
月
始
メ
マ
デ
滞
在
シ
テ
善
後
策
ヲ

講
ジ
タ
。
其
間
山
口
ニ
モ
赴
キ
、
山
口
毛
利
家
ノ
勘
定
方
吉
富
簡
一
ヲ
招
イ
テ
岡
田
ノ
代
リ
ニ
社
員
ノ
列
ニ
加
ヘ
、
彼
ト
合
議
シ
テ
故
岡
田

出
資
ノ
資
本
金
全
部
ヲ
返
シ
、
同
時
ニ
鉱
山
課
ノ
業
務
一
切
ヲ
岡
田
家
ニ
譲
渡
シ
テ
岡
田
組
ハ
遂
ニ
解
体
ス
ル
ニ
至
ツ
タ
ノ
デ
ア
ル
。

斯
ノ
如
ク
岡
田
組
ノ
存
在
ハ
明
治
六
年
末
カ
ラ
七
年
始
メ
マ
デ
約
半
年
ノ
短
期
間
デ
、
シ
カ
モ
草
創
ノ
際
デ
ア
ツ
タ
ニ
モ
拘
ラ
ズ
常
ニ
商

機
ヲ
逸
セ
ズ
事
業
ニ
進
出
シ
タ
。
即
チ
明
治
六
年
井
上
ノ
山
口
帰
郷
中
、
益
田
ノ
計
ラ
ヒ
ニ
依
ツ
テ
横
浜
カ
ラ
倫
敦
ヘ
ノ
輸
出
米
約
七
千
石

ヲ
外
国
船
二
隻
以
上
デ
積
出
ス
コ
ト
ニ
成
功
シ
テ
ヰ
ル
。
コ
レ
ハ
、
当
時
ノ
商
取
引
ノ
習
慣
ト
シ
テ
ド
ウ
シ
テ
モ
外
商
ノ
手
ヲ
経
ナ
ケ
レ
バ

ナ
ラ
ナ
カ
ツ
タ
カ
ラ
、
横
浜
ノ
米
国
商
館
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
商
会
ニ
委
託
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
コ
ノ
関
係
デ
該
商
会
ガ
岡
田
組
ノ

出
資
者
ノ
一
員
ト
ナ
ツ
タ
コ
ト
ガ
察
知
セ
ラ
レ
ル
。
倫
敦
輸
出
米
ハ
、
翌
七
年
ノ
報
告
ニ
依
レ
バ
、
三
万
六
千
六
百
四
十
八
円
余
ノ
純
益
ヲ

挙
ゲ
テ
ヰ
ル
。

岡
田
組
ハ
解
体
サ
レ
タ
ガ
、
米
輸
出
ノ
事
業
ハ
先
収
会
社
ニ
継
承
サ
レ
タ
ノ
デ
ア
ル
。

（
二
）
先
収
会
社
ノ
興
廃

井
上
ハ
岡
田
組
ヲ
解
体
シ
テ
新
会
社
ノ
先
収
会
社
ヲ
建
設
ス
ル
タ
メ
、
創
立
事
務
所
ト
シ
テ
東
京

築
地
一

丁
目
ル
イ
・

ゼ
ー
・
サ
ア

（
L
o
u
is

J
.
S� a
）
所
有
ノ
洋
館
ヲ
借
入
レ
タ
。

明
治
七
年
二
月
頃
ニ
ハ
、
社
名
ヲ
千
秋
社
ト
ス
ル
案
モ
ア
ツ
タ
ガ
、
後
ニ
千
歳
社
ト
命
名
ス
ル
コ
ト
ニ
一
時
内
定
シ
、
更
ニ
同
年
三
月
一

日
先
収
会
社
（
西
紀
一
八
七
四
、
皇
紀
二
五
三
四
）
ト
決
定
、
東
京
本
店
ヲ
銀
座
四
丁
目
角
ノ
借
家
ニ
移
シ
、
四
月
一
日
ニ
ハ
横
浜
ニ
モ
支

店
ヲ
設
ケ
タ

場
所

不
明
。
本

店
ニ
於
テ
ハ

元
ノ
岡
田
組
頭
取
益
田
孝
ヲ

首
席
ト
シ
テ
新
ニ
人

材
ノ

登
庸
ニ

努
メ
、
三
月
、
益
田
ガ

造
幣

寮
時
代
ノ

旧
部
下
デ
ア
ツ
タ
俊
才
羽
太
紀
克
ヲ
社
員
ニ
雇
ヒ
入
レ
。
七
月
、
山
口
出
身
デ
京
都
槇
村
知
事
ノ
下
ニ
勧
業

掛
大

属
タ
リ
シ

学
識
技
能

兼
備
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ノ
士
木
村
正
幹
ヲ
招
イ
テ
重
要
社
員
ノ
列
ニ
加
ヘ
、
又
同
月
大
阪
新
進
ノ
富
商
藤
田
伝
三
郎
ヲ
出
資
組
合
員
ニ
加
盟
セ
シ
メ
タ
。

大
阪
支
店
ハ
、
ソ
ノ
頃
大
阪
淡
路
町
岡
田
支
店
カ
ラ
分
離
シ
、
土
佐
堀
一
丁
目
両
替
屋
加
島
跡
ノ
旧
廻
漕
会
社
建
物
ヲ
買
入
レ
テ
之
ニ
移

転
シ
タ
。
業
務
課
別
ハ
勘
定
課
・
出
納
課
・
売
買
課
・
雑
務
課
及
ビ
倉
庫
課
等
ニ
別
レ
テ
整
備
サ
レ
タ
。

勘
定
課
ノ
一
掛
員
ニ
加
藤
祐
一
ト
イ
フ
異
才
ガ
ア
ツ
タ
。
彼
ノ
旧
名
ハ
啓
之
助
ト
イ
ヒ
、
慶
応
初
年
頃
横
浜
戸
部
役
所
ノ
「
調
役
並 ナ
ミ」

ヲ
勤
メ
タ
篤
学
ノ
人
デ
、
此
ノ
人
ノ
著
述
ニ
ハ
交
易
心
得
草
明
治
九
年
刊
、
会
社
弁
講
釈
明
治
四
年
刊
、
商
社
往
来
明
治

六
年
刊
等
ノ
名
著
ガ
ア
リ
、
啓
蒙

時
代
ニ
大
ナ
ル
裨
益
ヲ
与
ヘ
タ
コ
ト
ハ
今
ニ
有
名
デ
ア
ル
。

明
治
七
・
八
年
中
ノ
井
上
ノ
身
辺
ハ
、
実
業
ト
政
治
ト
ノ
両
方
面
ニ
於
テ
頗
ル
多
事
多
難
ノ
時
デ
ア
ツ
タ
。

明
治
七
年
十
一
月
十
二
日
、
井
上
ハ
一
旦
大
阪
ヨ
リ
東
京
ニ
帰
ツ
テ
台
湾
征
討
直
後
ノ
風
雲
ヲ
観
察
シ
、
マ
タ
小
野
組
破
産
前
後
混
乱
セ

シ
財
界
ニ
対
シ
テ
一
臂
ノ
労
ヲ
尽
シ
タ
ル
後
、
再
ビ
同
月
二
十
八
日
下
阪
シ
テ
自
己
ノ
会
社
ノ
創
業
一
箇
年
ノ
決
算
ヲ
為
シ
タ
。
当
年
ハ
吉

富
ノ
馬
関
商
用
出
張
中
、
大
阪
支
店
ハ
社
規
ヲ
紊
シ
テ
米
相
場
ニ
手
ヲ
出
シ
、
損
失
ヲ
来
タ
シ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
吉
富
ノ
帰
店
後
幸
ヒ
ニ
コ
レ

ヲ

�復
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
。
当
時
財
界
不
況
ノ
為
ニ
事
業
ハ
総
ベ
テ
順
調
ヲ
欠
イ
タ
ニ
モ
拘
ラ
ズ
、
当
七
年
ノ
決
算
純
益
金
四
万
七
千
六
百

五
十
円
三
十
三
銭
ヲ
計
上
シ
得
タ
ノ
デ
、
之
ヲ

配
当
賞
与
金
ト
シ
テ
井
上
・
益
田
・
吉
富
・
藤
田
ノ
重
役
始
メ
社
員
一
同
ニ
配
分
シ
、
同
時

ニ
横
浜
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
商
会
ト
モ
関
係
ヲ
絶
チ
、
全
然
独
立
ス
ル
ニ
至
ツ
タ
。

元
来
先
収
会
社
ノ
事
業
ハ
、
山
口
県
ヲ
始
メ
全
国
各
地
ノ
貢
米
（
石
代
米
）
ヲ
売
買
シ
、
且
コ
レ
ヲ
海
外
ニ
輸
出
ス
ル
コ
ト
ヲ

主
眼
ト
シ
、

横
浜
外
商
ト
連
絡
シ
テ
之
ヲ
大
阪
及
ビ

神
戸
ニ
於
テ
取
扱
フ
コ
ト
ニ
ア
ツ
タ
。
其
ノ
為
ニ
大
阪
土
佐
堀
分
店
ハ
大
イ
ニ
活
躍
シ
タ
ノ
デ
ア
ル

ガ
、
明
治
八
年
ニ
ハ
大
津
ニ
モ
支
店
ヲ
設
ケ
テ
米
ノ
買
付
ヲ
為
シ
、
又
政
府
命
令
ノ
輸
出
米
二
十
万
石
ヲ
モ
取
扱
ツ
タ
。
コ
ノ
外
ノ
主
ナ
ル

事
業
ト
シ
テ
ハ
、
明
治
七
年
ニ
大
阪
ノ
社
員
ヲ
飛

�国
高
山
ニ
出
張
セ
シ
メ
テ

神
岡

鉱
山
ヲ
買
入
レ
ル
コ
ト
ニ
成
功
シ
、
又
八
年
ニ
ハ
、

長

崎
ニ
支
店
ヲ
設
ケ
テ
高
島
炭
ノ
販
売
ヲ
試
ミ
、
東
京
本
店
ニ
於
テ
ハ
輸
出
銅
一
手
販
売
ノ
許
可
ヲ
得
ル
ナ
ド
、
見

逃
ス
コ
ト
ノ
出
来
ナ
イ

成

績
ヲ
挙
ゲ
テ
ヰ
ル
。

然
ル
ニ
明
治
八
年
、
大
阪
支
店
ニ
於
テ
藤
田
組
ノ
一
員
ヘ
無
担
保
貸
付
ノ
コ
ト
ニ
絡
ハ
ル
内
紛
ヲ
生
ジ
、
吉
富
先
ヅ
辞
意
ヲ
表
シ
、
藤
田

モ
退
社
ヲ
申
シ
出
デ
、
在
東
京
ノ
益
田
モ
肝
臓
病
ノ
故
ヲ
以
テ
辞
任
ヲ
申
シ
出
デ
、
五
月
頃
ニ
ハ
横
浜
店
モ
閉
鎖
ス
ル
ナ
ド
ノ
事
態
ニ
立

至
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ツ
タ
ガ
、
吉
富
・
益
田
両
人
ハ
慰
撫
ニ
ヨ
リ
留
任
シ
、
藤
田
ハ
退
社
シ
テ
幸
ヒ
ニ
事
ハ
治
ツ
タ
。
斯
カ
ル
会
社
ノ
危
機
ニ
モ
拘
ラ
ズ
、
元
々

国
事
ノ
大
局
ニ
着
眼
ス
ル
コ
ト
ヲ
忘
レ
ザ
ル
井
上
ハ
、
在
阪
中
ノ
機
会
ヲ
利
用
シ
テ
政
界
ノ
暗
雲
ヲ
一
掃
セ
ン
コ
ト
ヲ
思
ヒ
立
チ
、
コ
レ
ガ

為
ニ
社
務
ヲ
一
時
放
擲
セ
ザ
ル
ヲ
得
ナ

（
マ
マ
）ヌ
コ
ト
ト
ナ
ツ
タ
。

明
治
八
年
二
月
十
一
日
、
大
阪
ニ
於
テ
井
上
ガ
主
唱
者
ト
ナ
リ
、
政
界
ノ
巨
星
木
戸
・
大
久
保
・
板
垣
・
伊
藤
・
鳥
尾
等
ト
会
見
ヲ
遂

ゲ
、
当
時
征
韓
論
破
裂
以
来
西
郷
始
メ
維
新
ノ
元
勲
多
ク
野
ニ
下
リ
、
大
久
保
独
リ
政
府
ニ
立
チ
、
朝
野
常
ニ
反
目
ノ
状
態
ニ
陥
リ
タ

ル
ヲ
憂
ヒ
、

�長
土
ノ
間
ニ
周
旋
シ
テ
元
勲
調
停
ノ
策
ヲ
立
テ
タ
。
コ
レ
ガ
所
謂
「
大
阪
会
議
」
デ
ア
ル
。

井
上
ハ
大
阪
会
議
ヲ
了
ヘ
テ
八
年
二
月
二
十
四
日
帰
京
シ
タ
ガ
、
年
末
ニ
至
ツ
テ
係
争
中
ノ
尾
去
沢
裁
判
事
件
モ
無
事
ニ
解
決
シ
、
十
二

月
二
十
七
日
ニ
ハ
新
設
ノ
元
老
院
議
官
ニ
任
ゼ
ラ
レ
、
同
日
特
命
副
全
権
弁
理
大
使
ト
シ
テ
朝
鮮
ニ
差
遣
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
（
渡
韓
ハ

翌
年
正
月
）
再
ビ
官
場
ノ
人
ト
ナ
ツ
タ
。
コ
レ
ガ
為
ニ
井
上
ハ
先
収
会
社
ニ
勤
続
ス
ル
ヲ
得
ナ
ク
ナ
リ
、
会
社
ノ
後
事
ヲ
益
田
ト
吉
富
ニ
委

嘱
シ
テ
一
先
ヅ
退
社
シ
、
翌
九
年
三
月
朝
鮮
ヨ
リ
帰
ル
ト
同
時
ニ
、
会
社
ノ
閉
鎖
準
備
ト
シ
テ
吉
富
ノ
交
代
ニ
木
村
ヲ
下
阪
セ
シ
メ
テ
其
ノ

事
ニ
当
ラ
シ
メ
、
自
身
ハ
同
年
六
月
、
財
政
経
済
研
究
ノ
タ
メ
政
府
ノ
命
ニ
ヨ
ツ
テ
欧
米
ニ
派
遣
セ
ラ
レ
タ
。（
明
治
十
一
年
七
月
ニ
帰
朝
）
。

斯
ク
シ
テ
先
収
会
社
ハ
明
治
九
年
三
月
ヲ
以
テ
閉
鎖
ス
ル
コ
ト
ニ
決
議
ヲ
纏
メ
、
其
ノ
残
務
整
理
ハ
同
年
九
月
ヲ
以
テ
結
了
シ
タ
。
同
年

六
月
、
井
上
ノ
洋
行
直
前
ニ
精
算
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
ニ
依
レ
バ
、
会
社
創
立
ヨ
リ
最
後

�ノ
純
益
金
ト
シ
テ
十
四
万
九
千
余
円
ガ
計
上
セ
ラ
レ

テ
ヰ
ル
。
コ
ノ
内
精
算
準
備
ノ
少
額
ヲ
除
キ
、
其
ノ
残
額
ヲ
井
上
・
益
田
・
吉
富
・
木
村
・
藤
田
並
ニ
社
員
全
部
ヘ
配
当
シ
テ
先
収
会
社
ハ

全
ク
整
理
ヲ
終
了
シ
タ
。
之
ニ
依
ツ
テ
見
レ
バ
、
一
般
ノ
先
収
会
社
ヲ
語
ル
モ
ノ
ガ
、
会
社
ハ
始
メ
カ
ラ

欠
損
続
キ
デ
ア
ツ
タ
ト
ノ
ミ

言
フ

ノ
ハ
誤
伝
デ
ア
ル
コ
ト
ガ
判
明
シ
ヨ
ウ
。

要
ス
ル
ニ
先
収
会
社
ハ
、
其
ノ
主
唱
者
井
上
馨
ガ
、
明
治
六
年
五
月
大
蔵
省
ヲ
退
官
シ
同
八
年
十
二
月
再
ビ
官
場
ニ
入
リ
テ
元
老
院
議
官

ト
ナ
ル
マ
デ
、
前
後
二
箇
年
半
ノ
間
ニ
彼
ノ
大
抱
負
ヲ
以
テ
開
拓
シ
タ
ル
民
間
企
業
ノ
初
期
的
貿
易
会
社
ノ
一
試
案
ト
シ
テ
実
現
セ
ラ
レ
タ

ル
モ
ノ
デ
ア
ル
。
其
ノ
生
命
ハ
、
他
ノ
類
似
ノ
諸
会
社
ト
同
ジ
ク
甚
ダ
短
ク
、

�ニ
二
箇
年
余
ニ
過
ギ
ナ
カ
ツ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
其
ノ
業
績
ト

影
響
ト
ハ
大
イ
ニ
類
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
ガ
ア
ツ
タ
。
左
ニ
其
要
領
ヲ
列
記
シ
ヨ
ウ
。

一
、
会
社
ノ
前
身
岡
田
組
時
代
ニ
ハ
鉱
山
業
ト
貿
易
ト
ヲ
兼
営
シ
、
鉱
山
業
ニ
於
テ
ハ
、
尾
去
沢
銅
山
ノ
買
収
ニ
ハ
失
敗
シ
タ
ケ
レ
ド
モ
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神
岡
鉱
山
ノ
買
収
ハ
成
功
ダ
ツ
タ
。
貿
易
業
ニ
於
テ
ハ
、
横
浜
外
商
ノ
資
本
ヲ
モ
合
同
ス
ル
コ
ト
ニ
依
ツ
テ
、
邦
人
ノ
手
ニ
ヨ
ル
米
ノ

輸
出
ニ
先
鞭
ヲ
着
ケ
タ
。

一
、
先
収
会
社
ト
ナ
ツ
テ
カ
ラ
ハ
鉱
山
ト
手
ヲ
切
リ
、
貿
易
ヲ
専
業
ト
ス
ル
方
針
ヲ
執
リ
、
始
メ
ハ
長
州
藩
ヲ
背
景
ト
ス
ル
内
国
商
売
ノ

貢
米
売
買
ヲ
主
ト
シ
タ
ガ
、
進
ン
デ
之
ヲ
海
外
ニ
輸
出
ス
ル
本
業
ニ
向
ツ
テ
短
期
的
ニ
好
成
績
ヲ
挙
ゲ
タ
。

一
、
会
社
ノ
資
本
ハ
岡
田
組
・
外
商
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
商
会
及
ビ
藤
田
組
等
ノ
合
同
ヲ
以
テ
シ
テ
ヰ
タ
ガ
、
後
ニ
ハ
之
ヲ
精
算
シ
テ
井
上
・

益
田
両
人
ヲ
中
堅
ト
ス
ル
独
立
ノ
結
社
ト
シ
タ
。
斯
ク
、
其
ノ
始
メ
ニ
外
商
ノ
「
外
資
利
用
」
ヲ
為
シ
タ
コ
ト
ハ
注
目
ス
ベ
キ
点
デ
ア

ル
。

一
、
人
材
ヲ
集
メ
ル
コ
ト
ニ
ハ
特
ニ
注
意
ヲ
払
ツ
タ
。
貿
易
ニ
関
ス
ル
新
知
識
ハ
、
横
浜
開
港
以
来
ノ
最
大
権
威
者
タ
ル
益
田
頭
取
一
人

ニ
俟
ツ
タ
コ
ト
ハ
勿
論
デ
ア
ル
ガ
、
其
他
、
井
上
同
藩
ノ
出
身
吉
富
・
木
村
両
重
役
ノ
支
持
ヲ
得
テ
社
内
ヲ
経
営
シ
タ
ノ
デ
ア
ツ
タ
。

尤
モ
吉
富
ハ
、
最
後
ニ
一
身
上
ノ
都
合
ニ
ヨ
ツ
テ
退
社
シ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
益
田
・
木
村
ノ
両
重
役
ハ
会
社
解
散
後

�モ
踏
ミ
留
リ
、
遂

ニ
其
ノ
身
柄
ノ
マ
マ
物
産
会
社
ニ
移
動
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
ル
。

一
、
総
裁
井
上
ハ
、
国
家
新
建
設
ノ
際
、
実
業
ト
政
治
ノ
両
面
ニ
身
ヲ
置
イ
テ
目
マ
グ
ル
シ
イ
活
躍
ヲ
呈
シ
タ
ガ
、
一
旦
再
ビ
官
場
ノ
人

ト
ナ
リ
、
次
イ
デ
洋
行
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ツ
テ
カ
ラ
ハ
、
民
間
ノ
企
業
会
社
タ
ル
先
収
会
社
ト
全
ク
関
係
ヲ
絶
ツ
タ
ノ
ハ
、
彼
ノ
潔
癖
ノ

然
ラ
シ
メ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル
。

先
収
会
社
解
散
ノ
翌
月
即
チ
明
治
九
年
四
月
、
益
田
孝
ト
三
井
ノ
三
野
村
利
左
衛
門
ト
ノ
会
談
ガ
開
始
セ
ラ
レ
、
爾
後
幾
多
ノ
曲
折
ヲ
経
テ

遂
ニ
同
年
七
月
三
井
物
産
会
社
ノ
創
立
ヲ
見
ル
ニ
至
ツ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
其
ノ
経
過
ノ
詳
細
ニ
就
イ
テ
ハ
編
ヲ
改
メ
テ
述
ベ
ル
コ
ト
ト
ス
ル
。

（

2）
三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業
史
』
本

�第
二
巻
（
一
九
八

〇
年
、
三
井
文
庫
）
二
一
八

�二
二

〇
ペ
ー

ジ
。

な
お
、
「
先
収
会
社

規
則
」

の
引

用
中
の
「
開
き
」
は
「
闢
き
」
の
誤
り
で
あ
る
。
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一
問
題
の
所
在

（
一

）
岡
田

組
・

先
収

会
社

断
絶

説

［
一
］
～［
八
］
は
い
ず
れ
も
、
ま
ず
岡
田
組
が
設
立
さ
れ
、
つ
い
で
先
収
会
社
が
設
立
さ
れ
た
と
把
握
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
説
が

通
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
説
で
は
、
明
治
七
年
か
ら
明
治
九
年
の
間
に
井
上
馨
ら
が
経
営
に
関
わ
っ
た
会
社
は
、
活
動
時
期
を
異
に
す
る

岡
田
組
と
先
収
会
社
と
い
う
二
つ
の
会
社
で
あ
り
、
し
か
も
先
収
会
社
は
岡
田
組
が
社
名
を
変
更
し
た
も
の
で
は
な
く
、
両
社
の
間
に
は
断

絶
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
説
を
岡
田
組
・
先
収
会
社
断
絶
説
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

た
だ
し
、
［
一
］～［

八
］
は
い
ず
れ
も
岡
田
組
・
先
収
会
社
断
絶
説
で
あ
る
も
の
の
、
岡
田
組
の
設
立
年
月
日
、
岡
田
組
解
散
の
月
日
、

先
収
会
社
設
立
の
月
日
に
つ
い
て
は
、
論
考
を
比
較
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
微
妙
な
差
異
が
あ
る
（
１
）。

［
岡

田
組

の
設

立
］［
一
］
～［
八
］
で
は
い
ず
れ
も
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
月
一
日
岡
田
組
が
設
立
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

［
二
］「
益
田
伝
」
で
は
一
月
一
日
設
立
と
明
記
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
に
「
岡
田
組
の
存
在
は
、
明
治
六
年
末
よ
り
七
年
二

月
に
至
る
ま
で
約
半
箇
年
の
短
期
間
」
と
い
う
明
治
六
年
末
に
設
立
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
矛
盾
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
例
外
と
す

れ
ば
、
一
月
一
日
設
立
説
に
対
し
て
異
論
を
述
べ
た
論
考
は
な
い
。
岡
田
組
の
設
立
に
つ
い
て
［
七
］
『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
で
は
、
次
の

よ
う
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
説
明
し
て
い
る
（
２
）。

旧
来
の
岡
田
組
と
明
治
七
年
一
月
創
立
の
岡
田
組
、
そ
し
て
先
収
会
社
は
事
業
も
人
的
構
成
も
連
続
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
三
社
は
し
ば
し
ば

混
同
さ
れ
て
い
る
。『
世
外
井
上
公
伝
』『
馬
越
恭
平
公
伝
』
〔
馬
越
恭
平
翁
伝
の
誤
り
…
引
用
者
〕『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
に
は
、
と
も
に
明
治
六
年
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の
秋
、
井
上
が
視
察
旅
行
か
ら
帰
っ
て
ま
も
な
く

�先
収
会
社

�が
設
立
さ
れ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
、
先
収
会
社
の
創
立
は
明
治

七
年
三
月
一
日
で
あ
り
、
六
年
の
秋
に
は
新

�岡
田
組

�も
未
だ
設
立
さ
れ
て
い
な
い
。

［
岡

田
組

の
解

散
］［
一
］
～［
八
］
で
は
、
明
治
七
年
一
月
一
五
日
（
３
）に
岡
田
平
蔵
が
死
亡
し
た
た
め
岡
田
組
が
解
散
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
、
岡
田
組
が
い
つ
解
散
し
た
か
を
記
し
て
い
な
い
。［
二
］「
益
田
伝
」
で
は
、
二
月
「
二
八
日
社
中

除
名
の
形
式
で
全
く
岡
田
と
の
関
係
を
断
ち
、
岡
田
出
資
の
資
本
金
を
全
部
返
却
し
、
同
時
に
鉱
山
課
の
業
務
一
切
を
岡
田
家
に
譲
渡
し
て
、

岡
田
組
は

�に
解
体
す
る
に
至
っ
た
。
か
く
の
如
く
岡
田
組
の
存
在
は
、
明
治
六
年
末
よ
り
七
年
二
月
に
至
る
ま
で
約
半
箇
年
の
短
期
間
に

す
ぎ
な
か
つ
た
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
解
散
日
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
の
、
二
月
二
八
日
に
岡
田
組
解
散
と
読
め
る
記
述
と
な
っ

て
い
る
。［
三
］
佐
々
木
論
文
は
岡
田
組
解
散
月
日
を
明
記
し
て
い
な
い
。

［
四
］
岩
崎
論
文
が
二
月
二
八
日
解
散
と
初
め
て
明
記
し
た
。
し
か
も
、
［
二
］
の
記
述
を
受
け
て
、
［
二
］
の
記
述
に
含
ま
れ
て
い
る
矛

盾
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
、
二
月
「
二
八
日
、
社
中
除
名
の
形
式
で
岡
田
と
の
関
係
を
断
ち
、
岡
田
出
資
の
資
本
金
を
返
し
」
（
二
月
二
八
日

に
会
社
か
ら
岡
田
を
除
名
）
と
い
う
表
現
と
、
「
同
時
に
鉱
山
業
務
を
岡
田
家
に
譲
渡
し
て
岡
田
組
を
解
散
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
」

（
二
月
二
八
日
に
岡
田
組
解
散
）
と
い
う
表
現
を
並
記
し
て
い
る
（
４
）。
岡
田
を
除
名
す
る
の
で
あ
れ
ば
会
社
解
散
の
必
要
は
な
く
、
会
社
を
解

散
す
る
の
で
あ
れ
ば
岡
田
除
名
の
必
要
は
な
い
の
で
、［
四
］
の
記
述
は
矛
盾
し
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
［
五
］
田
村
論
文
で
は
、「
三
月
に
入
っ
て
残
り
三
万
二
二
〇
三
円
〇
九
銭
五
厘
も
返
済
し
、
組
合
除
名
の
形
式
で
絶
縁
し
た
」

と
記
し
た
後
、
「
こ
う
し
て
岡
田
組
は
解
体
す
る
に
至
っ
た
が
、
社
名
を
先
収
会
社
と
し
た
新
会
社
が
、
三
月
一
日
に
発
足
す
る
（
５
）」
と
し
、

三
月
に
岡
田
組
が
解
散
し
た
か
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
［
六
］
『
挑
戦
と
創
造
』
で
は
、
本
文
で
は
二
月
解
散
、
「
年
表
」
で
は
三

月
解
散
と
記
さ
れ
て
い
る
（
６
）。［
七
］
『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
で
は
、
後
に
引
用
す
る
よ
う
に
解
散
月
日
を
明
記
す
る
こ
と
を
避
け
た
記
述
を
し
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て
い
る
。
こ
の
記
述
の
文
意
を
読
み
込
む
と
、
解
散
は
三
月
以
降
に
な
る
。

［
八
］
『
事
業
史
』
で
は
い
つ
岡
田
組
が
解
散
し
た
の
か
判
ら
な
い
記
述
に
戻
っ
て
い
る
。
ま
た
、［
八
］
で
は
、［
四
］
の
矛
盾
に
気
づ
い

た
の
か
、
矛
盾
す
る
表
現
の
う
ち
、
岡
田
組
解
散
の
部
分
で
は
な
く
、
社
中
除
名
の
部
分
を
削
除
し
、
解
散
日
を
二
月
二
八
日
と
す
る
部
分

も
削
除
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
岡
田
組
の
解
散
月
日
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
つ
の
説
に
収
斂
し
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
論
考
に
よ
り
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

こ
れ
は
解
散
日
を
特
定
で
き
る
証
拠
が
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

［
先

収
会

社
の

設
立

］
［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
「
明
治
七
年
二
月
頃
ニ
ハ
、
社
名
ヲ
千
秋
社
ト
ス
ル
案
モ
ア
ツ
タ
ガ
、
後
ニ
千
歳
社

ト
命
名
ス
ル
コ
ト
ニ
一
時
内
定
シ
、
更
ニ
同
年
三
月
一
日
先
収
会
社
（
西
紀
一
八
七
四
、
皇
紀
二
五
三
四
）
ト
決
定
、
東
京
本
店
ヲ
銀
座
四

丁
目
角
ノ
借
家
ニ
移
シ
」
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
先
収
会
社
の
設
立
月
日
が
い
つ
か
を
、
明
確
に
記
述
し
て
い
な
い
。［
二
］「
益

田
伝
」
で
は
、
「
社
名
は
二
月
頃
は
千
秋
社
と
す
る
案
も
あ
つ
た
が
、
後
に
千
歳
社
と
命
名
す
る
こ
と
に
内
定
し
、
井
上
総
裁
の
下
に
無
定

員
の
頭
取
を
置
く
こ
と
に
し
、
尋
で
三
月
に
至
り
、
先
収
会
社
と
改
め
た
」、「
三
月
一
日
銀
座
四
丁
目
角
の
借
家
を
本
店
と
な
し
た
」
と
記

し
て
い
る
。
［
一
］
と
同
様
、
新
会
社
の
設
立
日
が
い
つ
か
を
明
確
に
記
述
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
［
一
］［
二
］
で
は
、
新
会
社
設
立

を
三
月
一
日
と
特
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
特
定
で
き
る
証
拠
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
［
三
］
佐
々
木
論
文
は
、［
二
］
の
文
意
を
読
み
込
ん
で
、「
正
式
に
創
立
さ
れ
た
の
は
明
治
七
年
三
月
」
と
月
を
特
定
し
（
７
）、
つ

い
で
［
四
］
岩
崎
論
文
は
さ
ら
に
読
み
込
ん
で
、
「
三
月
一
日
銀
座
四
丁
目
に
本
店
を
設
け
て
先
収
会
社
を
創
立
し
た
（
８
）」
と
し
て
日
を
特
定

し
た
。
つ
ま
り
、
現
在
流
布
し
て
い
る
明
治
七
年
三
月
一
日
新
会
社
設
立
説
は
［
四
］
が
初
め
て
唱
え
た
も
の
で
あ
る
。

［
五
］
田
村
論
文
で
は
、［
四
］
を
継
承
し
て
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
三
月
一
日
先
収
会
社
設
立
と
し
た
。
た
だ
し
、
先
収
会
社
設
立

後
、
三
月
中
に
出
資
金
の
残
額
が
返
済
さ
れ
て
岡
田
組
が
解
散
さ
れ
た
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
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［
六
］
『
挑
戦
と
創
造
』
で
は
、
三
月
に
先
収
会
社
設
立
と
し
て
い
る
（
９
）。［
七
］『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
で
は
「
正
式
に
岡
田
組
を
解
散
し
た

の
ち
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
三
月
一
日
、
銀
座
四
丁
目
に
本
店
を
設
立
し
て
発
足
の
運
び
と
な
っ
た
（

�）」
と
し
、
［
四
］
と
同
じ
く
設
立

日
を
三
月
一
日
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
先
収
会
社
設
立
日
が
三
月
一
日
設
立
へ
と
収
斂
し
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
三
月
一
日
先
収
会
社
設
立
と
明
記
し
て
い
る
［
四
］

［
五
］［
七
］
で
証
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
後
、
三
月
一
日
設
立
説
を
初
め
て
唱
え
た
岩
崎
が
、［
八
］『
事
業
史
』
に
お
い
て
、
三
月
一
日
設
立
と
い
う
自
説
を
明
示
的
で
は
な

い
も
の
の
、
事
実
上
否
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
三
月
一
日
は
、
新
会
社
が
設
立
さ
れ
た
日
で
は
な
く
、
新
会
社
の
本
社
が
銀
座
に
移
さ
れ
日

で
あ
り
、
ま
た
新
会
社
設
立
時
の
社
名
は
千
歳
会
社
で
あ
り
、
の
ち
千
秋
会
社
に
、
つ
い
で
先
収
会
社
に
変
更
さ
れ
た
と
記
述
を
修
正
し
た
（

�）。

し
た
が
っ
て
、
新
会
社
（
千
歳
会
社
）
が
い
つ
設
立
さ
れ
た
か
を
明
記
し
て
い
な
い
。
執
筆
担
当
者
（
岩
崎
）
は
、
新
会
社
（
千
歳
会
社
）

を
三
月
一
日
設
立
と
す
る
従
来
の
説
を
誤
り
と
捉
え
た
も
の
の
、
設
立
日
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
岩
崎
は
自
説

［
四
］
を
修
正
し
、
新
会
社
の
設
立
日
に
関
し
て
は
［
一
］［
二
］
と
同
じ
く
明
示
し
な
い
記
述
に
戻
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、［
九
］
木
山
第
一
論
文
、［
一
〇
］
木
山
第
二
論
文
で
は
三
月
設
立
と
記
し
、［
一
一
］
『
天
人
録
』
で
は
三
月
一
日
設
立
と
し

て
い
る
（

�）。

こ
の
よ
う
に
岡
田
組
解
散
日
、
先
収
会
社
設
立
日
に
即
し
て
、
従
来
の
論
考
を
み
る
と
、
証
拠
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
諸
説
が
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
は
た
し
て
明
治
七
年
一
月
一
日
設
立
の
会
社
は
、
ほ
ど
な
く
解
散
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
に
は
岡
田
組
解
散
、

先
収
会
社
設
立
で
は
な
く
、
明
治
七
年
一
月
一
日
に
会
社
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
が
同
年
中
に
解
散
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
明
治
九
年
ま
で
存
続

し
た
の
で
は
な
い
の
か
。
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（
二

）
岡
田

組
資

本
金

一
五

万
円

説

［
一
］
～［
八
］
は
、
い
ず
れ
も
岡
田
組
の
資
本
金
を
一
五
万
円
、
そ
の
内
訳
を
岡
田
平
蔵
八
万
円
、
井
上
馨
三
万
円
、
E
d
w
a
rd

F
isch

er

&
C
o
.
四
万
円
と
し
て
い
る
（

�）。
う
ち
［
二
］
「
益
田
伝
」
、
［
四
］
岩
崎
論
文
は
こ
れ
ら
の
数
値
を
明
治
七
年
一
月
五
日
現
在
の
資
本
金
の
数

値
、
［
三
］
佐
々
木
論
文
は
明
治
七
年
一
月
一
五
日
現
在
の
数
値
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
論
考
に
も
証
拠
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。

一
五
万
円
に
関
し
て
、［
一
］
が
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
資
料
は
、『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻
五
二
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
吉
富
簡
一
宛
井

上
馨
書
簡
（
明
治
七
年
一
月
一
日
付
）
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
に
は
「
最
早
当
月
五
日
ニ
ハ
、
拾
五
万
之
高
集
金
候
而
バ
ン
ク
へ
入
金
之
所
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
一
月
一
日
付
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
一
月
五
日
時
点
で
一
五
万
円
が
集
ま
っ
た
の
か
、
こ
の
書
簡

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
集
ま
っ
た
金
を
バ
ン
ク
に
入
金
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
資
本
金
と
し
て
岡
田
組
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
も
の
と
は
直
ち
に
断
定
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
岡
田
組
の
資
本
金
と
そ
の
内
訳
を
示
す
証
拠
は
、
参
照
し
た
と
推
定
さ
れ
る
資
料
を
見
て
も
わ
か
ら
な
い
。
は
た
し
て
資
本

金
は
一
五
万
円
で
あ
る
の
か
、
そ
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
収
会
社
の
総
勘
定
元
帳
が
三
井
文
庫
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
三

）
Ｅ
Ｆ

Ｃ
に

よ
る

出
資

説

E
d
w
a
rd

F
isch

er
&

C
o
.（
以
下
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
略
記
）
に
よ
る
岡
田
組
へ
の
出
資
に
つ
い
て
は
、
［
一
］
～［
八
］
の
す
べ
て
で
、
四
万

円
を
出
資
し
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
出
資
金
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
「
四
万
円
ハ
益
田
ガ
横
浜
在
住
以
来
深
交
ノ
ア
ツ
タ
亜
米
利
加
十
四
番
商
館
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
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商
会
ノ
出
資
」
に
よ
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、
明
治
七
年
に
か
な
り
の
純
益
を
上
げ
た
た
め
、
明
治
八
年
に
「
横
浜
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
商
会
ト
モ

関
係
ヲ
絶
チ
、
全
然
独
立
ス
ル
ニ
至
ツ
タ
」
と
し
て
い
る
。
明
示
的
で
は
な
い
も
の
の
出
資
金
を
返
却
し
て
、
資
本
的
に
外
商
か
ら
独
立
し

た
と
捉
え
て
い
る
。

［
二
］
「
益
田
伝
」
で
は
明
治
八
年
に
「
横
浜
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
商
会
と
の
関
係
を
絶
ち
、
そ
の
出
資
金
を
返
却
し
て
会
社
は
全
く
独
立
」
し

た
と
し
、
明
示
的
に
出
資
金
を
返
却
し
た
と
記
し
て
お
り
、［
三
］
佐
々
木
論
文
（「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
に
対
し
て
出
資
金
全
額
を
返
却
し

て
、
文
字
通
り
、
井
上
一
家
の
独
立
の
会
社
と
な
る
（

�）」）
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

［
四
］
［
六
］
［
八
］
に
は
返
却
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
。［
五
］
田
村
論
文
で
は
「
初
期
に
は
Ｅ
Ｆ
商
会
と
資
本
提
携
を
し
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
八
年
初
頭
に
絶
縁
し
」、「
資
本
も
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
（

�）」
と
し
て
い
る
。

［
七
］
『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
で
は
「
先
収
会
社
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
初
頭
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
の
出
資
分
を
返
却
し
て
、
資

金
的
な
関
係
を
断
っ
た
。
し
か
し
、
仕
事
上
の
関
係
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
る
（

�）」
と
し
、
出
資
金
は
返
却
し
た
も
の
の
、
業
務
上
の
提
携
関

係
は
続
い
た
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
ど
の
論
考
に
も
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
先
収
会
社
に
出
資
し
た
こ
と
を
示
す
証
拠
も
、
出
資
金
を
返
却
し
た
こ
と
を
示
す
証
拠
も
挙
げ
ら

れ
て
い
な
い
。
益
田
孝
「
備
忘
録
」
の
明
治
八
年
八
月
一
二
日
条
に
、
井
上
馨
の
言
葉
と
し
て
「
先
収
会
社
者
明
七
者
拾
四
番
と
組
合
タ

リ
シ
（

�）」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、［
一
］［
二
］
は
こ
の
記
述
を
み
て
、
先
収
会
社
は
一
四
番
（
Ｅ
Ｆ
Ｃ
）
と
の
組
合
を
明
治
八
年
に
解
消
し
、

Ｅ
Ｆ
Ｃ
に
出
資
金
を
返
却
し
て
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
か
ら
独
立
し
た
会
社
に
な
っ
た
と
推
測
し
た
よ
う
で
あ
る
。

［
五
］
は
、
［
一
］
［
二
］
が
見
て
い
な
い
と
お
も
わ
れ
る
吉
富
簡
一
宛
井
上
馨
書
簡
（
明
治
八
年
五
月
二
九
日
付
（

�））
を
引
用
し
て
い
る
。

こ
の
書
簡
に
は
、
「
当
年
ハ
昨
年
と
相
違
ひ
十
四
番
と
ハ
相
分
レ
入
費
も
相
減
シ
誠
ニ
以
上
都
合
ト
奉
存
候
」
と
あ
る
。
こ
の
く
だ
り
か
ら

明
治
七
年
に
結
ん
だ
先
収
会
社
と
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
の
組
合
を
明
治
八
年
に
解
消
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
組
合
の
解
消
と
い
う
事
実
か
ら
、
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［
五
］
の
よ
う
に
、
出
資
金
を
返
却
し
て
Ｅ
Ｆ
Ｃ
か
ら
資
本
的
に
独
立
し
た
と
判
断
し
て
よ
い
の
か
。

（
四

）
岡
田

組
・

先
収

会
社

に
よ

る
外

国
銀

行
か

ら
の

借
入

金

［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
、［
五
］
田
村
論
文
で
は
東
洋
銀
行
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
バ
ン
ク
）
と
三
〇
万
円
の
借
越
契
約
を
結
ん
だ
と
し
て
い

る
。
［
一
］
が
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
根
拠
は
『
世
外
井
上
公
伝
』
に
掲
載
の
吉
富
簡
一
宛
井
上
馨
書
簡
（
明
治
七
年
一
月
一
日
付
）
の

「
三
拾
万
円
丈
ハ
当
四
月
末
之
出
金
ハ
外
国
人
バ
ン
ク
よ
り
慥
受
合
候
（

�）」
と
い
う
く
だ
り
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
［
二
］
「
益
田
伝
」
で
は
、
東
洋
銀
行
か
ら
の
「
借
金
は
、
明
治
九
年
三
月
三
十
一
日
に
返
済
完
了
し
て
ゐ
る
」
、
明
治

七
年
一
月
一
日
付
の
吉
富
簡
一
宛
書
簡
に
よ
る
と
「
東
洋
銀
行
と
三
十
万
円
の
借
越
契
約
が
成
立
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
が
、
結
局
十
一
万

円
余
り
し
か
借
さ
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
記
述
よ
り
前
の
部
分
に
、
「
先
収
会
社
の
簿
記
に
よ
る
と
、
横

浜
の
東
洋
銀
行
」
か
ら
、
明
治
「
六
年
十
二
月
十
四
日
洋
四
万
五
千
弗
（
邦
貨
に
換
算
す
る
と
四
万
六
千
八
百
円
）
、
十
二
月
二
十
八
日
洋

三
万
二
千
五
百
弗
（
三
万
三
千
八
百
円
）
、
七
年
一
月
十
四
日
洋
三
万
三
千
弗
（
三
万
四
千
三
百
二
十
円
）
以
上
三
口
合
計
洋
十
一
万
五
百

弗
（
十
一
万
四
千
九
百
二
十
円
）
を
借
入
れ
て
ゐ
る
」
と
し
、
詳
細
な
数
字
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
［
三
］
［
四
］
［
六
］
［
八
］
に
は

外
国
銀
行
か
ら
の
借
入
金
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。

［
七
］
『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
は
［
二
］
の
記
述
を
踏
襲
し
て
、
「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
バ
ン
ク
か
ら
三
〇
万
円
を
限
度
と
す
る
為
替
借
越
契

約
を
得
、
六
年
末
か
ら
七
年
一
月
に
か
け
て
一
一
万
円
余
を
借
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
岡
田
組
は
外
国
商
館
の
資
本
を
導
入
し
、
外
国
銀

行
か
ら
資
金
の
融
通
を
受
け
て
出
発
し
た
の
で
あ
る
（

�）」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、［
二
］
［
七
］
で
東
洋
銀
行
か
ら
合
計
一
一
万
円
余
り
を
借
り
入
れ
た
と
し
て
い
る
年
月
の
明
治
六
年
一
二
月
～
七
年
一
月
は
誤

り
で
あ
る
。
明
治
七
年
一
二
月
～
八
年
一
月
が
正
し
い
。
［
二
］
が
、
先
収
会
社
の
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
西
暦
の
一
八
七
四
年
・
一
八
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七
五
年
を
年
号
に
変
換
す
る
際
に
、
誤
っ
て
明
治
六
年
・
七
年
と
し
た
の
で
あ
る
（

�）。

ま
た
帳
簿
の
記
録
に
よ
る
と
、
合
計
一
一
万
円
余
の
借
入
は
確
か
に
東
洋
銀
行
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
借
入
年
が
一
年
後
ろ
に
ず
れ
て
い

る
の
で
、
こ
の
一
一
万
円
余
り
の
借
入
は
三
〇
万
円
の
借
越
契
約
と
関
係
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
三
〇
万
円
の
借
越
契
約

は
ど
の
銀
行
と
お
こ
な
っ
た
の
か
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
五

）
岡
田

組
の

主
要

な
業

務

［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
「
鉱
山
開
発
ニ
依
ル
輸
出
貿
易
ノ
新
会
社
設
立
ノ
議
ガ
遂
ゲ
ラ
レ
タ
。

�ニ
於
テ
、
先
ヅ
岡
田
平
蔵
ノ
大
阪

淡
路
町
支
店
ヲ
本
店
ト
シ
、
岡
田
組
ノ
旧
名
ヲ
襲
ヒ
テ
鉱
山
業
並
ニ
貿
易
ノ
業
ヲ
営
マ
ン
ト
シ
タ
」
と
し
て
い
る
。「
輸
出
貿
易
ノ
新
会
社
」、

「
貿
易
ノ
業
」
と
い
う
表
現
は
、
あ
た
か
も
「
岡
田
組
」
が
貿
易
（
輸
出
・
輸
入
）
を
お
こ
な
う
か
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
は
こ
の
部
分
の
表
現
の
当
否
は
問
わ
な
い
。
こ
こ
で
は
「
岡
田
組
」
の
主
要
な
業
務
を
「
貿
易
ノ
業
」
お
よ
び
鉱
山
業
と
し
て
い
る
こ

と
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
う
ち
、
平
蔵
死
後
、
鉱
山
業
に
つ
い
て
は
「
岡
田
家
ニ
譲
渡
シ
」
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
［
一
］
の
記
述
と
同
様
、
［
二
］～
［
八
］
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
鉱
山
業
を
岡
田
組
の
主
要
な
業
務
と
し
、
平
蔵
死
後
、
鉱
山
業
を

岡
田
へ
譲
渡
し
た
、
あ
る
い
は
返
却
し
た
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
世
外
井
上
公
伝
』
で
は
「
こ
の
会
社
と
鉱
山
経
営
と
の
関
係
は
判
然
せ
ぬ
が
、
多
分
別
種
の
事
業
で
あ
つ
た
ら
し
く
考
へ

ら
れ
る
（

�）」
と
記
し
て
お
り
、
鉱
山
業
は
明
治
七
年
一
月
設
立
の
新
会
社
の
業
務
で
は
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。
は
た
し
て
「
岡
田
組
」
の
主

要
な
業
務
の
一
つ
は
鉱
山
業
な
の
か
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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（
六

）
先
収

会
社

の
本

店
・

支
店

「
岡
田
組
ノ
規
則
」
で
は
「
本
店
及
支
店
」
に
つ
い
て
「
東
京
ノ
店
ヲ
本
行
ト
ナ
シ
横
浜
大
阪
神
戸
ノ
店
ヲ
支
店
ト
ナ
ス
」
と
規
定
し
て

い
る
（

�）。
つ
ま
り
、
規
則
上
は
横
浜
支
店
、
大
阪
支
店
、
神
戸
支
店
を
設
置
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
岡
田
組
・
先
収
会
社
断
絶
説

を
前
提
と
し
て
、
各
論
考
に
お
い
て
実
際
に
ど
こ
に
先
収
会
社
の
支
店
が
設
置
さ
れ
た
と
み
て
い
る
の
か
、
ま
た
本
店
を
含
む
店
の
所
在
地

を
ど
こ
で
あ
る
と
特
定
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
設
置
の
目
的
を
ど
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
か
を
み
よ
う
。

［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
、
東
京
本
店
（
所
在
地
に
つ
い
て
は
、「
東
京
本
店
ヲ
銀
座
四
丁
目
角
ノ
借
家
ニ
移
シ
」
と
記
述
）、
横
浜
支

店
（
明
治
七
年
の
「
四
月
一
日
ニ
ハ
横
浜
ニ
モ
支
店
ヲ
設
ケ
タ
」
。
所
在
地
の
記
載
な
し
）
、
大
阪
支
店
（
「
大
阪
淡
路
町
岡
田
支
店
カ
ラ
分

離
シ
、
土
佐
堀
一
丁
目
両
替
店
加
島
跡
ノ
旧
廻
漕
会
社
建
物
ヲ
買
入
レ
テ
之
ニ
移
転
シ
タ
」
）
、
明
治
八
年
大
津
支
店
設
置
（
「
明
治
八
年
ニ

ハ
大
津
ニ
モ
支
店
ヲ
設
ケ
テ
米
ノ
買
付
ヲ
為
シ
」
た
）、
明
治
八
年
長
崎
支
店
設
置
（「
八
年
ニ
ハ
、
長
崎
ニ
支
店
ヲ
設
ケ
テ
高
島
炭
ノ
販
売

ヲ
試
ミ
」
た
）
で
あ
る
。
神
戸
支
店
が
設
置
さ
れ
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

［
二
］
「
益
田
伝
」
で
、
［
一
］
と
同
様
な
の
は
、
東
京
本
店
（
銀
座
四
丁
目
角
の
借
家
）
、
横
浜
支
店
（
明
治
七
年
四
月
一
日
開
店
）
、
大

阪
支
店
（
土
佐
堀
一
丁
目
）
で
あ
る
。
新
た
に
横
浜
支
店
に
関
し
て
「
多
分
本
町
の
岡
田
店
を
引
受
け
た
の
で
あ
ら
う
」
と
所
在
地
を
推
定

し
た
。
ま
た
横
浜
支
店
は
明
治
八
年
五
月
一
〇
日
に
一
時
閉
鎖
さ
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
も
の
の
、
い
つ
再
開
さ
れ
た
を
記
し
て
い
な
い
。

長
崎
支
店
に
つ
い
て
は
、
［
一
］
と
は
異
な
り
、
明
治
八
年
で
は
な
く
、
明
治
七
年
「
八
月
中
旬
社
員
山
尾
熊
三
が
長
崎
に
出
張
し
て
支
店

を
設
置
」
し
た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
大
津
に
つ
い
て
は
、
明
治
八
年
一
月
に
、
大
阪
支
店
が
「
社
員
を
大
津
に
派
出
し
て
支
社
を
設
置
し

た
」
と
記
し
、
支
店
と
は
し
て
い
な
い
。

［
三
］
佐
々
木
論
文
で
は
東
京
本
店
（
銀
座
四
丁
目
角
の
借
家
）、
大
阪
支
店
、
横
浜
支
店
（
明
治
八
年
に
一
時
閉
鎖
）、［
四
］
岩
崎
論
文
、

［
五
］
田
村
論
文
、
［
八
］
『
事
業
史
』
で
も
東
京
本
店
（
銀
座
四
丁
目
角
）
、
大
阪
支
店
（
土
佐
堀
一
丁
目
）
、
横
浜
支
店
（
明
治
七
年
四
月
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一
日
開
店
）
を
あ
げ
、
長
崎
、
大
津
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
［
六
］『
挑
戦
と
創
造
』
で
は
東
京
本
店
、
大
阪
支
店
、
横
浜
支
店
に
加
え
て
神
戸
支
店
が
設
置
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

［
七
］
『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
で
は
東
京
本
店
（
銀
座
四
丁
目
）
、
大
阪
支
店
（
土
佐
堀
一
丁
目
）
、
横
浜
支
店
（
明
治
七
年
四
月
設
置
）
、

長
崎
支
店
を
あ
げ
、
横
浜
支
店
に
つ
い
て
「
場
所
は
、
横
浜
石
川
口
四
丁
目
と
思
わ
れ
る
が
明
ら
か
で
は
な
い
」、
「
茶
の
売
込
み
が
主
業
務

で
あ
っ
た
よ
う
だ
」、
長
崎
支
店
に
つ
い
て
明
治
七
年
七
月
、「
先
収
会
社
は
長
崎
の
官
有
高
島
炭
坑
の
出
炭
販
売
の
許
可
を
受
け
た
。
翌
八

月
に
は
山
尾
熊
三
を
派
し
て
長
崎
に
支
店
を
設
け
、
本
格
的
に
販
売
の
業
務
に
あ
た
っ
た
（

�）」
と
し
、［
二
］
と
同
様
に
、［
一
］
の
明
治
八
年

設
置
説
を
否
定
し
た
。

こ
の
よ
う
に
論
考
に
よ
っ
て
、
微
妙
に
説
明
が
異
な
る
。
は
た
し
て
、「
岡
田
組
」
が
存
在
し
た
と
さ
れ
て
い
る
時
代
の
支
店
も
含
め
て
、

先
収
会
社
で
は
ど
こ
に
支
店
が
設
置
さ
れ
た
の
か
。
本
当
に
神
戸
や
大
津
に
支
店
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
横
浜
支
店
設
置
日
を
明
治
七
年
四
月
一
日
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
規
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
当
に
こ

の
よ
う
に
遅
れ
た
の
か
。
横
浜
支
店
に
つ
い
て
は
、
設
置
日
、
所
在
地
、
閉
店
日
と
閉
店
の
理
由
、
再
開
の
有
無
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
大
阪
支
店
が
最
初
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
岡
田
の
店
は
淡
路
町
に
あ
っ
た
の
か
、
資
料
に
基
づ
い
て
場
所
を
特

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

［
一
一
］『
天
人
録
』
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
考
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
本
店
の
位
置
を
特
定
す
る
こ
と
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
八
七
四
年
三
月
一
日
設
立
以
降
の
先
収
会
社
の
本
店
（
「
銀
座
四
丁
目
一
六
番
地
」
「
角
地
」
）
の
場
所
を
、
現
在
「
教
文
館
ビ
ル
」
が
あ

る
位
置
で
あ
る
と
特
定
し
て
い
る
（
二
一
六
ペ
ー
ジ
）
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
場
所
を
特
定
で
き
た
の
か
、
証
拠
が
な
に
も
示
さ
れ
て
い

な
い
。
は
た
し
て
こ
の
位
置
な
の
か
を
関
東
大
震
災
以
前
の
地
籍
地
図
に
基
づ
い
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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（
七

）
先
収

会
社

の
利

益

［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
「
会
社
創
立
ヨ
リ
最
後

�ノ
純
益
金
ト
シ
テ
十
四
万
九
千
余
円
」
、
う
ち
明
治
「
七
年
ノ
決
算
純
益
金
四
万

七
千
六
百
五
十
円
三
十
三
銭
」
と
説
明
し
て
い
る
。［
二
］
「
益
田
伝
」
で
は
、
先
収
会
社
の
「
七
年
一
月
よ
り
九
年
六
月
十
五
日
ま
で
の
純

益
」
を
一
四
万
九
一
三
二
円
四
八
銭
八
厘
と
説
明
し
、
う
ち
明
治
七
年
純
益
金
と
し
て
［
一
］
と
同
じ
数
字
を
掲
出
し
て
い
る
。
前
述
の
よ

う
に
［
二
］
で
は
先
収
会
社
設
立
日
を
明
示
し
て
い
な
い
も
の
の
、
二
、
三
月
頃
と
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
純
益
金
に
つ
い

て
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
一
月
に
先
収
会
社
が
設
立
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
み
る
。

［
三
］
佐
々
木
論
文
で
は
、
先
収
会
社
設
立
を
明
治
七
年
三
月
と
明
記
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
収
会
社
の
「
明
治
七
年
一
月
か

ら
九
年
六
月
一
五
日
ま
で
の
存
続
期
間
全
期
の
（

�）」
純
益
金
と
し
て
［
二
］
と
同
じ
数
値
を
掲
出
し
て
い
る
。
設
立
月
と
存
続
期
間
の
始
め
が

齟
齬
し
て
い
る
こ
と
に
無
自
覚
で
あ
る
。［
七
］
『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
で
も
先
収
会
社
設
立
日
を
明
治
七
年
三
月
一
日
と
明
記
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
「
明
治
七
年
一
月
か
ら
九
年
六
月
一
五
日
ま
で
の
純
益
は
一
四
万
九
一
三
二
円
余
（

�）」
と
し
、
記
述
が
齟
齬
し
て
い
る
こ
と

に
気
付
い
て
い
な
い
。
な
お
、［
四
］
～［
六
］
、［
八
］
に
は
純
益
金
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い

こ
の
よ
う
に
［
一
］
の
場
合
に
は
、
記
述
に
齟
齬
が
な
い
。
し
か
し
、［
三
］［
七
］
で
は
、
明
ら
か
に
記
述
が
齟
齬
し
て
い
る
の
で
、
先

収
会
社
設
立
と
し
た
月
よ
り
前
の
一
月
～
二
月
が
な
ぜ
含
ま
れ
る
の
か
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
他
、
年
度
別
・
支
店
別
・
商
品

別
の
純
益
金
に
つ
い
て
も
、
明
治
七
年
度
純
益
金
し
か
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
可
能
な
範
囲
で
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

（
八

）
諸
論

考
の

関
連

と
本

稿
の

課
題

［
一
］
～［
八
］
の
論
考
に
限
定
し
て
、
こ
こ
ま
で
で
明
ら
か
に
な
っ
た
論
考
相
互
の
関
連
を
指
摘
し
よ
う
。［
二
］
は
［
一
］
を
参
照
し
た
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う
え
で
、
先
収
会
社
の
帳
簿
や
書
類
を
詳
細
に
分
析
し
て
記
述
を
充
実
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

［
三
］
か
ら
［
八
］
は
、
主
に
［
一
］
な
い
し
［
二
］
を
参
照
し
、
そ
れ
ら
を
引
用
し
な
が
ら
記
述
し
て
い
る
。
た
だ
し
、［
六
］
に
は
直

接
の
引
用
は
な
い
。
参
照
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
［
一
］［
二
］
で
は
曖
昧
に
し
て
い
た
岡
田
組
解
散
日
と
先
収
会
社
設
立
日
を
、
後
の
論
考
が
［
一
］［
二
］
の
中
の
関
係
す
る
く
だ

り
を
読
み
込
ん
で
、
月
あ
る
い
は
日
を
特
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
現
在
通
説
化
し
て
い
る
先
収
会
社
に
関
す
る
言
説
の
多
く
は
、
そ
れ
を

�る
と
［
一
］
に
た
ど
り
着
く
。
つ
ま
り
言
説
の
多

く
は
［
一
］
か
ら
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
［
一
］
は
主
に
ど
の
資
料
に
依
拠
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
誰
も
、
［
一
］
が
依
拠
し
た
資
料
が
な
に
か
を
検
討
し

て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
［
一
］
の
さ
ま
ざ
ま
な
記
述
が
ど
の
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
を
推
測
し
な
が
ら
、
現
在
通
説
と
な
っ
て
い
る

先
収
会
社
に
関
す
る
言
説
の
真
偽
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

［
一
］
が
依
拠
し
た
資
料
に
つ
い
て
、
結
論
を
先
取
り
し
て
指
摘
す
る
と
、
現
在
、
三
井
文
庫
所
蔵
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
先
収
会
社
関
連

資
料
（
物
産
二
一
三
～
物
産
二
一
六
、
物
産
二
九
五
、
物
産
六
一
七
～
物
産
六
二
〇
）
と
益
田
孝
「
備
忘
録
」、『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻

が
主
に
依
拠
し
た
資
料
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
現
在
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
資
料
（
た
と
え
ば
先
収
会
社
の
内
部
資
料
）
が

使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
課
題
は
、
ま
ず
、
［
一
］
の
記
述
に
着
目
し
、
こ
の
記
述
と
の
関
連
で
、
そ
の
後
の
論
考
の
記
述
、
つ
ま
り
現
在

流
布
し
て
い
る
様
々
な
言
説
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
の
作
業
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
て
い
る
様
々
な
言
説
の
多
く

が
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
の
虚
構
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
を
推
測
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
事
実
は
ど
う
か
、

資
料
に
基
づ
い
て
そ
れ
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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（

1）
な
お
、
先
収
会
社
解
散
日
に
関
し
て
は
、
［
一
］
が
「
明
治
九
年
三
月
ヲ
以
テ
閉
鎖
ス
ル
コ
ト
ニ
決
議
ヲ
纏
メ
、
其
ノ
残
務
整
理
ハ
同
年
九

月
ヲ
以
テ
結
了
シ
タ
」
と
し
た
の
に
対
し
て
、
［
二
］
は
こ
の
説
を
継
承
せ
ず
、
明
確
に
明
治
九
年
「
六
月
十
五
日
先
収
会
社
解
散
」
と
記
述

し
た
。
以
後
、
こ
の
六
月
一
五
日
解
散
説
が
定
説
と
な
る
。
六
月
一
五
日
解
散
と
す
る
根
拠
は
、
帳
簿
に
記
さ
れ
た
先
収
会
社
の
損
益
計
算
の

最
終
日
で
あ
る
。
こ
の
説
の
捉
え
方
は
妥
当
で
あ
る
。

（

2）
『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
（
一
九
七
八
年
、
日
本
経
営
史
研
究
所
）
二
六
ペ
ー
ジ
。

『
世
外
井
上
公
伝
』（
内
外
書
籍
、
一
九
三
四
年
）
で
は
第
一
巻
の
「
世
外
井
上
公
年
譜
」
二
八
ペ
ー
ジ
に
明
治
六
年
「
こ
の
冬
公
、
先
収

会
社
を
起
す
」
、
第
二
巻
（
五
二
三
ペ
ー
ジ
）
に
「
六
年
の
末
に
は
既
に
営
業
を
開
始
」
と
し
、
明
治
六
年
の
冬
に
、
先
収
会
社
が
設
立
さ
れ

た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、［
一
］
～
［
八
］
は
、
岡
田
組
で
は
な
く
、
先
収
会
社
が
設
立
さ
れ
た
と
す
る
説
を
退
け
て
い
る
。

（

3）
東
京
の
谷
中
墓
地
に
あ
る
「
岡
田
平
蔵
之
墓
」
の
墓
石
裏
面
に
「
明
治
七
年
一
月
十
五
日
歿
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
既
に
明
治

六
年
か
ら
太
陽
暦
（
定
時
法
）
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
正
確
な
死
亡
日
で
あ
る
。
異
説
と
し
て
一
月
一
四
日
死
亡
と
し
た
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
は
一
五
日
の
暁
に
死
亡
し
た
た
め
、
明
治
五
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
太
陽
太
陰
暦
（
不
定
時
法
）
で
記
す
と
一
月
一
四
日
死

亡
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（

4）
岩
崎
宏
之
「
政
商
保
護
政
策
の
成
立
」（
『
三
井
文
庫
論
叢
』
創
刊
号
、
一
九
六
七
年
三
月
）
二
二
九
ペ
ー
ジ
。

（

5）
田
村
貞
雄
「
政
商
資
本
成
立
の
一
過
程

�先
収
会
社
を
め
ぐ
っ
て

�」（『
史
流
』
九
、
一
九
六
八
年
三
月
）
四
五
ペ
ー
ジ
。

（

6）
日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
挑
戦
と
創
造

�三
井
物
産
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み

�』
（
一
九
七
六
年
、
三
井
物
産
）
三
八
、
三
六
三

�三
六
四
ペ

ー
ジ
。

（

7）
佐
々
木
誠
治
「
三
井
物
産
会
社
の
生
成
事
情

�先
収
会
社
と
の
つ
な
が
り
を
中
心
と
し
て

�」（『
国
民
経
済
雑
誌
』
一
〇
三

�六
、
一
九
六

一
年
六
月
）
三
九
ペ
ー
ジ
。

（

8）
前
掲
、
岩
崎
宏
之
「
政
商
保
護
政
策
の
成
立
」
二
二
九
ペ
ー
ジ
。

（

9）
前
掲
、
日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
挑
戦
と
創
造

�三
井
物
産
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み

�』
三
八
、
三
六
三

�三
六
四
ペ
ー
ジ
。

（

10）
前
掲
、『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
、
二
七
ペ
ー
ジ
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（

11）
執
筆
担
当
者
は
、
最
初
の
名
称
を
千
秋
会
社
、
の
ち
千
歳
会
社
、
つ
い
で
先
収
会
社
と
記
す
は
ず
で
あ
っ
た
の
を
、
単
純
に
取
り
違
え
て
誤

記
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（

12）
木
山
実
「
先
収
会
社
再
考
」
（
徳
永
光
俊
・
本
多
三
郎
編
『
経
済
史
再
考
』
二
〇
〇
三
年
、
思
文
閣
出
版
）
二
八
九
ペ
ー
ジ
、
木
山
実
「
三

井
物
産
草
創
期
の
人
員

�特
に
先
収
会
社
か
ら
の
人
員
に
注
目
し
て

�」（『
経
済
史
論
叢
』
六
四

�四
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
一
〇
六
ペ
ー
ジ
、

松
永
秀
夫
『
益
田
孝
天
人
録
』
（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
一
七
ペ
ー
ジ
。

（

13）
前
掲
、
木
山
実
「
三
井
物
産
草
創
期
の
人
員

�特
に
先
収
会
社
か
ら
の
人
員
に
注
目
し
て

�」
一
〇
五
ペ
ー
ジ
で
は
岡
田
平
蔵
と
岡
田
平
馬

が
八
万
円
出
資
と
記
載
。

（

14）
前
掲
、
佐
々
木
誠
治
「
三
井
物
産
会
社
の
生
成
事
情

�先
収
会
社
と
の
つ
な
が
り
を
中
心
と
し
て

�」
四
二
ペ
ー
ジ
。

（

15）
前
掲
、
田
村
貞
雄
「
政
商
資
本
成
立
の
一
過
程

�先
収
会
社
を
め
ぐ
っ
て

�」
五
四
ペ
ー
ジ
。

（

16）
前
掲
、『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
、
三
〇
ペ
ー
ジ
。

（

17）
益
田
孝
「
備
忘
録
」（
『
三
井
文
庫
論
叢
』
三
〇
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）
二
七
〇
ペ
ー
ジ
。

（

18）
「
吉
富
家
所
蔵
本
井
上
伯
書
簡
其
他
」
二
（
井
上
馨
伝
記
編
纂
資
料
Ｗ

�四

�三
八
二
）。

（

19）
前
掲
、『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻
、
五
二
三
ペ
ー
ジ
。

（

20）
前
掲
、『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
、
二
五
ペ
ー
ジ
。

（

21）
先
収
会
社
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
明
治
七

�一
〇
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
六
二
〇
）
の
「
O
rien

ta
l
B
a
n
k

C
o
rp

o
ra

tio
n

L
o
a
n

A
cco

u
n
t」
。

（

22）
前
掲
、『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻
、
五
二
二
ペ
ー
ジ

（

23）
「
先
収
会
社
設
立
書
並
社
中
規
則
書
等
綴
込
他
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
二
一
四
）。

（

24）
前
掲
、『
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
、
二
七
、
三
五
ペ
ー
ジ
。

（

25）
前
掲
、
佐
々
木
誠
治
「
三
井
物
産
会
社
の
生
成
事
情

�先
収
会
社
と
の
つ
な
が
り
を
中
心
と
し
て

�」
四
三
ペ
ー
ジ
。

（

26）
前
掲
、『
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
、
四
四
ペ
ー
ジ
。
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二
虚
構
の
岡
田
組
・
先
収
会
社
断
絶
説

（
一

）
断
絶

説
の

論
拠

先
収
会
社
の
設
立
に
関
し
て
、［
一
］「
物
産
沿
革
史
」
が
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
資
料
は
、
現
在
、
三
井
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
次
の

二
つ
で
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、「
岡
田
組
規
則
」
と
題
さ
れ
、
岡
田
組
の
文
字
の
横
に
「
先
収
会
社
」
と
加
筆
さ
れ
た
書
類
で
あ
る
（
１
）。
こ
の
「
岡
田
組
規
則
」

に
は
「
会
社
ノ
人
員
」
と
し
て
総
裁
・
社
長
・
頭
取
と
い
う
役
職
名
を
規
定
し
て
い
る
。
明
治
七
年
一
月
一
日
設
立
の
会
社
の
役
員
は
、
総

裁
井
上
馨
、
社
長
岡
田
平
蔵
、
頭
取
益
田
孝
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
構
成
の
岡
田
組
が
設
立
さ
れ
た
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で

岡
田
組
の
規
則
の
一
部
を
修
正
し
て
（
た
と
え
ば
「
社
長
壱
名
」
と
い
う
文
字
に
線
を
引
い
て
削
除
）
、
先
収
会
社
の
規
則
と
し
た
と
考
え

た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
岡
田
平
蔵
死
亡
後
、
先
収
会
社
に
社
長
は
お
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
重
役
は
総
裁
と
頭
取
だ
け
で
あ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
は
「
大
阪
先
収
社
」
が
店
内
の
職
員
に
伝
え
た
通
知
で
あ
る
。
明
治
七
年
と
同
定
で
き
る
三
月
二
日
付
の
通
知
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
あ
る
（
２
）。

東
京
本
店
、
是

�、
同
所
日
本
橋
釘
店
岡
田
平
蔵
宅
ヘ
相
構
へ
有
之
候
処
、
昨
日
東
京
銀
座
四
丁
目
角
卜
、
元
中
邨
方
借
受
引
移
致
候
、
此
段
御

承
知
有
之
度
事

三
月
二
日
大
阪
先
収
社

詰
合
各
中
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［
一
］
は
こ
の
資
料
を
み
て
、
岡
田
組
と
は
別
の
会
社
を
設
立
す
る
動
き
が
あ
り
、
そ
の
会
社
の
社
名
が
決
定
さ
れ
た
と
推
測
し
て
、「
同

年
三
月
一
日
先
収
会
社
（
西
紀
一
八
七
四
、
皇
紀
二
五
三
四
）
ト
決
定
、
東
京
本
店
ヲ
銀
座
四
丁
目
角
ノ
借
家
ニ
移
シ
」
た
と
記
し
た
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
資
料
に
は
三
月
一
日
に
東
京
本
店
が
日
本
橋
釘
店
岡
田
平
蔵
宅
か
ら
銀
座
四
丁
目
角
に
移
転
し
た
と
記
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
は
三
月
一
日
に
新
会
社
の
名
称
が
先
収
会
社
と
決
定
さ
れ
た
と
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
［
一
］

は
、
先
収
会
社
設
立
日
を
明
記
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
三
月
一
日
に
社
名
（
先
収
会
社
）
決
定
と
記
し
た
。
［
二
］
は
［
一
］
と
同
じ
く
設

立
日
を
明
記
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
社
名
決
定
を
三
月
一
日
で
は
な
く
、
「
三
月
に
至
り
、
先
収
会
社
と
改
め
た
」
に
修
正
し
た
。
と
こ
ろ

が
［
三
］
佐
々
木
論
文
は
［
二
］
の
文
意
を
読
み
込
ん
で
三
月
設
立
と
し
、
［
四
］
岩
崎
論
文
は
［
一
］
を
読
み
込
ん
で
三
月
一
日
設
立
と

解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
新
会
社
の
設
立
日
に
つ
い
て
は
、
諸
論
考
を
比
較
す
る
と
微
妙
な
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も

岡
田
組
と
先
収
会
社
と
い
う
別
の
組
織
が
存
在
し
た
と
い
う
説
（
岡
田
組
・
先
収
会
社
断
絶
説
）
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
［
一
］
か
ら
始
ま

る
岡
田
組
・
先
収
会
社
断
絶
説
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
、
証
拠
を
列
挙
し
て
示
そ
う
。

（
二

）
断
絶

説
の

破
綻

［
証
拠

1］
明
治
七
年
と
同
定
で
き
る
二
月
二
八
日
制
定
（
同
日
施
行
）
の
大
阪
支
店
の
「
規
則
（
３
）」（「
「
大
阪
千
歳
社
」
罫
紙
に
記
録
」）

の
作
成
者
は
「
大
阪
先
収
社
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
規
則
が
記
さ
れ
て
い
る
文
書
の
表
紙
に
は
「
明
治
七
年
第
二
月
諸
規
則
改
正
並
諸

課
江
布
達
控
大
阪
先
収
会
社
社
長
座
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
収
会
社
は
二
月
二
八
日
以
前
に
存
在
し
て
い
る
。

［
証

拠

2］
つ
ぎ
の
資
料
（
４
）は
、
［
五
］
田
村
論
文
が
参
照
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
平
蔵
と
平
馬
を
「
商
会
」
か
ら
除
名

す
る
よ
う
求
め
た
岡
田
か
ら
の
願
い
が
聞
き
届
け
ら
れ
て
、
岡
田
出
資
の
「
資
本
金
」
が
「
商
会
」
か
ら
す
べ
て
差
し
戻
さ
れ
、
今
後
、
岡
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田
は
「
商
会
」
と
関
係
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
確
約
し
た
証
書
で
あ
る
。
な
お
、
岡
田
平
太
郎
（
明
治
三
年
生
ま
れ
）
は
平
蔵
の
嗣
子
で

あ
る
（
５
）。
当
時
、
数
え
で
五
歳
の
た
め
後
見
人
が
付
い
て
い
る
。

差
入
申
証
書
之
事

一
、
故
平
蔵
存
生
中
、
平
蔵
・
平
馬
御
約
束
申
上
、
当
明
治
七
年
一
月
一
日
ヨ
リ
御
創
立
之
商
会
江
御
組
合
申
候
処
、
此
度
平
蔵
病
死
仕
候
ニ
付
而

者
右
御
組
合
中
両
人
と
も
除
名
之
儀
相
願
候
処
、
早
速
御
聞
届
被
下
、
尚
御
創
業
已
来
今
日

�之
諸
計
算
私
共
一
同
江
点
検
被
仰
付
忝
存
候
、
未
タ

御
発
端
已
後
御
問
合
も
無
之
故
、
損
益
共
御
勘
定
不
被
成
候
場
合
ニ
付

．

従
同
人
商
会
資
本
金
之
内
江
差
入
レ
候
金
額
最
初
凡
金
八
万
円
之
処
、
追
々

受
戻
シ
差
引
金
三
万
六
千
弐
百
〇
三
円
〇
九
銭
五
厘
其
儘
御
差
戻
シ
被
下
、
正
ニ
受
取
委
細
承
服
仕
候
、
就
而
者
此
已
後
平
馬
・
平
蔵
並
平
蔵
相
続

人
共
、
御
組
合
ニ
者
全
ク
関
係
無
之
、
都
而
已
後
御
組
合
之
損
益
等
、
聊
も
引
受
不
仕
候
、
依
而
証
書
差
入
申
処
、
仍
而
如
件

明
治
七
年
三
月

岡
田
平
馬

�

岡
田
平
太
郎

�

右
平
太
郎
後
見

宮
下
新
兵
鵆

�

先
収
会
社井
上
馨
殿

益
田
孝
殿

こ
の
文
書
に
は
、
「
御
創
立
之
商
会
」
、
す
な
わ
ち
「
御
組
合
」
が
明
治
七
年
一
月
一
日
に
創
立
さ
れ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
宛
名
が

「
先
収
会
社
」
の
井
上
・
益
田
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
七
年
一
月
一
日
創
立
の
「
商
会
」
＝
「
御
組
合
」
が
「
先
収
会
社
」
を
指
す
こ
と
は
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明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
治
七
年
に
設
立
さ
れ
た
会
社
は
三
月
現
在
、
解
散
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
七
年
一
月
一
日
に

設
立
さ
れ
た
会
社
が
解
散
さ
れ
、
先
収
会
社
が
新
た
に
設
立
さ
れ
た
と
す
る
断
絶
説
は
誤
り
で
あ
る
。

［
証
拠

3］
明
治
八
年
一
月
現
在
在
籍
の
先
収
会
社
職
員
（
６
）の
う
ち
、
五
名
の
履
歴
を
あ
げ
れ
ば
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
田
喜
十
郎
「
明
治
七
年
一
月
岡
田
組
御
分
離
当
会
社
御
革
創
ヨ
リ
従
事
」

馬
越
恭
平
「
会
社
御
創
業
ヨ
リ
従
事
」

増
田
勇
助
「
明
治
七
年
一
月
岡
田
組
分
離
当
社
御
創
立
ヨ
リ
勤
任
」

笠
原
富
吉
「
明
治
七
年
一
月
会
社
御
創
業
ヨ
リ
」

田
中
房
吉
「
明
治
七
年
一
月
会
社
御
創
業
ヨ
リ
」

平
田
喜
十
郎
ら
は
、
明
治
七
年
一
月
に
岡
田
組
か
ら
分
離
（「
岡
田
組
分
離
」）
さ
れ
て
「
当
社
」
が
創
立
さ
れ
た
時
点
か
ら
現
在
（
明
治

八
年
一
月
）
ま
で
勤
務
し
て
い
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
七
年
一
月
か
ら
明
治
八
年
一
月
の
間
に
雇
用
先
の
変
更
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

［
証
拠

4］
先
収
会
社
東
京
本
店
の
帳
簿
四
冊
が
三
井
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
ら
は
複
式
簿
記
で
記
帳
）。
内
訳
は
、
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ

Ｇ
Ｅ
Ｒ
」（
総
勘
定
元
帳
）
二
冊
、
こ
の
う
ち
一
冊
は
和
文
（
時
期
は
明
治
七
年
。
一
部
明
治
八
年
、
以
下
、
Ａ
帳
と
呼
ぶ
）、
一
冊
は
最
初

英
文
、
の
ち
和
文
（
時
期
は
明
治
七

�九
年
、
以
下
、
Ｂ
帳
と
呼
ぶ
）、「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｈ
」
一
冊
（
現
金
出
納
帳
。
最
初
英
文
、
の
ち
和
文
。
明

治
七

�九
年
、
以
下
、
Ｃ
帳
と
呼
ぶ
）、「
Ｊ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｌ
」
一
冊
（
仕
訳
帳
、
最
初
英
文
、
の
ち
和
文
。
明
治
七

�九
年
、
以
下
、
Ｄ
帳

と
呼
ぶ
）
で
あ
る
（
７
）。
Ｂ
帳
、
Ｃ
帳
、
Ｄ
帳
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
四
冊
の
帳
簿
は
、
い
ず
れ
も
明
治
七
年
一
月
一
日
か
ら
記
帳
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
Ａ
帳
以
外
は
、
明
治
九
年
六
月
一
五
日
ま
で
連
続
し
て
記
帳
さ
れ
て
い
る
（
な
お
、
Ｂ
帳
に
は
明
治
一
〇
年
一
月
一
日
の
記
帳

を
含
む
）。

も
し
、
こ
れ
ら
の
帳
簿
が
初
め
岡
田
組
で
使
用
さ
れ
、
つ
い
で
ど
こ
か
の
時
点
（
た
と
え
ば
明
治
七
年
三
月
一
日
）
で
先
収
会
社
の
帳
簿
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に
切
り
替
わ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
岡
田
組
解
散
の
た
め
の
操
作
（
仕
切
り
）
が
記
帳
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
こ
に
も
そ
の
よ
う

な
記
帳
は
な
い
。

Ａ
帳
で
み
る
と
、
明
治
七
年
二
月
二
八
日
に
記
帳
さ
れ
て
い
る
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
エ
ト
ワ
ル
ト
フ
ヰ
ッ
シ
ャ
ル
商
会
元
金
勘
定
」
の
貸
方
「
岡
田
平
蔵
社
中
除
名
ニ
付
錫
六
千
四
百
八
十
六
斤
五
分
ノ
為
替
二
千
四
百
弗

ノ
高
ヲ
改
テ
記
載
ス
」
二
四
八
四
円

「
利
息
」
勘
定
の
貸
方
「
岡
田
平
蔵
借
入
ノ
分
一
万
円
ノ
利
息
四
一
日
分
、
同
人
除
名
ニ
付
差
引
此
ニ
移
ス
」
一
一
二
円
三
三
〇

「
銅
」
勘
定
の
貸
方
「
鉄
銭
前
金
ト
シ
テ
渡
セ
シ
分
、
岡
田
平
蔵
除
名
ニ
付
、
改
メ
テ
記
載
ス
」
二
三
〇
〇
円

「
修
」
勘
定
の
貸
方
「
岡
田
平
蔵
江
前
金
ト
シ
テ
渡
セ
シ
分
、
同
人
除
名
ニ
付
、
記
載
ヲ
改
ム
」
一
万
円

「
大
阪
支
店
」
勘
定
の
貸
方
：「
岡
田
平
蔵
社
中
除
名
ニ
付
、
同
人
ヨ
リ
入
金
ノ
分
記
載
ヲ
改
ム
」
六
七
六
四
円
六
〇
〇

「
横
浜
岡
田
」
勘
定
の
貸
方
「
平
蔵
ヨ
リ
戻
ス
」
一
〇
〇
円

同
日
、
以
上
の
六
項
目
の
合
計
分
を
清
算
し
、「
岡
田
平
蔵
」
自
用
勘
定
の
借
方
に
、「
社
中
除
名
ニ
付
、
入
金
ノ
分
清
算
ス
」
二
万
一
七

六
〇
円
九
三
九
と
記
帳
し
た
。
Ｂ
帳
で
も
同
様
で
あ
る
（
８
）。

こ
の
よ
う
に
社
中
か
ら
の
岡
田
平
蔵
除
名
に
伴
い
、
明
治
七
年
二
月
二
八
日
に
岡
田
平
蔵
と
の
貸
借
関
係
を
整
理
す
る
た
め
の
記
帳
を
行

っ
て
い
る
。
会
社
を
解
散
す
る
た
め
の
記
帳
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
三
月
五
日
に
「
岡
田
平
蔵
」
自
用
勘
定
の
借
方
に
「
社
中
除
名
ニ
付
、
差
引
残
金
返
ス
」
と
し
て
三
万
六
二
〇
三
円
〇
九
五
を

記
帳
し
、
岡
田
平
蔵
と
の
貸
借
関
係
の
清
算
を
終
え
た
。
た
だ
し
、
正
式
の
帳
簿
の
Ｂ
帳
で
は
三
月
二
日
と
な
っ
て
い
る
（
９
）。
こ
の
金
額
は

［
証
拠

2］
で
掲
載
し
た
「
差
入
申
証
書
之
事
」
の
金
額
と
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
差
入
申
証
書
之
事
」
は
三
月
二
（
あ
る
い
は

五
）
日
の
返
金
に
と
も
な
い
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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［
証
拠

5］
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」（
Ｂ
帳
）
の
「
損
益
勘
定
」
借
方
の
明
治
九
年
六
月
一
五
日
に
「
明
治
七
年
第
一
月
ヨ
リ
九
年
六
月
一
五

日
�純

益
拾
四
万
九
千
百
三
十
弐
円
四
拾
八
銭
八
厘
」
と
記
さ
れ
て
い
る
、
会
計
期
間
が
明
治
七
年
三
月
一
日
か
ら
で
は
な
く
、
一
月
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
は
、
先
収
会
社
の
設
立
は
明
治
七
年
一
月
で
あ
る
。

以
上
、［
証
拠

1］
～［
証
拠

5］
に
よ
っ
て
、
岡
田
組
・
先
収
会
社
断
絶
説
は
破
綻
し
て
お
り
、
こ
の
説
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
物
産
沿
革
史
」
以
前
に
断
絶
説
を
唱
え
た
論
考
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
断
絶
説
は
「
物
産
沿
革
史
」
の
執
筆
者
が
「
創
作
」
し

た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

（
三

）
設
立

時
の

社
名

と
そ

の
変

更

明
治
七
年
一
月
一
日
会
社
設
立
時
の
社
名
は
岡
田
組
な
の
か
、
そ
の
後
に
社
名
が
先
収
会
社
に
変
更
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

［
証

拠

6］
つ
ぎ
の
二
つ
の
資
料
（
「
証
」
）
は
、
［
証
拠

2］
に
掲
出
し
た
資
料
に
記
さ
れ
て
い
る
岡
田
と
先
収
会
社
と
の
貸
借
関
係
の

清
算
後
、
依
然
と
し
て
貸
借
関
係
が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
一
二
月
五
日
に
先
収
会
社
か
ら
岡
田
組
に
残
金
を
返
金
す
る
こ

と
で
、
こ
の
関
係
を
再
度
清
算
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
書
類
で
あ
る
（

�）。

証

兼
而
岡
田
組
ト
横
浜
十
四
番
エ
ト
ワ
ル
ブ
イ
セ
ル
商
会
及
先
収
会
社
と
の
間
ニ
取
引
上
計
算
之
異
同
有
之
候
処
、
追
々
精
算
之
上
、
改
而
差
引
相
立

チ
即
チ
三
方
之
ニ
承
服
シ
改
而
別
紙
勘
定
書
ニ
調
印
セ
リ
、
然
ル
上
ハ
向
後
先
収
会
社
と
岡
田
組
と
の
際
計
算
者
無
之
者
勿
論
証
書
類
も
無
之
、
為

後
日
取
換
セ
申
証
書
、
仍
而
如
件
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東
京
品
川
町
裏
河
岸

明
治
七
年
十
二
月

十
番
地
岡
田
平
馬

�

同
所
九
番
地保
証
人
阿
部
潜
（
花
押
）

先
収
会
社

御
中

証

一
金
五
千
三
百
弐
拾
六
円
拾
弐
銭

右
者
十
四
番
ト
先
収
会
社
勘
定
差
引
残
金
正
ニ
受
取
申
候
也

明
治
七
年
戌
十
二
月
五
日

岡
田
平
馬

�

前
者
の
「
証
」
に
「
先
収
会
社
と
岡
田
組
と
の
際
計
算
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
も
し
、
会
社
設
立
時
の
名
称
が
岡
田
組
で
あ
っ
た
と
す

る
と
、
同
時
に
二
つ
の
岡
田
組
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
っ
た
く
同
じ
名
称
の
組
織
が
同
時
に
存
在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
設
立
時
の
会
社
の
名
称
は
岡
田
組
で
は
な
い
。

［
証
拠

7］
Ｂ
帳
を
み
る
と
、
会
社
の
横
浜
支
店
の
英
文
表
記
と
岡
田
平
蔵
・
平
馬
の
横
浜
店
の
英
文
表
記
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

会
社
の
横
浜
支
店
勘
定
（
一
八
七
四
年
一
月
一
四
日
か
ら
記
入
開
始
）
は
「

Y
o
k
o
h
a
m
a

B
ra

n
ch
」
、
岡
田
平
蔵
・
平
馬
の
横
浜
店
勘
定

（
一
八
七
四
年
一
月
一
日
か
ら
記
入
開
始
）
は
「

O
k
a
d
a

Y
o
k
o
h
a
m
a
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
Ａ
帳
で
は
、
岡
田
平
蔵
・
平
馬
の
横

浜
店
勘
定
は
「
岡
田
横
浜
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
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新
会
社
の
名
称
が
岡
田
組
と
す
る
と
、
こ
れ
で
は
ど
ち
ら
の

O
k
a
d
a

の
横
浜
の
店
か
区
別
し
に
く
い
。
実
際
に
は
、
新
会
社
の
名
称
が
岡
田

組
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
単
純
な
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

［
証
拠

8］
会
社
設
立
の
際
に
存
在
し
た
岡
田
組
は
、「
故
岡
田
平
蔵

存
生
中
岡
田
平
馬
ト
ノ
間
ニ
於
テ
其
資
材
ト
心
力
ト
ヲ
合
一
シ
テ
組
合
」

っ
た
組
織
で
あ
る
。
明
治
七
年
一
月
の
平
蔵
死
去
後
、
四
月
に
、
岡
田

平
太
郎
（
平
蔵
の
子
）
と
岡
田
平
馬
の
間
で
組
合
の
財
産
を
分
割
し
、

「
故
平
蔵
存
生
中
平
馬
ト
組
合
タ
ル
事
業
ヲ
終
了
」
す
る
協
定
を
締
結

し
た
（

�）。
つ
ま
り
岡
田
組
は
、
会
社
設
立
以
前
か
ら
別
に
存
在
し
、
明
治

七
年
四
月
に
至
っ
て
解
散
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
七
年
一
月
一
日
に

新
た
に
岡
田
組
が
設
立
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

［
証
拠

9］
益
田
孝
・
馬
越
恭
平
・
井
上
馨
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
に
三
井
文
庫
の
岡
百
世
・
柴
謙
太
郎
が

益
田
孝
か
ら
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（

�）。
そ
の
時
に
岡
は
表
紙
に

「
千
秋
社
規
則
（

�）」
と
記
さ
れ
た
書
類
（

写
真
）
を
持
参
し
た
。
益
田
孝

は
こ
の
書
類
を
見
て
「
こ
ゝ
に
千
秋
社
と
い
ふ
語
が
あ
る
が
、
之
は
間

違
い
で
あ
る
、
始
め
か
ら
先
収
会
社
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

先収会社をめぐる言説（鈴木）
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馬
越
恭
平
に
対
し
て
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
井
上
馨
伝
記
編
纂
会
が
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
馬
越
は
、
「
会
社
が
明

治
六
年
の
冬
か
ら
話
が
始
ま
っ
て
、
其
時
に
は
千
秋
会
社
と
云
ふ
会
社
が
初
め
て
出
来
ま
し
た
。
後
に
先
修
に
変
っ
た
の
で
す
。
政
府
へ
届

け
を
す
る
の
は
千
秋
に
し
た
。
後
に
先
修
に
変
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で

�々
、
明
治
七
年
の
一
月
か
ら
会
社
を
開
始
す
る
と
云
ふ
こ
と
に
な

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
聞
き
取
り
記
録
は
、
速
記
録
で
あ
る
た
め
、
「
先
収
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
先
修
」
と
し
て
い
る
。
お
そ

ら
く
馬
越
か
ら
速
記
者
が
「
し
ゅ
う
」
は
「
お
さ
め
る
」
と
い
う
字
で
あ
る
と
聞
い
て
誤
認
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
馬
越
は
「
千
秋

の
時
分
の
仕
組
は
岡
田
平
蔵
が
社
長
で
す
」
と
も
述
べ
て
い
る
（

�）。
な
お
、
馬
越
は
、
益
田
と
と
も
に
、
会
社
設
立
前
年
の
明
治
六
年
八
～
九

月
井
上
の
東
北
鉱
山
視
察
に
会
計
担
当
と
し
て
随
行
し
て
い
る
。

井
上
馨
に
関
し
て
は
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
井
上
が
語
っ
た
次
の
談
話
が
残
っ
て
い
る
。
「
政
府
を
退
い
て
か
ら
、
渋
沢
が
言

ふ
通
り
、
渋
沢
も
い
ろ
い
ろ
の
実
業
に
従
事
す
る
、
私
も
掛
る
か
ら
と
云
ふ
の
で
、
先
収
会
社
と
い
ふ
者
を
起
し
た
（

�）」
。

こ
の
よ
う
に
会
社
設
立
時
か
ら
会
社
に
参
加
し
た
三
人
の
談
話
を
み
る
と
、
三
人
の
記
憶
は
異
な
る
も
の
の
、
三
人
と
も
、
設
立
時
の
名

前
を
「
岡
田
組
」
と
は
い
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
以
前
に
、
設
立
時
の
名
称
を
「
岡
田
組
」
と
し
た
文
献
は
み
あ
た

ら
な
い

以
上
、
掲
出
し
た
［
証
拠

6］～
［
証
拠

9］
と
、
［
証
拠

3］（
平
田
喜
十
郎
、
増
田
勇
助
に
つ
い
て
明
治
七
年
一
月
に
岡
田
組
か
ら
分
離

し
て
「
当
会
社
」
あ
る
い
は
「
当
社
」
設
立
と
表
現
）
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
最
初
の
名
称
を
岡
田
組
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
明
治

七
年
一
月
一
日
に
設
立
さ
れ
た
会
社
の
名
称
が
岡
田
組
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
「
物
産
沿
革
史
」
が
「
創
作
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、

最
初
の
名
称
は
な
に
か
。

益
田
孝
は
、
表
紙
に
「
千
秋
社
規
則
」
と
記
さ
れ
た
書
類
を
見
て
「
こ
れ
は
吉
富
の
字
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
（

�）。
吉
富
簡
一
は
、
会
社

設
立
日
（
一
月
一
日
）
時
点
で
は
在
籍
し
て
い
な
い
。
吉
富
の
入
社
は
一
月
一
五
日
の
岡
田
平
蔵
死
亡
後
で
あ
る
。
『
世
外
井
上
公
伝
』
に
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よ
る
と
、
新
会
社
へ
の
吉
富
入
社
の
経
緯
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
（

�）。

公
は
二
十
一
日
〔
明
治
七
年
一
月
…
引
用
者
〕
の
便
船
で
岡
田
の
息
平
馬
を
同
伴
し
て
急
遽
下
阪
の
途
に
就
き
、
船
中
書
を
認
め
て
山
口
の
吉
富
に

送
り
、
彼
の
上
阪
を
促
し
、
善
後
策
を
講
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
の
督
促
に
よ
っ
て
吉
富
は
二
月
八
日
に
山
口
か
ら
大
阪
に
来
た
。
公
は
岡
田
の

代
り
に
吉
富
を
以
て
大
阪
の
事
務
を
担
任
せ
し
め
、
社
号
・
社
則
そ
の
他
を
改
正
し
、
陣
容
を
一
新
し
て

�々
邁
進
す
る
こ
と
に
決
意
し
た
。

こ
の
記
述
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
木
戸
孝
允
宛
吉
富
書
簡
の
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
（

�）。

閣
下
益
御
清
適
可
被
為
在
奉
賀
候
、
〔
中
略
…
引
用
者
〕
一
月
十
四
日
岡
田
平
蔵
病
死
、
依
而
同
廿
二
日
ヨ
リ
井
君
下
阪
相
成
、
蒸
気
船
中
尚
於
神

戸
ニ
御
認
之
書
帖
共
ニ
如
飛
到
着
、
山
口
県
着
手
之
事
務
ハ
跡
ヘ
申
残
シ
浪
華
ヘ
罷
登
候
様
ニ
ト
懇
々
之
御
入
割
、
〔
中
略
…
引
用
者
〕
二
月
八
日

上
坂
仕
候
処
浪
華
之
会
社
受
持
可
申
、
猶
会
主
改
而
取
極
、
社
号
等
相
改
可
申
聞
、
是
非
私
ニ
会
主
ヘ
相
加
リ
候
様
ト
其
懇
情
無
限
候
得
共
、
〔
中

略
…
引
用
者
〕
指
揮
決
テ
一
人
ニ
テ

�相
整
ト
入
々
内
願
仕
候
得
共
、
井
兄
無
聞
入
強
而
申
込
候
得
ハ
交
際
上
之
薄
情
ニ
モ
相
係
、
不
得
止
滞
在
、

井
兄
ハ
二
月
廿
日
御
帰
東
ニ
相
成
一
人
ニ
テ
無
イ
知
恵
ヲ
振
、〔
中
略
…
引
用
者
〕
社
内
之
課
目
其
外
悉
皆
規
則
立
替
、〔
以
下
、
省
略
…
引
用
者
〕

山
口
に
い
た
吉
富
は
、
井
上
か
ら
の
書
簡
（
明
治
七
年
一
月
二
二
日
付
（

	））
に
よ
る
求
め
に
応
じ
て
二
月
八
日
に
大
阪
に
到
着
し
、
井
上
に

頼
ま
れ
て
社
中
に
加
入
し
、
大
阪
支
店
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

先
収
会
社
大
阪
支
店
が
日
々
の
重
要
な
出
来
事
を
記
録
し
た
「
備
忘
日
記
（


）」
（「
大
阪
先
収
社
主
簿
」
と
表
紙
に
添
え
書
き
）
な
ど
大
阪
支

店
で
作
成
さ
れ
た

文
書
の
な
か
に
「
千

秋
社
規
則
」
と
同
じ
筆
跡
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
吉
富
の
筆
跡
と
す
る
と
、
吉
富
は
大
阪
に
到
着
し
た

二
月
八
日
以

降
に
、

掲
載
し
た

写
真
（
「

千
秋
社
規
則
」
）
の

冊
子
を

筆
記
し
た
こ
と
に
な
る
。

筆
記

さ
れ
た

文
章
は
、
「

千
秋
社
之
規
則
」

先収会社をめぐる言説（鈴木）
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（
明
治
七
年
一
月
付
）
、
「
委
員
約
定
案
」
（
明
治
七
年
一
月
一
日
付
）
、
「
誓
書
案
」
（
日
付
な
し
）
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
吉
富
が
筆
記

し
た
時
点
で
は
千
秋
社
（
千
秋
会
社
）
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
馬
越
の
証
言
「
千
秋
会
社
」
と
も
一
致
す
る
。

冊
子
「
千
秋
社
規
則
」
を
み
る
と
、
そ
の
後
、
表
紙
で
は
、
「
千
秋
社
規
則
」
の
「
秋
」
を
消
し
て
、
横
に
「
歳
」
を
加
筆
し
、
さ
ら
に

「
千
歳
社
」
を
消
し
、
横
に
「
先
収
社
」
と
加
筆
し
て
い
る
。
冊
子
の
本
文
の
「
千
秋
社
之
規
則
」
で
も
同
様
の
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
阪
先
収
会
社
社
長
座
の
作
成
し
た
前
掲
「
諸
規
則
改
正
並
諸
課
江
布
達
控
」
の
な
か
に
は
「
大
坂
千
歳
社
」
罫
紙
に
記
録
さ
れ

た
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
山
口
県
権
令
の
中
野
悟
一
に
宛
て
た
井
上
馨
書
簡
（
明
治
七
年
二
月
一
三
日
付
（

�））
で
は
、
つ
ぎ
に
掲
出
す

る
よ
う
に
社
名
を
「
千
歳
会
社
」
と
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
ん
の
一
時
期
、
社
名
を
「
千
歳
会
社
」
（
「
千
歳
社
」
）
と
称
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

当
地
〔
大
阪
…
引
用
者
〕
ヘ
輸
送
ノ
便
地
ヘ
不
残
引
纏
被
成
候
テ
当
千
歳
会
社
御
贈
リ
付
被
成
候
得
者
凡
テ
御
引
受
申
上
度
候
、
左
候
得
共
輸
出
ス

ル
品
物
内
地
へ
向
品
共
ニ
只
二
部
半
ノ
コ
ミ
ツ
シ
ヨ
ン
テ
売
却
御
相
談
仕
度

一
方
、
井
上
は
一
月
二
三
日
頃
に
大
阪
支
店
に
到
着
し
、
大
阪
で
善
後
策
を
講
じ
、
翌
二
月
二
〇
日
に
大
阪
を
発
し
て
、
東
京
に
向
か
っ

て
い
る
（

�）。
し
た
が
っ
て
社
名
を
千
秋
会
社
か
ら
千
歳
会
社
へ
変
更
し
た
の
は
井
上
の
在
阪
中
で
あ
る
。
二
月
二
八
日
時
点
で
は
、
す
で
に
先

収
会
社
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
千
歳
会
社
か
ら
先
収
会
社
へ
の
変
更
が
井
上
在
阪
中
か
は
特
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
短
時
日
の

う
ち
に
千
秋
会
社
か
ら
千
歳
会
社
へ
、
さ
ら
に
先
収
会
社
へ
と
社
名
変
更
（

�）さ
れ
る
こ
と
に
な
る
契
機
は
、
会
社
設
立
直
後
の
岡
田
平
蔵
の
死

で
あ
る
。

社
名
の
変
遷
を
図
示
す
る
と
第

1図
の
と
お
り
で
あ
る
。
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（
四

）
創
立

事
務

所
の

「
創

作
」

と
外

国
人

職
員

通
説
で
は
、「
岡
田
組
」
解
散
、
新
会
社
設
立
と
捉
え
た
た
め
に
、
新
会
社
の
創
立
事
務
所
を
構
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

［
一
］「
物
産
沿
革
史
」
で
は
、
新
会
社
設
立
の
た
め
に
、「
創
立
事
務
所
ト
シ
テ
東
京
築
地
一
丁
目
ル
イ
・
ゼ
ー
・
サ
ア
（
L
o
u
is

J
.
S� a
）

所
有
ノ
洋
館
ヲ
借
入
レ
タ
」
と
し
て
、「
創
立
事
務
所
」
を
「
創
作
」
し
た
。
こ
の
よ
う
な
も
っ
と
も
ら
し
い
話
を
［
二
］「
益
田
伝
」
な
ど

が
繰
り
返
し
記
述
し
て
お
り
、［
八
］
『
事
業
史
』
で
も
同
様
で
あ
る
。

［
一
］
の
記
述
の
う
ち
サ
ア
の
名
の
表
記
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
な
の
で

L
u
� s
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
（
L
o
u
is
は
英
語
表
記
）
。

i
に
ア
ク

セ
ン
ト
記
号
、
S
a
の

a
に
も
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
が
付
く
。

先
収
会
社
益
田
孝
と
サ
ア
と
の
雇
用
契
約
書
の
訳
文
に
は
、
「
ル
イ
ス
サ
ア
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（

�）。
し
か
し
、
添
付
さ
れ
て
い
る
英
文
の

雇
用
契
約
書
の
表
記
は
、
「

L
in
o
J
.
S� a
」
と
読
め
る
。
先
収
会
社
の
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」（
Ｂ
帳
）
に
設
定
さ
れ
て
い
る
勘
定
科
目
も
「

L
in
o

J
.
S� a
」
と
読
め
る
。
の
ち
の
一
八
七
九
年
の
英
文
住
所
録
で
も
、
上
海
の
ジ

ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
に
「

L
in
o
J
.
S
a
」
、
一
八
八
九
年
の
英
文
住

所
録
で
も
同
商
会
に
「

L
in
o

J
.
S� a
」
と
あ
る
（

�）。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
場
合
に

は
、
正
式
の
姓
名
は
非
常
に
長
く
（
構
成
す
る
数
が
多
く
）
、
男
性
の
場
合
、

L
u
� s
な
ど
一
〇
個
ほ
ど
の
名
の
ど
れ
か
が
、
他
人
と
共
通
す
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
と
い
う
。
先
収
会
社
に
雇
わ
れ
た
サ
ア
の
場
合
も
、
姓
名
の
一
部
に
ル
イ

ス
が
あ
り
、
自
分
が
名
前
を
記
す
と
き
は
他
人
と
の
区
別
が
は
っ
き
り
す
る
よ

う
、
複
数
の
名
の
う
ち
の

L
in
o
を
表
記
し
た
と
思
わ
れ
る
。

先収会社をめぐる言説（鈴木）
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と
こ
ろ
で
、
［
一
］
で
は
洋
館
の
貸
し
手
と
し
て
の
み
サ
ア
の
名
前
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
サ
ア
は
先
収
会
社
に
雇
用

さ
れ
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
、
以
下
で
は
サ
ア
に
焦
点
を
当
て
て
、
従
来
の
論
考
の
誤
り
を
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
サ
ア
と
先
収
会

社
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

［
一
］
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
（
Ｂ
帳
）
の
「
L
in
o
J
.
S� a
」
勘
定
の
最
初
の
記
事
は
、
借
方
一
八
七
四
年
一
月

二
二
日
の
「
T
o
C
a
sh
o
f
F
ix
in
g
s
in
H
o
u
se
a
t
S
k
id
ji
ta
k
en
o
v
er」
一
〇
〇
円
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
Ａ
帳
の
「
サ
ア
」
勘
定

で
は
、「
家
作
雑
作
代
正
金
渡
、
但
馬
越
ヘ
托
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
月
一
五
日
岡
田
平
蔵
死
亡
な
の
で
、［
一
］
の
よ
う
に
、
一
月
二

二
日
時
点
で
新
会
社
創
立
が
す
で
に
構
想
さ
れ
、
建
物
の
「
雑
作
代
」
が
支
払
わ
れ
た
と
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

［
一
］
は
サ
ア
の
建
物
を
借
り
て
創
立
事
務
所
に
し
た
と
い
う
話
を
「
創
作
」
し
て
い
る
。

［
一
］
は
、
先
収
会
社
が
サ
ア
所
有
の
建
物
を
借
り
、
こ
の
家
賃
な
ど
が
「
L
in
o
J
.
S� a
」
勘
定
（
「
サ
ア
」
勘
定
）
に
記
録
さ
れ
て
い

る
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
勘
定
は
、「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」（
総
勘
定
元
帳
）
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
サ
ア
へ
の
支
払
で
は

な
く
、
サ
ア
と
の
貸
借
関
係
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
家
作
雑
作
代
や
家
賃
を
サ
ア
へ
支
払
っ
た
の
で
は
な
く
、
サ
ア
の
代
わ

り
に
先
収
会
社
が
誰
か
に
支
払
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
金
は
サ
ア
へ
貸
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
と
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
に
、
事
実
は
、
誰
か
の
建
物
を
先
収
会
社
で
は
な
く
サ
ア
が
借
り
て
使
い
、
そ
の
家
賃
な
ど
を
先
収
会
社
が
立
て
替
え
た
の
で
あ
る
。
先

収
会
社
が
家
賃
を
立
て
替
え
た
理
由
は
、
サ
ア
の
た
め
に
、
先
収
会
社
が
建
物
の
所
有
者
と
賃
貸
契
約
を
結
ん
だ
た
め
と
思
わ
れ
る
。

「
L
in
o
J
.
S� a
」
勘
定
に
は
、
一
月
か
ら
翌
年
（
一
八
七
五
）
二
月
ま
で
、
家
賃
（
月
九
円
）
一
四
か
月
分
と
地
代
（
月
二
円
二
六
三
）

を
先
収
会
社
が
支
払
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
一
八
七
四
年
一
二
月
ま
で
に
支
払
っ
た
雑
作
代
や
家
賃
・
地
代
の
合
計

二
三
五
円
一
三
九
を
、
一
二
月
三
一
日
に
「
E
d
w
a
rd
F
isch
er
&
C
o
.
N
ew
G
en
era
l
a
/
c」
へ
付
け
替
え
、
一
八
七
五
年
の
二
月
ま

で
に
支
払
っ
た
二
二
円
五
二
六
を
四
月
三
〇
日
に
「
家
賃
及
ビ
地
代
ト
シ
テ
立
替
シ
分
十
四
番
エ
入
帳
ス
」
と
し
て
同
じ
勘
定
に
付
け
替
え

246



て
い
る
。
家
賃
・
地
代
を
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
、
あ
る
い
は
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
サ
ア
と
の
貸
借
に
振
り
替
え
ら
れ
た
の
か
の
ど
ち

ら
か
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
サ
ア
が
明
治
七
年
一
月
か
ら
築
地
の
建
物
を
事
実
上
借
り
て
い
た
の
で
あ
る
。

［
一
］
で
は
こ
の
建
物
の
所
在
地
を
築
地
一
丁
目
と
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
築
地
居
留
地
が
考
え
ら
れ
る
。
ど
の

場
所
か
を
特
定
す
る
た
め
、
「
十
四
番
諸
般
勘
定
」
（
こ
れ
以
前
に
「

E
d
w
a
rd

F
isch

er
&

C
o
.
N
ew

G
en

era
l
a
/
c」
と
表
記
さ
れ
て

い
た
も
の
）
を
み
る
と
、
「

L
in
o

J
.
S� a
」
勘
定
（
一
八
七
五
年
二
月
ま
で
家
賃
な
ど
支
払
）
で
の
家
賃
支
払
よ
り
後
の
月
の
支
払
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
借
方
の
四
月
七
日
に
「
サ
ア
氏
二
月
分
地
代
、
三
月
分
家
賃
払
」（「
二
月
分
地
代
」
は
三
月
分
地
代
の
誤
記
と
推
定
）
一
一

円
二
六
三
、
四
月
一
八
日
に
「
サ
ア
ー
氏
引
越
ニ
付
荷
物
運
送
賃
」
一
円
二
〇
〇
、
四
月
三
〇
日
に
「
サ
ー
ア
家
勘
定
残
金
是
エ
持
参
ス
、

但
シ
一
月
二
月
分
ノ
家
賃
及
ビ
地
代
」
二
二
円
五
二
六
（
前
述
の
付
け
替
え
に
対
応
）
、
七
月
八
日
に
「
築
地
サ
ア
氏
家
賃
四
月
半
ケ
月
分

四
円
五
拾
銭
、
同
地
代
半
ケ
月
分
壱
円
拾
七
銭
、
武
田
喜
三
郎
江
払
、
但
シ
四
月
上
旬
家
地
共
返
却
之
事
」
五
円
六
七
〇
、
「
同
上
同
人
地

代
三
月
分
田
所
長
策
江
払
、
外
ニ
八
銭
三
厘
同
人
同
所
引
払
ノ
節
、
家
具
取
纏
ニ
付
縄
莚
等
ノ
代
」
二
円
三
四
六
な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の

記
載
か
ら
、
サ
ア
が
借
り
て
い
た
建
物
の
所
有
者
は
武
田
喜
三
郎
、
土
地
の
所
有
者
は
田
所
長
策
で
あ
り
、
サ
ア
は
明
治
七
年
一
月
か
ら
借

り
て
い
た
建
物
・
土
地
を
明
治
八
年
四
月
上
旬
に
返
し
て
、
そ
こ
の
家
具
を
他
所
（

�）へ
移
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
Ｂ
帳
の
「

R
ea
l
E
sta

te
A
cco

u
n
t
不
動
産
勘
定
」
を
み
る
と
、
借
方
の
明
治
八
年
八
月
一
九
日
に
「
築
地
壱
丁
目
三
番
地
西

洋
造
リ
建
家
壱
棟
間
口
三
間
半
奥
行
五
間
合
シ
テ
十
七
坪
半
武
田
喜
三
郎
ヨ
リ
買
取
ニ
付
代
金
払
」
二
〇
〇
円
と
あ
る
。
そ
の
後
、
一
八
七

六
年
に
三
井
物
産
は
先
収
会
社
か
ら
「
築
地
壱
丁
目
三
番
地
西
洋
造
住
居
壱
棟
」
を
四
〇
〇
円
で
購
入
し
た
（

�）。

し
た
が
っ
て
サ
ア
が
借
り
た
築
地
の
建
物
は
、
築
地
居
留
地
所
在
の
も
の
で
は
な
く
、
居
留
地
外
の
築
地
一
丁
目
三
番
地
の
「
西
洋
造
住

居
」
（
建
坪
一
七
坪
半
）
で
あ
り
、
の
ち
に
先
収
会
社
が
購
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
先
収
会
社
か
ら
三
井
物
産
が
購
入
し
て
い

る
。
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つ
ぎ
に
先
収
会
社
に
お
け
る
サ
ア
の
職
に
つ
い
て
み
よ
う
。

［
一
一
］
『
天
人
録
』
は
、
Ｂ
帳
の
一
八
七
四
年
一
月

�一
二
月
頃
ま
で
英
文
で
記
帳
し
た
人
物
に
つ
い
て
、
「
東
京
・
築
地
一
丁
目
三
番

地
（
現
・
中
央
区
築
地
七
丁
目
一
番
）
の
ル
イ
ス
・
Ｊ
・
デ
・
サ
ー

L
o
u
is

J
.
d
e
S
a
所
有
の
洋
館
を
創
立
事
務
所
に
借
り
た
」
、
「
東
京

都
編
『
築
地
居
留
地
』
に
よ
る
と
、
明
治
七
年
六
月
か
ら
『
銀
座
四
ノ
一
六
益
田
孝
』
を
雇
主
と
し
て
サ
ア
を
雇
用
し
て
い
る
。
国
名
は

葡
（
注
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
、
職
業
は
勘
定
方
、
居
住
地
は
小
梅
村
一
一
五
番
地
（
現
・
墨
田
区
業
平
橋
一
丁
目
・
小
梅
一
丁
目
付
近
）
田
中

直
方
と
あ
る
。
雇
用
時
期
か
ら
見
る
と
、
同
年
一
月
の
岡
田
組
発
足
時
か
ら
の
帳
簿
記
帳
は
、
こ
の
サ
ア
が
受
け
負
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
（

�）」
と
推
定
し
て
い
る
。

［
一
一
］
が
指
摘
し
た
こ
の
人
物
は
、

T
h
e
C
h
in
a

D
irectory

,
18
74
（

�）で
横
浜
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
の
事
務
員
の
位
置
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
「

S
a
,
L
.
J
.
d
e」
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
資
料
は
、
一
年
前
の
一
八
七
三
年
頃
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

資
料
に
は
ア
ル
ウ
ィ
ン
（
R
.
W

.
Irw

in
）
が
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
位
置
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ア
ル
ウ
ィ
ン
と

と
も
に
サ
ア
も
同
商
会
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

先
収
会
社
益
田
孝
と
ル
イ
ス
・
サ
ア
と
の
雇
用
契
約
書
（

�）の
筆
跡
は
、
先
収
会
社
の
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
（
Ｂ
帳
）
の
筆
跡
と
一
致
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
（
Ｂ
帳
）
の
一
八
七
四
年
分
の
ほ
と
ん
ど
は
サ
ア
が
記
帳
し
た
も
の
で
あ
り
、
［
一
一
］
の
推
定
は
当
た

っ
て
い
る
。

サ
ア
雇
用
の
経
緯
と
雇
用
条
件
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
先
収
会
社
益
田
孝
は
「
横
浜
十
四
番
在
留
」
」
の
サ
ア
を
「
勘
定
方
」
と
し

て
雇
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
宛
に
書
類
（
「
以
書
付
奉
願
候
」
明
治
七
年
六
月
五
日
）
を
提
出
し
、
許
可
を
申

請
し
た
。
そ
の
際
に
添
付
さ
れ
た
契
約
書
の
訳
文
に
は
、
職
は
「
先
収
会
社
之
勘
定
方
」
、
雇
用
期
間
は
明
治
七
年
六
月
一
日
か
ら
八
年
六

月
一
日
ま
で
の
一
か
年
、
月
給
は
二
五
〇
円
、
居
住
地
は
東
京
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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Ｂ
帳
に
は
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
サ
ア
へ
立
て
替
え
払
い
し
た
金
額
、
す
な
わ
ち
旅
費
及
び
一
年
間
の
給
料
（
「

sa
la
ry

fo
r
o
n
e
y
ea
r」
）
の
合

計
三
七
〇
九
円
〇
三
銭
が
、
一
八
七
五
年
一
月
三
一
日
に
先
収
会
社
の
費
用
と
し
て
「

P
ro

fit
a
n
d

L
o
ss
損
益
勘
定
」
に
記
帳
さ
れ
て
い

る
。
一
二
か
月
分
の
給
料
は
三
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
サ
ア
は
明
治
七
年
一
月
か
ら
築
地
の
建
物
・
土
地
を
借
り
、
そ
の
代
金

を
先
収
会
社
が
立
て
替
え
払
い
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
サ
ア
は
実
際
に
は
明
治
七
年
一
月
か
ら
雇
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
八
七
五

年
の
井
上
馨
の
定
額
金
（
月
額
）
が
三
〇
〇
円
、
益
田
孝
や
木
村
正
幹
が
一
五
〇
円
な
の
で
（

�）、
サ
ア
の
月
給
が
非
常
に
高
額
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

ま
た
、
大
阪
先
収
社
「
備
忘
日
記
」
明
治
八

�九
年
（

�）の
明
治
八
年
七
月
一
〇
日
条
に
「
岡
田
レ
パ
勘
定
之
儀
ニ
付
サ
ア
江
送
書
置
候
処
、

本
日
来
ル
、
委
細
頼
談
承
知
之
上
、
帰
神
之
事
」
、
七
月
一
七
日
条
に
「
本
日
出
納
ハ
只
森
氏
之
弗
箱

35、
サ
ア
江
渡
シ
方
而
巳
、
サ
ア
氏

来
ル
」
と
あ
る
。
し
か
も
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の
文
書
に
よ
る
と
（

�）、
外
務
省
か
ら
先
収
会
社
へ
明
治
七
年
六
月
に
交
付
さ
れ
た
雇
用
免
状

を
、
満
期
解
約
の
の
ち
明
治
八
年
一
二
月
一
四
日
に
外
務
省
へ
返
納
し
て
お
り
、
「
拾
四
番
諸
般
勘
定
」
借
方
の
一
二
月
八
日
に
「
サ
ア
ー

氏
家
具
横
浜
江
送
ル
ニ
付
取
調
人
足
賃
壱
円
三
十
八
銭
、
同
断
倉
庫
よ
り
川
岸

	運
賃
宮
吉
江
払
」
二
円
〇
九
五
、
「
サ
ア
ー
氏
家
具
並
象

皮
横
浜

	船
賃
払
」
五
円
と
あ
る
の
で
、
明
治
八
年
一
一
月
頃
ま
で
サ
ア
は
先
収
会
社
に
雇
用
さ
れ
、
簿
記
方
法
の
指
導
や
会
計
の
処
理
な

ど
を
お
こ
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
サ
ア
は
、
先
収
会
社
で
複
式
簿
記
が
採
用
さ
れ
、
複
式
簿
記
を
日
本
人
職
員
だ
け
で
お
こ
な
え
る
よ
う
に
な
る
う
え
で
指
導

的
な
役
割
を
担
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
サ
ア
の
指
導
に
よ
り
日
本
人
職
員
に
蓄
積
さ
れ
た
複
式
簿
記
の
技
能
が
三
井
物
産
に
引
き
継

が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
社
に
共
通
す
る
簿
記
関
係
の
日
本
人
職
員
の
一
人
が
伊
東
彦
七
で
あ
る
。
ま
た
、
先
収
会
社
大
阪
支
店
で
の
簿

記
関
係
の
職
員
は
、
吉
益
尚
房
・
加
藤
祐
一
ら
で
あ
る
（


）。

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
頃
に
三
井
物
産
本
店
の
「
勘
定
方
支
配
人
」
で
あ
る
伊
東
彦
七
（
慶
応
義
塾
出
身
）
は
、
明
治
七
年
に
先
収
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会
社
に
入
社
し
て
同
社
解
散
ま
で
勤
務
し
、
明
治
九
年
七
月
の
三
井
物
産
設
立
に
と
も
な
い
三
井
物
産
に
入
社
し
て
い
る
（

�）。
伊
東
は
、
先
収

会
社
に
お
い
て
、
明
治
八

�九
年
度
純
益
金
分
配
の
際
に
「
慰
労
金
」
支
給
者
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
（

�）、
明
治
八
年
か
ら
本
店
勘
定

課
の
課
長
の
職
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
阪
支
店
の
加
藤
祐
一
は
、
か
つ
て
加
藤
啓
之
進
（

�）と
い
い
、
江
戸
に
住
む
幕
臣
（
先
手
組
同
心
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
安
政
元
年
（
一

八
五
四
）
に
下
田
奉
行
所
勤
務
と
な
り
、
ロ
シ
ア
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
ら
と
の
交
渉
に
同
席
し
て
い
る
。
つ
い
で
神
奈
川
奉
行
勤
務
と
な
り
、

支
配
調
役
並
に
ま
で
昇
進
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
外
国
の
事
情
を
よ
く
知
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
外

国
の
事
情
に
明
る
か
っ
た
た
め
、
維
新
後
は
、
『
交
易
心
得
草
』
前
編
（
一
八
六
八
年
）
、
同
後
編
（
一
八
七
〇
年
）
、
『
商
社
往
来
』
（
一
八

七
三
年
）
な
ど
を
執
筆
し
、『
会
社
弁
講
釈
』（
一
八
七
二
年
）
を
口
述
し
て
い
る
。
ま
た
大
阪
通
商
司
の
通
商
大
佑
、
兵
庫
県
少
参
事
、
外

務
省
一
二
等
出
仕
な
ど
を
歴
任
し
た
の
ち
、
明
治
七
年
に
先
収
会
社
に
入
社
し
た
（

�）。

先
収
会
社
は
サ
ア
の
他
に
、
も
う
一
人
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
。
三
井
物
産
が
取
引
を
拡
大
す
る
際
に
も
登
場
す
る
の
で
、
こ
の
人
物

に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
く
。
か
つ
て
益
田
孝
が
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
に
勤
務
し
て
い
た
時
（

�）、
「
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
て
一
緒
に
仕
事
を

し
て
居
つ
た
ブ
リ
ネ
と
云
ふ
瑞
西
人
が
あ
つ
た
（

�）」
。
先
収
会
社
益
田
孝
は
こ
の
ス
イ
ス
人
「
ジ
ユ
リ
、
ブ
リ
ネ
」
（
J
u
liu

s
B
ry

n
er）
と
明

治
七
年
一
〇
月
三
〇
日
か
ら
明
治
八
年
一
〇
月
二
九
日
ま
で
雇
用
契
約
を
結
ん
だ
。
月
給
は
、
サ
ア
と
同
じ
二
五
〇
円
、
職
は
「
日
本
物
産

検
査
方
」
で
あ
る
。
ブ
リ
ネ
の
住
所
は
、
長
崎
県
居
留
地
大
浦
一
番
地
と
な
っ
て
い
る
（

	）。

こ
れ
以
前
の
ブ
リ
ネ
の
勤
務
先
を
み
る
と
、

T
h
e
C
h
in
a

D
irectory

,
18
74
に
横
浜
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
の
事
務
員
（
勤
務
地

は
長
崎
）
の
位
置
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

T
h
e
J
a
p
a
n

G
a
zette

H
on

g
L
ist

a
n
d

D
irectory

,
18

75
に
は
長
崎
の

F
isch

er
&

C
o
.

の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
位
置
に
ブ
リ
ネ
の
名
前
が
あ
る
（


）。
長
崎
勤
務
の
以
前
は
、
明
治
七
年
三
月
一
七
日
付
の
五
代
友
厚
宛
井
上
馨
書
簡
に
、
イ

ン
ド
へ
銅
を
輸
出
し
た
い
と
き
に
は
「
神
戸
ブ
リ
ナ
へ
御
相
談
被
下
候
は

ヾ
御

周
旋
可

申
上
候
（

�）」
と
あ
る
の
で
、
明
治
七
年
三
月
頃
、
ブ
リ
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ネ
は
Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
神
戸
支
店
に
勤
務
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

後
述
の
よ
う
に
先
収
会
社
は
長
崎
支
店
で
官
営
高
島
炭
を
取
り
扱
う
の
で
、
そ
の
検
査
の
た
め
に
ブ
リ
ネ
が
雇
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
官
営
高
島
炭
の
委
託
販
売
契
約
が
明
治
七
年
一
二
月
ま
で
で
打
ち
切
ら
れ
る
の
で
、
実
際
に
は
契
約
期
間
ど
お
り
に
勤
務
し
て
い

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ブ
リ
ネ
に
は
石
炭
取
引
の
経
験
が
蓄
積
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

の
ち
に
三
井
物
産
が
設
立
さ
れ
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
一
月

�二
月
に
益
田
孝
が
中
国
政
府
と
の
借
款
交
渉
で
上
海
に
滞
在
し
て

い
た
と
き
、
上
海
で
こ
の
ブ
リ
ネ
に
面
会
し
、
「
石
炭
を
売
ら
う
と
思
ふ
が
、
代
理
店
を
引
受
け
て
呉
れ
ま
い
か
、
長
く
は
頼
ま
ぬ
、
其
内

に
私
の
方
か
ら
人
を
よ
こ
す
か
ら
、
其
の
時
に
は
君
の
一
室
を
貸
し
て
貰
ひ
た
い
と
云
ふ
と
、
ブ
リ
ネ
は
よ
ろ
し
い
と
云
ふ
て
、
早
速
承
諾

し
て
呉
れ
た
（

�）」
と
い
う
。
当
時
、
ブ
リ
ネ
は
、
ベ
イ
ヒ
ュ
ス
と
共
同
で
上
海
に
お
い
て

B
ry

n
er

&
B
ey

fu
ss
（


）（
ブ
リ
ナ
ー
ア
ン
ド
ベ
イ

ヒ
ュ
ス
。
中
国
名
は
天
成
）
と
い
う
商
店
を
経
営
し
て
い
た
。
な
お
、
［
一
］
［
二
］
［
七
］
は
、
社
名
を
ブ
リ
ネ
・
ベ
イ
ヒ
ュ
ラ
ス
・
カ
ン

パ
ニ
ー
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
記
は
誤
り
で
あ
る
（

�）。

こ
の
よ
う
に
ブ
リ
ネ
は
、
官
営
三
池
炭
の
委
託
販
売
を
三
井
物
産
が
引
き
受
け
、
中
国
市
場
で
三
池
炭
の
地
位
を
確
立
す
る
う
え
で
、
そ

の
足
が
か
り
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ブ
リ
ネ
は
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
渡
り
、
単
独
で
貿
易
業
や
船
会
社
の
代
理
店

な
ど
を
経
営
（

�）し
た
の
ち
、
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
ー
フ
と
共
同
で

B
ry

n
er,

K
o
u
sn

etzo
ff

&
C
o

（

�）.
を
設
立
し
、
貿
易
業
や
荷
役
・
運
輸
代
理
店
、

船
舶
代
理
店
を
経
営
し
て
い
る
。
三
井
物
産
が
、
第
一
次
大
戦
の
初
期
に
ロ
シ
ア
政
府
（
陸
軍
な
ど
）
と
大
規
模
な
契
約
を
締
結
で
き
た
の

は
こ
の
会
社
と
提
携
し
た
こ
と
に
よ
る
（

�）。
ブ
リ
ネ
家
に
つ
い
て
、
在
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
総
領
事
の
山
口
為
太
郎
は
、
「
極
東
地
方
開
発
当

初
当
地
ニ
移
住
シ
、
革
命
直
前

�ハ
『
ヤ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
』
家
ト
併
称
セ
ラ
レ
タ
ル
大
富
豪
ニ
シ

テ
、
鉱
山
、
運
輸
等

ノ
事
業

ヲ
経
営
シ
（

�）」

て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
か
つ
て
先
収
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
ジ
ュ
リ
・
ブ
リ
ネ
（
一
八
四

九

�一
九
二
〇
）
は
俳
優

ユ
ル
・
ブ
リ

ン
ナ
ー
（
Y
u
l
B
ry

n
n
er）
の
祖

父
で
あ
る
（

�）。
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（

1）
前
掲
、「
先
収
会
社
設
立
書
並
社
中
規
則
書
等
綴
込
他
」。

（
2）

「
諸
規
則
改
正
並
諸
課
江
布
達
控
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
二
一
四

�三
）。
通
知
は
「
大
阪
千
歳
社
」
罫
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（

3）
前
掲
、「
諸
規
則
改
正
並
諸
課
江
布
達
控
」
。

（

4）
「

�
岡
田
氏
ニ
関
ス
ル
書
類

�」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
二
九
五
）。

（

5）
三
田
商
業
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』（
実
業
之
世
界
社
、
一
九
〇
九
年
）
二
〇
一

�二
〇
二
ペ
ー
ジ
。

（

6）
先
収
会
社
「
会
社
委
員
随
従
誓
詞
受
状
其
外
共
」
明
治
八
年
一
月
改
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
所
収
の
「
東
京
先
収
会
社
委
員
履

歴
並
籍
記
」
。

（

7）
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｈ
」
明
治
七

�九
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
六
一
七
）
、
「
Ｊ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」
明
治
七

�九
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
六
一
八
）
、
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
明
治
七
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
六
一
九
）、「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
明
治
七

�一
〇
年
（
三
井
文
庫

所
蔵
史
料
物
産
六
二
〇
）。

（

8）
Ｂ
帳
の
記
載
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
1
8
7
4
.
2
.
28
「
S
u
n
d
ry
T
ra
n
sferred

&
R
ev
erse

en
tries

J
9
21
,760.939

」
（
後
掲
の
第

3表
）
。

（

9）
Ｂ
帳
の
記
載
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
1
8
7
4
.
3
.
2
「
C
h
eq
u
e
o
n
E
d
w
a
rd
F
isch
er
&
C
o
.
h
a
n
d
ed
H
em
a
fo
r
B
a
l
ce.,
J
10

3
6
,2
0
3.0
9
5
」
（
後
掲
の
第

3表
）
。

（

10）
前
掲
、「

�岡
田
氏
ニ
関
ス
ル
書
類

�

」
。

（

11）
岡
田
平
馬
・
岡
田
平
太
郎
等
「
議
定
書
」
明
治
七
年
四
月
（
『
三
菱
社
誌
』
第
一
九
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
）
一
七
八

�一

八
三
ペ
ー
ジ
。

（

12）
「
益
田
男
爵
懐
旧
談
筆
録
」（
一
）
一
九
二
五
年
一
〇
月
二
五
日
聞
き
取
り
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
特
八
四
七
）。

（

13）
「
千
秋
社
規
則
」
明
治
七
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
二
一
三
）。

（

14）
「
馬
越
恭
平
氏
談
話
速
記
録
」
一
九
二
八
年
七
月
二
三
日
聞
き
取
り
（
井
上
馨
伝
記
編
纂
資
料
Ｗ

�四

�七
三
五
）。

（

15）
沢
田
章
編
『
世
外
侯
事
歴
維
新
財
政
談
』
下
（
一
九
二
一
年
）
四
二
九
ペ
ー
ジ
。
一
九
〇
九
年
二
月
四
日
の
井
上
馨
談
話
。
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（

16）
前
掲
、「
益
田
男
爵
懐
旧
談
筆
録
」（
一
）
一
九
二
五
年
一
〇
月
二
五
日
聞
き
取
り
。

（
17）

前
掲
、『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻
、
五
二
六

�五
二
七
ペ
ー
ジ
。

（

18）
木
戸
孝
允
宛
吉
富
簡
一
書
簡
（
一
八
七
四
年
三
月
二
六
日
付
）（「
木
戸
公
宛
諸
士
尺
牘
謄
本
」
四
、
Ｗ

�四

�三
九
〇
）。

（

19）
吉
富
簡
一
宛
井
上
馨
書
簡
（
一
八
七
四
年
一
月
二
二
日
付
）（「
吉
富
家
所
蔵
本
井
上
伯
書
簡
其
他
」
一
、
井
上
馨
伝
記
編
纂
資
料
Ｗ

�

四

�三
八
一
）
。
こ
れ
は
船
中
に
お
い
て
認
め
、
児
玉
愛
次
郎
に
託
し
て
吉
富
へ
送
っ
た
書
状
で
あ
る
。

（

20）
大
阪
先
収
社
「
備
忘
日
記
」
明
治
八

�九
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
二
一
六
）。

（

21）
「
藤
田
組
事
件
参
考
史
料
」
（
井
上
馨
伝
記
編
纂
資
料

Ｗ

�四

�五
三
四
）
。
こ
の
中
野
宛
書
簡
は
井
上
が
大
阪
滞
在
中
に
認
め
た
も
の
で

あ
る
。
『
中
野
悟
一
日
記
』（
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
九
五
年
）
の
一
八
七
四
年
二
月
一
六
日
条
に
「
印
藤
浪
花
ヨ
リ
、
井
上
並
吉
富
等
ノ
書

�を

携
来
り
売
払
米
云
々
ヲ
談
ス
」（
二
三
二
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
。

（

22）
前
掲
、
木
戸
孝
允
宛
吉
富
簡
一
書
簡
（
一
八
七
四
年
三
月
二
六
日
付
）
に
「
井
兄
ハ
二
月
廿
日
御
帰
東
ニ
相
成
」
と
あ
り
、
二
月
二
〇
日
付

の
渋
沢
栄
一
宛
益
田
孝
書
簡
（
一
八
七
四
年
二
月
二
〇
日
付
）（『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
一
四
巻
、
四
六
五

�四
六
六
ペ
ー
ジ
）
に
は
「
い

つ
れ
井
上
出
京
も
致
候
ハ
ヽ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（

23）
千
秋
と
同
じ
千
年
と
い
う
意
味
の
千
歳
と
い
う
字
を
社
名
に
用
い
た
後
に
、
千
秋
と
同
じ
音
の
「
先
収
」
と
い
う
字
を
社
名
に
用
い
る
よ
う

変
更
し
て
い
る
。

（

24）
「
先
収
会
社
益
田
孝
ト
ル
イ
ス
サ
ア
ト
之
約
定
」
一
八
七
四
年
六
月
一
日
（
公
開
件
名
「
外
務
省
へ
先
収
会
社
よ
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
一
名
傭

入
度
旨
出
願
」
一
八
七
四
年
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
史
料
請
求
番
号
六
〇
六

�Ｂ
四

�〇
二
）。

な
お
、
本
稿
で
は
外
国
人
の
表
記
の
ほ
と
ん
ど
を
、
同
時
代
の
資
料
中
の
表
記
と
同
じ
も
の
に
し
て
い
る
。
も
し
、
そ
れ
ら
を
現
代
的
な
表

記
に
す
る
と
、
「
サ
ア
」
は
サ
ー
、
「
ア
ル
ウ
イ
ン
」
は
ア
ー
ウ
ィ
ン
、
「
ブ
リ
ネ
」
は
ブ
リ
ナ
ー
な
ど
と
な
る
。
た
だ
し
、
人
名
の
含
ま
れ
る

会
社
名
に
つ
い
て
は
現
代
的
な
表
記
と
し
た
（
た
と
え
ば
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
、
ブ
リ
ナ
ー
ア
ン
ド
ベ
イ
ヒ
ュ
ス
）。

（

25）
T
h
e
C
h
ro
n
icle

&
D
irecto

ry
fo
r
C
h
in
a
,
J
a
p
a
n
,
&

th
e
P
h
ilip

p
in
es,

1879,
p
.
324,

T
h
e
C
h
ron

icle
&

D
irectory

for

C
h
in
a
,
C
o
rea

,
J
a
p
a
n
,
th

e
P
h
ilip

p
in
es,

C
o
ch

in
-C

h
in
a
,
A
n
n
a
m
,
T
on

q
u
in
,
S
ia
m
,
B
orn

eo,
S
tra

its
S
ettlem

en
ts,

M
a
la
y
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S
ta
tes,

&
c.,

1
8
8
9
,
p
.
4
4
5
.

（
26）

東
京
都
公
文
書
館
編
『
築
地
居
留
地
』
（
一
九
五
七
年
）
三
七
六
ペ
ー
ジ
に
は
サ
ア
の
居
住
地
が
「
小
梅
村
一
一
五
番
地
田
中
直
方
」
と
記

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
へ
家
具
を
移
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
Ｂ
帳
の
明
治
八
年
一
二
月
八
日
借
方
に
は
サ
ア
の
家
具
を
横
浜
へ
送

る
た
め
の
船
賃
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（

27）
前
掲
、
三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業
史
』
本

�第
二
巻
、
二
五
一
ペ
ー
ジ
。

（

28）
松
永
秀
夫
『
益
田
孝
天
人
録
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
一
六

�二
一
七
ペ
ー
ジ
。

（

29）
『
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
幕
末
明
治
在
日
外
国
人
・
機
関
名
鑑
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
六
年
）
第
一
巻
。

（

30）
前
掲
、
公
開
件
名
「
外
務
省
へ
先
収
会
社
よ
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
一
名
傭
入
度
旨
出
願
」
一
八
七
四
年
。

（

31）
前
掲
、
益
田
孝
「
備
忘
録
」
二
六
八
ペ
ー
ジ
の
一
八
七
五
年
八
月
九
日
条
。
定
額
金
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（

32）
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
二
一
六
。

（

33）
公
開
件
名
「
明
治
七
年
六
月
一
日
よ
り
明
治
八
年
六
月
一
日
ま
で
（
満
期
解
約
一
二
月
一
四
日
免
状
返
納
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
ル
イ
ス
、
サ
ア

第
一
大
区
八
小
区
銀
座
四
丁
目
一
六
番
地
先
収
会
社
益
田
孝
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
資
料
請
求
番
号
六
〇
四

�Ｄ
三

�一
〇

�〇
四
）。

（

34）
明
治
七
年
三
月
二
六
日
現
在
、
吉
益
は
出
納
課
勤
務
、
加
藤
は
勘
定
課
勤
務
で
あ
る
。
「
出
納
課
兼
西
洋
帳
合
取
扱
方
」
の
吉
益
の
職
務
は

「
西
洋
帳
合
一
切
之
取
扱
」
な
ど
、
勘
定
課
の
加
藤
の
職
務
は
「
売
買
ニ
付
、
差
引
帳
明
細
ニ
記
録
ス
」
、
「
会
計
之
計
算
月
表
年
表
を
造
リ
本

社
ヘ
送
ル
」
な
ど
で
あ
る
。
同
年
四
月
一
一
日
現
在
で
は
、
吉
益
が
勘
定
方
、
加
藤
が
「
出
納
兼
書
記
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
前
掲
、
「
先
収

会
社
設
立
書
並
社
中
規
則
書
等
綴
込
他
」。

（

35）
横
浜
綿
柵
編
『
東
京
商
人
録
』
（
大
日
本
商
人
録
社
、
一
八
八
〇
年
）
一
一
ペ
ー
ジ
、
前
掲
、
木
山
実
「
三
井
物
産
草
創
期
の
人
員

�特
に

先
収
会
社
か
ら
の
人
員
に
注
目
し
て

�」
一
一
九
、
一
二
三

�一
二
四
ペ
ー
ジ
。

（

36）
前
掲
、「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
明
治
七

�一
〇
年
の
「
社
員
預
リ
金
」
勘
定
。

（

37）
［
一
］
、
［
二
］
は
、「
啓
之
助
」
と
誤
記
し
て
い
る
。

（

38）
内
田
四
方
蔵
他
編
『
開
港
へ
の
幕
臣
旅
中
日
記

�加
藤
祐
一
筆
「
旅
中
日
記
」「

挿
画
熱
海
日
記
」

�』（
一
九
九
六
年
）
二
〇
二

�二
二
七
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ペ
ー
ジ
、「
神
奈
川
奉
行
支
配
調
役
並
加
藤
啓
之
進
押
込
日
数
取
縮
め
之
可
否
伺
覚
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
資
料
、
請
求
番
号
多
〇
三
一
七
〇
六
）、

公
開
件
名
「
触
下
兵
庫
県
少
参
事
加
藤

�一
兵
庫
県
へ
罷
越
留
守
中
に
着
き

（
マ
マ
）触
下
町
田
三
四
郎
代
印
仕
度
段
宇
賀
相

（
マ
マ
）

士
族
触
頭
太
田
彦
十
郎

明
治
四
年
一
月
二
〇
日
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
資
料
請
求
番
号
六
〇
五

�Ｃ
二

�〇
七
）、
公
開
件
名
「
外
務
省
十
二
等
出
仕
申
付

加
藤
佑 （
マ
マ
）一
明
治
五
年
五
月
二
五
日
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
資
料
請
求
番
号
六
〇
五

�Ｄ
二

�〇
二
）
、
菅
野
和
太
郎
『
続
大
阪
経
済
史

研
究
』
（
甲
文
堂
書
店
、
一
九
三
五
年
）
一
九
六

�一
九
七
ペ
ー
ジ
。

（

39）
益
田
孝
は
明
治
二
年
初
め
頃
か
ら
約
一
年
間
と
い
う
約
束
で
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
に
勤
務
し
た
（
鈴
木
邦
夫
編
「
鈍
翁
益
田
孝
年
表
」

五
島
美
術
館
編
「
『
益
田
鈍
翁
の
美
の
世
界
鈍
翁
の
眼
』
五
島
美
術
館
、
一
九
九
八
年
、
一
六
五
ペ
ー
ジ
）。

（

40）
長
井
実
編
『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』（
一
九
三
九
年
）
一
九
七
ペ
ー
ジ
。

（

41）
公
開
件
名
「
明
治
七
年
一
〇
月
三
〇
日
よ
り
明
治
八
年
一
〇
月
二
九
日
ま
で
（
満
期
解
約
免
状
返
納
）
ス
イ
ス
シ
ユ
リ
、
ブ
リ
ネ
第
一

大
区
八
小
区
銀
座
四
丁
目
一
六
番
地
先
収
会
社
益
田
孝
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
資
料
請
求
番
号
六
〇
四

�Ｄ
三

�一
〇

�〇
四
）、
公
開

件
名
「
自
費
傭

第
一
大
区
八
小
区
銀
座
四
丁
目
一
六
番
地
先
収
会
社
益
田
孝
傭

ス
イ
ス
人
ジ
ュ
リ
、
ブ
リ
ネ
」
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵

資
料
請
求
番
号
六
〇
四

�Ｄ
三

�〇
九
）
。

（

42）
前
掲
、『
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
幕
末
明
治
在
日
外
国
人
・
機
関
名
鑑
』
第
一
巻
。

（

43）
五
代
竜
作
編
『
五
代
友
厚
伝
』（
一
九
三
四
年
）
三
〇
二
ペ
ー
ジ
。

（

44）
前
掲
、
長
井
実
編
『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
一
九
七
ペ
ー
ジ
。

（

45）
T
h
e
C
h
ro
n
icle

&
D
irecto

ry
fo
r
C
h
in
a
,
J
a
p
a
n
,
&

th
e
P
h
ilip

p
in
es,

1879,
p
.
317.

（

46）
三
井
物
産
「
日
誌
」（
第
二
号
）
の
明
治
一
〇
年
五
月
九
日
条
に
「
上
海
フ
リ
子
ベ
イ
ヒ
ユ
ラ
ス
コ
ン
ヘ
ニ
イ
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
（『
三

井
文
庫
論
叢
』
第
四
二
号
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
六
ペ
ー
ジ
）。
お
そ
ら
く
［
一
］「
物
産

沿
革
史
」
が
、
こ
の
記
載
を
見
て
ブ
リ
ネ
・
ベ
イ
ヒ

ユ
ラ
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
と
記
し
た
た
め
、
表
記
が
誤
っ
た
ま
ま
、
そ
の
後
の
論
考
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
社
名
に
は
、
第
一
に
、
英

文
表
記
の
場
合
、
カ
ン
パ
ニ
ー
は
付
い

て
い
な
い
、
第
二
に
、
B
ey

fu
ss
の
中
に
ラ
に
相
当

す
る

音
が

含
ま

れ
て
い
な
い
。

（

47）
T
h
e
C
h
ro
n
icle

&
D
irecto

ry
fo
r
C
h
in
a
,
C
orea

,
J
a
p
a
n
,
th

e
P
h
ilip

p
in
es,

C
och

in
-C

h
in
a
,
A
n
n
a
m
,
T
on

q
u
in
,
S
ia
m
,
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B
o
rn
eo
,
S
tra
its
S
ettlem

en
ts,
M
a
la
y
S
ta
tes,

&
c.,
1889,

p
.
503.

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
部
分
に
、
「
B
ry
n
er,
J
.,
m
erch
a
n
t,

la
n
d
in
g
a
n
d
sh
ip
p
in
g
a
g
en
t
a
n
d
tim
b
er
d
ep� o
t」
と
あ
る
。

（

48）
T
h
e
C
h
ro
n
icle

&
D
irecto

ry
fo
r
C
h
in
a
,
J
a
p
a
n
,
C
orea
,
In
d
o-C
h
in
a
,
S
tra
its
S
ettlem

en
ts,
M
a
la
y
S
ta
tes,

S
ia
m
,

N
eth
erla
n
d
s
In
d
ia
,
B
o
rn
eo
,
th
e
P
h
ilip
p
in
es,
&
c.,
1910,

p
.
571.

な
お
、
R
o
ck
B
ry
n
n
er,
E
m
p
ire
a
n
d
O
d
y
ssey
:
T
h
e
B
ry
n
n
ers
in
F
a
r
E
a
st
R
u
ssia

a
n
d
B
ey
on
d
,
H
a
n
o
v
er:
S
teerfo

rth

P
ress,

20
0
6
,
p
.
2
2
で
は
一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
）
に
こ
の
商
会
が
成
立
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
商
会
が
設
立
さ
れ
た
の

は
も
っ
と
後
で
あ
る
。
一
八
八
〇
年
は
、
ブ
リ
ネ
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
渡
航
し
て
事
業
を
始
め
た
年
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（

49）
バ
ー
ル
ィ
シ
ェ
フ
、
エ
ド
ワ
ル
ド
「
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
日
露
軍
事
協
力
の
背
景

�三
井
物
産
の
対
露
貿
易
戦
略

�」（『
北
東
ア
ジ
ア

研
究
』
二
一
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
二
三

�四
一
ペ
ー
ジ
。

（

50）
「
蘇
連
邦
ノ
個
人
企
業
圧
迫
問
題
雑
件
」
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

B
02032160000）

の
外
務
大
臣
幣
原
喜
重
郎
宛
在
浦
潮
斯
徳
総

領
事
山
口
為
太
郎
書
簡
（
昭
和
六
年
六
月
八
日
付
）。

（

51）
R
o
ck
B
ry
n
n
er,
o
p
.
cit.,

p
.
1
.
な
お
、
ユ
ル
・
ブ
リ
ン
ナ
ー
は
自
分
の
名
字
を
表
記
す
る
と
き
に
n
を
重
ね
る
よ
う
に
変
更
し
た
。

三
先
収
会
社
（
千
秋
会
社
、
千
歳
会
社
）
の
資
本
金

先
収
会
社
（
千
秋
会
社
、
千
歳
会
社
）
は
、
会
社
の
規
則
で
資
本
金
の
額
を
定
め
て
い
な
い
（
な
お
、
以
下
で
は
千
秋
会
社
・
千
歳
会
社

を
含
め
て
「
先
収
会
社
」
と
表
記
）。
と
こ
ろ
が
、
通
説
で
は
、「
岡
田
組
」
の
資
本
金
は
一
五
万
円
、
う
ち
岡
田
八
万
円
、
井
上
三
万
円
、

Ｅ
Ｆ
Ｃ
四
万
円
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
を
［
二
］「
益
田
伝
」
は
明
治
七
年
一
月
五
日
現
在
と
明
記
し
て
い
る
。

先
述
の
よ
う
に
吉
富
簡
一
宛
井
上
馨
書
簡
（
明
治
七
年
一
月
一
日
付
）
に
記
さ
れ
て
い
る
一
五
万
円
は
実
際
に
集
ま
っ
た
金
で
は
な
く
、
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一
月
一
日
時
点
で
の
井
上
の
予
想
額
で
あ
る
。
し
か
も
一
五
万
円
を
バ
ン
ク
に
入
金
す
る
と
予
定
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
こ
れ
を
資
本
金
と

記
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
は
資
本
金
を
一
五
万
円
と
断
定
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、［
一
］

は
内
訳
を
ど
の
よ
う
に
断
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
推
測
し
よ
う
。

ま
ず
、
岡
田
出
資
の
八
万
円
は
二
章
の
（
二
）
の
［
証
拠

2］
で
掲
出
し
た
資
料
に
記
さ
れ
て
い
る
、
岡
田
平
蔵
か
ら
商
会
資
本
金
の
う

ち
へ
最
初
に
差
し
入
れ
た
金
額
お
よ
そ
八
万
円
が
根
拠
と
思
わ
れ
る
。
原
文
は
「
凡
金
八
万
円
」
（
お
よ
そ
八
万
円
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

［
一
］
は
き
っ
か
り
出
資
額
八
万
円
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
は
た
し
て
資
料
中
の
「
資
本
金
」
と
い
う
言
葉
は
、
返
済
義
務
の
な
い
（
返
済
し
な
く
て
も
よ
い
）
本
来
の
資
本
金

の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
岡
田
が
会
社
の
運
営
の
た
め
に
供
給
し
た
資
金
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
、
井
上
馨
が
出
資
し
た
と
い
う
三
万
円
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
の
数
字
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
益
田
孝
か
ら
の
聞
き
取
り
で
語
ら

れ
て
い
る
三
万
円
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
出
資
し
た
と
さ
れ
て
い
る
四
万
円
は
、
一
五
万
円
か
ら
岡
田
出
資
八
万
円
と
井
上
馨
出

資
三
万
円
を
引
い
て
算
出
さ
れ
た
数
値
と
思
わ
れ
る
。

以
下
で
は
、
［
証
拠

2］
の
「
資
本
金
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
、
お
よ
び
内
訳
と
総
額
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

ま
ず
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
の
「

C
a
p
ita

l
A
cco

u
n
t」
（
資
本
金
勘
定
）
を
検
討
し
、
つ
い
で
自
用
勘
定
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
主
に
Ｂ

帳
を
分
析
す
る
。

Ｂ
帳
は
先
収
会
社
の
正
式
の
総
勘
定
元
帳
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
Ａ
帳
は
、
日
本
人
が
複
式
簿
記
の
習
熟
の
た
め
に
記
帳
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
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（
一

）
資

本
金

勘
定

で
の

資
本
金
額

Ｂ
帳
に
は
三
つ
の
「
C
a
p
ita
l
A
cco
u
n
t」（
資
本
金
勘
定
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る

「
O
k
a
d
a
H
ezo

C
a
p
ita
l
a
/
c
」
（
岡
田
平
蔵
資
本
金
勘
定
）
と
「
K
a
w
l

E
n
o
u
y
e
C
a
p
ita
l
a
/
c」
（
井
上
馨
資
本
金
勘
定
）
に
は
全
く
記
事
が
な
く
、
空
白

の
ま
ま
で
あ
る
。
「
E
d
w
a
rd
F
ish
er
&
C
o
.
C
a
p
ita
l
A
cco
u
n
t」
（
F
isch
er

と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
誤
記
）
に
は
記
事
が
あ
る
（

第

1表
）
。
し
か
し
、
貸
方
に
は

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
一
月
中
の
記
載
が
な
い
。
つ
ま
り
、
一
月
中
に
Ｅ
Ｆ
Ｃ
か

ら
先
収
会
社
の
資
本
金
勘
定
へ
入
金
は
な
い
。
逆
に
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
資
本
金
勘
定
か
ら
は
、

一
月
中
に
合
計
一
〇
万
九
九
三
三
円
五
〇
〇
も
の
資
金
が
Ｅ
Ｆ
Ｃ
へ
供
給
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
先
収
会
社
は
Ｅ
Ｆ
Ｃ
へ
出
資
す
る
位
置
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
先
収
会
社
の
一
八
七
四
年
一
月
中
の
資
本
金
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
岡
田

平
蔵
、
井
上
馨
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
各
「
C
a
p
ita
l
A
cco
u
n
t」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
資
本
金
勘
定
へ
の
入
金
を
予
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
月
中

に
ど
こ
か
ら
も
C
a
p
ita
l（
資
本
金
）
と
し
て
資
金
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
。
そ
の

後
も
会
社
解
散
ま
で
資
本
金
は
ゼ
ロ
、
す
な
わ
ち
無
資
本
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
Ａ
帳
を
み
よ
う
。
Ａ
帳
で
も
「
岡
田
平
蔵
元
金
勘
定
」、「
井
上
馨
元
金
」

勘
定
、
「
エ
ド
ワ
ル
ト
フ
ヰ
ッ
シ
ャ
ル
商
会
元
金
勘
定
」
と
い
う
三
つ
の
資
本
金
勘

定
（「
元
金
」
勘
定
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
井
上
馨
元
金
」
勘
定
に
は
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Cr.

1874

February 28ByAdvanceonTinsenttoKobe $2,400.00 J9 2,484.000

〃 〃 〃 Advanceonsundriesreturned 12,200.00 J11 12,627.000

August 31 〃 AdvanceonCopperfromGilman&Co.returned J51 6,727.500

〃 〃 〃 BalcetransferedtodebitofNo.2a/cofthisdate 〃 88,209.800

Yen 110,048.300

Int:Interest,Balce:Balance.

CASHの3ページを表わしている。



記
事
が
ま
っ
た
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

Ａ
帳
の
「
岡
田
平
蔵
元
金
勘
定
」
（

第

2表
）
で
は
貸
方
に
、
一
月
一
日
二
〇
〇

〇
円
、
一
月
九
日
一
万
〇
三
二
五
円
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
（
第

3表
の
よ
う
に
、
こ

の
二
つ
の
記
事
は
Ｂ
帳
で
は
「
O
k
a
d
a
H
ezo
P
riv
a
te
A
cco
u
n
t」
に
記
帳
）
。

二
つ
を
合
計
す
る
と
元
金
は
、
一
月
末
日
現
在
、
一
万
二
三
二
五
円
で
あ
る
。
の
ち

三
月
五
日
に
全
額
が
「
岡
田
平
蔵
」
自
用
勘
定
に
付
け
替
え
ら
れ
て
い
る
。
「
エ
ド

ワ
ル
ト
フ
ヰ
ッ
シ
ャ
ル
商
会
元
金
勘
定
」
で
は
貸
方
に
、
一
月
一
四
日
一
万
二
六
二

七
円
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
（
Ｂ
帳
で
は
、
「
E
d
w
a
rd
F
ish
er
&
C
o
.
C
a
p
ita
l

A
cco
u
n
t」
に
二
月
二
八
日
付
で
記
帳
）
。
し
か
し
、
一
月
一
四
日
現
在
の
借
方
合

計
は
一
〇
万
九
九
三
三
円
五
〇
〇
の
た
め
、
貸
方
・
借
方
の
バ
ラ
ン
ス
は
大
幅
な
貸

方
が
少
な
い
状
態
（
借
方
残
高
九
万
七
三
〇
六
円
五
〇
〇
が
生
じ
て
い
る
状
態
）
に

あ
る
。
つ
ま
り
差
引
で
み
る
と
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
か
ら
元
金
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
逆
に
Ｅ
Ｆ
Ｃ
に
元
金
を
供
給
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
。
そ
の
後
、
い
く
つ
か
の

記
帳
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
八
月
三
一
日
に
借
方
残
高
（
八
万
八
二
〇
九
円
八
〇
〇
）

を
「
エ
ド
ワ
ル
ド
諸
費
」
勘
定
へ
付
け
替
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
貸
方
に
記
す
べ
き

で
あ
る
の
に
、
誤
っ
て
借
方
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
正
式
の
帳
簿
で
あ
る
Ｂ
帳
で
は
一
月
中
の
資
本
金
額
は
〇
で
あ
る
。

簿
記
習
熟
の
た
め
に
記
帳
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
Ａ
帳
で
み
て
も
、
一
月
末
現
在
の
先
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第1表 B帳のEFC資本金勘定 （単位：円）

「EdwardFisher& Co.CapitalAccount」 Dr.

1874

January 1ToCashpaidthembyOkada J3 30,000.000

〃 14 〃 do: do: C3 20,000.000

〃 14 〃 do: do:Gilman&Co.advanceonsundries J3 15,111.000

〃 10 〃 do: 〃 KawlEnouye J5 30,000.000

〃 〃 〃 do: 〃 Hema 〃 95.000

〃 〃 〃 CashfromHKBankagstourmoneysenttoAwamori J6 8,000.000

〃 14 〃 Advancerecd.bythemfromGilman&Co.agstCopper
toHKong

J11 6,727.500

March 31 〃 Int:From HKBankonMoneyDepositedin1873 J12 114.800

Yen 110,048.300

出所） 先収会社「LEDGER」明治7�10年（三井文庫所蔵史料 物産620）。

注） 1.agst:against,recd.:received,Hkong:HongKong,HKBank:HongKongShanghaiBank,

2.J3のように表記されているものはJOURNALの3ページ、C3のように表記されているのは



収
会
社
の
資
本
金
は
岡
田
平
蔵
か
ら
の
一
万
二
三
二
五
円
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
Ｅ
Ｆ
Ｃ
は
先
収
会
社
へ
出
資
し
て
い
な
い
。

（
二

）
「

出
資

金
」
の

額

つ
ぎ
に
、
会
社
の
事
業
遂
行
の
た
め
会
社
を
構
成
す
る
組
合
員
（
社

員
）
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
金
（
事
実
上
、
長
期
の
融
資
金
）
が
ど
れ
だ

け
あ
る
か
を
推
測
す
る
。
そ
の
資
金
を
以
下
で
は
「
出
資
金
（
１
）」
と
表
記

す
る
。
こ
の
出
資
金
は
資
本
金
と
異
な
り
、
も
し
組
合
員
が
必
要
な
場

合
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
（
２
）、
組
合
員
が
脱
退
し
た
際
に
は
、
会
社
が

返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
定
め
る
。
先
収
会
社
と
の
貸
借
を

記
入
し
た
岡
田
平
蔵
及
び
井
上
馨
の
自
用
勘
定
と
、
先
収
会
社
と
Ｅ
Ｆ

Ｃ
と
の
貸
借
勘
定
を
Ｂ
帳
で
検
討
し
、
Ａ
帳
で
の
「
元
金
」
勘
定
の
記

載
な
ど
を
考
慮
し
て
、
事
実
上
長
期
の
融
資
金
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
資
金
（
出
資
金
）
を
と
り
だ
そ
う
（
第

3表
）
。

岡
田
平
蔵
自
用
勘
定
の
貸
方
で
出
資
金
と
み
な
せ
そ
う
な
の
は
、
一

月
一
日
の
三
万
円
（
記
事
を
和
訳
す
る
と
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
資
本
金
勘
定
で
正

金
を
支
払
。
こ
れ
と
対
応
す
る
仕
訳
が
第

1表
の
Ｅ
Ｆ
Ｃ
資
本
金
勘
定

借
方
に
記
入
さ
れ
た
岡
田
平
蔵
か
ら
支
払
の
三
万
円
）
、
同
日
の
二
〇
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Cr.

第一月 1 元入 正1 2,000.000

9 元入洋銀ニテ一〇〇〇〇．両替六一九五也 〃 10,325.000

七年
第二月 28 岡田平蔵社中除名ニ付錫六千四百八十六斤五分ノ為替二千

四百弗ノ高ヲ改テ記載ス
差11 2,484.000

第一月 14 差引帳三葉ニ記セシ香港送銅、倫敦送小麦、カルキュツタ
送修ノ前金ヲ処換ス

差13 12,627.000

第八月 31 香港送リ銅前金トシテギルマン商会ヨリ受取シ分返ス 〃61 6,727.500

諸費エ廻ス］88,209円800は、貸方に記入するべきものを借方に誤記。



〇
〇
円
（
和
訳
す
る
と
、
岡
田
平
馬
か
ら
岡
田
平
蔵
自
用
勘
定
と
し
て

受
け
取
っ
た
正
金
。
Ａ
帳
で
は
「
岡
田
平
蔵
元
金
勘
定
」
に
記
入
）
、

一
月
九
日
の
一
万
〇
三
二
五
円
（
和
訳
す
る
と
、
一
万
ド
ル
を
売
却
し

て
得
た
正
金
を
平
蔵
か
ら
受
取
。
Ａ
帳
で
は
「
岡
田
平
蔵
元
金
勘
定
」

に
記
載
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
計
し
、
岡
田
平
蔵
が
死
亡
し
た
一
月

一
五
日
現
在
で
み
る
と
、
四
万
二
三
二
五
円
と
な
る
。

こ
の
数
値
は
、［
証
拠

2］
で
掲
出
し
た
資
料
（「
差
入
申
証
書
之
事
」

明
治
七
年
三
月
）
の
「
従
同
人
商
会
資
本
金
之
内
江
差
入
レ
候
金
額
最

初
凡
金
八
万
円
」
よ
り
も
約
四
万
円
少
な
い
。
な
お
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
資
本
金

勘
定
の
借
方
に
記
入
さ
れ
た
一
月
一
四
日
の
二
万
円
（
岡
田
か
ら
Ｅ
Ｆ

Ｃ
へ
正
金
支
払
。
第

1表
）
は
誤
記
で
あ
る
た
め
、
岡
田
平
蔵
か
ら
先

収
会
社
へ
の
出
資
金
と
は
見
な
せ
な
い
（
３
）。

岡
田
平
蔵
自
用
勘
定
貸
方
の
一
月
一
五
日
現
在
の
合
計
八
万
一
九
七

一
円
九
一
七
（
誤
記
訂
正
分
二
万
円
を
除
く
）
が
［
証
拠

2］
の
お
よ

そ
八
万
円
に
照
応
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
借
方
の
一
月
一
五
日
現
在
の

合
計
値
（
誤
記
訂
正
分
の
二
万
円
を
除
く
）
が
二
万
三
六
二
四
円
五
六

六
の
た
め
、
差
し
引
き
（
貸
方
残
高
）
は
五
万
八
三
四
七
円
三
五
一
に

止
ま
り
、
八
万
円
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
［
証
拠

2］
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第2表 A帳の元金勘定 （単位：円）

「岡田平蔵元金勘定」 Dr.

七年三月 5 同人自用勘定江移ス 差12 12,325.000

「エドワルトフヰッシャル商会元金勘定」

明治七年
第一月 14 正金渡 正1 20,000.000

1 岡田平蔵ヨリ正金渡 差2 30,000.000

14 銅錫修小麦諸所ヘ積送ノタメ入金 〃3 15,111.000

10 井上馨ヨリ元金トシテ入ル 〃4 30,000.000

10 岡田平馬ヨリ横浜ニ於テ受取 〃〃 95.000

〃 見込商青森米ノタメ渡セシ分、香上ハンクヨリ受取 〃7 8,000.000

14 ホンハイ船積香港送銅ノ前金キルマンヨリ受取シ分ヲ此部
ニ移ス、但六千五百弗三銭半打

差13 6,727.500

三月 31 明治六年預金ニ付六十二番ヨリ利足受取 〃16 114.800

第八月 31 元金残高エドワルド諸費エ廻ス 〃61 88,209.800

出所） 先収会社「LEDGER」明治7年（三井文庫所蔵史料 物産619）。

注） 1．エドワルトフヰッシャル商会元金勘定の借方に記入されている8月31日の「元金残高エドワルド

2．ページ数が並記されている「正」は現金出納帳、［差」は仕訳帳（「差引帳」）である。
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Cr.

1874

January 1ByCashreceivedfrom Hemaforhisaccount C3 2,000.000

〃 〃 〃 Sundriestakenoverfrom him J1 13,860.000

〃 9 Cashrecd.from him $10,000soldfor C3 10,325.000

〃 〃 〃 Cashrecd.from him byourOsakaBranch J1 1,361.607

〃 4 〃 do: do: do: do: J2 500.000

〃 14 〃 do: for$20,000.00soldthisdate C3 20,618.000

〃 16 〃 BalcePiculs333.171/2Copper＠21Yenlessadvance
Yen4000

J2 2,996.622

〃 〃 〃 Cashreceivedfrom him by OsakaBranch 〃 4,174.692

〃 1 〃 CashpaidEd.Fisher&Co.a/cCapitala/c J3 30,000.000

〃 10 〃 ForPiclus33.101/2Copperrecd.from him ＠Yen 〃 728.310

〃 23 〃 Receivedfrom hisBandsinCash C3 500.000

〃 14 〃 Adv:fromHkongBankonPcls.64.961/2Tin
$2400＠1031/2

J3 2,484.000

〃 10 〃 CashpaidEdwardFischer& Co.byHema J4 95.000

February 5 〃 Cashreceivedfrom Hema C8 225.000

〃 22 〃 Cashreceivedfrom Hiraoka C8 100.000

January 10 〃 ReverseentrypartofamountpaidbyhimtoE.F.
&Co.

J6 20,000.000

February 28 〃 ReverseentriesofJou:Fol:2/3a/cOsakaBranch J9 8,531.684

118,499.915

Cr.

1874

January 10ByCashpaidbyhim toEdwardFischer& Co. J4 30,000.000

〃 〃 〃 do: 〃 OkadaHezotodo:partbeingforhis
a/c

J6 ×20,000.000

〃 〃 〃 HalfprofitonoldRiceVentureswithOkadaHezo 〃 18,374.566
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第3表 B帳の自用金勘定 （単位：円）

「OkadaHezoPrivateAccount」 Dr.

1874

January 1ToCashpaidHemaforhisaccount C3 300.000

〃 〃 〃 do: do: do: 〃 100.000

〃 〃 〃 do: do: do: 〃 1,850.000

〃 16 〃 Commisson:onsalePcls.333.171/2Copper＠Y.21:
=Yen6996.622＠21/2％

J2 174.916

〃 〃 〃 Cashpaidhim inOsakayen3000& 5031.684 〃 8,031.684

〃 20 〃 do:〃 Hemaforsundries,Shoemanufacture
a/cRiceetcetera

C5 800.000

〃 23 〃 do:〃 HisBandsa/cOldAccount 〃 4,000.000

〃 24 〃 do: do: do: 〃 500.000

〃 27 〃 do: do: do: 〃 410.000

〃 〃 〃 do: do: do: 〃 300.000

〃 28 〃 do: do: do: C7 100.000

〃 11 〃 do 〃 him byOsakaBranch J3 500.000

〃 1 〃 Amountadvanced tohim againstTin 〃 2,500.000

〃 31 〃 Cashpaidhisbandsforhisolda/c C7 1,300.000

〃 21 〃 Frt:on77SlabsTinYokohamatoKobe J4 12.460

〃 31 〃 Premm:ofInsuranceonSilver77SlabsTin・s
cartageetcelera

J5 23.942

February 7 〃 CashpaidhisBands（Hiraoka） C9 100.000

〃 9 〃 do: Hema 〃 300.000

〃 〃 〃 do: do:forfreightonIronCashpaidShimbe 〃 550.000

January 31 〃 Premm:ofInsce:on77SlabsTinfromYokatoKobe
for$2500＠1/2％

J6 12.810

〃 10 〃 Partofamountpaidbyhim toEd.Fisher& Co.
￥30,000.00

J6 20,000.000

〃 〃 OnehalfprofitonRiceaccountspaidK.Enouye 〃 18,374.566

〃 31 〃 PaymentsmadebyYokaBranchforhisa/c J7 295.503

February28 〃 SundryTransferred& Reverseentries J9 21,760.939

March 2 〃 ChequeonEdwardFischer&Co.handedHemafor
balce

J10 36,203.095

118,499.915

「KawlEnouyePrivatea/c」 Dr.

1874

January 9ToCashpaidforhisa/cinYokohama$3111.05 C3 3212.159

February 1 〃 do: perT.Masuda・sMemo C9 50.000

〃 4 〃 do:Mrs.Lowderfortuitionofhischild$38.00＠103 J6 39.140

January 10 〃 ReverseentryofcashpaidE.F.& Co.byOkada
Hezoforhisa/c

〃 ×20,000.000



の
「
資
本
金
」
は
本
来
の
資
本
金
を
指
す
言
葉
で
は

な
く
、
ま
た
出
資
金
に
近
い
言
葉
で
も
な
い
。
単
に
、

こ
れ
ま
で
岡
田
平
蔵
か
ら
先
収
会
社
へ
渡
し
た
資
金

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
井
上
馨
の
自
用
勘
定
を
み
よ
う
（
第

3表
）。

出
資
金
と
見
な
せ
そ
う
な
の
は
、
貸
方
の
一
月
一
〇

日
の
三
万
円
（
和
訳
す
る
と
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
へ
正
金
支
払
。

こ
れ
に
対
応
す
る
仕
訳
が
Ｅ
Ｆ
Ｃ
資
本
金
勘
定
の
借

方
に
記
入
さ
れ
た
井
上
馨
か
ら
支
払
の
三
万
円
）
で

あ
る
。

益
田
孝
は
、
三
井
文
庫
の
岡
百
世
・
柴
謙
太
郎
に

対
し
て
、
「
最
初
、
井
上
さ
ん
は
資
本
と
し
て
金
三

万
円
を
出
さ
れ
た
。
こ
の
事
ハ
内
密
を
知
つ
て
い
る
。」

（
取
り
消
し
線
は
、
後
に
益
田
孝
が
加
筆
（
４
））
と
述
べ

て
い
る
。
そ
の
後
、
井
上
馨
伝
記
編
纂
会
に
よ
る
聞

き
取
り
で
は
、
「
あ
の
資
本
と
申
す
の
は
ど
う
云
ふ

風
に
出
て
居
り
ま
す
の
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対

し
て
、
益
田
孝
は
「
あ
れ
は
井
上
さ
ん
が
三
万
円
、
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1874

68,374.566

Cr.

1874

November 30ByTransferredtoEdwardFischer& Co.a/c J61 2,000.000

〃 〃 〃 do: OsakaBranch 〃 300.000

Yen 2,300.000

Cr.

1874

September 30ByCashreceivedfrom him inYokohama J65 50.000

December 18 〃 do: do: do: C66 30.000

〃 31 〃 TransferofcostofahouseinYokohamaonthe
hill Yen868.223 J79

〃 〃 〃 Travelyexps.toKioto350.-dobetweenTokei&
Yokohama54.- 〃404.000 〃 1,272.223

〃 〃 〃 Balancecarrieddown 357.652

Yen 1,709.875

balance,Jou:Journal,Fol:Folio,exps:expense.



私
に
、
何
処
か
ら
持
つ
て
来
た
の
か
知
り
ま
せ
ぬ
が
、

三
万
円
是
は
俺
が
や
る
と
云
ふ
こ
と
で
、
融
通
が
出

来
る
か
ら
お
前
に
渡
す
ぞ
と
言
っ
て
、
資
本
と
云
ふ

の
で
も
な
け
れ
ば
、
な
ん
だ
か
知
ら
ぬ
出
し
て
呉
れ

た
の
で
す
（
５
）」
と
述
べ
、
『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
で
も

「
先
収
会
社
を
や
る
時
、
井
上
さ
ん
が
、
乃
公
は
之

れ
だ
け
金
が
あ
る
と
云
ふ
て
、
三
万
円
出
し
た
」

（
一
六
五
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。

［
二
］「
益
田
伝
」
は
「
井
上
出
資
の
三
万
円
は
曩

に
井
上
が
三
井
組
の
三
野
村
利
左
衛
門
に
預
け
て
置

い
た
金
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の

論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
記
述
は
、
井
上
馨

代
理
久
保
源
之
烝
が
三
万
円
を
受
け
取
っ
て
署
名
し

た
「

�金
三
万
円
請
取
書
（
６
）

�」（
明
治
七
年
一
月
八
日
）

に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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1874

February12 〃 CostofsundryJewelleyforMrs.Enouyebouyhtby
E.F.& Co.

J7 247.200

〃 23 〃 Cashpaidhim byEdwawrdFisher& Co. J8 1,000.000

（以下、約70項目省略）

68,374.566

「FujitaDenzaboro」 Dr.

1874

August 9ToCashpaidhim C43 300.000

〃 12 〃 do: do: 〃 2,000.000

Yen 2,300.000

「Mr.KimuraMassamotoKimura」 Dr.

1874

July 18ToCashpaidhim forpurchaseofaHouseinYokohama J36 710.000

〃 23 〃 do: do: J38 100.000

August 7 〃 Costofrepairstohishouse J44 86.320

〃 26 〃 Cashpaidhim inYokohama J47 30.000

〃 31 〃 do: do: do: 〃 30.000

（以下、12項目省略）

Yen 1,709.875

出所） 先収会社「LEDGER」明治7�10年（三井文庫所蔵史料 物産620）。

注） Premm:Premium,Insce:Insurance,Frt:Freight,Yoka:Yokohama,recd:received,balce:



記

一
金
三
万
円
預
ケ
金
分

為
替
手
形

右
之
通
正
ニ
請
取
申
候
也

戌
一
月
八
日

井
上
馨
代

久
保
源
之
烝
（
花
押
）

三
野
村
利
左
衛
門
様

「
預
ケ
金
分
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
資
料
だ
け
み
る
と
、
三
野
村
に
預
け
て
い
た
三
万
円
を
井
上
が
引
き
出
し
た
か
の
よ
う
に

み
え
る
。
し
か
し
、
三
万
円
を
受
け
取
る
前
の
明
治
六
年
一
二
月
二
八
日
付
の
三
野
村
利
左
衛
門
宛
井
上
馨
書
簡
に
は
、
「
兼
て
粗
御
願
上

置
候
例
之
金
子
三
万
円
、
我
々
商
社
相
始
メ
候
ニ
付
而
者
正
月
五
日
ニ
者
銘
々
資
本
金
相
集
候
事
ニ
相
決
シ
候
故
、
当
日
御
渡
シ
方
相
成
候

様
御
用
意
ニ
成
し
被
下
候
ハ
ヽ

�

〔

�有
〕奉
存
候
、
尤
内
弐
万
円
ハ
貴
所
様
ヘ
借
用
同
様
ニ
相
心
得
」、「
追
々
返
済
仕
候
覚
悟
ニ
御
座
候
」
と
記
し

て
い
る
。
ま
た
三
万
円
を
受
け
取
る
際
に
久
保
に
託
し
た
三
野
村
利
左
衛
門
宛
井
上
馨
書
簡
（
明
治
七
年
一
月
八
日
付
）
に
は
、
「
明
日

�

ニ
銘
々
出
金
之
約
日
ニ
候
間
」
、
「
就
而
者
源
之
丞
差
出
シ
御
預
リ
証
文
も
差
出
シ
候
間
、
右
之
高
御
渡
シ
方
被
下
候
ハ
ヽ

�有
奉
存
候
」
と

記
し
、
さ
ら
に
付
け
た
り
の
部
分
で
、「
尤
も
利
足
抔
ハ
決
て
受
取
候
存
念
無
之
御
座
候
」
と
述
べ
て
い
る
（
７
）。

以
上
の
文
の
意
味
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
読
め
る
。
後
者
の
書
簡
に
「
御
預
リ
証
文
も
差
出
シ
」
と
あ
る
の
で
、
三
万
円
の
中
に
、
井
上
が
借

用
し
た
い
と
い
う
金
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
前
者
の
書
簡
に
あ
る
「
内
弐
万
円
ハ
貴
所
様
ヘ
借
用
同
様
ニ
相
心
得
」
の
二
万
円
で
あ
る
。

残
る
一
万
円
は
三
野
村
に
預
け
て
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
利
息
を
受
け
取
る
つ
も
り
は
決
し
て
な
い
と
記
し
て
い
る
の
で
、
通

常
の
預
金
で
は
な
く
、
特
殊
な
性
格
の
も
の
（
お
そ
ら
く
、
以
前
に
三
野
村
か
ら
井
上
に
贈
与
さ
れ
た
資
金
）
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
が
、
三
野
村
は
二
万
円
の
借
用
証
書
の
提
出
を
求
め
ず
、
す
べ
て
を
一
括
し
て
預
か
っ
て
い
た
金
と
し
、
そ
の
三
万
円
を
井
上
に

払
い
戻
す
と
い
う
形
式
の
証
文
を
井
上
の
代
理
人
の
久
保
に
作
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
野
村
（
正
確
に
は
、
三
井
組
）
が

井
上
に
二
万
円
を
贈
与
し
た
こ
と
に
な
る
。

益
田
孝
が
速
記
録
か
ら
削
除
し
た
「
こ
の
事
ハ
内
密
を
知
つ
て
い
る
」
の
背
後
に
あ
る
意
味
（「
内
密
」）
は
、
三
井
組
か
ら
井
上
が
三
万

円
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
万
円
を
現
在
価
値
に
直
す
と
、
一
二
億
三
〇
〇
〇
万
円
に
な
る
（
８
）。
井
上
は
こ
の
よ
う
な
巨
額

の
資
金
三
万
円
を
為
替
手
形
で
受
け
取
っ
て
先
収
会
社
に
差
し
入
れ
、
こ
の
三
万
円
が
一
月
一
〇
日
に
先
収
会
社
か
ら
Ｅ
Ｆ
Ｃ
に
渡
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
一
月
一
〇
日
に
、
岡
田
平
蔵
自
用
勘
定
か
ら
米
の
利
益
が
付
け
替
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
を
出
資
金
に
含
め
る

理
由
は
み
あ
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
岡
田
平
蔵
が
死
亡
し
た
一
月
一
五
日
現
在
、
井
上
か
ら
の
出
資
金
は
三
万
円
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
い
っ
た
ん
出
資
金
か
ら
は
な
れ
て
、
明
治
七
年
一
月
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
一
五
万
円
の
集
金
が
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
た

か
を
み
よ
う
。
明
治
六
年
一
二
月
二
八
日
付
の
三
野
村
利
左
衛
門
宛
井
上
馨
書
簡
を
み
る
と
、
明
治
七
年
一
月
一
日
付
の
吉
富
簡
一
宛
井
上

馨
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
一
月
「
五
日
ニ
ハ
、
拾
五
万
之
高
集
金
」
の
う
ち
、
三
万
円
を
井
上
馨
が
出
金
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
集
金
予
定
日
が
繰
り
延
べ
ら
れ
、
一
月
九
日
ま
で
に
集
金
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
。
集
金
予
定
の
一
五
万
円
の

内
訳
を
推
定
す
る
と
、
岡
田
平
蔵
七
万
円
、
井
上
馨
三
万
円
、
他
所
か
ら
の
借
入
五
万
円
で
あ
る
。
予
定
日
の
一
日
あ
と
の
一
〇
日
現
在
で

見
る
と
、
実
際
の
集
金
高
は
、
先
述
の
井
上
馨
三
万
円
の
ほ
か
、
ギ
ル
マ
ン
商
会
か
ら
の
借
入
一
万
円
（
一
月
一
日
借
入
（
９
））
、
大
阪
の
米
穀

商
磯
野
小
右
衛
門
（
長
州
出
身
）
か
ら
の
借
入
二
万
円
（
一
月
四
日
借
入
（

�））
、
毛
利
家
（
旧
長
州
藩
主
）
出
納
課
か
ら
の
借
入
二
万
円
（
一

月
一
〇
日
借
入
（

�））
、
し
た
が
っ
て
借
入
金
合
計
は
五
万
円
で
あ
る
。
毛
利
家
分
は
井
上
が
担
当
し
て
働
き
か
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
岡
田
平

蔵
に
つ
い
て
は
、
岡
田
平
蔵
自
用
勘
定
の
貸
方
（
第

3表
）
の
一
月
一
日
か
ら
一
月
一
〇
日
ま
で
の
合
計
は
五
万
八
八
六
九
円
九
一
七
で
あ

る
（
た
だ
し
、
誤
記
訂
正
分
二
万
円
を
除
く
）
。
七
万
円
に
達
し
な
い
た
め
、
一
月
一
四
日
に
二
万
〇
六
一
六
円
（
洋
銀
二
万
ド
ル
売
却
に
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よ
り
取
得
し
た
正
金
）
が
差
し
入
れ
ら
れ
て
、
七
万
九
四
八
五
円
九
一
七
と
な
り
、
岡
田
平
蔵
の
差
入
れ
額
が
七
万
円
を
超
え
た
（
た
だ
し
、

他
方
で
二
万
三
六
二
四
円
五
六
六
〔
誤
記
分
二
万
円
を
除
く
〕
が
支
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
貸
方
残
高
は
五
万
五
八
六
一
円
三
五
一
）
。
こ

の
よ
う
に
一
月
一
四
日
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
集
金
予
定
額
一
五
万
円
を
上
回
る
一
五
万
九
四
八
五
円
九
一
七
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

一
月
一
五
日
に
岡
田
平
蔵
が
死
去
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
集
金
予
定
の
一
五
万
円
は
す
べ
て
が
社
中
か
ら
調
達
す
る
額
で
は
な
く
、
社

中
か
ら
が
一
〇
万
円
、
そ
の
他
に
社
中
以
外
か
ら
の
借
入
金
五
万
円
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

再
び
、
出
資
金
の
問
題
に
戻
ろ
う
。
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
の
間
に
は
、
「

E
d
w
a
rd

F
ish

er
&

C
o
.
C
a
p
ita

l
A
cco

u
n
t」
の
他
に
七
つ
の
貸
借

勘
定
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
「

E
d
w
a
rd

F
ish

er
&

C
o
.
C
a
p
ita

l
A
cco

u
n
t」
の
貸
方
に
は
一
月
中
の
記
帳
が
な
い
（

第

1表
）
。
七
つ

の
貸
借
勘
定
う
ち
の
六
つ
（「

E
d
w
a
rd

F
ish

er
&

C
o
.
G
en

era
l
A
cco

u
n
t」、
の
ち
「「

E
d
w
a
rd

F
ish

er
&

C
o
.
N
o
.
2

A
cco

u
n
t」

に
表
記
を
修
正
、
「

E
d
w
a
rd

F
isch

er
&

C
o
.
N
ew

G
en

era
l
a
/
c」
、
「

E
d
w
a
rd

F
isch

er
&

C
o
.
S
p
ecia

l
A
cco

u
n
t
N
o
.
1
」
、

「
E
d
w
a
rd

F
isch

er
&

C
o
.
T
ea

A
cco

u
n
t」
、
「

E
d
w
a
rd

F
isch

er
&

C
o
.
N
ew

A
cco

u
n
t」
」
、
「
十
四
番
洋
銀
勘
定
」
）
に
は
、
一

月
一
五
日
現
在
、
な
に
も
記
帳
が
な
い
。
「

E
d
w
a
rd

F
isch

er
&

C
o
.
S
p
ecia

l
A
cco

u
n
t」
の
貸
方
に
は
、
一
月
一
二
日
に
二
万
四
〇

〇
〇
円
（
鳥
取
米
購
入
用
に
大
阪
支
店
へ
正
金
支
払
）
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
万
四
〇
〇
〇
円
は
、
借
方
の
八
月
三
一
日

に
誤
記
の
た
め
付
け
戻
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
月
一
五
日
現
在
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
か
ら
の
出
資
金
は
な
い
。
念
の
た
め
記
す
と
、
一
月
一

六
日
以
降
も
出
資
金
と
見
な
せ
る
よ
う
な
記
帳
は
な
い
。

以
上
、
「
（
一
）
資
本
金
勘
定
で
の
資
本
金
額
」
と
合
わ
せ
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
千
秋
会
社
の
資
本
金
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
千
秋
会
社
は

無
資
本
の
会
社
で
あ
っ
た
。
岡
田
平
蔵
死
亡
後
、
千
歳
会
社
、
つ
い
で
先
収
会
社
に
改
称
さ
れ
て
も
資
本
金
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
岡
田
組
」
（
正
し
く
は
千
秋
会
社
）
の
資
本
金
を
一
五
万
円
と
す
る
通
説
は
誤
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
出
資
金
で
み
る
と
、
一
月
一
五
日
現

在
、
岡
田
平
蔵
か
ら
四
万
二
三
二
五
円
、
井
上
馨
か
ら
三
万
円
、
合
計
七
万
二
三
二
五
円
が
組
合
員
（
社
員
）
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
。
資
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本
金
と
は
別
の
形
式
（
融
資
）
で
、
約
七
万
円
が
会
社
の
事
業
遂
行
の
た
め
、
岡
田
平
蔵
・
井
上
馨
か
ら
供
給
さ
れ
て
事
業
が
開
始
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

念
の
た
め
説
明
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
か
ら
資
本
金
と
し
て
四
万
円
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
通
説
も
誤
り
で
あ
る
。
先
収
会
社
の
方
が
、
「

C
a
p
ita

l

A
cco

u
n
t」
で
一
月
末
現
在
、
一
〇
万
九
九
三
三
円
五
〇
〇
を
Ｅ
Ｆ
Ｃ
へ
供
給
し
て
い
る
（

第

1表
）
。
つ
ま
り
、
先
収
会
社
の
帳
簿
上
で

は
逆
に
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
資
本
金
と
し
て
約
一
一
万
円
を
出
金
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
先
収
会
社
が
毛
利
家
か
ら
調
達
し
た
資
金
二

万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
三

）
藤
田

伝
三

郎
出

資
説

［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
は
、
明
治
七
年
七
月
に
「
大
阪
新
進
の
富
商
藤
田
伝
三
郎
ヲ
出
資
組
合
員
ニ
加
盟
セ
シ
メ
タ
」
と
し
て
い
る
。

［
二
］「
益
田
伝
」
以
降
も
こ
の
記
述
を
踏
襲
し
て
い
る
。［
七
］
『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
で
は
「
藤
田
伝
三
郎
も
、
七
月
に
出
資
社
員
と
し
て

入
社
し
た
」
、「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
の
出
資
分
は
、
の
ち
明
治
七
年
末
の
決
済 （
算
）で
利
益
か
ら
返
済
さ
れ
、
先
収
会
社
は
井
上
、
藤
田
の
会
社

と
な
っ
た
」
（
二
七

�二
八
ペ
ー
ジ
）
と
記
し
て
、
他
の
研
究
に
は
な
い
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
Ａ
帳
に
も
藤
田
の
元
金
勘
定
、
Ｂ
帳
に
も
藤
田
の

C
a
p
ita

l
A
cco

u
n
t
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
Ａ
帳
の
「
藤
田
伝

三
郎
自
用
勘
定
」
に
も
、
Ｂ
帳
の
「

F
u
jita

D
en

za
b
o
ro
」
勘
定
（

第

3表
）
に
も
、
藤
田
か
ら
の
出
資
金
と
み
な
せ
る
よ
う
な
記
事
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
藤
田
伝
三
郎
が
先
収
会
社
に
出
資
し
た
と
い
う
説
は
誤
り
で
あ
る
。
念
の
た
め
記
す
と
、
頭
取
の
四
人
（
東
京
本
店

の
益
田
孝
・
木
村
正
幹
、
大
阪
支
店
の
吉
富
簡
一
・
藤
田
伝
三
郎
）
は
だ
れ
も
先
収
会
社
に
資
本
金
あ
る
い
は
出
資
金
を
差
し
入
れ
て
い
な

い
。

［
一
］
が
誤
認
し
た
の
は
、
「
富
商
」
だ
か
ら
当
然
出
資
し
た
と
想
像
し
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
『
馬
越
恭
平
翁
伝
』
（
一
九
三
五
年
）
の
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「
藤
田
男
」
（
藤
田
伝
三
郎
）
ら
は
「
何
れ
も
先
収
会
社
の
出
資
者
で
あ
っ
た
」
（
五
八
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
く
だ
り
を
信
頼
し
た
た
め
と
思
わ

れ
る
。

な
お
、
藤
田
の
入
社
を
［
一
］［
二
］［
七
］
で
は
明
治
七
年
七
月
と
し
て
い
る
。
七
月
入
社
と
し
た
理
由
は
、
Ａ
帳
の
「
藤
田
伝
三
郎
自

用
勘
定
」
、
「
Ｂ
帳
の
「

F
u
jita

D
en

za
b
o
ro
」
勘
定
で
八
月
九
日
か
ら
記
帳
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
後
述
の
よ
う
に
、
先
収
会
社
の
純
益
金
を
分
配
す
る
際
に
、［
一
］
［
二
］
が
七
月
入
社
と
し
て
い
る
木
村
正
幹
の
明
治
七
年
分
は
、
本

則
（
規
定
）
の
一
割
で
は
な
く
、
半
額
に
減
額
さ
れ
て
お
り
、
藤
田
に
つ
い
て
は
本
則
ど
お
り
の
一
割
満
額
を
分
配
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
藤
田
は
木
村
よ
り
前
に
入
社
し
た
は
ず
で
あ
る
。

Ｂ
帳
の
「

M
r.

K
im

u
ra

M
a
ssa

m
o
to

K
im

u
ra
」
勘
定
で
は
、
一
八
七
四
年
七
月
一
八
日
（
横
浜
の
家
屋
購
入
資
金
）
か
ら
記
載
が

始
ま
っ
て
い
る
（
Ａ
帳
で
は
七
月
一
一
日
）
。
こ
の
記
帳
か
ら
七
月
時
点
で
は
す
で
に
木
村
が
入
社
し
て
い
た
と
み
る
と
、
満
額
が
支
給
さ

れ
た
藤
田
の
入
社
時
点
は
、
七
月
よ
り
も
ず
っ
と
早
い
は
ず
で
あ
る
。
木
村
の
入
社
月
は
七
月
か
そ
れ
以
前
と
し
か
わ
か
ら
な
い
た
め
（

�）、
木

村
よ
り
早
い
藤
田
の
正
確
な
入
社
月
を
特
定
で
き
な
い
。
藤
田
の
入
社
月
は
七
月
よ
り
も
ず
っ
と
前
の
月
で
あ
る
。

（

1）
近
世
日
本
で
は
、
出
資
さ
れ
た
ら
返
済
し
な
く
て
よ
い
と
い
う
本
来
の
資
本
金
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
経
営
体
（
組
合
）
は
、
ほ
と
ん
ど
な

い
よ
う
で
あ
る
。
近
世
日
本
で
は
、
経
営
体
に
対
し
て
融
資
と
い
う
形
式
で
出
資
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
世
の
日
本
に
、
い

っ
た
ん
出
資
し
た
ら
返
済
さ
れ
な
い
と
観
念
さ
れ
た
資
金
で
運
営
さ
れ
た
経
営
体
（
組
合
）
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
近
代
に
入
っ
て
も
、

そ
の
よ
う
な
組
織
は
す
ぐ
に
は
普
及
し
な
か
っ
た
。
資
本
金
額
を
会
社
・
組
合
の
規
則
に
よ
っ
て
定
め
て
い
な
い
会
社
・
組
合
が
設
立
さ
れ
、

必
要
な
資
金
が
融
資
と
い
う
形
式
で
調
達
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
先
収
会
社
も
こ
の
よ
う
な
会
社
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
稿
の
よ
う
に
本
来

の
資
本
金
と
は
別
に
、「
出
資
金
」
を
検
討
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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（

2）
現
代
日
本
で
は
、
個
人
企
業
が
複
式
簿
記
で
記
録
す
る
場
合
、
資
本
金
勘
定
の
「
貸
方
に
は
、
最
初
の
元
入
額
（
出
資
額
）
と
そ
の
後
の
追

加
元
入
れ
（
増
資
額
）
を
記
入
し
」、
「
借
方
に
は
、
引
出
額
（
減
資
額
）
を
記
入
す
る
」。「
引
き
出
し
と
は
、
企
業
主
が
家
計
費
と
し
て
支
出

し
た
り
、
個
人
的
消
費
な
ど
の
目
的
の
た
め
に
、
企
業
の
資
産
を
減
少
さ
せ
た
場
合
で
あ
る
」
（
三
枝
幸
文
・
松
井
富
佐
男
『
簿
記
・
経
営
分

析
の
基
礎
』
税
理
経
理
協
会
、
二
〇
一
三
年
、
一
六
一
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
に
法
人
企
業
と
異
な
り
、
個
人
企
業
の
場
合
に
は
、
資
本
金
勘

定
に
お
い
て
家
計
費
・
個
人
的
消
費
を
引
き
出
す
（
し
た
が
っ
て
減
資
す
る
）
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
融
通
性
が
あ
る
。
こ
の
融
通
性
に
着
目

す
る
と
、
先
収
会
社
は
個
人
企
業
で
は
な
い
も
の
の
、
現
代
日
本
の
個
人
企
業
に
お
け
る
資
本
金
勘
定
と
類
似
の
融
通
性
を
持
つ
資
金
が
先
収

会
社
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
資
金
を
「
出
資
金
」
と
し
て
、
通
常
の
融
資
金
と
区
別
す
る
。

（

3）
Ｃ
帳
で
資
金
の
流
れ
を
み
る
と
、
一
八
七
四
年
一
月
一
〇
日
に
毛
利
家
（
旧
長
州
藩
主
）
か
ら
先
収
会
社
が
「

L
o
a
n

A
cco

u
n
t」
で
借
り

入
れ
た
二
万
円
を
、
一
月
一
四
日
に
Ｅ
Ｆ
Ｃ
へ
供
給
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
岡
田
平
蔵
か
ら
受
け
入
れ
た
資
金
で
は
な
い
。

（

4）
前
掲
、「
益
田
男
爵
懐
旧
談
筆
録
」（
一
）
一
九
二
五
年
一
〇
月
二
五
日
聞
き
取
り
。

（

5）
「
男
爵
益
田
孝
氏
談
話
速
記
原
稿
」（
一
）
一
九
二
九
年
一
〇
月
一
九
日
聞
き
取
り
（
井
上
馨
伝
記
編
纂
資
料
Ｗ

�四

�六
九
九
）。

（

6）
「

�

同
上
附
属
金
三
万
円
請
取
書

�

」
明
治
七
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
追
五
四
九

�八

�三
）。

（

7）
三
野
村
利
左
衛
門
宛
井
上
馨
書
簡
（
明
治
六
年
一
二
月
二
八
日
付
）（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
追
五
四
九

�八

�一
）、
三
野
村
利
左
衛
門
宛

井
上
馨
書
簡
（
明
治
七
年
一
月
八
日
付
）（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
追
五
四
九

�八

�二
）。

（

8）
現
在
価
値
へ
の
換
算
方
法
は
後
述
す
る
。
と
り
あ
え
ず
、
換
算
倍
率
だ
け
を
記
す
と
四
万
一
〇
〇
〇
倍
で
あ
る
。

（

9）
Ａ
帳
・
Ｂ
帳
に
よ
る
と
、
三
月
一
〇
日
に
返
済
し
、
そ
の
際
、
利
息
二
〇
〇
円
一
二
〇
（
年
利
八
％
）
を
支
払
っ
て
い
る
（
「

In
terest

A
cco

u
n
t
利
足
勘
定
」
）
。
実
際
の
借
入
は
、
明
治
六
年
一
二
月
一
五
日
で
あ
り
、
そ
れ
を
明
治
七
年
一
月
一
日
付
で
記
帳
し
て
い
る
（「

L
o
a
n

A
cco

u
n
t」
）
。
ギ
ル
マ
ン
商
会
か
ら
の
借
入
は
、
同
社
へ
販
売
を
委
託
し
た
修
の
前
借
金
で
あ
る
。

（

10）
Ｂ
帳
に
よ
る
と
、
磯
野
か
ら
の
借
入
金
二
万
円
（
「

L
o
a
n

A
cco

u
n
t」
）
は
、
明
治
七
年
三
月
三
一
日
に
返
済
さ
れ
て
い
る
。
「

In
terest

A
cco

u
n
t
利
足
勘
定
」
に
利
息
の
支
払
は
記
帳
さ
れ
て
い
な
い
。

（

11）
毛
利
家
か
ら
借
入
れ
て
い
た
の
は
約
一
か
月
に
す
ぎ
な
い
。
Ａ
帳
・
Ｂ
帳
に
よ
る
と
、
二
月
一
三
日
に
返
済
し
、
そ
の
際
、
二
か
月
分
の
利
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息
四
〇
〇
円
（
月
一
％
）
を
支
払
っ
て
い
る
。

（
12）

木
村
正
幹
は
、
明
治
四
年
一
二
月
一
七
日
に
京
都
府
権
典
事
に
任
官
し
、
同
日
勧
業
掛
を
命
じ
ら
れ
た
（
「
官
職
進
退
録
」
明
治

4年
、
京

都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
資
料
、
明
〇
四

�〇
〇
一
八
）
。
つ
い
で
明
治
五
年
一
〇
月
四
日
に
典
事
、
明
治
六
年
八
月
二
八
日
に
大
属
に
任
命

さ
れ
た
（
「
官
職
進
退
」
明
治
五
年
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
資
料
明
〇
五

�〇
〇
一
六
、「
官
職
進
退
」
明
治
六
年
、
京
都
府
立
総
合

資
料
館
所
蔵
資
料

明
〇
六

�〇
〇
二
二
）
。
し
か
し
木
村
正
幹
は
、
明
治
七
年
二
月
一
七
日
に
「
浄
行
の
た
め
職
務
御
免
願
う
事
」
を
申
し

出
、
そ
れ
に
対
し
て
京
都
府
は
、
明
治
七
年
三
月
一
七
日
に
木
村
を
依
願
免
官
と
し
た
こ
と
を
山
口
県
に
通
達
し
て
い
る
（「
有
司
諸
願
伺
届
」

明
治
七
年
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
資
料

明
〇
七

�〇
〇
一
一
、
「
官
職
進
退
」
明
治
七
年
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
資
料

明

〇
七

�〇
〇
〇
八
）
。
し
た
が
っ
て
木
村
の
先
収
会
社
入
社
月
は
三
月
以
降
、
七
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

四
先
収
会
社
と
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
の
関
係

益
田
孝
は
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
ア
ル
ウ
ィ
ン
と
の
関
係
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
１
）。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
エ
ン
ド
・
コ
ム
パ
ニ
イ
と
云
ふ
の
が
、
実
を
云
ふ
と
ア
ル
ウ
ィ
ン
な
ん
で
す
。
ア
ル
ウ
ィ
ン
は
実
に
井
上
候
が
信
用
し
た
人
で

す
。
さ
う
し
て
其
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
エ
ン
ド
・
コ
ム
パ
ニ
イ
を
創
立
し
て
其
名
前
に
於
て
海
外
の
仕
事
を
し
ま
せ
う
、
先
収
会
社
は
此
方
に
居
っ
て

商
売
を
す
る
。
ま
あ
組
合
で
す
。

た
だ
し
、
実
際
に
は
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
（
横
浜
）
で
ア
ル
ウ
ィ
ン
は
パ
ー
ト
ナ
ー
（
経
営
者
）
で
は
な
か
っ
た
（
２
）。
職
員
で
あ
っ
た
も
の
の
、
事
実

上
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
を
動
か
す
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
先
収
会
社
と
の
業
務
上
の
関
係
に
つ
い
て
、
益
田
孝
は
つ
ぎ
の
よ
う
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に
述
べ
て
い
る
（
３
）。

井
上
さ
ん
は
ア
ル
ウ
イ
ン
の
忠
告
通
り
し
て
、
各
商
館
に
［
政
府
が
引
き
受
け
た
藩
債
を
…
引
用
者
］
負
け
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
斯
う
云
ふ

情
誼
が
あ
る
の
で
、
〔
中
略
…
引
用
者
〕
ア
ル
ウ
イ
ン
の
や
り
方
が
如
何
に
も
誠
実
機
敏
で
あ
つ
た
か
ら
、
大
に
感
心
し
て
、
先
収
会
社
は
直
接
に

外
国
と
取
引
を
し
な
い
で
、
外
国
と
の
取
引
は
ア
ル
ウ
イ
ン
に
託
さ
う
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。
〔
中
略
…
引
用
者
〕
ア
ル
ウ
イ
ン
は
亜
米
一
を
出

て
、
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
と
云
ふ
友
達
と
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
つ
て
横
浜
十
四
番
に
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
会
社
と
云
ふ
独
立
の
店
を
開
い
た
。
そ
こ
で
先
収
会
社

は
海
外
の
仕
事
を
皆
な
此
の
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
に
委
托
し
た
。

Ｅ
Ｆ
Ｃ
は
輸
出
入
業
務
（
「
外
国
と
の
取
引
」
＝
貿
易
）
、
先
収
会
社
は
国
内
業
務
（
「
外
国
と
取
引
を
し
な
い
」
）
と
い
う
形
で
、
両
社
の

間
で
業
務
上
の
分
担
を
お
こ
な
っ
た
と
益
田
は
説
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
先
収
会
社
の
事
業
は
［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
が
描
い
た
よ

う
な
貿
易
業
で
は
な
く
、
輸
出
品
・
輸
入
品
を
含
む
国
内
で
の
商
品
販
売
業
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
業
務
上
の
関
係
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
収
会
社
は
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
に
依
頼
し
て
（
あ
る
い
は
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が

買
い
付
け
て
）
輸
入
さ
れ
た
外
国
品
を
販
売
し
、
か
つ
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
輸
出
（
あ
る
い
は
先
収
会
社
か
ら
委
託
さ
れ
て
輸
出
）
す
る
た
め
の
日

本
商
品
を
買
い
付
け
る
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
。

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
の
状
況
を
表
し
た
と
思
わ
れ
る

T
h
e
J
a
p
a
n

G
a
zette,

H
on

g
L
ist

a
n
d

D
irectory

,
1875

に
よ
れ
ば
、

Ｅ
Ｆ
Ｃ
は
横
浜
（
商
館
番
号
は
一
四
番
）
大
阪
（
商
館
番
号
は
二
〇
番
）、
兵
庫
（
商
館
番
号
は
九
番
）、
長
崎
に
店
舗
を
設
置
し
て
い
る
。

特
に
長
崎
の
Ｅ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
「

A
g
en

ts
fo
r

th
e
S
en

S
h
in

（
マ
マ
）

G
a
i-sh

a
,
fo
r

th
e
sa

le
o
f
T
a
k
a
sim

a
C
o
a
l」
（
高
島
炭
販
売

の
た
め
先
収
会
社
の
代
理
店
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
代
理
は
次
の
事
情
に
よ
っ
て
い
る
。
先
収
会
社
は
明
治
七
年
八
月
三
日
に
工
部
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省
か
ら
官
営
高
島
炭
坑
の
石
炭
販
売
を
受
託
し
た
（
４
）。
そ
の
う
ち
外
国
船
へ
の
販
売
（
輸
出
）
に
つ
い
て
は
Ｅ
Ｆ
Ｃ
に
販
売
を
委
託
し
、
高
島

が
長
崎
県
に
あ
る
た
め
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
長
崎
店
が
高
島
炭
の
販
売
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｆ
Ｃ
は
、
「
亜
国
郵
便
船
」
、
「
上
海
之
蒸
気
船

会
社
」、
「
仏
海
軍
」
と
の
間
で
定
期
販
売
約
定
を
結
ん
で
い
る
（
供
給
量
合
計
は
月
々
三
五
〇
〇
ト
ン
（
５
））
。

第
二
の
業
務
上
の
関
係
は
、
明
治
七
年
一
月
頃
に
組
合
約
定
を
結
ん
で
関
係
を
強
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
井
上
馨
は
、
「
外
国
人
〔
と
の

…
引
用
者
〕
組
合
も
粗
条
約
相
調
、
文
章
も
出
来
、
過
ル
十
四
日
ア
ル
ビ
ン
ナ
リ

（
マ
マ
）外
国
人
を
下
坂
為
仕
候
（
６
）」
と
述
べ
て
い
る
。「
ア
ル
ビ
ン
」

は
ア
ル
ウ
ィ
ン
と
思
わ
れ
る
。
益
田
孝
に
よ
る
と
、
実
際
に
、
「
先
収
会
社
ハ
明
七
ハ
十
四
番
と
組
合
タ
リ
シ
（
７
）」
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
一
八

七
五
年
に
は
、
つ
ぎ
の
井
上
馨
の
書
簡
に
あ
る
よ
う
に
組
合
契
約
を
解
消
し
て
い
る
。
「
当
年
者
昨
年
と
相
違
ひ
十
四
番
と
者
相
分
レ
入
費

も
相
減
シ
誠
ニ
以
上
都
合
ト
奉
存
候
（
８
）」
。
組
合
契
約
を
解
消
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
先
収
会
社
が
負
担
し
て
い
た
経
費
が
か
な
り
削
減
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
組
合
契
約
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
契
約
の
中
の
一
つ
は
、
後
述
の
よ
う
に
相
互
に
協
力
し
て
外
国
銀
行
か
ら

巨
額
の
資
金
を
調
達
（
借
入
）
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

組
合
契
約
は
解
消
し
た
も
の
の
、
明
治
八
年
に
陸
軍
省
納
の
絨
（
毛
織
物
）
や
毛
布
に
つ
い
て
両
社
が
乗
合
勘
定
（
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ア
カ

ウ
ン
ト
）
で
取
引
を
お
こ
な
い
、
利
益
を
折
半
し
て
い
る
こ
と
を
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
の
記
事
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
（
９
）。
こ
の
例
の
よ
う
に

両
社
は
い
く
つ
か
の
特
定
の
商
品
に
つ
い
て
乗
合
勘
定
を
取
り
決
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
業
務
上
の
関
係
は
出
資
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
資
本
金
に
限
定
し
て
み
れ
ば
、
通
説
と
は
全
く
逆
の
関
係
が
一
時
形
成

さ
れ
た
。
明
治
七
年
一
月
一
五
日
現
在
、
一
〇
万
九
九
三
三
円
五
〇
〇
が
先
収
会
社
か
ら
Ｅ
Ｆ
Ｃ
に
出
資
さ
れ
て
い
る
。
第

1表
を
み
る
と
、

岡
田

平
蔵
・
井
上
馨
か
ら
先
収
会
社
に
渡
さ
れ
た
合
計
六

万
円
と
先
収
会
社
が
毛
利
家
か
ら
借
り
入
れ
た
二
万
円
が
、
先
収
会
社
か
ら
Ｅ
Ｆ

Ｃ
に
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
八
七
四
年
八
月
三
一
日
現
在
で
み
て
も
、
出
資
額
の
残
高
（
借

方
残
高
）
は
八

万
八
二
〇
九

円

八
〇
〇
に
上
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
八
月
三
一
日
に
「

E
d
w
a
rd

F
ish

er
&

C
o
.
C
a
p
ita

l
A
cco

u
n
t」
（
資
本
金
勘
定
）
の
借

方
残
高
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は
「
E
d
w
a
rd
F
ish
er
&
C
o
.
N
o
.
2
A
cco
u
n
t」
の
借
方
に
振
り
替
え
ら
れ
て
、
資
本
金
勘
定
は
事
実
上
、
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
帳
簿
上
で
は
八
月
三
一
日
に
出
資
は
解
消
さ
れ
た
。

（

1）
前
掲
、「
男
爵
益
田
孝
氏
談
話
速
記
原
稿
」（
一
）
一
九
二
九
年
一
〇
月
一
九
日
聞
き
取
り
。

（

2）
前
掲
、

T
h
e
J
a
p
a
n

G
a
zette

H
o
n
g

L
ist

a
n
d

D
irectory

,
1875,

p
.
16
.
パ
ー
ト
ナ
ー
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
レ
ッ
パ
ー
（
大
阪
勤

務
）
、
ブ
ラ
ウ
ン
（
兵
庫
勤
務
）
の
三
人
で
あ
り
、
ア
ル
ウ
ィ
ン
は
職
員
の
筆
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（

3）
前
掲
、
長
井
実
編
『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
一
六
八

�一
六
九
ペ
ー
ジ
。

（

4）
『
工
部
省
沿
革
報
告
』
（
大
蔵
省
、
一
八
八
九
年
）
二
七
六
ペ
ー
ジ
。
八
月
三
日
に
契
約
し
、
「
十
一
月
十
五
日
ヨ
リ
之
ヲ
発
行
セ
シ
ム
」
と

な
っ
て
い
る
。

（

5）
「
先
収
会
社
ヨ
リ
清
国
石
炭
外
国
商
人
名
前
ニ
テ
買
蓄
方
法
見
込
上
申
」
一
八
七
四
年
一
〇
月
三
一
日
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

A
03
0
3
0
3
21
3
0
0
）
。

（

6）
前
掲
、
吉
富
簡
一
宛
井
上
馨
書
簡
（
明
治
七
年
一
月
二
二
日
付
）。

（

7）
前
掲
、
益
田
孝
「
備
忘
録
」
一
八
七
五
年
八
月
一
二
日
条
、
二
七
〇
ペ
ー
ジ
。

（

8）
前
掲
、
吉
富
簡
一
宛
井
上
馨
書
簡
（
明
治
八
年
五
月
二
九
日
付
）。

（

9）
「
拾
四
番
諸
般
勘
定
」
（
「
E
d
w
a
rd
F
isch
er
&
C
o
.
N
ew
G
en
era
l
a
/
c」
の
後
の
表
記
）
の
貸
方
に
、
明
治
八
年
一
〇
月
一
九
日

「
第
六
号
紺
絨
セ
リ
市
ニ
テ
買
入
ノ
分
、
陸
軍
省
江
上
納
ニ
付
、
利
益
金
八
十
七
円
八
十
八
銭
弐
厘
ノ
半
額
分
与
ノ
為
附
戻
ス
」
四
三
円
九
四

一
、
一
一
月
二
五
日
「
毛
布
買
入
利
益
金
三
千
五
百
四
十
円
三
十
七
銭
ノ
半
高
、
毛
布
買
入
勘
定
ヨ
リ
附
戻
ス
」
一
七
七
〇
円
六
八
五
と
あ
る

（
前
掲
、
先
収
会
社
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
一
八
七
四

�一
八
七
七
年
）。
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五
外
国
銀
行
か
ら
の
借
入
金

（
一

）
三
〇

万
円

口
の

借
入

金

先
収
会
社
が
設
立
さ
れ
た
明
治
七
年
一
月
一
日
付
の
書
簡
で
井
上
馨
は
「
三
拾
万
円
丈
ハ
当
四
月
末
之
出
金
ハ
外
人
バ
ン
ク
よ
り
慥
受

合
候
（
１
）」
と
記
し
て
い
る
。
三
〇
万
円
も
の
巨
額
を
四
月
末
に
融
資
す
る
と
い
う
確
約
を
、
外
国
銀
行
か
ら
先
収
会
社
は
取
り
付
け
て
い
た
の

で
あ
る
。「
外
人
バ
ン
ク
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
銀
行
を
指
し
て
い
る
の
か
。
か
な
り
後
に
な
っ
て
井
上
は
、「
其
時
分
に
は
、
金
を
借
り
や

う
と
云
つ
て
も
、
銀
行
と
云
ふ
様
な
処
は
な
い
、
亜
米
利
加
人
の
ア
ル
ウ
イ
ン
が
香
港
上
海
銀
行
に
大
変
信
用
を
得
て
居
る
の
で
、
そ
れ
か

ら
七
拾
万
円
金
を
借
り
て
居
つ
た
、
そ
れ
で
先
収
会
社
を
経
営
し
た
の
で
あ
つ
た
（
２
）」
、
ア
ル
ウ
ィ
ン
が
「
香
港
上
海
銀
行
へ
談
じ
て
呉
れ
て
、

五
拾
万
、
六
拾
万
と
い
ふ
金
を
香
港
上
海
バ
ン
ク
か
ら
出
し
て
、
種
々
な
商
売
を
し
た
（
３
）」
と
述
べ
、
資
金
の
調
達
先
を
香
港
上
海
銀
行
と
し

て
い
る
。［
一
］
が
特
定
し
た
東
洋
銀
行
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
バ
ン
ク
）
で
は
な
い
。

Ｂ
帳
の
「
損
益
勘
定
」
（
明
治
七
年
分
）
を
み
る
と
、
借
方
の
一
八
七
五
年
一
月
三
一
日
に
つ
ぎ
の
記
載
が
あ
る
。
香
港
上
海
銀
行
か
ら

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
中
に
借
入
の

R
ice

P
ro

n
o
te（
米
を
担
保
と
し
た
証
書
借
入
と
推
定
）
三
〇
万
円
の
利
子
六
三
九
五
円
六
〇
〇

と
、
同
行
か
ら
一
八
七
四
年
中
に
借
入
の

R
ice

A
d
v
a
n
ces（

米
買
付
の
た
め
の
前
貸
金
）
一
〇
万
五
〇
〇
〇
円
の
利
子
四
七
一
二
円
一

四
〇
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
記
帳
は
「

E
d
w
a
rd

F
isch

er
&

C
o
.
N
ew

A
cco

u
n
t」
（
一
八
七
四
年
決
算
の
整
理
の
た
め
の

勘
定
と
推
定
）
貸
方
の
記
帳
に
対
応
す
る
（
仕
訳
帳
か
ら
転
記
し
た
）
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
帳
は
、
第
一
に
、
先
収
会
社

の
た
め
に
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
香
港
上
海
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
、
第
二
に
そ
の
利
子
を
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
香
港
上
海
銀
行
へ
支
払
い
、
第
三
に
、
そ
の
立
て
替

え
利
子
を
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
先
収
会
社
に
付
け
替
え
、
第
四
に
先
収
会
社
に
お
い
て
こ
の
利
子
を
費
用
と
し
て
計
上
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
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し
た
が
っ
て
、
井
上
馨
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
た
明
治
七
年
四
月
の
三
〇
万
円
口
の
借
入
先
は
東
洋
銀
行
で
は
な
く
、
香
港
上
海
銀
行
で
あ

り
、
そ
の
銀
行
か
ら
形
式
上
は
Ｅ
Ｆ
Ｃ
、
実
質
は
先
収
会
社
が
借
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
香
港
上
海
銀
行
か
ら
の
実
際
借
入
額
は

［
二
］
が
記
し
た
一
一
万
円
余
で
は
な
く
、
三
〇
万
円
と
一
〇
万
五
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
［
一
］
［
二
］
［
七
］
の
い
う
よ
う
な
借

越
契
約
に
基
づ
く
借
入
で
は
な
く
、
証
書
借
入
と
前
借
金
（「
前
貸
金
」）
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
借
越
契
約
と
は
、
通
常
、
当
座
借
越
契
約

を
指
し
、
あ
る
限
度
（
た
と
え
ば
三
〇
万
円
）
ま
で
、
預
金
残
高
を
超
え
て
小
切
手
を
振
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
契
約
で
あ
る
。

で
は
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
を
経
由
し
た
香
港
上
海
銀
行
か
ら
の
巨
額
の
借
入
は
、
先
述
の
先
収
会
社
の
Ｅ
Ｆ
Ｃ
資
本
金
勘
定
か
ら
Ｅ
Ｆ
Ｃ
へ
の
多
額

の
資
金
供
給
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
の
明
治
七
年
一
月
一
日
付
の
吉
富
簡
一
宛
井
上
馨
書
簡
に
「
当
月
五
日

ニ
ハ
、
拾
五
万
之
高
集
金
候
而
バ
ン
ク
へ
入
金
之
所
」、「
三
拾
万
円
丈
ハ
四
月
末
之
出
金
ハ
外
人
バ
ン
ク
よ
り
慥
受
合
候
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
バ
ン
ク
」
（
香
港
上
海
銀
行
）
か
ら
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
借
り
入
れ
る
た
め
、
千
秋
会
社
は
集
め
た
資
金
を
Ｅ
Ｆ
Ｃ
に
供
給
し
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
「
バ

ン
ク
」（
香
港
上
海
銀
行
）
に
預
金
（「
入
金
」）
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
明
治
七
年
一
月
一
日
設
立
直
後
の
先
収
会
社
は
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
組
み
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
国
銀
行
か
ら
巨
額
の
商
品
取
引
資

金
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
井
上
馨
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
渋
沢
栄
一
の
経
営
す
る
第
一
国
立
銀
行
（
明
治
六
年

七
月
開
業
）
と
当
座
借
越
契
約
を
結
ん
で
、
明
治
七
年
三
月
か
ら
借
入
を
開
始
し
て
い
る
（
Ｂ
帳
の
「
T
h
e
D
a
i
Ich

i
K
o
k
u
R
io

G
in
k
o
」

勘
定
）
。
三
月
三
一
日
の
「
差
引
借
用
高
」
＝
借
越
高
（
「

B
y

A
m
o
u
n
t
o
v
erd

ra
w
n

in
cu

rren
t
a
/
c
th

is
d
a
te」
）
は
一
万
一
二
九

二
円
で
あ
る
。
一
二
月
ま
で
の
各
月
末
の
借
越
高
を
み
る
と
（
た
だ
し
、
六
月
は
貸
越
）
、
三
月
末
が
最
小
、
九
月
末
（
三
万
八
六
三
八
円

〇
三
七
）
が
最
大
で
あ
る
。
こ
の
借
越
高
の
数
値
は
、
振
り
出
し
た
小
切
手
が
預
金
残
高
を
超
過
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
明
治
九
年
六
月

一
五
日
ま
で
で
み
る
と
、
預
金
残
高
を
超
過
し
て
い
な
い
の
は
明
治
七
年
六
月
末
、
一
二
月
末
、
明
治
八
年
六
月
末
、
一
二
月
末
、
明
治
九

年
三
、
四
、
五
月
末
に
す
ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
月
で
借
越
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
収
会
社
は
第
一
国
立
銀
行
か
ら
、
当
座
借
越
契
約
に
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基
く
借
入
と
は
別
に
、
個
別
に
も
借
入
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
借
入
額
は
明
治
七
年
六
月
三
日
～
二
一
日
ま
で
の
一
万
円
、
六
月
二

〇
日
～
九
月
三
〇
日
ま
で
の
五
万
三
〇
〇
〇
円
な
ど
で
あ
る
（
４
）。
こ
の
よ
う
に
先
収
会
社
は
香
港
上
海
銀
行
か
ら
だ
け
で
な
く
、
第
一
国
立
銀

行
か
ら
も
資
金
を
調
達
し
て
商
品
取
引
を
遂
行
し
た
の
で
あ
る
。

（
二

）
東
洋

銀
行

か
ら

の
借

入
金

外
国
銀
行
か
ら
の
借
入
金
に
関
し
て
は
、
明
治
七
年
一
二
月
か
ら
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
先
収
会
社
の
立
場
が
逆
転
す
る
。
Ｂ
帳
の
「
O
rien
ta
l

B
a
n
k
C
o
rp
o
ra
tio
n
L
o
a
n
A
cco
u
n
t」
の
貸
方
を
み
る
と
、
先
収
会
社
が
差
し
出
し
た
「
d
/
d
P
ro
n
o
te」
（
先
収
会
社
差
入
れ
の
商

品
を
担
保
と
し
た
借
用
証
書
と
推
定
）
に
よ
り
、
東
洋
銀
行
か
ら
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
以
下
の
三
口
を
洋
銀
で
借
り
入
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
一
八
七
四

年
（
明
治
七
）
一
二
月
一
四
日
に
洋
銀
四
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
（
日
本
円
換
算
四
万
六
八
〇
〇
円
）
の
借
入
（
借
入
証
書
番
号
第
三
〇
号
）
が

記
帳
さ
れ
て
い
る
（
「
B
y
A
m
t.
p
d
.
E
.
F
.
&
C
o
.
fo
r
o
u
r
d
/
d
P
ro
n
o
te
fo
r
$
45
,000
-
c
104
」
46
,8
00.000）

。
つ
い
で
一
二
月

二
八
日
に
洋
銀
三
万
二
五
〇
〇
ド
ル
（
抵
当
は
茶
、
日
本
円
換
算
三
万
三
八
〇
〇
円
、
借
入
証
書
番
号
第
三
一
号
）
、
さ
ら
に
一
八
七
五
年

一
月
一
四
日
に
洋
銀
三
万
三
〇
〇
〇
ド
ル
（
抵
当
は
銃
器
と
推
定
、
日
本
円
換
算
三
万
四
三
二
〇
円
、
借
入
証
書
番
号
第
三
四
号
）
の
借
入

が
記
帳
さ
れ
た
。
三
口
合
計
は
洋
銀
一
一
万
〇
五
〇
〇
ド
ル
（
日
本
円
換
算
一
一
万
四
九
二
〇
円
）
に
上
る
。

こ
の
よ
う
に
明
治
七
年
末
～
八
年
初
め
に
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
東
洋
銀
行
か
ら
洋
銀
で
借
り
入
れ
た
金
額
（
個
別
の
借
入
を
ま
と
め
て
証
書
に
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
）
が
先
収
会
社
の
帳
簿
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
［
一
］
［
二
］
［
七
］
が
記
し
て
い
る
よ
う
な
借
越
契
約
に
基

づ
く
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
借
入
金
は
、
の
ち
に
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
東
洋
銀
行
に
洋
銀
で
分
割
で
返
済
し
て
い
る
（
各
返
済
に
伴
い
、
そ
の
都

度
、
銀
行
か
ら
担
保
の
一
部
が
先
収
会
社
に
戻
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
茶
壱
万
五
千
斤
戻
ル
」
な
ど
）
。
当
然
、
先
収
会
社
は
銀
行
に
利

子
を
払
っ
て
い
な
い
。
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Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
先
収
会
社
に
依
存
し
て
資
金
を
調
達
せ
ざ
る
を
な
か
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
社
長
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
横
浜
七
四

番
（
ギ
ル
マ
ン
商
会
）
か
ら
「
莫
大
ノ
借
金
」
を
背
負
い
、
そ
の
借
金
が
焦
げ
付
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
明
治
八
年
八
月
頃
、
こ
の
問
題

で
苦
慮
し
た
ア
ル
ウ
ィ
ン
は
先
収
会
社
を
訪
れ
た
際
、
井
上
馨
・
益
田
孝
に
対
し
て
、
「
フ
ィ
セ
ル
商
会
者
来
年
よ
り
社
中
ノ
一
改
革
を
な

し
而
フ
ィ
セ
ル
を
除
名
シ
、
ア
ル
ウ
ィ
ン
社
長
な
り
而
ブ
ロ
ー
ン
並
ス
ミ
ス
ニ
而
維
持
」
（
八
月
一
二
日
条
）
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
当

時
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
か
ら
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
へ
の
貸
金
の
う
ち
、
担
保
の
な
い
も
の
が
約
三
万
円
余
あ
り
、
そ
の
処
理
な
ど
で
ア
ル
ウ
ィ
ン
は
苦
慮
し

て
い
た
の
で
あ
る
（
５
）。

Ｅ
Ｆ
Ｃ
か
ら
東
洋
銀
行
へ
の
返
済
は
、
証
書
第
三
一
号
が
明
治
八
年
六
月
一
一
日
ま
で
、
証
書
第
三
〇
号
が
明
治
八
年
一
二
月
三
一
日
ま

で
、
証
書
第
三
四
号
が
明
治
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
か
か
っ
て
い
る
。
な
か
な
か
返
済
が
終
わ
ら
な
い
た
め
、
担
保
を
提
供
し
て
い
た
先
収

会
社
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
米
袋
の
取
引
を
Ｅ
Ｆ
Ｃ
に
斡
旋
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
明
治
九
年
四
月
初
め
に
最
後
の
証
書
第
三
四
号

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
（
６
）。

一
兼
而
東
洋
銀
行
江
十
四
番
之
為
銃
器
抵
当
之
借
金
証
書
遣
し
置
タ
ル
処
、
十
四
番
と
者
分
離
せ
し
ニ
付
、
右
証
書
も
是
非
取
戻
し
度
是

�数
々
周

旋
せ
シ
処
、
容
易
ニ
其
事
ニ
至
ラ
サ
リ
シ
ニ
付
、
米
袋
を
安
価
ニ
買
収
シ
是
江
金
を
貸
し
、
拾
四
番
を
し
而
弐
三
千
円
ノ
利
得
ヲ
得
せ
し
め
、
夫
を

東
洋
銀
行
へ
入
金
し
而
右
の
証
書
を
取
戻
ス
策

（
７
）漸
く
成
リ
而
、
今
日
フ
ィ
セ
ル
よ
り
落
手
せ
り

こ
の
よ
う
に
、
先
収
会
社
は
お
そ
ら
く
明
治
七
年
に
締
結
し
た
組
合
契
約
に
基
づ
き
、
同
年
末
か
ら
翌
年
初
め
に
か
け
て
Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
た
め

に
担
保
を
提
供
し
て
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
資
金
繰
り
を
助
け
て
い
た
。
明
治
八
年
に
組
合
契
約
を
解
消
し
た
後
も
、
先
収
会
社
は
担
保
の
証
書
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
明
治
九
年
三
月
ま
で
そ
の
状
態
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
明
治
七
年
末
頃
か
ら
は
先
収
会
社
が
Ｅ
Ｆ
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Ｃ
の
資
金
繰
り
を
助
け
て
い
た
。
明
治
八
年
か
ら
は
、
先
収
会
社
は
か
つ
て
の
よ
う
に
Ｅ
Ｆ
Ｃ
に
依
頼
し
て
香
港
上
海
銀
行
か
ら
間
接
的
に

借
り
入
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（

1）
前
掲
、
吉
富
簡
一
宛
井
上
馨
書
簡
（
一
八
七
四
年
一
月
一
日
付
）。

（

2）
一
九
〇
九
年
二
月
四
日
井
上
馨
談
話
（
沢
田
章
編
『
世
外
侯
事
歴
維
新
財
政
談
』
下
、
一
九
二
一
年
）
四
三
三
ペ
ー
ジ
。

（

3）
一
九
一
二
年
五
月
二
日
井
上
馨
談
話
（
前
掲
、
沢
田
章
編
『
世
外
侯
事
歴
維
新
財
政
談
』
下
）
三
六
〇

�三
六
一
ペ
ー
ジ
。

（

4）
Ｂ
帳
の
「
In
terest

A
cco

u
n
t
利
足
勘
定
」
。

（

5）
前
掲
、
益
田
孝
「
備
忘
録
」
明
治
八
年
八
月
一
二
日
条
、
二
七
〇
ペ
ー
ジ
。
実
際
に
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
社
中
か
ら
除
名
さ
れ
ず
、
Ｅ
Ｆ

Ｃ
は
従
来
ど
お
り
存
続
し
、
三
井
物
産
と
取
引
を
お
こ
な
う
。

（

6）
前
掲
、
益
田
孝
「
備
忘
録
」
一
八
七
六
年
四
月
条
、
二
九
一
ペ
ー
ジ
。

（

7）
こ
の
策
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
益
田
孝
「
備
忘
録
」
一
八
七
六
年
三
月
二
〇
日
条
、
二
八
八
ペ
ー
ジ
に
「
昨
朝
フ
ィ
セ
ル
来
ル
、
麻
袋
ハ
太

体
ワ
ツ
ト
ソ
ン
江
売
却
シ
、
益
金
ヲ
東
洋
銀
行
江
渡
シ
証
書
ハ
取
戻
セ
ル
策
成
ル
趣
ヲ
申
ス
」
と
あ
る
。

六
鉱
山
業
と
の
関
係

［
一
］
～［
八
］
は
い
ず
れ
も
、
鉱
山
業
を
「
岡
田
組
」
の
主
要
な
業
務
の
ひ
と
つ
と
し
て
お
り
、
平
蔵
死
後
、
鉱
山
業
を
岡
田
へ
譲
渡
し

た
、
あ
る
い
は
返
却
し
た
と
し
て
い
る
（
た
と
え
ば
［
一
］
で
は
「
鉱
山
課
ノ
業
務
一
切
ヲ
岡
田
家
ニ
譲
渡
」）。

［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
、
明
治
六
年
に
井
上
馨
ら
が
東
北
の
諸
鉱
山
を
巡
察
し
た
こ
と
と
、
Ａ
帳
の
勘
定
科
目
と
し
て
、「
鉱
山
課
」

勘
定
、「
尾
去
沢
鉱
山
」
勘
定
、「
阿
仁
鉱
山
」
勘
定
、「
院
内
鉱
山
」
勘
定
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
鉱
山
課
」
を
「
岡
田
組
」
内
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部
の
組
織
と
捉
え
て
鉱
山
業
を
営
ん
で
い
た
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。「
営
業
分
課
ト
シ
テ
ハ
、
鉱
山
課
・
雑
務
課
ノ
ア
ツ
タ
コ
ト
ハ
明
ラ
カ
」

と
記
し
て
い
る
。

し
か
し
、『
世
外
井
上
公
伝
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
明
治
七
年
一
月
一
日
付
の
吉
富
簡
一
（
在
山
口
）
に
宛
て
た
井
上
馨
書
簡
で
は
、「
是

ま
で
鉱
山
之
元
金
ハ
、
岡
田
ト
生
［
井
上
…
引
用
者
］
ト
之
金
計
り
に
て
致
居
候
姿
、
五
六
月
ニ
も
至
り
候
へ
バ
判
然
仕
候
間
、
其
上
ニ
テ

老
兄
社
中
ニ
御
加
入
可
被
下
当
然
ニ
御
座
候
（
１
）」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
千
秋
会
社
設
立
の
一
月
一
日
現
在
、
鉱
山
業
に
つ
い
て
は
千
秋
会

社
と
は
別
に
岡
田
と
井
上
が
資
金
を
出
し
て
お
り
、
五
、
六
月
く
ら
い
に
な
れ
ば
「
判
然
仕
候
」
（
ど
の
よ
う
な
会
社
を
正
式
に
設
立
す
る

か
が
明
確
に
な
る
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
井
上
馨
の
書
簡
か
ら
は
先
収
会
社
の
主
要
な
業
務
は
鉱
山
業
で
は
な
い
よ
う
に
読
め
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
Ｂ
帳
の
「

M
in
in
g

O
ffice」

勘
定
（
一
八
七
四
年
一
月
一
五
日
か
ら
記
帳
）
、
「

In
n
a
i
M
in
e」
勘
定
（
一
八
七
四
年
二
月
六
日
か
ら
記
帳
）、
「

A
n
n
i
M

in
e」

勘
定
（
一
八
七
四
年
一
月
二
七
日
か
ら
記
帳
）、
「
O
ssa

rriza
w
a

M
in
e」
勘
定
（
一
八
七
四
年
一
月
一
〇
日
か
ら
記
帳
）
を
み
よ
う
。

「
M
in
in
g
O
ffice」

勘
定
の
借
方
残
高
五
四
六
四
円
九
一
三
は
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
六
月
三
〇
日
に
「
E
d
w
a
rd

F
ish

er
&

C
o
.

G
en

era
l
A
cco

u
n
t」
の
借
方
に
付
け
替
え
ら
れ
て
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「

M
in
in
g

O
ffice」

勘
定
（
Ａ
帳
で
は
「
鉱
山
課
」
勘

定
）
の
借
方
残
高
は
Ｅ
Ｆ
Ｃ
へ
の
貸
し
に
振
り
替
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
「
鉱
山
課
」
は
、
先
収
会
社
内
の
組
織
で
は
な
く
、
社
外
の
組

織
で
あ
る
。

ま
た
、
同
日
付
で
、
「

A
n
n
i
M
in
e」
勘
定
の
借
方
残
高
一
万
四
六
三
五
円
五
五
〇
、
「

O
k
a
d
a

H
em

a
M

in
in
g

A
cco

u
n
t」
の
借
方

残
高
四
七
二
〇
円
七
八
九
、
「

O
ssa

rriza
w
a

M
in
e」
勘
定
の
借
方
残
高
二
万
三
〇
六
八
円
八
四
八
、
「

In
n
n
a
i
M

in
e」
勘
定
の
借
方
残

高
一
万
〇
〇
〇
〇
円
も
「

E
d
w
a
rd

F
ish

er
&

C
o
.
G
en

era
l
A
cco

u
n
t」
の
借
方
に
付
け
替
え
ら
れ
て
、
閉
鎖
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
五
科

目
の
借
方
残
高
合
計
は
五
万
七
八
九
〇
円
一
〇
〇
に
達
し
、
そ
の
全
額
が
Ｅ
Ｆ
Ｃ
へ
の
貸
し
に
振
り
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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そ
れ
だ
け
で
な
く
、
Ａ
帳
の
「
利
息
」
勘
定
の
貸
方
に
は
、
明
治
七
年
一
一
月
三
〇
日
に
「
院
内
鉱
山
、
岡
田
鉱
山
勘
定
、
尾
去
沢
鉱
山
、

阿
仁
鉱
山
、
鉱
山
課
等
ノ
利
足
也
」
三
五
〇
一
円
七
五
〇
、
Ｂ
帳
の
「
In
terest

A
cco

u
n
t
利
足
勘
定
」
の
貸
方
に
は
、
同
日
に
「

〃
d
o

〃
［

B
y

In
terest

fro
m
…
引
用
者
］

O
k
a
d
a

H
em

a
o
n

su
n
d
ry

a
/
c
cu

rren
t」
三
五
〇
一
円
円
七
五
〇
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
先
収
会
社
は
利
子
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
帳
か
ら
、
Ｂ
帳
の
「

M
in
in
g

O
ffice

」
勘
定
、
「

In
n
a
i

M
in
e」
勘
定
、
「

A
n
n
i
M

in
e」
勘
定
、
「

O
ssa

rriza
w
a

M
in
e」
勘
定
は
、
先
収
会
社
の
中
の
組
織
の
勘
定
科
目
で
は
な
く
、
取
引
先

の
勘
定
科
目
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

記
事
の
中
に
あ
る
「
岡
田
鉱
山
勘
定
」
は
、
Ａ
帳
の
「
岡
田
平
馬
鉱
山
勘
定
」
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
勘
定
を
み
る
と
、
借
方
の
明
治
七

年
二
月
二
八
日
に
「
横
浜
支
店
ニ
テ
鉱
山
社
ノ
タ
メ
郵
便
立
換
」
一
一
円
七
八
九
と
い
う
記
帳
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
鉱
山
社
」
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
対
応
す
る
Ｂ
帳
の
「
O
k
a
d
a
H
em

a
M

in
in
g

A
cco

u
n
t」
の
記
事
は

T
o「

C
o
st

o
f
p
o
sta

g
es

o
n

su
n
d
ry

letters
to

th
e
M

in
in
g

O
ffice」

で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
Ｂ
帳
の
「

M
in
in
g

O
ffice」

勘
定
は
Ａ
帳
の
「
鉱
山
課
」
勘

定
で
あ
る
の
で
、
「
鉱
山
課
」
＝
「
鉱
山
社
」（
以
下
で
言
及
す
る
「
鉱
山
会
社
」）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
先
収
会
社
の
帳
簿
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
山
関
係
の
勘
定
科
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
先
収
会
社
自
体
は
鉱
山
業
を
営

ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
先
収
会
社
と
は
別
の
組
織
で
あ
る
「
鉱
山
社
」
が
鉱
山
業
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
阿
仁
・
尾
去
沢
・

院
内
の
各
鉱
山
は
誰
が
経
営
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

阿
仁
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
『
工
部
省
沿
革
報
告
』
に
「
明
治
四
年
廃
藩
ノ
後
東
京
府
下
商
会
小
野
組
之
ヲ
借
区
シ
七
年
十
二
月
該
組
破
産

シ
廃
業
セ
ル
ヲ
以
テ
秋
田
県
庁
ニ
委
シ
テ
採
砿
セ
シ
ム
（
２
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
六
年
、
七
年
で
は
小
野
組
が
借
区
し
て
経
営
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『
古
河
市
兵
衛
翁
伝
』
で
は
、
岡
田
が
阿
仁
・
院
内
・
尾
去
沢
な
ど
の
経
営
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
小
野
糸
店

か
ら
資
金
を
仰
ぎ
、
小
野
組
名
代
と
岡
田
平
蔵
と
の
「
組
合
稼
ぎ
持
ち
山
」
と
し
て
、
岡
田
が
実
際
の
経
営
に
当
た
り
、
小
野
組
が
収
支
を
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司
っ
た
と
し
て
い
る
（
３
）。
小
野
組
借
区
の
阿
仁
鉱
山
の
経
営
に
も
岡
田
が
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

院
内
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
同
報
告
は
「
明
治
六
年
五
月
鉱
山
会
社
某
之
ヲ
借
区
私
行
シ
七
年
四
月
商
社
小
野
組
之
ヲ
継
業
シ
ソ
ノ
十
一
月

ニ
至
テ
破
産
ス
ル
ヲ
モ
ツ
テ
秋
田
県
ニ
委
シ
テ
採
砿
セ
シ
ム
」
（
三
〇
五
ペ
ー
ジ
）
と
記
し
て
い
る
。
同
報
告
は
明
治
二
二
年
に
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
「
鉱
山
会
社
某
」
と
し
た
の
は
「
鉱
山
会
社
全
権
（
４
）」
の
井
上
馨
（
同
報
告
刊
行
当
時
、
鉱
山
を
管
轄
す
る
農
商
務
大
臣
）

の
名
前
を
出
す
こ
と
を
憚
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

尾
去
沢
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
明
治
六
年
八
月
三
〇
日
付
で
、
岡
田
平
馬
と
瀬
川
安
五
郎
（
小
野
組
）
か
ら
山
内
の
者
へ
出
さ
れ
た
通
達
に

「
当
鉱
山
是

�岡
田
平
蔵
山
主
ニ
テ
則
金
方
小
野
組
ト
協
議
ヲ
尽
シ
夫
々
処
分
致
来
候
ヘ
共
不
都
合
有
之
、
此
度
従
四
位
井
上
馨
殿
凡
テ
御

依
頼
仕
御
処
分
奉
仰
候
事
ニ
相
成
、
既
ニ
御
同
人
昨
夜
御
着
ニ
相
成
候
（
５
）」
と
あ
る
。
岡
田
平
蔵
・
小
野
組
が
井
上
馨
に
経
営
を
委
任
し
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
同
年
一
一
月
六
日
に
尾
去
沢
鉱
山
の
山
内
に
出
さ
れ
た
通
達
に
は
、
発
信
者
が
「
東
京
鉱
山
会
社
全
権
井
上
馨
代
理

槻
本
幸
八
郎
（
６
）」
と
な
っ
て
い
る
。「
鉱
山
会
社
」（
井
上
馨
、
岡
田
平
蔵
、
岡
田
平
馬
の
組
合
と
思
わ
れ
る
）
が
尾
去
沢
鉱
山
を
経
営
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。「
鉱
山
会
社
」
は
院
内
鉱
山
も
経
営
し
て
お
り
、
阿
仁
鉱
山
も
同
様
（
７
）で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
井
上
馨
が
投
資
し
て
い
た
鉱
山
業
に
関
し
て
は
、
明
治
七
年
三
月
一
七
日
付
の
五
代
才
助
（
友
厚
）
宛
井
上
馨
書
簡
で
、
「
阿
仁

院
内
の
事
も
追
々
前
途
相
考
へ
候
得
ば
、
如
斯
時
節
、
政
府
の
目
的
も
更
に
無
之
、
不
動
産
へ
金
を
入
置
候
て
も
如
何
相
成
果
候
哉
、
更
に

見
込
も
不
相
立
候
て
ケ
ン
ノ
ン
に
相
成
候
事
故
、
野
生
に
は
断
然
小
野
、
岡
田
の
組
合
を
放
れ
、
終
に
小
野
の
方
は
岡
田
よ
り
譲
渡
し
候
事

に
相
成
、
近
来
は
『
マ
イ
ン
』
の
事
は
丸
で
離
れ
申
候
（
８
）」
と
述
べ
、
こ
の
書
簡
の
日
付
時
点
ま
で
に
「
マ
イ
ン
」
す
な
わ
ち
鉱
山
か
ら
井
上

は
完
全
に
手
を
引
い
て
い
る
。

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

先
収
会
社
で
は
な
く
、
井
上
が
全
権
の
位
置
に
あ
っ
た
「
鉱
山
会
社
（

９
）」
が
、
鉱
山
業
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
岡
田
平
蔵
が
死
亡
し
た
た
め
に
、
先

収
会
社
が

失
っ
た
事
業
は
鉱
山
業
で
は
な
か
っ
た
。
先
収
会
社
が
岡
田
組
に
戻
し
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た
の
は
、
鉱
山
業
で
は
な
く
、
岡
田
平
蔵
か
ら
供
給
さ
れ
た
資
金
と
岡
田
組
か
ら
引
き
継
い
だ
職
員
（
濃
泉
勝
三
郎
、
長
谷
川
溥
（

�）ら
）
で
あ

る
。
岡
田
組
か
ら
引
き
継
ぎ
、
平
蔵
死
亡
後
に
戻
し
た
職
員
の
筆
頭
は
濃
泉
勝
三
郎
と
思
わ
れ
る
（

�）。
Ｂ
帳
の
「
慰
労
金
勘
定
」
に
は
、
明
治

九
年
二
月
二
九
日
に
「
同
年
〔
明
治
七
年
…
引
用
者
〕
当
社
創
立
ノ
際
種
々
尽
力
ニ
付
、
寸
志
ト
シ
テ
小
泉

マ
マ

勝
三
郎
江
遣
ス
」
三
〇
円
と
あ

り
、
先
収
会
社
解
散
に
当
た
っ
て
、
会
社
創
立
に
尽
力
し
た
濃
泉
に
対
し
て
特
別
な
配
慮
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
商
売
に
精
通
し
て

い
た
濃
泉
・
長
谷
川
ら
が
岡
田
組
に
戻
っ
た
た
め
、
先
収
会
社
は
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
井
上
馨
は
体
勢
を
立
て
直
す
た

め
、
長
州
出
身
の
吉
富
簡
一
・
藤
田
伝
三
郎
・
木
村
正
幹
ら
を
先
収
会
社
に
引
き
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（

1）
前
掲
、『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻
、
五
二
五
ペ
ー
ジ
。

（

2）
前
掲
、『
工
部
省
沿
革
報
告
』
二
八
二
ペ
ー
ジ
。

（

3）
茂
野
吉
之
助
編
『
古
河
市
兵
衛
翁
伝
』（
一
九
二
六
年
）
五
二
ペ
ー
ジ
。

（

4）
麓
三
郎
『
尾
去
沢
・
白
根
鉱
山
史
』
（
勁
草
書
房
、
一
九
六
四
年
）
三
四
九
ペ
ー
ジ
で
は
「
東
京
鉱
山
会
社
全
権

井
上
馨

代
理

槻
本

幸
八
郎
」
名
に
よ
り
明
治
六
年
一
一
月
六
日
付
で
尾
去
沢
の
事
業
所
に
発
し
た
達
を
引
用
し
て
い
る
。

（

5）
「
井
上
氏
銅
山
へ
出
張
ニ
付
山
内
之
者
ヘ
通
達
ノ
写
」
八
月
三
〇
日
（「
尾
去
沢
事
件
始
末
書
」
三
井
文
庫
参
考
図
書
Ｅ
七
〇
二

�新

�八
）。

山
田
勲
『
鉱
山
開
発
の
先
駆
者

瀬
川
安
五
郎
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
）
六
二
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
瀬
川
は
小
野
組
の
現
地
担
当
者

で
あ
っ
た
。

（

6）
前
掲
、
麓
三
郎
『
尾
去
沢
・
白
根
鉱
山
史
』
三
四
九
ペ
ー
ジ
。

（

7）
五
代
才
助
宛
井
上
馨
書
簡
（
明
治
七
年
三
月
一
七
日
付
）
に
「
阿
仁
院
内
の
事
も
追
々
前
途
相
考
へ
候
」
と
あ
る
（
前
掲
、
五
代
竜
作
編

『
五
代
友
厚
伝
』
三
〇
二
ペ
ー
ジ
）。

ま
た
、
明
治
六
年
九
月
一
日
付
で
井
上
馨
が
尾
去
沢
の
事
業
所
に
発
し
た
通
達
に
「
今
般
当
山
其
他
全
権

掌
握
致
候
ニ
付
、
阿
仁
銅
山
ヲ
始
メ
諸
山
之
廻
山
モ
有
之
候
」
と
あ
る
（
前
掲
、
麓
三
郎
『
尾
去
沢
鉱
山
・
白
根
鉱
山
史
』
三
四
九
ペ
ー
ジ
）。
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（

8）
前
掲
、
五
代
竜
作
編
『
五
代
友
厚
伝
』
三
〇
二
ペ
ー
ジ
。

（
9）

「
鉱
山
会
社
」
は
、
先
収
会
社
と
異
な
り
、
定
款
を
作
成
し
て
社
中
一
同
が
連
印
し
、
政
府
に
出
願
し
て
免
許
を
得
て
開
業
し
た
会
社
で
は

な
い
。
免
許
取
得
前
の
私
的
な
組
合
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
先
収
会
社
は
政
府
か
ら
免
許
を
得
て
開
業
し
た
会
社
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
明
治
八
年
一
二
月
二
七
日
に
益
田
孝
は
東

京
府
権
知
事
に
対
し
て
、
一
二
月
二
六
日
に
井
上
馨
が
退
社
し
た
こ
と
を
届
け
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
公
開
件
名
「
第
一
二
号
先
収
会
社

社
中
井
上
馨
退
社
届
」
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵

請
求
番
号
六
〇
七

�Ａ
七

�〇
二
）
。
な
お
、
東
京
都
公
文
書
館
に
は
、
先
収
会
社
が
設
立

を
申
請
し
た
書
類
が
綴
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
、
明
治
七
年
の
「
諸
会
社
願
綴
込
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
冊
子
は
破
損
が

ひ
ど
く
閲
覧
で
き
な
い
た
め
、
設
立
申
請
書
類
を
確
認
で
き
な
い
。

（

10）
大
蔵
省
か
ら
岡
田
平
蔵
が
購
入
し
た
準
承
丸
の
代
金
支
払
に
関
し
、
「
岡
田
平
蔵
代
理
長
谷
川
溥
」
が
提
出
し
た
書
類
が
東
京
都
公
文
書
館

に
三
件
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
明
治
六
年
九
月
一
四
日
付
、
同
一
一
月
二
日
付
、
同
一
二
月
二
〇
日
付
）
。
Ａ
帳
の
「
見
込
商
青
森
米
之
部
」
借

方
の
明
治
七
年
一
月
一
日
に
「
米
買
入
ノ
タ
メ
用
意
金
長
谷
川
溥
渡
並
同
人
旅
費
ト
モ
」
三
五
三
円
二
五
〇
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
先
収

会
社
の
設
立
と
同
時
に
長
谷
川
が
そ
の
職
員
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（

11）
「
維
新
経
済
史
秘
談
」（
田
沼
征
『
経
済
こ
ぼ
れ
ば
な
し
』
厚
生
閣
、
一
九
四
一
年
）
三

�三
八
ペ
ー
ジ
。

七
先
収
会
社
の
本
店
と
支
店
網

「
千
秋
社
之
規
則
」
で
は
「
東
京
之
店
を
本
行
と
な
し
横
浜
大
阪
神
戸
之
店
を
支
店
と
な
す
（
１
）」
と
定
め
て
い
る
。
東
京
本
店
の
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ

Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
（
Ａ
帳
・
Ｂ
帳
）
を
み
る
と
、
勘
定
科
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
横
浜
支
店
、
大
阪
支
店
、
函
館
支
店
、
神
戸
支
店
、
長
崎
支

店
で
あ
る
。
大
津
の
店
の
勘
定
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治
七
年
四
月
現
在
、
岡
田
組
が
「
東
京
横
浜
大
阪
函
館
ノ
四
ケ
所
建
築
物
（
２
）」
を
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所
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
七
年
一
月
一
日
先

収
会
社
設
立
に
伴
い
、
直
ち
に
、
上
記
四
か
所
の
岡

田
組
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
）
の
店
に
先
収
会
社

の
本
支
店
が
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で

き
る
。
は
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
推
測
は
妥
当
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
岡
田
組
の
店
が
な
か
っ
た
神
戸
と
長

崎
に
つ
い
て
は
い
つ
設
置
さ
れ
た
の
か
。

（
一
）

本
店
の

所
在
地

明
治
七
年
一
月
一
日
に
先
収
会
社
の
本
店
が
置
か

れ
た
の
は
「
日
本
橋
釘
店
岡
田
平
蔵
宅
」
で
あ
る
（
３
）。

岡
田
平
蔵
の
住
所
は
日
本
橋
品
川
町
裏
河
岸
九
番
地

で
あ
る
（
４
）。
明
治
六
年
の
「
第
壱
大
区
沽
券
図
」
を
み

る
と
（

第

2図
）
、
岡
田
平
馬
（
住
所
は
品
川
町
裏

河
岸
一
〇
番
地
）
が
一
〇
番
地
だ
け
で
な
く
、
九
番

地
の
土
地
所
有
者
で
も
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
岡
田
組
は
平
蔵
と
平
馬
の
組
合
な
の
で
、
九
番
地
・
一
〇
番
地
に
岡
田
組
の
店
（
「
日
本

橋
釘
店
岡
田
平
蔵
宅
」）
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
い
で
明
治
七
年
三
月
一
日
に
、「
銀
座
四
丁
目
角
」
の
建
物
（
借
家
）
に
本
店
が
移
転

さ
れ
た
（
５
）。
本
店
の
正
確
な
所
在
地
は
、
第
壱
大
区
八
小
区
銀
座
四
丁
目
一
六
番
地
で
あ
る
（
６
）。
同
年
六
月
二
二
日
に
は
、
建
物
の
所
有
者
東
京
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第2図 日本橋品川町裏河岸

出所）「明治6年 第壱大区沽券図」中央区立京橋図書館（『中央区沿革図集［日

本橋�］』1995年）。

注） 品川町裏河岸の9番地が岡田平蔵の住所、10番地が岡田平馬の住所。9番地、

10番地とも所有者は岡田平馬。

10番地 9番地



府
か
ら
、
こ
の
二
階
建
て

�瓦
造
建
物
を
分
割
払
い
で
購
入
し
、

第
一
回
分
一
〇
六
二
円
五
〇
〇
を
払
っ
て
い
る
（
Ｂ
帳
「

R
ea

l

E
sta

te
A
cco

u
n
t
不
動
産
勘
定
」）。

［
一
一
］
『
天
人
録
』
は
、
銀
座
の
本
店
の
位
置
を
、
現
在

「
教
文
館
ビ
ル
」
が
あ
る
位
置
と
特
定
し
て
い
る
（
二
一
六
ペ

ー
ジ
）
。
先
述
の
よ
う
に
資
料
中
に
「
銀
座
四
丁
目
角
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
位
置
を
特
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
教

文
館
ビ
ル
が
あ
る
土
地
の
関
東
大
震
災
以
前
の
地
番
は
、
銀
座

四
丁
目
一
番
地
で
あ
り
（
７
）、
先
収
会
社
の
本
店
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
は
な
い
。
「
先
収
会
社
頭
取
益
田
孝
」
が
明
治
七
年
六
月
に

役
所
に
届
け
た
「
銀
座
四
丁
目

先
収
会
社
人
員
御
届
帳
」

（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
に
は
、「
銀
座
四
丁
目
拾
六

番
地
所
角

�化
家
屋
先
収
会
社
頭
取
」
と
あ
る
。
三
井
武
之

助
が
先
収
会
社
か
ら
不
動
産
を
購
入
し
た
時
の
記
録
を
み
る
と
、

「
銀
座
四
丁
目
拾
六
番
地
西
側
四
ツ
角
（
８
）」
と
あ
る
。
し
た
が
っ

て
先
収
会
社
本
店
は
銀
座
四
丁
目
と
い
う
大
き
な
区
画
の
角
に

あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
四
丁
目
一
六
番
地
と
い
う
区
画
の
西
側

角
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（

第

3図
）
。
本
店
の
位
置
は
、
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第3図 先収会社本店の所在地

出所）『東京市及接続郡部地籍地図』上巻（東京市区調査会、1912年）京橋11ページ。



教
文
館
ビ
ル
と
は
中
央
通
り
を
隔
て
た
反
対
側
の
区
画
の

な
か
の
、
現
在
銀
座
三
越
ビ
ル
の
建
つ
敷
地
の
な
か
に
あ

っ
た
（

第

4図
）
。

�瓦
石
造
り
二
階
家
の
表
間
口
は
八

間
半
、
裏
行
き
五
間
（
坪
数
四
二
・
五
坪
）
で
あ
る
（
９
）。

（
二
）

支
店
の
設

置

横
浜
支
店
の
設
置
を
、［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
が
明
治

七
年
四
月
一
日
と
し
た
た
め
、
［
二
］
、
［
四
］
、
［
五
］
、

［
八
］
は
同
日
を
設
置
日
（
あ
る
い
は
開
店
日
）
と
記
し

て
い
る
。
［
一
］
の
根
拠
は
、
Ａ
帳
の
「
賄
費
」
勘
定
の

借
方
の
四
月
一
日
に
「
横
浜
支
店
開
店
ニ
付
、
飲
食
料
」

四
七
円
〇
二
〇
と
記
帳
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
以
前
の
同
勘
定
の
借
方
を
み
る
と
、
一
月

三
一
日
に
「
一
月
中
横
浜
支
店
ノ
分
」
五
円
六
七
二
と
い

う
記
帳
が
あ
り
、
「
未
決
算
」
勘
定
の
借
方
に
は
明
治
七

年
一
月
一
日
に
「
横
浜
支
店
一
月
分
諸
費
内
渡
」
一
〇
〇

円
、
「
月
給
」
勘
定
の
借
方
に
は
一
月
三
一
日
に
「
一
月

中
横
浜
支
店
委
員
月
給
」
二
〇
円
五
〇
〇
と
い
う
記
帳
が
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あ
る
。
横
浜
支
店
と
本
店
と
の
貸
借
を
記
録
し
た
「
横
浜
支
店
」
勘
定
自
体
も
一
月
一
四
日
か
ら
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
横
浜

支
店
は
一
月
一
日
に
設
置
さ
れ
、
実
際
に
業
務
を
開
始
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
横
浜
支
店
は
岡
田
組
の
店
に
設
け
ら
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
岡
田
組
の
店
の
所
在
地
は
、
弁
天
通
四
丁
目
と
思
わ
れ
る
（

�）。
か
つ
て
岡
田
平
蔵
が
闕
所
に
さ
れ
る
前
に
営
業
し
て
い
た
本
町
五
丁
目

で
は
な
い
（

�）。
そ
の
後
、
横
浜
支
店
は
、
岡
田
が
社
中
か
ら
抜
け
た
た
め
、
弁
天
通
四
丁
目
か
ら
別
の
と
こ
ろ
に
移
転
し
た
は
ず
で
あ
る
。
移

転
し
た
新
店
舗
の
開
店
式
の
経
費
が
四
月
一
日
の
四
七
円
〇
二
〇
と
二
日
の
「
横
浜
支
店
開
店
ノ
式
施
行
ニ
付
入
費
」
一
五
七
円
四
四
七

（「
諸
雑
費
」
勘
定
）
で
あ
る
。
盛
大
な
式
を
催
し
た
よ
う
で
あ
る
。
経
費
が
ま
と
め
ら
れ
て
本
店
に
付
け
ら
れ
た
日
か
ら
推
定
す
る
と
、
新

店
舗
の
開
業
式
は
四
月
一
日
で
は
な
く
、
三
月
で
あ
ろ
う
。
新
店
舗
の
所
在
地
は
、
横
浜
北
仲
通
二
丁
目
と
思
わ
れ
る
（

�）。

横
浜
支
店
の
主
な
業
務
は
、
輸
出
用
の
茶
（
静
岡
産
な
ど
）
の
買
付
で
あ
る
。
先
収
会
社
が
集
荷
し
た
茶
を
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
輸
出
し
て
い
る
（

�）。

先
収
会
社
設
立
前
、
岡
田
平
蔵
（
岡
田
組
）
の
横
浜
店
は
外
国
商
館
へ
の
茶
の
売
り
込
み
業
務
を
行
っ
て
い
た
（

�）。
し
た
が
っ
て
先
収
会
社
の

横
浜
支
店
は
岡
田
店
の
茶
取
引
業
務
を
継
承
し
た
と
思
わ
れ
る
。
茶
の
集
荷
に
は
多
額
の
前
貸
し
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
先
収
会
社
の

茶
取
引
の
仕
方
は
価
格
変
動
リ
ス
ク
と
貸
金
回
収
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
た
。
社
中
か
ら
岡
田
が
除
名
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
岡
田
の
職
員
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
茶
取
引
に
習
熟
し
て
い
た
職
員
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
か
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
先
収
会
社
は
明
治
七
年
度
に
茶
取
引
で
巨
額
の

損
失
を
計
上
す
る
。

Ｂ
帳
の
「

P
ro

fit
a
n
d

L
o
ss

A
cco

u
n
t
損
益
勘
定
」
（
明
治
七
年
度
決
算
の
た
め
の
勘
定
科
目
）
の
借
方
を
み
る
と
、
一
八
七
五
年

四
月
七
日
に
「
七
年
中
買
入
茶
売
代
不
足
之
分
、
此
部
江
入
記
ス
」
二
三
一
五
円
二
四
七
、
同
一
二
月
二
五
日
に
「
明
治
七
年
中
横
浜
支
店

ニ
テ
茶
売
買
損
益
、
但
此
内
追
々
取
立
可
相
成
分
ア
リ
」
二
万
四
三
八
五
円
円
三
七
五
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
大
量
の
前
貸
金
に
よ
る
茶
の

集
荷
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
た
め
に
、
期
待
し
た
水
準
の
仕
入
価
格
に
な
ら
ず
、
販
売
価
格
と
仕
入
価
格
の
間
に
逆

�が
発
生
し
、
ま
た
前

貸
金
の
焦
付
き
も
発
生
し
た
よ
う
で
あ
る
。
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茶
取
引
で
失
敗
し
た
横
浜
支
店
は
、
明
治
八
年
五
月
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
Ｂ
帳
の
「
横
浜
支
店
」
勘
定
の
貸
方
に
は
、
一
八
七
五
年
五
月
一

〇
日
に
「
横
浜
支
店
閉
店
二
付
、
同
所
預
リ
正
金
請
取
ル
」
六
二
円
一
二
五
、
借
方
に
は
五
月
一
四
日
に
「
閉
店
二
付
、
荷
物
造
リ
人
足
其

外
入
費
相
渡
ス
」
一
円
二
〇
〇
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
借
方
の
六
月
九
日
に
「
支
店
五
月
分
家
賃
、
小
津
清
左
衛
門
江
払
」
八
五
円

と
記
帳
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
横
浜
支
店
は
持
ち
家
で
は
な
く
、
借
家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
横
浜
支
店
」
勘
定
に
は
、
一
八
七
五

年
（
明
治
八
）
七
月
以
降
の
記
載
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
再
度
、
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。［
二
］「
益
田
伝
」、［
三
］
佐
々
木
論

文
が
記
す
よ
う
な
「
一
時
閉
鎖
」
で
は
な
い
。

つ
ぎ
に
横
浜
支
店
の
責
任
者
は
だ
れ
か
を
み
よ
う
。［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
「
岡
田
組
」
設
立
の
直
前
に
「
馬
越
ハ
横
浜
受
持
ト
ス

ル
コ
ト
ニ
内
定
」
と
し
て
い
る
。［
二
］「
益
田
伝
」
も
同
様
の
記
述
で
あ
る
。［
八
］『
事
業
史
』
で
は
「
岡
田
組
」
で
「
馬
越
恭
平
が
横
浜

店
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
論
考
に
も
「
内
定
」
と
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
証
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
［
七
］
『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
で
は
、
横
浜
支
店
を
「
岡
田
組
時
代
に
、
馬
越
恭
平
が
担
当
す
べ
く
内
定
し
て
い
た
と
い
う

が
、
実
際
に
は
、
彼
は
本
店
で
陸
軍
省
御
用
課
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
」
（
二
七
ペ
ー
ジ
）
と
記
し
、
実
際
に
横
浜
支
店
を
馬
越
が
担
当

し
た
と
す
る
説
を
否
定
し
、
御
用
課
の
担
当
と
し
た
。
こ
れ
が
妥
当
な
把
握
で
あ
る
。
念
の
た
め
、
証
拠
を
挙
げ
て
、
馬
越
の
担
当
を
み
よ

う
。馬
越
自
身
の
証
言
に
よ
る
と
、
「
東
京
の
方
の
所
謂
番
頭
の
一
番
上
の
を
、
私
が
矢
張
番
頭
と
云
ふ
の
で
や
っ
て
居
っ
た
の
で
す
。
私
よ

り
、
上
の
人
が
、
平
田
喜
十
郎
、
桜
井
□ ハ
ル
カ

〔

�…
引
用
者
〕
と
云
ふ
男
が
居
ま
し
た
」
と
い
う
（

�）。
先
収
会
社
に
お
い
て
馬
越
は
番
頭
と
し

て
東
京
本
店
で
勤
務
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
具
体
的
な
仕
事
は
何
か
。

Ａ
帳
の
「
未
決
算
」
勘
定
の
借
方
を
み
る
と
、
明
治
七
年
一
月
一
日
に
「
一
月
分
諸
費
馬
越
恭
平
渡
、
但
本
店
ノ
分
」
六
〇
〇
円
が
記
帳

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
、
三
月
三
一
日
ま
で
、
本
店
諸
費
を
賄
う
た
め
の
現
金
が
馬
越
に
渡
さ
れ
て
い
る
。
四
月
の
本
店
諸
費
は
桜
井

�
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へ
、
五
月
・
六
月
の
本
店
諸
費
は
雑
務
課
に
渡
さ
れ
て
い
る
。
七
月
一
日
に
は
、
「
雑
務
課
」
の
「
山
尾
」
へ
八
〇
円
、
「
御
用
課
馬
越
江
渡

ス
」
二
五
円
五
〇
〇
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
帳
か
ら
判
断
す
る
と
、
馬
越
は
一
月

�三
月
ま
で
は
、
東
京
本
店
の
総
務
担
当

（
「
雑
務
課
」
）
の
位
置
に
あ
り
、
つ
い
で
本
店
の
御
用
課
勤
務
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
馬
越
は
、
明
治
七
年
度
分
利
益
処
分
の
際
に
、
課

長
と
し
て
「
慰
労
金
」
五
〇
〇
円
を
支
給
さ
れ
て
い
る
の
で
（

�）、
御
用
課
の
課
長
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
馬
越
は
ず
っ

と
本
店
勤
務
で
あ
り
、
横
浜
支
店
勤
務
で
は
な
い
。

な
ぜ
［
一
］
が
横
浜
支
店
担
当
と
誤
認
し
た
か
を
推
測
す
る
と
、
馬
越
が
三
井
物
産
で
一
五
年
も
横
浜
支
店
支
配
人
を
務
め
て
い
た
た
め

（
明
治
一
〇
年
九
月
五
日

�明
治
二
五
年
六
月
三
〇
日
）、
そ
の
役
職
と
「
岡
田
組
」
で
の
役
職
を
取
り
違
え
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
後
の
論

考
は
こ
の
誤
り
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
誰
が
横
浜
店
支
店
の
責
任
者
に
な
っ
た
の
か
。
明
治
八
年
一
月
付
け
で
、
先
収
会
社
の
益
田

孝
・
木
村
正
幹
名
で
中
泰
助
宛
て
に
「
今
般
横
浜
当
社
支
店
預
リ
人
堀
精
助
依
願
退
社
候
ニ
付
、
向
後
其
許
江
預
リ
人
申
付
候
（

�）」
と
い
う
内

容
の
委
任
状
を
交
付
し
、
中
泰
助
を
横
浜
支
店
「
預
り
人
」
に
任
命
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
七
年
の
横
浜
支
店
の
責
任
者
（
「
預

り
人
」
）
は
堀
精
助
で
あ
る
。
明
治
七
年
七
月
頃
か
ら
一
二
月
頃
ま
で
は
木
村
正
幹
が
同
店
担
当
の
頭
取
と
し
て
横
浜
に
滞
在
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
（

�）。
堀
精
助
退
任
後
は
（

�）、
明
治
八
年
一
月
か
ら
支
店
閉
鎖
の
五
月
ま
で
中
泰
助
が
預
り
人
を
務
め
た
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
大
阪
支
店
を
み
よ
う
。
会
社
設
立
時
は
岡
田
の
大
阪
店
に
大
阪
支
店
が
設
置
さ
れ
た
（

	）。
［
一
］
は
岡
田
の
大
阪
店
所
在
地
を
淡
路

町
と
し
て
い
る
（


）。
そ
の
た
め
、
後
の
論
考
は
先
収
会
社
の
大
阪
支
店
の
位
置
を
淡
路
町
と
記
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
前
掲
、
岡
田
平
馬
・

岡
田
平
太
郎
等
「
議
定
書
」
の
な
か
に
「
平
蔵
ハ
大
阪
内
淡
路
町
二
丁
目
ニ
住
居
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
年
に
こ
の
店
を
訪
れ
て
平

蔵
と
再
会
し
た
成
島
柳
北
も
場
所
を
内
淡
路
町
と
記
し
て
い
る
（

�）。
つ
ま
り
、
岡
田
の
大
阪
店
は
内
淡
路
町
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
平
蔵
死
後
、

土
佐
堀
一
丁
目
へ
移
転
し
た
（
土
佐
堀
一
丁
目
の
旧
長
州
藩
の
蔵
の
位
置
）
。
移
転
先
や
移
転
の
経
緯
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
の
で
、

と
り
あ
え
ず
、
こ
の
蔵
な
ど
を
買
っ
て
支
店
を
設
置
す
る
資
金
を
一
月
二
八
日
に
東
京
本
店
が
大
阪
へ
送
金
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
こ
と

先収会社をめぐる言説（鈴木）

291



だ
け
を
指
摘
し
て
お
く
。
こ
の
よ
う
に
先
収
会
社
の
支
店
は
、
最
初
、
内
淡
路
町
二
丁
目
に
設
置
さ
れ
、
平
蔵
死
後
に
、
土
佐
堀
一
丁
目
に

移
転
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
大
津
の
店
に
も
ふ
れ
て
お
く
と
、
大
津
は
支
店
で
は
な
く
、
大
阪
支
店
の
「
大
津
支
社
」（
大
阪
支
店
の
出
先
）
で
あ
る
（

�）。

さ
ら
に
函
館
支
店
に
つ
い
て
み
よ
う
。
Ｂ
帳
の
「

H
a
k
o
d
a
te

B
ra

n
ch
」
勘
定
の
借
方
の
一
八
七
四
年
一
月
二
四
日
に
経
常
費
（
「

cu
rren

t

ex
p
en

ses」
）
の
た
め
の
横
浜
宛
の
手
形
二
〇
〇
円
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
「
千
秋
社
之
規
則
」
に
函
館
支
店
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

も
の
の
、
会
社
設
立
後
ま
も
な
く
、
一
月
中
に
設
置
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
函
館
に
は
岡
田
組
の
店
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
支
店
を
設
置

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
明
治
七
年
一
月
一
日
付
で
山
口
の
吉
富
簡
一
に
宛
て
た
井
上
馨
の
書
簡
に
「
こ
や
し
之
義
は
、
雀
糞
ノ

ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
ホ
し
か
・
ニ
シ
ン
之
様
ナ
ル
者
、
蝦
夷
物
産

�御
取
寄
之
方
略
第
一
と
奉
存
候
（

�）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
函
館
支
店
で
魚
肥
を

取
り
扱
お
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
東
京
本
店
の
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
に
は
魚
肥
に
関
す
る
記
事
が
み
あ
た
ら
な
い
。
先
収

会
社
は
青
森
米
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
担
当
が
函
館
支
店
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
青
森
米
関
係
の
記
事
を
み
よ
う
。

Ａ
帳
の
「
見
込
商
青
森
米
之
部
」
勘
定
を
み
る
と
、
借
方
の
明
治
七
年
一
月
一
日
に
「
米
買
入
ノ
タ
メ
用
意
金
長
谷
川
溥
渡
並
同
人
旅
費

ト
モ
」
三
五
三
円
二
五
〇
か
ら
記
載
が
始
ま
っ
て
い
る
。
直
前
ま
で
岡
田
組
の
幹
部
職
員
で
あ
っ
た
長
谷
川
溥
に
対
し
て
会
社
設
立
日
に
青

森
赴
任
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
借
方
の
一
月
一
〇
日
に
「
米
買
入
ノ
タ
メ
青
森
へ
送
金
」
一
万
八
〇
〇
〇
円
、
二
月
二
六
日
「
青
森
出
張
小

林
義
郎
持
参
」
二
万
円
、
八
月
三
一
日
「
青
森
ニ
テ
米
買
入
ノ
タ
メ
送
ル
」
八
千
円
な
ど
の
記
帳
が
あ
り
、
青
森
で
米
買
付
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
Ｂ
帳
「

V
en

tu
re

R
ice

fro
m

A
w
a
m
o
ri」
勘
定
で
こ
れ
ら
の
記
事
に
対
応
す
る
も
の
を
み
る
と
、
二
月
二
六
日
は

T
o

「
C
a
sh

sh
ip
p
ed

p
la
ced

o
n

C
o
sta

R
ica

to
H
a
k
o
d
a
te

in
a

b
o
x
」
、
八
月
三
一
日
分
は

T
o
「

C
a
sh

sen
t
to

H
a
k
o
d
a
te

fo
r

R
ice

p
u
rch

a
ses

d
eb

ited
to

sp
l〔

sp
ecia

l…
引
用
者
〕

a
/
c」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
い
っ
た
ん
船
（
二
月
二
六
日
は
コ
ス

タ
リ
カ
号
）
で
函
館
に
買
付
資
金
を
送
り
、
そ
こ
か
ら
青
森
へ
送
っ
て
い
る
。
函
館
は
経
由
地
に
過
ぎ
ず
、
函
館
支
店
が
青
森
米
の
買
付
を
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行
っ
た
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
再
び
、
Ｂ
帳
の
「

H
a
k
o
d
a
te

B
ra

n
ch
」
勘
定
に
戻
っ
て
み
る
と
、
借
方
の
一
二
月
三
一
日
に
二
〇

〇
円
を
損
益
勘
定
に
移
す
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
結
局
、
二
〇
〇
円
は
明
治
七
年
の
損
失
に
計
上
さ
れ
た
。
同
勘
定
に
は
他
に
記
事
が
な
く
、

東
京
本
店
と
函
館
支
店
と
の
貸
借
は
二
〇
〇
円
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
函
館
支
店
は
明
治
七
年
一
月
に
設
置
さ
れ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
活
動
せ
ず
、
同
年
中
に
閉
鎖
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
青
森
県
に
は
支
店
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
ま
ず
、
長
谷
川
溥
が
一
月
に
派
遣
さ
れ
、
平
蔵
死
亡
後
に
は
、
平
田
喜

十
郎
や
早
川
忠
七
（
両
人
と
も
課
長
あ
る
い
は
課
長
相
当
か
そ
れ
以
上
）
な
ど
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
先
収
会
社
は
青
森
で
の
米
買
付
に
力

を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
尾
去
沢
鉱
山
関
係
の
資
金
を
こ
の
勘
定
で
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
、
青
森
米
の
主
要
な
売
却
先
の
ひ
と
つ

は
秋
田
の
鉱
山
と
思
わ
れ
る
（

�）。
こ
の
よ
う
に
青
森
米
の
担
当
は
函
館
支
店
で
は
な
く
、
東
京
本
店
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
神
戸
を
み
よ
う
。
Ａ
帳
に
「
神
戸
支
店
」
勘
定
は
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
な
に
も
記
帳
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｂ
帳
で
も
設
定
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
勘
定
名
が
訂
正
さ
れ
て
「
大
阪
支
店
」
勘
定
の
ペ
ー
ジ
に
転
用
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
実
際
に
は
、
神
戸
支
店
は
設
置

さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

岡
田
組
は
長
崎
に
店
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
長
崎
支
店
の
設
置
は
「
千
秋
社
之
規
則
」
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
Ｂ
帳

の
「

N
a
g
a
sa
k
i
B
ra

n
ch
」
勘
定
の
借
方
に
は
、
一
八
七
四
年
八
月
一
三
日
に
山
尾
熊
三
へ
五
〇
円
を
渡
し
た
と
い
う
記
載
（
「

T
o

C
a
sh

p
a
id

Y
a
m
a
o

K
u
m
a
ta
ro
」
）
が
あ
り
、
借
方
に
は
翌
一
八
七
五
年
三
月
八
日
に
「
山
尾
熊
三
長
崎
支
店
開
店
ノ
節
、
持
参
セ
シ
五
十
円

之
内
、
同
人
月
給
其
外
諸
運
送
賃
等
遣
払
セ
シ
分
、
明
治
七
年
ノ
損
益
勘
定
エ
記
ス
ル
」
四
八
円
〇
八
三
、
三
月
一
四
日
に
「
同
人
五
十
円

遣
払
ノ
残
金
請
取
ル
」
一
円
九
一
八
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
明
治
七
年
八
月
に
長
崎
支
店
が
設
置
さ
れ
こ
と
が
わ
か
る
。
前

述
の
よ
う
に
先
収
会
社
は
明
治
七
年
年
八
月
三
日
に
工
部
省
か
ら
官
営
高
島
炭
坑
の
石
炭
販
売
を
受
託
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
崎
支

店
の
主
要
な
業
務
は
官
営
高
島
炭
の
販
売
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
七
年
末
に
高
島
炭
販
売
の
受
託
が
打
ち
切
り
と
な
っ
た
た
め
（

�）、
明
治
八
年
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三
月
頃
に
閉
店
し
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
支
店
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
明
治
七
年
一
月
一
日
に
先
収
会
社
が
設
立
さ
れ

る
と
同
時
に
横
浜
支
店
、
大
阪
支
店
が
設
置
さ
れ
た
。
函
館
支
店
は
や
や
遅
れ
る
も
の
の
一
月
中
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
函
館
支
店

は
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
活
動
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
神
戸
支
店
は
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。

つ
い
で
八
月
に
長
崎
支
店
が
設
置
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
明
治
八
年
の
三
月
頃
に
長
崎
支
店
が
、
五
月
に
横
浜
支
店
が
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
先
収
会
社
が
解
散
さ
れ
る
明
治
九
年
六
月
一
五
日
ま
で
存
続
し
た
店
は
、
東
京
本
店
と
大
阪
支
店
だ
け
で
あ
る
。

（

1）
前
掲
、「
先
収
社
規
則
」
明
治
七
年
。

（

2）
前
掲
、
岡
田
平
馬
・
岡
田
平
太
郎
等
「
議
定
書
」
明
治
七
年
四
月
。

（

3）
三
月
二
日
付
（
明
治
七
年
）
の
大
阪
支
店
の
通
知
（
前
掲
、「
諸
規
則
改
正
並
諸
課
江
布
達
控
」）。

（

4）
前
掲
、
岡
田
平
馬
・
岡
田
平
太
郎
等
「
議
定
書
」
明
治
七
年
四
月
。

（

5）
前
掲
、
三
月
二
日
付
（
明
治
七
年
）
の
大
阪
支
店
の
通
知
。

（

6）
た
と
え
ば
、
先
述
の
一
八
七
四
年
六
月
一
日
の
先
収
会
社
益
田
孝
と
サ
ア
と
の
雇
用
契
約
書
（
訳
文
）
に
所
在
地
が
こ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。

（

7）
『
東
京
市
及
接
続
郡
部
地
籍
地
図
』
上
巻
（
東
京
区
調
査
会
、
一
九
二
一
年
）
京
橋
一
一
ペ
ー
ジ
。

（

8）
「
以
書
附
奉
願
上
候
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
二
一
五
）。

（

9）
「
先
収
会
社
不
動
産
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
二
一
五
）。

（

10）
竹
内
蠖
亭
『
明
治
百
商
伝
』
第
二
巻
（
一
八
八
〇
年
）
九
ペ
ー
ジ
は
弁
天
通
に
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
明
治
三
年
五
月
現
在
の
横
浜
商
人

の
名
簿
を
み
る
と
、
弁
天
通
四
丁
目
に
「
伊
勢
屋
平
作

伊
勢
平

生
糸
売
込
」
と
あ
る
（
『
横
浜
市
史
稿
』
産
業
編
、
一
九
三
二
年
、
二
九
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〇
ペ
ー
ジ
）
。
な
お
、
岡
田
平
蔵
の
長
男
の
平
太
郎
は
海
岸
通
四
丁
目
に
店
を
構
え
て
い
た
と
、
［
二
］
「
益
田
伝
」
の
編
纂
者
に
証
言
し
て
い

る
。
平
太
郎
は
明
治
三
年
生
ま
れ
の
た
め
、
実
体
験
の
記
憶
で
は
な
く
、
後
年
に
な
っ
て
の
記
憶
と
思
わ
れ
る
。

（

11）
幕
末
に
岡
田
平
作
は
神
奈
川
表
小
買
物
用
達
だ
け
で
な
く
函
館
方
用
達
も
勤
め
て
い
た
。
横
浜
の
店
（
伊
勢
屋
平
蔵
）
は
本
町
五
丁
目
に
あ

っ
た
（
「
安
政
六
年
現
在
横
浜
町
居
住
商
人
配
置
図
」
『
横
浜
市
史
』
第
二
巻
、
付
録
）
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）
四
月
に
贈
賄
の
罪
で
平

作
・
平
蔵
の
資
産
は
闕
所
と
し
て
幕
府
に
没
収
さ
れ
、
江
戸
居
住
を
禁
じ
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
い
っ
た
ん
江
戸
・
横
浜
・
函
館
の
店
を
失
う

も
の
の
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）
四
月
に
新
政
府
か
ら
赦
命
を
え
、
再
び
江
戸
・
横
浜
・
函
館
に
店
を
開
設
し
た
と
思
わ
れ
る
（
『
藤
岡

屋
日
記
』
第
一
五
巻
、
三
一

�三
三
ペ
ー
ジ
の
慶
応
三
年
四
月
二
二
日
条
、
前
掲
、
岡
田
平
馬
・
岡
田
平
太
郎
等
「
議
定
書
」
明
治
七
年
四
月
）。

（

12）
先
収
会
社
「

�電
報
綴

�」
明
治
七
年

�明
治
八
年
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
の
一
月
一
六
日
付
電
報
（
明
治
八
年
と
推
定
）
。
こ

の
電
報
は
「
横
浜
北
中
通
二
丁
目
先
収
会
社
」
宛
、「
東
京
銀
座
同
社
木
村
」
発
信
の
も
の
で
あ
る
。

（

13）
Ａ
帳
に
は
「
エ
ド
ワ
ル
ド
茶
勘
定
」
の
ほ
か
に
、
「
茶
前
金
」
勘
定
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
「
茶
前
金
」
勘
定
に
は
、
頻
繁
に
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
の
取

引
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
帳
で
も
同
様
で
あ
る
。

（

14）
『
横
浜
市
史
』
第
三
巻
上
（
一
九
六
一
年
）
六
〇
四

�六
〇
六
ペ
ー
ジ
。
名
前
は
「
伊
勢
屋
平
造
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（

15）
前
掲
、「
馬
越
恭
平
氏
談
話
速
記
録
」
一
九
二
八
年
七
月
二
三
日
聞
き
取
り
。

（

16）
Ｂ
帳
の
「
慰
労
金
勘
定
」
借
方
の
明
治
九
年
二
月
二
八
日
。
明
治
七
年
分
の
慰
労
金
の
額
は
（
大
阪
支
店
分
が
不
明
の
た
め
、
大
阪
支
店
関

係
職
員
を
除
く
）
、
馬
越
の
五
〇
〇
円
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
平
田
喜
十
郎
四
〇
〇
円
（
た
だ
し
「
青
森
商
事
不
都
合
ニ
付
、
没
入
」
）
、
桜
井

�三
六
〇
円
、
堀
精
助
（
後
述
の
よ
う
に
横
浜
支
店
預
り
人
）
二
八
〇
円
、
増
田
勇
助
二
〇
〇
円
、

出
口
保
三
の
一
七
五
円
、
古

谷
竜
三
一
四

〇
円
、
中
泰
助
八
〇
円
、
雲
行
兼
治
七
〇
円
、
早
川
忠
七
の
四
〇
円
で
あ
る
。
大
阪
支
店
関
係
を
除
く
と
、
以
上
の
一
〇
名
が
明
治
七
年
に

課

長
（
あ
る
い
は

課
長

相
当
か

そ
れ

以
上
）
で
あ
っ
た
た
め
、
「
慰
労
金
」
の
支

給
対

象
者
と
な
っ
た
。
な
お
、
伊
東

彦
七
に
「
慰
労
金
」
が
支

払
わ
れ
た
か
の
よ
う
な
記
帳
が
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
記
帳
を
み
る
と
「
手
当
金
」
が
支
払
わ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
伊
東
は
未
だ
課
長
で

は
な
い
。

（

17）
益
田
孝
・
木
村
正
幹
「
委
任
之
事
」
明
治
八
年
一
月
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
）。

先収会社をめぐる言説（鈴木）

295



（

18）
Ｂ
帳
の
「

M
K
im

u
ra

M
a
ssa

m
o
to

K
im

u
ra
」
勘
定
の
借
方
を
み
る
と
、
一
八
七
四
年
七
月
一
八
日
と
二
三
日
に
横
浜
で
家
屋
購
入

の
た
め
七
一
〇
円
と
一
〇
〇
円
を
支
払
い
、
八
月
七
日
に
家
屋
修
繕
費
と
し
て
八
六
円
三
二
〇
を
支
払
っ
て
い
る
。
横
浜
に
お
い
て
木
村
へ
正

金
を
支
払
っ
た
と
い
う
記
事
（
「

C
a
sh

p
a
id

in
Y
o
k
o
h
a
m
a
」
）
は
八
月
二
六
日
が
最
初
で
あ
り
、
最
後
は
一
二
月
二
〇
日
で
あ
る
。
ま
た

貸
方
を
み
る
と
、
一
二
月
三
一
日
に
横
浜
の
家
屋
売
却
代
金
八
六
八
円
二
二
三
が
記
帳
さ
れ
、
同
日
、
「

R
ea
l
E
sta

te
A
cco

u
n
t
不
動
産
勘

定
」
借
方
に
横
浜
の
家
屋
購
入
代
金
八
六
八
円
二
二
三
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
二
月
三
一
日
に
先
収
会
社
が
横
浜
の
木
村
の
家
屋

を
購
入
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
七
月
頃
か
ら
一
二
月
ま
で
木
村
は
頭
取
と
し
て
横
浜
に
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
木
村

か
ら
先
収
会
社
が
購
入
し
た
家
屋
は
、
石
川
口
六
番
地
の
建
家
、
同
四
二
番
地
の
建
家
な
ど
四
棟
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
先
収
会
社

か
ら
三
井
物
産
へ
売
却
さ
れ
た
（
前
掲
、「
先
収
会
社
不
動
産
」）。

（

19）
堀
は
先
収
会
社
を
退
職
し
て
独
立
し
、
横
浜
で
茶
の
売
込
商
を
営
ん
だ
。
明
治
二
八
年
の
茶
売
込
数
量
で
み
る
と
、
堀
商
店
は
横
浜
で
第
四

位
に
ま
で
成
長
し
て
い
る
。
堀
有
三
に
よ
る
と
、
「
父
堀
精
助
は
明
治
八
年
よ
り
横
浜
に
於
て
茶
問
屋
を
営
み
、
明
治
十
七
年
以
後
、
各
年
度

末
に
そ
の
年
の
商
館
売
込
み
統
計
を
作
製
し
こ
れ
を
『
貿
易
競
べ
』
と
題
し
て
各
方
面
に
配
布
当
業
者
の
参
考
に
供
し
た
」
と
い
う
。
茶
業
組

合
中
央
会
議
所
編
『
日
本
茶
貿
易
概
観
』（
茶
業
組
合
中
央
会
議
所
、
一
九
三
五
年
）
一
二
九

�一
三
三
ペ
ー
ジ
。

（

20）
明
治
七
年
一
月
二
二
日
付
の
吉
富
簡
一
（
在
山
口
）
宛
の
井
上
馨
書
簡
に
、
大
阪
の
「
岡
田
店

�直
ニ
報
告
候
様
厳
重
御
申
付
置
奉
願
候
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
収
会
社
の
大
阪
支
店
が
岡
田
組
の
大
阪
店
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
「
吉
富
家
所
蔵
本

井
上
伯
書
簡
其

他
」
一
、
井
上
馨
伝
記
編
纂
資
料
Ｗ

�四

�三
八
一
）。

（

21）
何
に
依
拠
し
て
淡
路
町
と
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
［
一
］
以
前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
「
淡
路
町
」
と
し
た
も
の
は
、
前
掲
、
長
井
実
編

『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
と
、
田
村
征
が
一
九
三
八
年
五
月
～
七
月
に
何
か
の
雑
誌
に
発
表
し
た
「
維
新
経
済
史
秘
談
」
で
あ
る
。
前
者
（
一
四

四
ペ
ー
ジ
）
で
は
、
益
田
孝
が
「
大
阪
の
淡
路
町
に
支
店
が
あ
つ
て
、
米
の
商
売
を
し
て
居
つ
た
。
此
の
店
も
私
は
頼
ま
れ
て
監
督
し
て
居
つ

た
」
と
述
べ
て
お
り
、
後
者
で
は
、「
淡
路
町
に
店
舗
を
構
へ
て
」
い
た
平
蔵
の
死
亡
直
後
、「
濃
泉
さ
ん
に
直
ぐ
来
い
ー
と
の
、
速
飛

脚
が
、

一
日
に
二
度
も

着
い
て
、

勝
三

郎
は
、

急
遽
、
大
阪
の
岡
田
の
店

�実
質
上
、
先
収
会
社
大
阪
支
店

�に
駆

け
付

け
た
」
（
前
掲
、
田
村
征

『
経
済
こ
ぼ
れ
ば
な
し
』
所
収
、
一
一
、
三
二
ペ
ー
ジ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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（

22）
成
島
柳
北
は
明
治
二
年
一
〇
月
一
九
日
に
「
内
淡
路
町
な
る
岡
田
平
蔵
の
家
に
立
ち
よ
り
」、
二
〇
日
に
「
内
淡
路
町
の
岡
田
平
蔵
を
訪
ふ
、

主
人
喜
び
酒
酌
て
種
々
の
物
語
す
、
［
中
略
…
引
用
者
］
今
宵
は
此
家
に
と
ま
り
ぬ
」
と
「
航
薇
日
記
」
に
記
し
て
お
り
、
内
淡
路
町
に
平
蔵

が
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（『
柳
北
全
集
』
博
文
館
、
一
八
九
七
年
、
一
二
四

�一
二
五
、
一
五
〇
ペ
ー
ジ
）。

（

23）
前
掲
、
「
諸
規
則
改
正
並
諸
課
江
布
達
控
」
に
「
大
津
支
社
」
の
勤
務
者
と
し
て
、
岡
島
鴻
一
郎
・
秋
本
弘
輔
の
二
名
（
明
治
八
年
一
月
二

三
日
現
在
）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（

24）
前
掲
、
『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻
、
五
二
四
ペ
ー
ジ
。

（

25）
Ａ
帳
の
「
見
込
商
青
森
米
之
部
」
勘
定
の
借
方
に
は
、
二
月
二
六
日
に
「
小
林
義
郎
旅
費
外
用
意
金
」
七
五
円
、
六
月
三
日
に
「
平
田
旅
費

手
当
ノ
タ
メ
渡
ス
」
二
〇
〇
円
、
一
二
月
八
日
に
「
早
川
忠
七
青
森
出
張
ニ
付
月
給
並
ニ
旅
費
ヲ
払
」
二
〇
〇
円
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
貸
方

に
は
、
一
月
一
〇
日
に
尾
去
沢
鉱
山
へ
の
支
払
予
定
金
一
万
円
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。

（

26）
高
島
鉱
山
に
つ
い
て
、
明
治
七
年
一
一
月
一
〇
日
に
後
藤
象
次
郎
ら
が
政
府
に
払
い
下
げ
を
申
請
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
一
二
月

二
三
日
に
「
当
炭
坑
ノ
営
業
ヲ
ソ
ノ
買
受
人
後
藤
象
次
郎
ニ
交
付
」
し
、
明
治
八
年
一
月
九
日
に
「
当
炭
坑
官
行
中
ノ
残
務
決
了
シ
此
日
支
庁

ヲ
閉
」
じ
た
（
前
掲
、『
工
部
省
沿
革
報
告
』
二
七
七

�二
七
八
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
ら
の
経
緯
か
ら
、
先
収
会
社
の
高
島
炭
販
売
受
託
は
明
治
七

年
一
二
月
に
打
ち
切
り
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

八
先
収
会
社
の
利
益

（
一

）
先
収

会
社

の
利

益
以

外
の

利
益

の
混

入

先
収
会
社
は
明
治
七
年
一
月
一
日
に
設
立
さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ｂ
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
明
治
七
年
一
月

�明
治
九
年
六
月
一
五
日
の
純

益
金
額
は
す
べ
て
先
収
会
社
の
純
益
金
額
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
純
益
金
額
の
中
に
、
本
来
の
先
収
会
社
の
利
益
以
外
の
利
益
が
含
ま

先収会社をめぐる言説（鈴木）
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れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
こ
の
混
入
し
て
い
る
利
益
を
検
討
し
よ
う
。

Ｂ
帳
に
は
「
イ
号
勘
定
」
と
い
う
勘
定
科
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
（

第

4表
）
。
結
論

を
先
に
記
す
と
「
イ
号
」
は
井
上
馨
の
秘
匿
名
称
で
あ
る
。「
イ
号
勘
定
」
の
貸
方
に
は
、

明
治
八
年
一
二
月
二
五
日
に
「
イ
号
並
ア
ル
ウ
ィ
ン
江
払
渡
ス
ヘ
キ
分
預
ル
」
六
万
三
〇

〇
〇
円
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
帳
（
仕
訳
帳
）
を
み
る
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
仕
訳
は

「
十
四
番
洋
銀
勘
定
」
の
「
太
平
海
船
売
買
ニ
付
、
口
銭
ト
シ
テ
四
番
よ
り
十
四
番
江
受

金
ノ
内
、
当
方
江
預
ル
ヘ
キ
分
貸
ス
」
六
万
三
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
先

収
会
社
が
受
け
取
っ
た
六
万
三
〇
〇
〇
円
は
、
横
浜
四
番
（
太
平
洋
郵
便
汽
船
会
社

P
a
cific

M
a
il

S
tea

m
S
h
ip

C
o
.
の
代
理
店
）
か
ら
一
四
番
（
Ｅ
Ｆ
Ｃ
）
経
由
で
先

収
会
社
に
渡
さ
れ
た
船
舶
売
買
に
関
す
る
口
銭
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
日
、
直
ち
に

「
イ
号
」
へ
二
万
五
〇
〇
〇
円
、
ア
ル
ウ
ィ
ン
へ
三
万
八
〇
〇
〇
円
が
支
払
わ
れ
た
。
そ

こ
で
益
田
孝
「
備
忘
録
」
で
こ
の
船
舶
売
買
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
明
治
八
年
の
記
事
を

み
よ
う
。

八
月
二
日
条
「
午
後
二
時
半
之
汽
車
ニ
而
横
浜
江
至
ル
、
但
シ
井
兄
よ
り
之
命
ニ
依
リ
、
ア

ル
ウ
ィ
ン
、
セ
ン
ト
ル
、
岩
崎
氏
と
面
会
之
事
ヲ
促
ス
為
ナ
リ
」

八
月
三
日
条
「
ア
ル
ウ
ィ
ン
、
シ
エ
ン
ト
ル
朝
来
リ
、
直
ニ
三
菱
岩
崎
江
行
キ
帰
途
再
来
ル
」

八
月
一
〇
日
条
「
昨
夜
第
十
時
ノ
汽
車
ニ
而
ア
ル
ウ
ィ
ン
来
リ
、
セ
ン
ト
ル
よ
り
之
書
付
ヲ
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Cr.

明治八年

第十二月 25 イ号並アルウイン江払渡スヘキ分預ル J138 63,000.000

31 新公債証書高三万四千弐百円、百円ニ付五十八円五十銭ツ
ツニテ山口授産局江売渡ノ分、代金受トル

J142 20,007.000

83,007.000

明治九年

第一月 1 差引残リ高持来ス 18,507.000

10 アルウインより受トル C194 5,000.000

23,507.000



持
参
シ
一
泊
ス
、
朝
第
十
時

�起
床
セ
ス
、
朝
右
書
付
ヲ
翻
訳
し
而
岡
本
健
三
郎
江
送
ル
、

但
し
原
書
、
翻
訳
書
共
ナ
リ
、
十
時
四
十
五
分
ノ
汽
車
ニ
而
ア
ル
ウ
ィ
ン
同
道
出
京
ス
」

八
月
一
二
日
条
「
今
朝
ア
ル
ウ
ィ
ン
氏
来
ル
、
岩
崎
氏
之
返
事
ハ
弥
之
助
氏
帰
京
ノ
上
直
ニ

可
致
と
の
事
な
り
」

八
月
一
九
日
条
「
岩
崎
矢
（
弥
）ノ
助
一
昨
日
拾
四
番
ヘ
来
リ
、
四
番
之
談
ア
リ
シ
ト
」

八
月
二
五
日
条
「
シ
エ
ン
ト
ル
、
ア
ル
ウ
ィ
ン
来
リ
、
岩
崎
氏
を
問
フ
、
同
氏
留
守
」

九
月
六
日
条
「
シ
エ
ン
ト
ル
ニ

�ひ
而
東
京
の
事
ヲ
申
伝
ヘ
リ
」

一
〇
月
八
日
条
「
井
上
氏
、
宮
本
氏
、
四
番
之
談
判
と
し
而
今
日
横
浜
江
出
張
ス
」

八
月
二
日
に
、
井
上
馨
（「
井
兄
」
）
の
命
を
受
け
て
、
益
田
孝
は
横
浜
に
行
き
、
ア
ル

ウ
ィ
ン
と
「
セ
ン
ト
ル
」
に
対
し
て
「
岩
崎
氏
」
と
面
会
す
る
よ
う
促
し
、
翌
日
、
ア
ル

ウ
ィ
ン
ら
が
「
三
菱
岩
崎
」
へ
行
っ
て
い
る
。
「
岩
崎
氏
」
が
岩
崎
弥
之
助
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
三
菱
側
で
登
場
し
て
い
る
の
は
、
岩
崎
弥
之
助
と
岡
本
健
三
郎
（
元
土
佐
藩

士
、
元
大
蔵
大
丞
。
明
治
六
年
に
下
野
し
た
政
治
家
）
、
太
平
洋
郵
便
汽
船
側
で
登
場
し

て
い
る
の
は
井
上
馨
、
ア
ル
ウ
ィ
ン
、「
セ
ン
ト
ル
」
で
あ
る
。

『
三
菱
社
誌
』
を
み
る
と
、
明
治
八
年
一
〇
月
一
六
日
に
、
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
郵
便

汽
船
（
お
よ
び
東
西
汽
船
）
か
ら
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
が
横
浜

�上
海
航
路
・
船
舶
を
洋

銀
八
一
万
ド
ル
で
買
収
す
る
契
約
書
（
二
通
）
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
契
約
書
の
う
ち
一

通
は
、
「
三
菱
汽
船
三
菱
会
社
長

岩
崎
弥
太
郎
」
と
「
太
平
洋
郵
便
汽
船
会
社

支
那

先収会社をめぐる言説（鈴木）
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第4表 B帳の「イ号勘定」 （単位：円）Dr.

明治八年

第十二月 25 イ号預リノ分払 C187 25,000.000

〃 アルウイン江預リノ分払、委細此事ハ往復状ニ明カナリ、
見合スベシ

〃 38,000.000

〃 十月廿七日正金ニテ渡ス ＠101 ＄ 1490.07 J137 1,500.000

差引残リ高 18,507.000

83,007.000

明治九年

第五月 31 イ号勘定差引残金ノ分、損益勘定江回ス J185 23,507.000

23,507.000

出所） 先収会社「LEDGER」明治7�10年（三井文庫所蔵史料 物産620）。



日
本
総
代
理
人

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
、
セ
ン
ド
ル
」
（
も
う
一
通
は
「
東
西
汽
船
会
社

支
那
日
本
総
代
理
人

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
セ
ン
ド

ル
」
）
で
あ
り
、
「
ア
ー
ル
ダ
ブ
リ
ユ
ヲ
ル
ウ
ン
」
（
ア
ル
ウ
ィ
ン
）
と
「
ガ
リ
ユ
ピ
ー
子
ス
」
が
契
約
の
立
会
人
と
な
っ
て
い
る
（
１
）。
し
た
が

っ
て
「
セ
ン
ト
ル
」
（
A
.
C
en

ter）
は
太
平
洋
郵
便
汽
船
と
東
西
汽
船
の
中
国
・
日
本
地
域
の
総
代
理
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ア
ル

ウ
ィ
ン
は
、
か
つ
て
太
平
洋
郵
便
汽
船
の
業
務
を
代
理
す
る
日
本
駐
在
員
と
し
て
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
）
に
来
日
し
た
と
い
う
経
歴
を

も
つ
（
２
）。
ア
ル
ウ
ィ
ン
と
と
も
に
、
井
上
馨
は
秘
か
に
太
平
洋
郵
便
汽
船
の
交
渉
代
理
人
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
買
収
資
金
の
洋
銀

八
一
万
ド
ル
が
日
本
政
府
か
ら
低
利
で
三
菱
に
貸
与
さ
れ
る
た
め
、
政
府
へ
の
復
帰
が
決
ま
っ
て
い
た
井
上
に
と
っ
て
（
３
）、
政
府
か
ら
の
資
金

の
一
部
を
口
銭
と
し
て
公
然
と
受
け
取
る
と
政
治
的
・
道
義
的
責
任
を
追
及
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
先
収
会
社
が
口
銭
を
受

け
取
る
形
式
を
と
り
、
そ
の
う
ち
二
万
五
〇
〇
〇
円
が
先
収
会
社
か
ら
「
イ
号
」
に
渡
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
号
は
井
上

馨
の
秘
匿
名
称
で
あ
る
。
二
万
五
〇
〇
〇
円
を
現
在
価
値
に
直
す
と
、
一
〇
億
二
五
〇
〇
万
円
も
の
巨
額
で
あ
る
（
４
）。
結
局
、
先
収
会
社
が
受

け
取
っ
た
口
銭
全
額
が
二
人
へ
支
払
わ
れ
た
た
め
、
先
収
会
社
の
決
算
に
利
益
と
し
て
混
入
し
て
は
い
な
い
。

「
イ
号
勘
定
」
貸
方
の
明
治
八
年
に
は
一
二
月
三
一
日
に
も
記
帳
が
あ
る
。
こ
れ
は
新
公
債
証
書
額
面
三
万
四
二
〇
〇
円
を
大
阪
支
店
が

山
口
県
授
産
局
（
５
）へ
売
却
し
た
代
金
二
万
〇
〇
〇
七
円
を
「
大
阪
支
店
勘
定
」
か
ら
付
け
替
え
た
も
の
で
あ
る
（
６
）。
売
却
代
金
の
現
在
価
値
は
八

億
二
千
万
円
も
の
高
額
で
あ
る
。
も
し
、
公
に
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
「
井
上
馨
殿
勘
定
」
（
井
上
馨
自
用
勘
定
）
に
記
帳
さ
れ
る
は
ず
で

あ
る
。
「
イ
号
勘
定
」
に
記
帳
さ
れ
た
の
は
、
知
ら
れ
た
く
な
い
誰
か
か
ら
、
新
公
債
証
書
が
贈
与
さ
れ
て
井
上
が
所
有
し
て
い
た
た
め
と

思
わ
れ
る
（
７
）。

秩
禄
公
債
、
新
公
債
な
ど
当
時
の
国
債
は
記
名
式
で
あ
る
た
め
、
公
債
証
書
の
表
面
に
最
初
の
所
有
者
名
か
ら
現
所
有
者
名
ま
で
の
全
員

と
売
買
年
月
日
を
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
年
一
回
（
秩
禄
公
債
）
あ
る
い
は
二
回
（
新
公
債
）
、
国
債
利
子
を
受
け
取
る
際
に
、

こ
の
公
債
証
書
を
東
京
府
な
ど
の
国
の
機
関
あ
る
い
は
第
一
国
立
銀
行
な
ど
の
支
払
代
理
人
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
其
の
時
に
支
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払
う
側
は
所
有
者
名
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
、
所
有
者
が
自
分
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
た
く
な
い
場
合
、
借
名
し
て
形
式
上
の
所

有
者
（
た
と
え
ば
先
収
会
社
）
を
記
せ
ば
真
の
所
有
者
が
誰
か
を
隠
す
こ
と
が
で
き
る
（
８
）。
井
上
は
先
収
会
社
名
義
で
新
公
債
や
秩
禄
公
債
を

所
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
イ
号
勘
定
」
で
は
、
明
治
九
年
一
月
一
〇
日
に
ア
ル
ウ
ィ
ン
か
ら
五
〇
〇
〇
円
（
現
在
価
値
二
億
〇
五
〇
〇
万
円
）
を
受

け
取
っ
て
い
る
。
こ
の
金
が
い
か
な
る
性
格
の
も
の
か
判
明
し
な
い
。
公
に
で
き
な
い
外
商
が
ら
み
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
他
方
、
借
方

の
明
治
八
年
一
二
月
二
五
日
に
一
五
〇
〇
円
の
支
払
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
際
に
は
明
治
八
年
一
〇
月
二
七
日
に
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
井
上

馨
へ
渡
し
た
も
の
で
あ
る
（
９
）。
結
局
、
新
公
債
売
却
代
金
と
ア
ル
ウ
ィ
ン
か
ら
の
受
取
額
か
ら
一
五
〇
〇
円
を
引
い
た
二
万
三
五
〇
七
円
が
明

治
九
年
五
月
三
一
日
に
先
収
会
社
の
「
損
益
勘
定
」
に
付
け
替
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
イ
号
勘
定
」
の
利
益
二
万
三
五
〇
七
円
が
先

収
会
社
の
利
益
に
混
入
さ
れ
て
、
先
収
会
社
の
純
益
金
が
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（

�）。

な
お
、
「
イ
号
勘
定
」
と
は
別
に
井
上
馨
の
勘
定
と
推
認
さ
れ
る
「
橋
本

�三
郎
」
勘
定
が
Ｂ
帳
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
触
れ
て
お
く
。
こ
の
勘
定
は
、
明
治
八
年
一
〇
月
八
日
か
ら
記
帳
さ
れ
、
同
年
一
二
月
二
八
日
ま
で
、
地
券
を
抵
当
と
し
て
合
計
六

〇
〇
円
（
六
件
）
が
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
先
収
会
社
解
散
ま
で
六
〇
〇
円
の
貸
付
残
高
の
ま
ま
で
あ
り
（
た
だ
し
利
息
は

明
治
九
年
三
月
分
ま
で
支
払
）
、
解
散
時
点
で
は
い
ま
だ
返
済
さ
れ
て
い
な
い
。
先
収
会
社
の
職
員
で
Ｂ
帳
に
勘
定
科
目
が
設
定
さ
れ
て
い

る
の
は
橋
本

�三
郎
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
勘
定
が
特
別
な
勘
定
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
勘
定
が
井
上
馨
の
勘
定

と
推
認
さ
れ
る
か
、
そ
の
理
由
を
示
す
た
め
に
、
ま
ず
橋
本
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
を
み
よ
う
。

三
井
文
庫
に
は
、
明
治
四
年
八
月
二
二
日
作
成
の
「

�金
札
貳
千
五
百
両
請
取
書

�」
が
残
さ
れ
て
い
る
（

�）。
こ
れ
は
「
井
上
大
蔵
大
輔
執
事

橋
本
介
三
」
が
三
野
村
利
左
衛
門
に
宛
て
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
橋
本
の
判
が
捺
印
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
井
上
馨
が
横
浜
の
自
邸

（
横
浜
の
宮
崎
町
に
所
在
）
を
三
井
組
へ
売
却
し
た
と
き
に
作
成
さ
れ
た
領
収
書
の
う
ち
二
通
（
明
治
七
年
一
一
月
二
〇
日
と
同
二
七
日
）
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は
、
「
井
上
馨
代
理

橋
本
祐
三
郎
」
あ
る
い
は
「
井
上
馨
代

橋
本

�三
郎
」
が
捺
印
し
て
三
井
組
支
配
人
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
（

�）。
印

を
み
る
と
、
橋
本
介
三
の
も
の
と
橋
本

�三
郎
の
も
の
が
同
一
な
の
で
、
介
三
と

�三
郎
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
先

収
会
社
の
Ｂ
帳
「

K
a
w
l
E
n
o
u
y
e
P
riv

a
te

a
/
c」
に
は
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
六
月
七
日
に
「

H
a
sh

im
o
to

h
is

serv
a
n
t」
（
和

訳
す
る
と
、
井
上
の
召
使
い
橋
本
。
な
お
、
Ａ
帳
で
の
六
月
七
日
の
記
事
は
「
代
人
橋
本
エ
渡
ス
」）
へ
正
金
一
五
〇
円
が
渡
さ
れ
て
い
る
。

明
治
八
年
一
月
時
点
に
お
け
る
先
収
会
社
の
名
簿
に
は
、
橋
本

�三
郎
の
名
前
が
あ
り
（
会
社
の
規
則
を
守
る
こ
と
を
明
治
八
年
一
月
に
橋

本
が
誓
約
）
、「
横
浜
宮
崎
町
寄
留
」（
井
上
馨
の
家
に
寄
留
と
思
わ
れ
る
）、
月
給
七
円
五
〇
銭
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
帳
の
「
井
上
馨
自

用
勘
定
」
に
は
明
治
八
年
七
月
二
四
日
に
「
橋
本

�三
郎
大
阪
行
ニ
付
、
旅
費
及
ヒ
日
当
、
同
人
江
渡
ス
、
但
シ
正
金
帳
ニ
明
記
ス
」
と
し

て
一
五
円
七
五
〇
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
橋
本
が
井
上
の
用
務
で
大
阪
へ
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
九
年
二
月
に
支
給
さ
れ
た
明
治
七

年
度
分
手
当
金
の
受
給
者
に
橋
本
祐
三
郎
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
明
治
九
年
六
月
一
五
日
に
明
治
八
ー
九
年
度
分
手
当
金
一
五
円
を
橋
本
は

受
け
取
っ
て
い
る
（

�）。
し
た
が
っ
て
橋
本
は
明
治
八
ー
九
年
頃
、
先
収
会
社
の
職
員
で
あ
っ
た
。

以
上
か
ら
、
橋
本

�三
郎
（
も
と
介
三
）
は
、
明
治
四
年
頃
に
は
す
で
に
井
上
馨
の
執
事
と
し
て
井
上
の
代
理
を
務
め
、
そ
の
後
、
明
治

八
年
に
は
先
収
会
社
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、
井
上
の
執
事
と
し
て
井
上
の
個
人
的
な
指
示
で
動
い
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。
橋
本
が
六
〇
〇
円

（
現
在
価
値
二
四
六
〇
万
円
）
も
の
借
金
を
先
収
会
社
解
散
時
で
も
返
済
し
な
い
で
す
ま
せ
た
の
は
、
こ
の
借
金
が
橋
本
自
身
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
橋
本
は
三
井
物
産
の
職
員
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
橋
本

�三
郎
」
は
三
井
物

産
か
ら
次
々
と
借
り
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
橋
本

�三
郎
」
名
義
の
借
入
金
に
「
井
上
馨
」
名
義
の
借
入
金
が
合
わ
さ
れ
て
、
一

八
九
三
年
上
期
末
に
は
「
橋
本

�三
郎
」
名
義
の
借
入
金
全
額
（
二
万
二
二
四
二
円
、
現
在
価
値
四
億
八
九
三
二
万
円
）
が
貸
し
倒
れ
処
理

さ
れ
て
い
る
（

�）。
こ
の
事
実
か
ら
も
、
橋
本
は
井
上
馨
の
執
事
（
召
使
い
）
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
先
収
会
社
の
時
も
三
井
物
産
の
時
も
、

「
橋
本

�三
郎
」
名
義
の
借
入
の
実
態
は
井
上
馨
に
よ
る
借
入
と
推
認
さ
れ
る
。
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（
二

）
先
収

会
社

の
純

益
金

と
商

品
別

利
益

先
収
会
社
の
設
立
（
明
治
七
年
一
月
一
日
）
か
ら
解
散
（
明
治
九
年
六
月
一
五
日
）
ま
で
の
純
益
金
は
一
四
万
九
一
三
二
円
四
八
八
で
あ

っ
た
（

�）。
う
ち
単
年
度
で
決
算
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
明
治
七
年
度
（
一
月
一
日

�一
二
月
三
一
日
）
だ
け
で
あ
る
。
明
治
七
年
度
に
つ
い
て

は
、
い
っ
た
ん
純
益
金
（「
明
治
七
年
中
利
益
金
」）
を
五
万
〇
四
〇
〇
円
三
三
六
と
し
た
の
ち
、
四
万
七
六
五
〇
円
三
三
〇
に
修
正
し
た
。

明
治
八
年
度
に
決
算
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
明
治
八
年
一
二
月
二
六
日
に
明
治
七
年

度
と
明
治
八
年
度
の
純
益
金
合
計
を
一
一
万
一
五
七
〇
円
〇
一
四
と
見
積
も
っ
た
記
事
が

あ
る
（

�）。
こ
の
数
値
か
ら
明
治
七
年
度
純
益
金
を
引
く
と
、
明
治
八
年
度
純
益
金
の
見
積
額
は

六
万
三
九
一
九
円
六
八
四
と
な
り
、
こ
の
数
値
を
先
収
会
社
の
設
立
～
解
散
ま
で
の
純
益
金

か
ら
引
く
と
、
明
治
九
年
（
一
月
一
日

�六
月
一
五
日
）
の
純
益
金
（
た
だ
し
、
暫
定
値
）

は
三
万
七
五
六
二
円
四
七
四
と
な
る
。
た
だ
し
混
入
し
て
い
る
イ
号
勘
定
分
を
除
く
と
、
一

万
四
〇
五
五
円
四
七
四
に
止
ま
る
（
第

5表
）。

つ
ぎ
に
本
支
店
別
で
み
よ
う
。
Ｂ
帳
の
損
益
勘
定
を
み
る
と
、
大
阪
支
店
に
つ
い
て
は
収

益
と
費
用
の
数
値
が
計
上
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
純
益
金
の
数
値
だ
け
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
大
阪
支
店
に
つ
い
て
は
、
収
益
の
内
訳
、
費
用
の
内
訳
が
判
明
し
な
い
。
大
阪

支
店
以
外
に
つ
い
て
は
、
東
京
本
店
が
他
の
支
店
分
も
含
め
て
収
益
・
費
用
を
計
上
し
て
い

る
（
た
だ
し
、
す
べ
て
の
費
用
で
は
な
い
）
。
し
た
が
っ
て
、
純
益
金
に
限
定
す
れ
ば
、
大

阪
支
店
の
数
値
と
、
東
京
本
店
の
数
値
（
全
体
か
ら
大
阪
支
店
を
除
い
た
数
値
）
が
判
明
す
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第5表 先収会社の年度別純益金 （単位：円）

年度 純益金 うち東京本店分 うち大阪支店分

明治7年 47,650.330 8,183.522 39,466.808

明治8年 63,919.684 41,125.561 22,794.123

明治9年 37,562.474 32,044.835 5,517.639

明治7～9年 149,132.488 81,353.918 67,778.570

出所） 先収会社「LEDGER」明治7	10年（三井文庫所蔵史料 物産620）。

注） 1.明治7年度決算では、純益金を50,400円336とした。しかし、の

ちに47,650円33に修正された。

2．明治8年度は未決算である。そのため、明治7年・8年度見積額

111,570円014から上記の明治7年度分を差し引いた数値を計上し

た。

3．明治9年度も未決算である。そのため、明治7～9年度の純益金

から明治7、8年度見積額を引いた数値を、明治9年度として掲出

した。



る
。
明
治
七
年
度
で
は
純
益
金
の
八
割
以
上
を
大
阪
支
店
が
上
げ
、

東
京
本
店
は
二
割
に
満
た
な
か
っ
た
。
明
治
八
年
度
・
明
治
九
年

度
に
な
る
と
東
京
本
店
の
純
益
金
が
大
阪
支
店
を
大
幅
に
上
回
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
明
治
七
年

�明
治
九
年
の
全
期
間
で
み
る

と
、
大
阪
支
店
が
四
五
％
を
占
め
、
東
京
本
店
（
五
五
％
）
に
近

い
成
績
を
上
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
イ
号
勘
定
分
を
除
く
と
、
逆

に
大
阪
支
店
の
数
値
六
万
七
七
七
八
円
五
七
〇
は
東
京
本
店
の
数

値
五
万
七
八
四
六
円
九
一
八
を
約
一
万
円
も
上
回
っ
て
お
り
、
先

収
会
社
に
お
い
て
大
阪
支
店
が
東
京
本
店
と
並
ぶ
位
置
に
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
大
阪
支
店
で
は
ど
の
商
品
で
、
ど
の
く
ら
い
の
利
益

（
あ
る
い
は
損
失
）
が
生
ま
れ
た
の
か
が
判
明
し
な
い
た
め
、
大

阪
支
店
以
外
で
、
各
年
度
で
の
商
品
別
の
成
績
を
み
よ
う
（

�）。
明
治

七
年
度
の
主
な
取
扱
商
品
は
米
・
布
類
・
金
属
類
・
石
炭
・
茶
で

あ
っ
た
（

第

6表
）。

こ
の
う
ち
米
の
利
益
が
最
も
大
き
い
。
米
の
利
益
四
万
〇
三
三

五
円
九
八
九
の
う
ち
、
実
物
取
引
に
伴
う
利
益
は
少
な
く
、
ほ
と

ん
ど
が
限
月
米
取
引
（
定
期
米
取
引
）
に
よ
る
利
益
（
三
万
九
〇
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第6表 明治7年損益勘定（1月1日	12月31日） （単位：円）

損失・費用 収益・利益

茶売買損失 26,700.622 米利益 40,135.989

米損失 2,852.985 布類利益 13,759.744

金属損失 5.000 金属類利益 3,197.616

布の費用・損失 448.725 茶利益 2,776.826

その他商品損失 0.169 石炭利益 2,488.658

EFCによる茶前貸金に対する利子 3,000.000 船売込の仲介手数料 5,917.633

香港上海銀行からの米前貸金利子 4,712.140 その他商品利益 796.413

同上、米担保借入金に対する利子 6,395.600 手持ち公債評価益 3,034.695

リオ・J・サアの旅費と1年間の給与 3,709.030 利子差引 3,141.677

米罰金受取の誤記訂正（付け戻し） 2,000.000 その他 488.040

その他 2,707.648（以上、小計） 75,737.291

[大阪支店を除く店経費] 2,844.501

給与 2,844.501

その他 9,427.343

小計 12,271.844

明治7年利益金 50,400.336 大阪支店利益 39,466.808

合計 115,204.099 合計 115,204.099

出所） 先収会社「LEDGER」明治7	10年（三井文庫所蔵史料 物産620）。

注） 明治７年度の純益金は、後に4万7650円33銭に修正された。



九
六
円
五
八
七
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
米
に
つ
い
て
は
別
に
二
八
〇
二
円
九
八
五
の
損
失
も
計
上
さ
れ
て
い
る
（
内
訳
は
、
仙
台
米
・
奥
州

米
で
の
損
失
一
三
七
八
円
九
六
五
、
限
月
米
取
引
で
の
損
失
一
三
九
〇
円
な
ど
）
。
な
お
、
東
京
本
店
関
係
で
は
実
物
米
で
最
も
多
く
取
引

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
青
森
米
に
つ
い
て
は
、
青
森
に
派
遣
さ
れ
た
平
田
喜
十
郎
が
失
策
を
犯
し
た
た
め
（

�）、
「

V
en

tu
re

R
ice

fro
m

A
w
a
-

m
o
ri」
勘
定
で
は
損
益
計
算
が
先
送
り
さ
れ
、
明
治
七
年
度
決
算
に
損
益
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
う
や
く
、
明
治
九
年
二
月
二
七
日

に
な
っ
て
明
治
七
年
度
分
の
青
森
米
損
失
が
一
〇
〇
〇
円
と
見
積
も
ら
れ
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。

先
収
会
社
の
米
取
引
の
特
徴
に
つ
い
て
益
田
孝
は
、
「
先
収
会
社
で
も
物
産
会
社
で
も
、
米
の
投
機
を
す
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
買
つ
た

米
が
運
搬
の
途
中
で
相
場
の
変
動
に
遭
つ
て
も
、
其
れ
に
は
関
係
の
な
い
や
う
に
、
産
地
で
買
ふ
と
直
ぐ
米
商
会
所
即
ち
米
穀
取
引
所
で
売

つ
て
置
い
た
（

�）」
と
述
べ
て
い
る
。
Ａ
帳
の
「
売
買
米
預
金
」
勘
定
（
限
月
米
取
引
を
記
録
）
を
み
る
と
、
借
方
の
明
治
七
年
二
月
二
三
日
に
、

「
東
京
商
社
ニ
テ
売
米
五
百
枚
、
但
六
円
三
十
銭
、
右
証
拠
金
糸
屋
平
八
渡
」
五
〇
〇
〇
円
な
ど
、
糸
平
（
田
中
平
八
）
な
ど
を
通
じ
て
東

京
商
社
や
横
浜
金
穀
相
場
会
所
で
定
期
米
を
売
り
、
の
ち
に
買
い
戻
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
実
物
取
引
の
価
格
変
動
リ
ス

ク
を
限
月
米
（
定
期
米
）
取
引
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
し
て
い
る
た
め
、
実
物
取
引
あ
る
い
は
限
月
米
取
引
の
成
績
を
個
別
に
み
る
の
で
は
な
く
、

合
わ
せ
た
数
値
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
先
述
の
青
森
米
損
失
見
積
額
と
米
の
誤
記
訂
正
二
千
円
を
除
い
て
み
る
と
、
明
治
七
年
度
の
米
取
引

全
体
（
た
だ
し
、
大
阪
支
店
分
を
除
く
）
で
は
、
差
引
三
万
四
五
三
三
円
〇
〇
四
の
利
益
と
な
り
（

�）、
取
扱
商
品
の
な
か
で
好
成
績
を
上
げ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

布
類
の
内
訳
は
毛
織
物
（
絨
、
毛
布
）
と
綿
布
で
あ
り
、
毛
織
物
は
輸
入
品
、
綿
布
の
ほ
と
ん
ど
は
国
産
品
と
思
わ
れ
る
。
布
類
利
益
一

万
三
七
五
九
円
七
四
四
の
六
割
が
陸
軍
省
へ
の
売
却
で
生
ま
れ
て
い
る
（

�）。
金
属
類
の
内
訳
は
銅
、
鉄
、
金
、
修
（
青
銅
）
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
国
産
品
と
思
わ
れ
る
。
金
属
類
利
益
三
一
九
七
円
六
一
六
の
な
か
で
は
、
阿
仁
銅
の
手
数
料
が
大
き
い
（

�）。
石
炭
の
内
訳
は
官
営
高
島
炭
で

あ
る
。
石
炭
利
益
は
、
実
際
の
高
島
炭
販
売
受
託
が
約
二
か
月
に
過
ぎ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
四
八
八
円
六
五
八
に
上
っ
て
い
る
。
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茶
（
国
内
産
）
取
引
で
は
、
二
七
七
六
円
八
二
六
の
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
横
浜
支
店
と
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
の
間
の
茶
前
貸
金
勘
定
で
の

利
益
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
方
で
二
万
六
七
〇
〇
円
六
二
二
も
の
巨
額
の
損
失
を
計
上
し
た
。
こ
の
損
失
の
内
訳
は
、
横
浜
支
店
で
の
損

失
が
二
万
四
三
八
五
円
三
七
五
、
東
京
本
店
の
「
茶
買
入
勘
定
」
で
の
損
失
が
二
三
一
五
円
二
四
七
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
横
浜
支
店
で
失

敗
し
た
た
め
、
差
引
す
る
と
茶
取
引
で
二
万
三
九
二
三
円
七
九
六
も
の
巨
額
損
失
と
な
っ
た
。

ま
た
、
船
舶
売
買
を
仲
介
し
た
こ
と
に
よ
る
手
数
料
収
入
五
九
一
七
円
六
三
三
が
あ
る
。
手
数
料
取
得
の
経
緯
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

横
浜
四
八
番
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
Ｃ
・
フ
レ
ー
ザ
ー
商
会
（
J
a
m
es

C
.
F
ra

ser
&

C
o
.）
は
、
船
主
（
英
国
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
居
住
の

「
ジ
ョ
ー
ン
ペ
ン
ド
ル
」
）
の
代
理
人
（
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
と
し
て
エ
ン
タ
イ
号
（

Y
en

ta
i）
を
日
本
政
府
に
売
り
込
む
際
に
（

�）、
先
収
会
社

に
日
本
政
府
と
の
仲
介
（
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
）
を
依
頼
し
た
。
結
局
、
先
収
会
社
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
、
洋
銀
一
一
万
六
八
〇
〇
ド
ル
で
日

本
政
府
（
蛮
地
事
務
局
）
へ
の
売
込
み
に
成
功
し
、
こ
の
売
込
み
の
仲
介
手
数
料
と
し
て
、
売
却
代
金
の
五
％
（
洋
銀
五
八
四
〇
ド
ル
。
日

本
円
換
算
六
〇
一
七
円
六
三
三
）
を
一
〇
月
二
〇
日
に
受
け
取
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
一
〇
月
二
五
日
に
、
同
商
会
の
日
本
人
職
員
へ
一
〇
〇

円
を
渡
し
た
た
め
、
差
引
し
た
の
ち
の
手
数
料
額
は
五
九
一
七
円
六
三
三
と
な
る
。

こ
の
他
に
、
特
殊
な
利
益
と
し
て
手
持
ち
公
債
の
評
価
益
三
〇
三
四
円
六
九
五
が
あ
る
。
こ
れ
は
先
収
会
社
が
東
京
の
第
一
国
立
銀
行
や

神
戸
・
大
阪
な
ど
で
購
入
し
た
国
債
（
ほ
と
ん
ど
が
新
公
債
、
一
部
が
秩
禄
公
債
）
を
ま
っ
た
く
売
却
せ
ず
、
市
場
価
格
が
高
騰
し
た
た
め
、

期
末
に
所
有
国
債
（
取
得
原
価
五
万
六
三
七
三
円
八
〇
五
）
の
評
価
益
（
「

V
a
lu
e
o
f
G
o
v
t
B
o
n
d
s
o
n

H
a
n
d
」
）
を
計
上
し
た
も
の
で

あ
る
。
評
価
益
は
取
得
原
価
の
五
・
四
％
に
相
当
す
る
。
す
ぐ
に
売
却
し
な
か
っ
た
の
は
新
公
債
の
場
合
、
額
面
年
四
％
の
利
子
が
、
六
月

と
一
二
月
に
二
％
ず
つ
支
払
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
利
子
取
得
を
狙
っ
た
た
め
の
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
四
月
一
三
日
に
第
一
国
立
銀
行
か

ら
購
入
し
た
新
公
債
（
額
面
八
万
円
、
取
得
原
価
三
万
九
二
〇
〇
円
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
受
取
利
子
は
三
二
〇
〇
円
で
あ
り
、
受
取
利
子

は
取
得
価
格
の
八
・
二
％
も
の
高
率
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
取
引
の
う
ち
、
と
く
に
官
庁
関
係
の
取
引

を
抜
き
出
す
と
、
陸
軍
省
と
の
取
引
（
布
類
の
納
入
）、

工
部
省
と
の
取
引
（
官
営
高
島
炭
の
委
託
販
売
）
、
日

本
政
府
（
蛮
地
事
務
局
）
へ
の
英
国
蒸
気
船
一
隻
売
却

の
仲
介
が
あ
る
。
具
体
的
な
数
値
が
判
明
し
な
い
大
阪

支
店
と
山
口
県
庁
と
の
取
引
（
貢
米
の
買
取
（

�））
も
含
め

て
み
る
と
、
設
立
初
年
度
の
先
収
会
社
は
、
井
上
馨
の

持
つ
政
府
へ
の
影
響
力
に
よ
っ
て
御
用
商
売
を
獲
得
し
、

か
な
り
の
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

つ
ぎ
に
明
治
八
年
度
の
利
益
を
み
よ
う
（
第

7表
）。

米
、
公
債
売
買
、
布
類
の
利
益
が
大
き
い
。
そ
の
他
、

新
た
に
陸
軍
省
か
ら
の
輸
送
業
務
引
受
に
よ
る
利
益
が

か
な
り
あ
る
。

米
取
引
利
益
二
万
二
一
二
四
円
四
六
二
の
内
訳
は
、

水
沢
県
米
取
引
一
万
四
七
三
一
円
六
九
五
、
限
月
米
取

引
七
三
九
二
円
七
六
七
で
あ
る
。
水
沢
県
は
現
在
の
岩

手
県
南
部
と
宮
城
県
北
部
に
ま
た
が
る
県
で
あ
る
。
限
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第7表 明治8年損益勘定（1月1日�12月31日）未決算 （単位：円）

損失・費用・利益処分 収益・利益

米（濡れ米）損失 19.711 米利益 22,124.462

鉄損失 11.477 布類利益 9,690.037

公債証書経費の大阪支店立て替
え分

287.112 金属類利益 1,091.916

その他 1,478.724 その他商品利益 137.582

［大阪支店を除く店経費］ 公債利益 15,119.267

会社諸費締高 6,630.221 輸送業務利益 3,906.287

利息 4.407

その他 107.650

［利益処分］ （以上、小計） 52,181.608

明治７，8年純益金の井上取り
分

33,471.042

同上藤田伝三郎取り分 10,000.000 大阪支店純益金 22,794.123

明治8年中純益金（12月26日締
め、大阪支店を含まず）

39,842.381 明治7年、8年の分純益金附戻
し

90,242.717

差引残り 73,477.780

合計 165,218.448 合計 165,218.448

出所） 先収会社「LEDGER」明治7�10年（三井文庫所蔵史料 物産620）。

注） 明治8年度では、12月26日にいったん締めて当期純益金を計算した後、この明治8年純益金と明

治7年純益金を戻し入れ、さらに明治7年8年の利益金を11万1570円014と見積もって、その3割を

井上馨取り分として井上馨自用勘定に移し、同じく明治7年、8年の純益金のうち、藤田へ1万円を

大阪支店が分賦した。

このように両人に対する利益金処分をしたのちに、「差引残り」73,477.780（明治8年12月26日）

を、明治9年1月1日に持ち越しているので、明治8年度は未決算のままである。



月
米
取
引
の
利
益
の
な
か
に
は
、
実
物
取
引
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
行
っ
た
定
期
米
取
引
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
で
江
華
島
事
件
（
日

本
と
朝
鮮
と
の
武
力
衝
突
）
が
九
月
二
〇
日
に
発
生
し
た
と
い
う
政
府
内
情
報
を
聞
き
つ
け
、
い
ち
は
や
く
定
期
取
引
の
売
り
米
を
買
埋
め
、

新
た
に
定
期
米
の
買
付
を
お
こ
な
っ
て
あ
げ
た
利
益
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（

�）。

公
債
に
関
し
て
は
、
明
治
七
年
三
月
二
八
日
制
定
の
秩
禄
公
債
証
書
発
行
条
例
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
た
秩
禄
公
債
を
第
一
国
立
銀
行
な
ど

か
ら
買
い
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
年
度
に
買
い
付
け
た
新
公
債
と
当
年
度
に
買
い
付
け
た
秩
禄
公
債
の
か
な
り
の
部
分
を
、
京
都
府
西

京
勧
業
場
と
山
口
県
授
産
局
に
売
却
し
て
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
他
、
公
債
利
益
に
は
、
新
公
債
額
面
二
八
〇
〇
円
の
籤
当
選
に
よ
る

早
期
償
還
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
利
益
や
、
国
債
利
子
が
含
ま
れ
て
い
る
。

布
類
利
益
九
六
九
〇
円
〇
三
七
の
う
ち
、
六
〇
〇
二
円
八
〇
三
（
六
二
％
）
は
陸
軍
省
へ
の
売
却
（
絨
、
毛
布
）
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

陸
軍
省
か
ら
は
、
弾
薬
な
ど
の
輸
送
業
務
も
引
き
受
け
て
お
り
、
そ
の
利
益
三
九
〇
六
円
二
八
七
を
加
え
る
と
、
一
万
円
近
い
利
益
を
陸
軍

省
関
係
で
上
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
明
治
八
年
度
の
大
阪
支
店
で
は
山
口
県
米
を
主
と
し
た
現
物
の
米
取
引
と
限
月
米
取
引
、
公
債
売
買
が
主
な
取
引
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
大
阪
支
店
公
債
取
引
の
利
益
は
一
万
一
一
五
三
円
八
一
二
に
の
ぼ
っ
て
い
る
（

�）。

明
治
九
年
度
は
会
社
解
散
の
た
め
に
残
務
処
理
を
お
こ
な
っ
た
年
度
で
あ
る
（

第

8表
）
。
す
な
わ
ち
、
前
年
度
に
約
定
し
た
商
品
の
販

売
や
繰
り
延
べ
ら
れ
て
い
た
損
失
の
計
上
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
陸
軍
省
関
係
に
つ
い
て
は
新
た
に
か
な
り
の
注
文
（
布
類
）

を
引
き
受
け
て
納
品
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
商
品
の
利
益
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
布
類
で
あ
り
、
し
か
も
布
類
利
益
六
二
七
七
円
七
五
一

の
う
ち
、
五
二
一
四
円
五
九
七
（
八
三
％
）
が
陸
軍
省
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
陸
軍
省
関
係
で
か
な
り
の
利
益
を
あ
げ
た
も
の
の
、
も

し
、
東
京
本
店
の
利
益
（「
以
上
小
計
」）
に
イ
号
勘
定
分
が
利
益
と
し
て
混
入
さ
れ
な
け
れ
ば
、
東
京
本
店
の
利
益
は
一
万
〇
九
六
八
円
二

八
八
に
止
ま
る
。
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米
に
つ
い
て
は
、
仙
台
米
の
損
失
を
他
商
が
引
き
受
け
た
た
め
受
け
取

っ
た
五
〇
円
の
収
益
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
損
失
と
し
て
は
、
伊
勢
米
二

八
〇
円
四
八
六
、
明
治
七
年
度
利
益
か
ら
引
き
去
る
べ
き
青
森
米
の
減
損

見
込
額
一
〇
〇
〇
円
と
、
限
月
米
取
引
（
一
月

�三
月
取
引
分
）
七
六
一

円
四
五
〇
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
米
で
は
差
引
二
〇
〇
〇
円

近
い
損
失
と
な
っ
て
い
る
。

大
阪
支
店
に
つ
い
て
は
、
大
阪
支
店
か
ら
広
島
県
に
出
張
し
て
米
の
買

付
に
あ
た
っ
て
い
た
森
清
蔵
（「
森
氏
（

�）」）
が
「
米
ノ
相
場
ヲ
ナ
シ
、
已
ニ

弐
千
三
百
円
余
の
損
失
ヲ
ナ
」
し
、
し
か
も
「
公
債
証
書
之
事
も
種
々
不

都
合
ア
リ
而
言
語
ニ
絶
し
タ
ル
有
様
（

�）」
で
あ
っ
た
。
明
治
九
年
の
大
阪
支

店
純
益
金
が
五
五
一
七
円
六
三
九
に
止
ま
り
、
東
京
本
店
純
益
金
（
た
だ

し
イ
号
を
除
い
た
分
）
八
五
三
七
円
八
三
五
を
か
な
り
下
回
っ
た
の
は
、

広
島
県
に
お
け
る
米
の
相
場
取
引
で
の
損
失
と
公
債
証
書
取
引
で
の
損
失

（
金
額
不
明
）
が
発
生
し
た
た
め
で
あ
る
。

（
三

）
純
益

金
の

分
配

先
収
会
社
で
は
、
各
年
度
の
決
算
が
終
わ
っ
た
そ
の
都
度
に
純
益
金
を

分
配
し
た
の
で
は
な
く
、
明
治
七
年
一
月
一
日
か
ら
明
治
九
年
六
月
一
五

先収会社をめぐる言説（鈴木）
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第8表 明治9年損益勘定（1月1日～6月15日）未決算 （単位：円）

費用・損失 収益・利益

米損失 2,041.936 米利益 50.000

諸品（その他商品）損失 34.950 布類利益 6,277.751

費用 4,528.595 その他商品利益 1,190.805

貸し倒れ損失 148.780 公債利益 1,654.733

不動産売却損失 900.000 陸軍諸掛関係利益 569.786

付け戻し 155.000 利息 361.329

（以上小計） 7,809.261 イ号勘定 23,507.000

その他 863.884

（以上小計） 34,475.288

大阪支店純益金 5,517.639

純益金（明治7�9） 149,132.488

純益金処分付け戻し 60,189.782

明治7、8年純益金処分 16,718.740 8年12月31日から差引持ち越し 73,477.780

合計 173,660.489 合計 173,660.489

出所） 先収会社「LEDGER」明治7�10年（三井文庫所蔵史料 物産620）。

注） 1.純益金は、明治7年1月から明治9年6月15日までのものである。

2.「イ号勘定」の2万3507円の内容は、新公債証書2万0007円から1500円を差し引いた残額と、ア

ルウィンから受け取った5000円の合計である。



日
ま
で
の
純
益
金
を
一
括
し
て
分
配
（
処
分
）
し
た
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
使

用
人
に
つ
い
て
は
一
括
で
は
な
く
、
明
治
九
年
に
な
っ
て
二
つ
の
期
間
に
分
け

て
支
給
）
。
し
か
も
株
式
会
社
の
よ
う
な
出
資
額
に
対
す
る
配
当
は
な
く
、
経

営
陣
と
使
用
人
（
「
社
員
」
）
に
対
し
て
配
分
さ
れ
た
。
六
月
一
五
日
付
で
配
分

さ
れ
た
の
は
、
第
二
期
分
（
一
万
三
三
〇
八
円
八
七
四
（

�））
を
除
い
た
一
三
万
五

八
二
三
円
六
一
四
で
あ
る
（

第

9表
）
。
配
分
額
（
「
分
賦
金
」
）
の
基
準
は
、

経
営
陣
九
割
、
使
用
人
一
割
で
あ
る
。
馬
越
恭
平
は
井
上
馨
伝
記
編
纂
会
に
よ

る
聞
き
取
り
に
お
い
て
、
経
営
陣
の
役
職
に
つ
い
て
、
東
京
本
店
で
は
頭
取
益

田
、
副
頭
取
木
村
、
大
阪
支
店
で
は
頭
取
吉
富
、
副
頭
取
藤
田
と
述
べ
て
い
る
（

�）。

し
か
し
、
大
阪
支
店
の
「
備
忘
日
記
」
明
治
八
年
七
月
一
三
日
条
に
「
昨
夜
藤

田
頭
取
帰
社
之
事
、
筑
前
よ
り
」
と
あ
り
、
先
収
会
社
の
規
則
に
も
副
頭
取
と
い
う
役
職
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
木
村
・
藤
田
の
役

職
名
は
頭
取
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
頭
取
で
あ
っ
て
も
、
益
田
・
吉
富
は
木
村
・
藤
田
よ
り
も
大
き
な
責
任
を
負
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

責
任
の
差
が
馬
越
の
表
現
（「
頭
取
」、「
副
頭
取
」
）
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
純
益
金
の
配
分
の
際
、
同
じ
頭
取
で

も
つ
ぎ
の
よ
う
に
差
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
井
上
に
は
純
益
金
の
三
割
が
割
り
当
て
ら
れ
、
益
田
・
吉
富
に
は
二
割
、
木
村
や
藤
田
へ
は
益

田
ら
の
半
分
の
一
割
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
木
村
に
つ
い
て
は
、
入
社
月
日
を
織
り
込
ん
で
明
治
七
年
度
に
つ
い
て
は
半
額
（
五

分
）
と
さ
れ
た
。
退
社
月
日
に
つ
い
て
は
、
井
上
が
明
治
八
年
一
二
月
二
六
日
（

�）、
藤
田
が
お
そ
ら
く
同
年
一
二
月
で
あ
り
（

�）、
一
二
月
に
は
会

社
を
解
散
さ
せ
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
た
た
め
（

�）、
何
も
減
額
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
井
上
へ
の
配
分
額
を
現
在
価
値
（
倍
率
は
四
万
一

〇
〇
〇
倍
）
に
な
お
す
と
、
一
六
億
七
〇
六
三
万
円
に
の
ぼ
り
、
益
田
・
吉
富
は
一
一
億
一
三
七
五
万
円
、
木
村
は
四
億
五
九
一
九
万
円
、
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第9表 先収会社の純益金処分 （単位：円）

支払対象者 割合 分賦金

井上馨 30％ 40,747.085

益田孝 20％ 27,164.723

吉富簡一 20％ 27,164.723

木村正幹 10％ 11,199.845

藤田伝三郎 10％ 13,582.361

「社員」 10％ 13,582.361

木村減額分 明治7年半額 2,382.516

合計 100％ 135,823.614

出所） 先収会社「LEDGER」明治7
10年（三井文庫所

蔵史料 物産620）。

注） 1.明治７年1月から明治9年6月15日まで純益金

のうち、第2期へ回すものを除いた純益金13万

5823円61銭4厘の純益金処分である。

2．木村へは、明治7年については同年純益金

47,650円33の「半ケ年ノ割ニテ」支払。

3.第2期へ回す分は13,308円874である。第2期

については藤田への分配なし。



藤
田
は
五
億
五
六
八
八
円
で
あ
っ
た
。
な
お
「
出
資
金
」
相
当
の
資
金
（
井
上
か
ら
の
長
期
借
入
金
）
に
対
す
る
配
当
や
利
払
い
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
井
上
等
経
営
陣
に
つ
い
て
、
明
治
八
年
八
月
に
「
定
額
金
」
が
取
り
決
め
ら
れ
、
井
上
が
月
額
三
〇
〇
円
、
益
田
・
吉

富
・
木
村
・
藤
田
が
月
額
一
五
〇
円
と
さ
れ
て
い
た
（

�）。
し
か
し
、
各
人
の
自
用
勘
定
を
み
る
と
、
こ
の
勘
定
に
使
用
人
の
月
給
に
相
当
す
る

も
の
が
振
り
込
ま
れ
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
各
人
が
自
用
勘
定
か
ら
定
額
金
を
引
き
出
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
の
定
額
金
は
、
純
益
金

か
ら
各
人
へ
の
配
分
予
定
額
か
ら
、
毎
月
、
引
き
出
し
て
も
よ
い
標
準
額
の
よ
う
で
あ
る
。
使
用
人
の
月
給
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
い
（

�）。

そ
の
た
め
、
自
用
金
勘
定
か
ら
各
人
が
引
き
出
し
た
額
は
、
明
治
九
年
六
月
一
五
日
付
の
各
人
へ
配
分
の
「
分
賦
金
」
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ

た
。

「
社
員
」
に
対
す
る
配
分
に
つ
い
て
は
、
先
収
会
社
の
規
則
で
「
名
代
人
其
他
一
等
勘
定
役
及
課
長
者
社
中
利
益
十
分
ノ
一
ヲ
給
与
ス
ヘ

シ
」
と
定
め
ら
れ
、
の
ち
「
名
代
人
」
の
部
分
が
「
代
理
人
（

	）」
に
修
正
）
さ
れ
た
。
「
一
、
課
長
ヘ
ノ
慰
労
」
の
項
で
は
、「
会
社
真
利
十
分

ノ
一
ヲ
以
テ
代
理
人
ヘ
分
賦
ス
ル
高
ヲ
引
去
リ
其
残
高
ヲ
一
等
勘
定
方
課
長
各
月
給
金
高
ニ
割
合
、
慰
労
ト
シ
テ
給
与
ス
ヘ
シ
」
と
規
定
さ

れ
、
慰
労
金
を
支
給
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
課
長
よ
り
下
の
職
員
は
利
益
配
分
の
対
象
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
課
長
よ
り
下
の
「
人
員

ヘ
ハ
勤
惰
ニ
依
リ
テ
総
裁
ノ
監
定
ヲ
以
テ
年
末
ニ
手
当
遣
ス
事
モ
ア
ル
ベ
シ
」
と
規
定
さ
れ
、
利
益
金
と
は
関
連
づ
け
ず
に
手
当
金
を
支
給

す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
た
（


）。
明
治
七
年
分
が
記
帳
さ
れ
た
Ｂ
帳
の
「
慰
労
金
勘
定
」
と
明
治
八

�九
年
分
が
記
帳
さ
れ
た
「
社
員
預
リ
金
勘

定
」
を
み
る
と
、
課
長
に
は
「
慰
労
金
」
、
そ
れ
以
外
の
使
用
人
に
は
「
手
当
金
」
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
明
治
八

�九
年
分
「
慰
労
金
」

を
東
京
本
店
勤
務
者
（
大
阪
支
店
を
除
い
た
も
の
）
で
み
る
と
、
馬
越
恭
平
が
一
〇
〇
〇
円
、
古
谷
竜
三
が
六
〇
〇
円
、
増
田
勇
助
が
三
七

〇
円
、
伊
東
彦
七
が
二
五
〇
円
、
平
田
喜
十
郎
が
二
〇
〇
円
（
た
だ
し
明
治
八
年
分
の
み
）
、
出
口
保
三
・
中
泰
輔
・
早
川
忠
七
が
一
五
〇

円
で
あ
っ
た
（

�）。
同
じ
く
「
手
当
金
」
で
み
る
と
、
山
尾
熊
三
・
長
尾
一
の
一
〇
〇
円
が
最
高
で
あ
り
、
最
低
は
金
山
耕
助
の
七
円
で
あ
っ
た
。

馬
越
に
つ
い
て
だ
け
み
る
と
、
明
治
七
年
分
五
〇
〇
円
と
合
わ
せ
た
慰
労
金
は
一
五
〇
〇
円
で
あ
り
、
現
在
価
値
は
六
一
五
〇
万
円
と
な
る
。
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（

1）
『
三
菱
社
誌
』
第
二
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
）
三
〇
八

�三
二
二
ペ
ー
ジ
。

（
2）

ア
ー
ウ
ィ
ン
・
ユ
キ
コ
『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
果
実
』
（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
八
年
）
九
ペ
ー
ジ
。

T
h
e

C
h
ron

icle
&

D
irectory

for

C
h
in
a
,
J
a
p
a
n
,
&

th
e
P
h
ilip

p
in
es,

1
86
8
で
は
、
横
浜
四
番
（
太
平
洋
郵
便
汽
船
会
社
の
代
理
店
）
の
職
員
と
し
て
ア
ル
ウ
ィ
ン
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。

（

3）
明
治
八
年
一
二
月
二
七
日
、
井
上
馨
は
元
老
院
議
官
に
任
命
さ
れ
、
同
日
、
特
命
副
全
権
弁
理
大
臣
と
し
て
朝
鮮
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
『
世
外
井
上
公
伝
』
第
一
巻
（
内
外
書
籍
、
一
九
三
四
年
）「
世
外
井
上
公
年
譜
」
三
〇
ペ
ー
ジ
。

（

4）
三
井
物
産
の
初
任
給
（
東
京
高
等
商
業
学
校
卒
業
お
よ
び
そ
の
前
身
の
組
織
卒
業
）
を
基
準
と
し
、
明
治
九
年
の
初
任
給
（
六
円
五
〇
銭
）

の
倍
率
（
四
万
一
〇
〇
〇
倍
）
を
使
っ
て
現
在
価
値
を
算
出
し
た
。
三
井
物
産
の
明
治
二
九
年
以
降
の
初
任
給
は
現
在
の
四
〇
万
円
、
明
治
九

年
～
明
治
二
八
年
は
そ
の
三
分
の
二
と
し
て
計
算
し
て
い
る
（
明
治
二
九
年
に
初
任
給
が
五
〇
％
増
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
）
。
な
ぜ
そ
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
邦
夫
「
三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
と
シ
ア
ト
ル
店
の
用
船
利
益
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
四
八
、

二
〇
一
四
年
、
一
二
月
）
九
四
ペ
ー
ジ
の
注
（

17）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

5）
授
産
局
は
、
山
口
県
庁
の
一
部
局
と
し
て
一
八
七
四
年
一
一
月
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
士
族
の
救
済
を
を
第
一
の
目
標
と
し
て
、

「
弐
拾
五
万
円
ノ
資
本
金
」
（
「
授
産
局
章
程
」
の
規
定
）
で
、
士
族
へ
の
貸
付
や
政
府
公
債
な
ど
に
資
金
を
運
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
畠
中
茂

朗
「
近
代
移
行
期
に
お
け
る
士
族
授
産
企
業
の
設
立
と
展
開

�山
口
県
の
事
例
を
中
心
と
し
て
ー
」（『

東
ア
ジ
ア
研
究
』
一
四
、
二
〇
一
六
年

三
月
）
一
一
四
ペ
ー
ジ
。

（

6）
Ｄ
帳
を
み
る
と
、
大
阪
支
店
が
山
口
県
授
産
局
へ
新
公
債
証
書
額
面
一
〇
万
九
二
二
五
円
を
六
万
三
八
九
六
円
六
二
五
で
売
却
し
た
代
金
の

一
部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
取
引
が
、

借
方
の
「
大
阪
支
店

勘
定
」
（
六
万
三
八
九
六
円
六
二
五
）
と
、
貸

方
の
「
公
債
証
書

買
入

勘

定
」
（
先
収
会
社
所
有
公
債
分
四
万
三
八
八
九
円
六
二
五
）、「

イ
号
勘
定
」（

イ
号
所
有
公
債
分
二
万
〇
〇
〇
七
円
）
に
仕
訳
さ
れ
て
い
る
。

（

7）
こ
の
他
に
、
先
収
会
社
は
井
上
馨
か
ら
公
債
を

預
か
っ
て
い
る
。
大
阪
先
収
社
「
備
忘
日
記
」
明
治
八
年

�九
年
（
三
井
文
庫

所
蔵

史
料

物
産
二
一
六
）
の
明
治
八
年
七
月
七
日
条
に
は
、
井
上
馨
所
有
の
秩
禄
公
債
証
書
額
面
一
万
二
〇
二
五
円
を
大
阪
支
店
が
預
か
っ
て
い
る
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
七
〇
五
〇
円
は
大
阪
府
へ
、
四
九
七
五
円
は
第
一
国
立
銀
行
へ
預
け
と
あ
る
。
ま
た
八
月
一
日

条
で
は
一
万
二
〇
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二
五
円
分
の
う
ち
、
七
〇
五
〇
円
分
は
大
阪
府
へ
預
け
、
四
九
七
五
円
分
は
大
阪
支
店
に
あ
る
。

Ｂ
帳
の
「
井
上
馨
殿
勘
定
」
の
貸
方
に
は
、
会
社
解
散
の
明
治
九
年
六
月
一
五
日
（
実
際
は
こ
れ
以
降
の
日
で
の
取
引
を
記
載
）
に
秩
禄
公

債
証
書
額
面
一
万
六
一
二
五
円
の
明
治
九
年
分
利
息
一
二
九
〇
円
と
同
一
万
〇
九
五
〇
円
の
明
治
九
年
分
利
息
八
七
六
円
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。

利
息
支
払
は
毎
年
一
一
月
な
の
で
、
明
治
九
年
一
一
月
現
在
、
井
上
は
合
計
額
面
二
万
七
〇
七
五
円
（
時
価
二
万
二
七
四
三
円
、
こ
の
現
在
価

値
九
億
三
二
四
六
万
円
）
の
秩
禄
公
債
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（

8）
隠
す
た
め
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
借
名
の
実
例
と
し
て
、
明
治
七
年
四
月
一
三
日
に
先
収
会
社
が
購
入
し
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
名
義
で
所
有
し
た
新
公

債
額
面
八
万
円
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
帳
「
国
債
証
券
」
勘
定
の
借
方
に
は
、
四
月
一
三
日
に
「
国
債
四
万
円
ノ
高
、
エ
ト
ワ
ル
ト

フ
イ
セ
ル
名
ニ
テ
第
一
国
立
銀
行
ヨ
リ
買
、
但
新
債
ノ
分
ニ
付
、
百
円
四
九
円
ノ
割
」
三
万
九
二
〇
〇
円
（
な
お
四
万
円
は
誤
記
。
正
し
く
は

八
万
円
）
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｆ
Ｃ
名
義
と
し
た
理
由
は
、
先
収
会
社
の
た
め
に
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
外
国
銀
行
か
ら
借
入
を
行
う
際
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
名

義
の
国
債
を
担
保
と
し
て
差
入
れ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

（

9）
Ｄ
帳
を
み
る
と
、「
十
四
番
洋
銀
勘
定
」
の
「
九
月
ヨ
リ
十
一
月

�十
四
番
ニ
テ
立
換
払
高
」（
十
四
番
＝
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
立
替
払
い
）
の
一
部
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（

10）
「
イ
号
勘
定
」
以
外
の
勘
定
科
目
に
も
、「
イ
号
」
と
い
う
符
牒
が
記
さ
れ
た
取
引
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
帳
の
「
公
債
証
書

買
入
勘
定
」
貸
方
の
明
治
八
年
一
一
月
一
二
日
に
「
新
公
債
証
書
三
万
四
千
弐
百
円
、
百
円
ニ
付
五
十
八
円
五
十
銭
換
ニ
テ
、
イ
号
売
払
代
金

受
ト
ル
」
二
万
〇
〇
〇
七
円
と
あ
る
（
山
口
県
授
産
局
へ
売
却
と
推
定
）。「
イ
号
勘
定
」
の
明
治
八
年
一
二
月
三
一
日
の
記
載
と
額
面
金
額
、

売
却
金
額
が
全
く
同
一
で
あ
る
。
こ
の
売
却
代
金
の
全
部
あ
る
い
は
一
部
が
井
上
馨
に
支
払
わ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
先
収
会
社
の
利
益
に
組

み
入
れ
ら
れ
た
の
か
判
明
し
な
い
。

（

11）
橋
本
介
三
「

�

金
札
貳
千
五
百
両
請
取
書

�」
明
治
四
年
八
月
二
二
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
追
二
一
〇
二

�四
）。

（

12）
「
伊
勢
山
井
上
馨
様
地
所
ニ
付
立
替
金
証
書
並
精
算
書
類
」
明
治
七

�八
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
追
七
七
〇

�四
）。
井
上
馨
の
自
邸
は

横
浜
宮
崎
町
、
通
称
、
伊
勢
山
に
あ
っ
た
。
こ
の
井
上
馨
邸
（
土
地
と
西
洋
館
な
ど
）
は
明
治
七
年
に
三
井
組
へ
売
却
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
八

年
一
月
に
三
井
組
か
ら
宮
内
省
に
売
却
さ
れ
て
、
横
浜
御
用
邸
と
な
っ
た
。
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（

13）
Ｂ
帳
の
「
慰
労
金
勘
定
」（
明
治
七
年
度
分
の
慰
労
金
・
手
当
金
を
支
給
）
と
「
社
員
預
リ
金
勘
定
」（
明
治
八

�九
年
度
の
慰
労
金
・
手
当

金
を
支
給
）
。

（

14）
粕
谷
誠
『
豪
商
の
明
治

�三
井
家
の
家
業
再
編
過
程
の
分
析

�』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
一
〇
四
ペ
ー
ジ
、
鈴
木
邦
夫
、
同

上
書
の
書
評
（
『
歴
史
と
経
済
』
一
八
五
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
四
六
ペ
ー
ジ
な
ど
。

（

15）
Ｂ
帳
の
「
損
益
勘
定
」
借
方
の
明
治
九
年
六
月
一
五
日
に
「
明
治
七
年
第
一
月
ヨ
リ
九
年
六
月
一
五
日

�純
益
拾
四
万
九
千
百
三
十
貳
円
四

拾
八
銭
八
厘
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（

16）
Ｂ
帳
の
「
損
益
勘
定

明
治
七
年
」
借
方
の
明
治
八
年
一
二
月
二
六
日
に
「
明
治
七
年
中
利
益
金
損
益
勘
定
江
廻
ス
」
、
「
損
益
勘
定
」
借
方

の
明
治
九
年
二
月
二
七
日
に
「
明
治
七
年
中
純
益
金
四
万
七
千
六
百
五
十
円
三
十
三
銭
」、「
損
益
勘
定
」
借
方
の
明
治
八
年
一
二
月
二
六
日
に

「
明
治
七
年
同
八
年
ノ
純
益
金
見
積
十
壱
万
千
五
百
七
十
円
壱
銭
四
厘
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（

17）
以
下
の
商
品
別
の
利
益
・
損
失
の
数
値
は
Ｂ
帳
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
煩
瑣
に
な
る
た
め
、
出
所
の
勘
定
科
目
と
日
付
の
か
な
り
の
も
の

を
省
略
す
る
。

（

18）
Ｂ
帳
の
「
慰
労
金
」
勘
定
借
方
の
明
治
九
年
二
月
二
九
日
に
「
青
森
商
事
不
都
合
ニ
付
」、
慰
労
金
四
〇
〇
円
を
「
没
入
」（
没
収
）
す
る
と

あ
る
。

（

19）
前
掲
、
長
井
実
編
『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
二
〇
七

�二
〇
八
ペ
ー
ジ
。
引
用
し
た
よ
う
に
、
先
収
会
社
で
は
米
の
投
機
を
し
な
か
っ
た
と
益

田
孝
は
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
七
四
ペ
ー
ジ
で
は
「
吉
富
は
思
惑
を
や
り
た
が
る
癖
が
あ
っ
た
」
と
益
田
孝
は
述
べ
て
お
り
、
前
掲
の

「
男
爵
益
田
孝
氏
談
話
速
記
原
稿
」
昭
和
四
年
一
〇
月
一
九
日
聞
き
取
り
で
は
「
是
は
中
々
の
米
相
場
師
で
そ
れ
で
も
う
［
井
上
馨
か
ら
…
…

引
用
者
］
ぎ
や
っ
と
や
ら
れ
て
居
る
の
で
す
。
吉
富
貴
様
承
知
し
な
い
ぞ
」
と
締
め
付
け
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
大
阪
支
店
で
は
、
吉

富
簡
一
が
自
己
の
判
断
で
、
米
に
つ
い
て
投
機
的
な
取
引
を
お
こ
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（

20）
商
品
取
引
に
伴
う
借
入
金
利
子
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「

In
terest

A
cco

u
n
t
利
足
勘
定
」
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治

七
年
の
「

P
ro

fit
a
n
d

L
o
ss

A
cco

u
n
t
損
益
勘
定
」
に
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
立
て
替
え
た
利
子
（
香
港
上
海
銀
行
分
）
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
利
子
合
計
一
万
一
一
〇
七
円
七
四
〇
も
考
慮
す
る
と
、
米
の
差
引
利
益
は
二
万
五
四
二
五
円
二
六
四
と
な
る
。
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（

21）
陸
軍
省
納
布
類
の
利
益
合
計
は
八
六
六
二
円
三
七
九
で
あ
り
、
布
類
利
益
の
六
三
％
を
占
め
て
い
る
。

（
22）

阿
仁
銅
の
手
数
料
（「
口
銭
」
）
は
一
四
〇
〇
円
一
六
四
で
あ
り
、
金
属
類
利
益
の
四
六
％
を
占
め
て
い
る
。

（

23）
「
汽
船
ム
リ
エ
ル
号
買
収
瓊
浦
丸
ト
改
称
、
エ
ン
タ
イ
号
買
収
豊
島
丸
ト
改
称
ノ
儀
」（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

A
03030281800）。

（

24）
大
阪
支
店
に
よ
る
山
口
県
庁
か
ら
の
貢
米
買
付
や
、
そ
の
後
の
防
長
協
同
会
社
か
ら
の
米
販
売
委
託
に
つ
い
て
は
、
［
五
］
田
村
論
文
が
詳

し
く
分
析
し
て
い
る
。

（

25）
前
掲
、
益
田
孝
「
備
忘
録
」
明
治
八
年
九
月
二
九
日
条
。

（

26）
大
阪
支
店
の
公
債
売
買
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
大
阪
先
収
社
「
備
忘
日
記
」
の
明
治
八
年
八
月
一
日
条
に
「
秩
禄
公
債
証
書
社
持
之
分
」
五

万
七
〇
〇
〇
円
、
一
〇
月
二
五
日
条
に
「
現
今
在
社
秩
禄
公
債
証
書
」
「
券
面
四
万
三
千
五
百
七
拾
五
円
」
と
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
愛
媛

で
一
万
七
六
〇
〇
円
、
高
知
で
四
四
〇
〇
円
、
広
島
で
二
万
一
五
七
五
円
を
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
一
一
月
九
日
条
に
は
広
島
で

秩
禄
公
債
額
面
四
万
六
六
七
五
円
を
買
い
入
れ
た
こ
と
と
、
山
口
県
授
産
局
へ
秩
禄
公
債
額
面
六
万
円
を
売
約
し
て
お
り
、
う
ち
五
万
六
七
七

五
円
を
納
入
済
み
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
二
月
三
一
日
時
点
で
締
め
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
月
か
ら
の
秩
禄
公
債
の
「
買
入
売
払
高
」

は
額
面
一
四
万
六
三
七
五
円
、
そ
の
利
益
は
一
万
一
〇
八
一
円
八
一
二
、
新
公
債
証
書
は
額
面
一
六
〇
〇
円
、
利
益
は
七
二
円
と
記
録
さ
れ
て

お
り
、
明
治
八
年
度
で
は
公
債
取
引
で
合
計
一
万
一
一
五
三
円
八
一
二
の
利
益
を
上
げ
て
い
る
。

（

27）
森
清
蔵
は
、
旧
長
州
藩
士
で
井
上
馨
の
義
弟
（
馨
の
妹
厚
子
の
夫
）
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
、
山
口
藩
権
少
参
事
、
さ
ら
に
大
蔵
省
租
税
寮

六
等
出
仕
と
な
っ
た
。
つ
い
で
明
治
七
年
一
二
月
に
先
収
会
社
に
入
社
し
、
大
阪
支
店
の
書
記
課
に
勤
務
し
て
い
る
。
明
治
八
年
一
月
に
定
め

ら
れ
た
森
の
月
給
は
五
〇
円
で
あ
る
。
こ
の
額
は
大
阪
支
店
の
課
長
と
思
わ
れ
職
員
の
月
給
（
二
五
円
～
二
七
円
）
の
約
二
倍
で
あ
り
、
東
京

本
店
職
員
の
筆
頭
で
あ
る
馬
越
恭
平
の
三
五
円
（
明
治
八
年
冬
に
昇
給
）
を
も
上
回
る
額
で
あ
る
。
森
が
別
格
の
扱
い
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か

る
。
職
員
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
益
田
孝
が
「
森
氏
」
と
表
記
し
た
の
は
井
上
馨
の
義
弟
で
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
先
収
会
社
退
社
後
、

山
口
県
県
会
議
員
、
山
口
県
厚
狭
郡
長
と
な
り
、
明
治
二
七
年
に
衆
議
院
議
員
（
山
口
県
一
区
）
に
当
選
し
て
い
る
。
安
岡
明
男
編
『
幕
末
維

新
大
人
名
事
典
』
下
（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
一
〇
年
）
五
七
五
ペ
ー
ジ
、
『
世
外
井
上
公
伝
』
第
一
巻
（
内
外
書
房
、
一
九
三
四
年
）
四
ペ

ー
ジ
、
前
掲
、
『
中
野
悟
一
日
記
』
三
三
八
ペ
ー
ジ
、
前
掲
、『
馬
越
恭
平
翁
伝
』
六
三
ペ
ー
ジ
、
前
掲
、「
諸
規
則
改
正
並
諸
課
江
布
達
控
」。

先収会社をめぐる言説（鈴木）

315



（

28）
前
掲
、
益
田
孝
「
備
忘
録
」
明
治
九
年
四
月
四
日
条
、
二
九
〇
ペ
ー
ジ
。

（
29）

第
二
期
分
と
し
て
繰
り
越
さ
れ
た
純
益
金
一
万
三
三
〇
八
円
八
七
四
は
、
「
第
貳
期
損
益
勘
定
」
へ
移
さ
れ
、
こ
の
勘
定
を
使
っ
て
未
処
理

で
あ
っ
た
費
用
・
収
益
の
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
整
理
後
の
残
高
一
万
四
八
四
六
円
九
九
四
は
明
治
一
〇
年
一
月
一
日
に
繰
り
越
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
純
益
金
が
ど
の
よ
う
に
処
分
さ
れ
た
か
は
判
明
し
な
い
。

（

30）
「
其
時
の
千
秋
の
時
分
の
仕
組
は
岡
田
平
蔵
が
社
長
で
す
。
井
上
さ
ん
は
矢
張
り
蔭
に
居
つ
て
総
裁
と
云
ふ
名
義
で
益
田
孝
、
吉
富
簡
一
と

云
ふ
様
な
人
が
、
其
の
会
社
に
関
係
し
て
居
つ
た
の
で
す
。」、
岡
田
が
死
亡
し
た
の
ち
、
大
阪
の
方
は
「
吉
富
簡
一
が
頭
取
で
し
た
。
東
京
の

方
は
木
村
が
副
頭
取
で
、
大
阪
の
方
は
藤
田
伝
三
郎
が
副
頭
取
と
云
ふ
様
な
者
に
な
つ
て
居
り
ま
し
た
。
」
（
前
掲
、
「
馬
越
恭
平
氏
談
話
速
記

録
」
一
九
二
八
年
七
月
二
三
日
聞
き
取
り
）。

（

31）
「
六
鉱
山
業
と
の
関
係
」
の
注
（

9）
。

（

32）
前
掲
、
『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻
、
五
四
五
ペ
ー
ジ
で
は
、
明
治
八
年
九
月
に
、
井
上
と
藤
田
と
の
間
で
、
藤
田
が
「
八
年
限
で
退
社
す

る
こ
と
」
が
決
ま
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
Ｂ
帳
の
「
損
益
勘
定
」
借
方
に
は
、
明
治
八
年
一
二
月
三
一
日
に
、
藤
田
伝
三
郎
へ
明
治
七
年
・
八

年
分
の
純
益
金
か
ら
一
万
円
を
「
分
賦
」
す
る
た
め
、
東
京
本
店
か
ら
「
大
阪
支
店
」
勘
定
に
一
万
円
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
「

F
u
jita

D
en

za
b
o
ro
」
勘
定
の
貸
方
に
は
、
同
日
に
、
藤
田
伝
三
郎
が
大
阪
支
店
に
対
し
て
立
て
替
え
て
い
た
一
三
二
三
円
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
藤
田
伝
三
郎
の
事
業
を
取
り
締
ま
る
た
め
、
井
上
馨
と
藤
田
兄
弟
三
人
と
の
間
で
「
藤
田
伝
三
郎
家
産
並
ニ
追
々
増
殖
金
ニ
付
諸
規
則
之

定
」
が
明
治
九
年
一
月
七
日
に
結
ば
れ
て
い
る
（
前
掲
、『
中
野
悟
一
日
記
』
四
九
〇

�四
九
一
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
よ
う
な
記
述
や
事
実
か
ら
、

明
治
八
年
一
二
月
に
藤
田
伝
三
郎
は
退
社
し
た
と
推
定
し
た
。

（

33）
前
掲
、
益
田
孝
「
備
忘
録
」
明
治
八
年
一
二
月
九
日
条
、
二
八
五
ペ
ー
ジ
に
「
商
売
ハ
来
九
年
三
月
ヲ
限
、
悉
ク
終
ル
ベ
シ
」
と
あ
り
、
一

二
月
段
階
で
会
社
を
解
散
す
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（

34）
前
掲
、
益
田
孝
「
備
忘
録
」
明
治
八
年
八
月
九
日
条
、
二
六
八
ペ
ー
ジ
。

（

35）
前
掲
、
『
馬
越
恭
平
翁
伝
』
五
七
ペ
ー
ジ
に
は
「
社
員
の
月
給
は
益
田
、
吉
富
二
氏
二
百
五
十
円
、
木
村
、
藤
田
、
富
永
三
氏
各
百
円
で
あ

つ
」
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
に
月
給
は
支
給
さ
れ
て
い
な
い
（
た
だ
し
、
富
永
は
先
収
会
社
勤
務
で
は
な
い
た
め
不
明
）
。
月
給
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で
は
な
く
、
定
額
金
に
修
正
し
た
と
し
て
も
金
額
が
誤
っ
て
い
る
。
こ
の
伝
記
の
記
述
を
［
五
］
田
村
論
文
は
踏
襲
し
て
い
る
。［
七
］『
一
〇

〇
年
史
』
は
富
永
分
を
除
い
て
踏
襲
し
て
い
る
。

（

36）
「
職
制
」
と
い
う
名
称
の
規
定
の
中
に
代
理
人
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
代
理
人
ハ
支
社
ナ
キ
地
方
ヘ
出
張
シ
テ
商
売

ヲ
ナ
シ
総
裁
頭
取
ノ
命
ヲ
奉
シ
テ
商
法
ヲ
進
退
シ
都
テ
臨
時
派
出
ノ
任
ヲ
体
シ
能
ク
時
機
ヲ
誤
ラ
ス
其
地
方
ノ
景
況
ヲ
報
告
ス
ル
等
ヲ
主
任
ト

ス
、
或
ハ
頭
取
人
少
ノ
時
ハ
代
テ
小
支
社
ヲ
司
掌
ス
ル
事
ア
ル
ヘ
シ
」
（
前
掲
、
「
諸
規
則
改
正
並
諸
課
江
布
達
控
」
）
。
な
お
、
誰
が
代
理
人
に

就
任
し
た
か
は
定
か
で
な
い
。

（

37）
前
掲
、「
諸
規
則
改
正
並
諸
課
江
布
達
控
」
に
所
収
の
「
先
収
会
社
規
則
」
の
一
部
の
「
代
理
人
ヘ
利
益
分
賦
ノ
計
則
」。

（

38）
明
治
七
年
分
の
課
長
へ
の
支
給
額
に
つ
い
て
は
前
述
。

九
岡
田
家
と
岡
田
組

（
一

）
岡
田

平
蔵

と
岡

田
平

馬
と

の
関

係

岡
田
平
蔵
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
三
月
一
九
日
、
江
戸
日
本
橋
村
松
町
で
生
ま
れ
た
と
い
う
（
１
）。
死
亡
は
、
前
述
の
よ
う
に
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
一
月
一
五
日
、
大
阪
の
内
淡
路
町
二
丁
目
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
享
年
四
〇
歳
で
あ
る
。

同
族
と
し
て
の
平
蔵
と
平
馬
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
。
発
表
（
な
い
し
作
成
）
順
に
記
す
と
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
）
に
発
表
さ
れ
た
竹
内
鰻
亭
「
故
岡
田
平
蔵
君
伝
」
で
は
「
父
平
作
弟
平
馬
」
、
つ
ま
り
平
蔵
が
兄
、
平
馬
が

弟
と
し
て
い
る
（
２
）。
そ
の
後
、
一
九
三
四
年
の
『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻
（
五
二
六
ペ
ー
ジ
）
で
は
、「
岡
田
の
息
平
馬
」、
つ
ま
り
平
蔵
が

父
、
平
馬
が
息
子
と
さ
れ
た
。
一
九
四
一
年
刊
行
の
『
経
済
こ
ぼ
れ
ば
な
し
』
に
収
録
さ
れ
た
田
村
征
「
維
新
経
済
史
秘
談
」（
九
ペ
ー
ジ
）
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で
は
、
『
世
外
井
上
公
伝
』
の
記
述
は
誤
り
で
あ
り
、
平
作
の
実
子
が
平
馬
、
平
蔵
は
平
作
の
養
子
、
平
蔵
が
兄
、
平
馬
が
弟
と
す
る
の
が

正
し
い
と
し
た
。
さ
ら
に
一
九
三
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
で
は
、
益
田
孝
が
平
蔵
は
「
日
本
橋
の
伊
勢
平
と
云
ふ
金
物

屋
の
婿
養
子
で
あ
る
（
３
）」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
平
蔵
は
、
平
作
の
娘
と
結
婚
し
て
岡
田
姓
と
な
っ
た
と
益
田
は
記
憶
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
、
『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
の
婿
養
子
説
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
か
、
「
岡
田
平
馬
平
蔵

実
弟
）
」
、
つ
ま

り
平
蔵
が
兄
、
平
馬
が
実
の
弟
と
し
た
。
こ
の
説
に
対
し
て
、［
二
］
「
益
田
伝
」
で
は
、
岡
田
平
作
が
村
尾
「
銀
次
郎
の
才
幹
に
惹
か
れ
て
、

彼
を
自
分
の
店
に
迎
へ
た
。
そ
し
て
実
子
平
馬
が
凡
庸
な
の
で
店
の
将
来
を
案
じ
、
銀
次
郎
に
岡
田
の
名
跡
を
つ
が
せ
」
、
銀
次
郎
を
「
平

蔵
と
改
め
た
」
と
記
し
、
平
蔵
は
平
作
の
養
子
で
あ
る
と
修
正
し
た
。
な
お
、
［
二
］
は
、
平
蔵
が
天
保
六
年
（
４
）三
月
一
九
日
、
江
戸
日
本
橋

村
松
町
で
生
ま
れ
た
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
生
年
月
日
と
出
生
地
は
、
田
村
征
「
維
新
経
済
史
秘
談
」
の
記
載
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

［
二
］
は
、
田
村
征
の
記
述
を
見
、
こ
れ
に
岡
田
平
蔵
の
長
男
平
太
郎
か
ら
の
聞
き
取
り
を
参
考
に
し
て
、
平
蔵
と
平
馬
の
関
係
を
記
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

戦
後
に
な
る
と
、
一
九
五
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
横
浜
市
史
』
第
二
巻
が
、
平
蔵
は
「
伊
勢
屋
平
作
の
次
男
」
と
記
し
て
い
る
（
５
）。
つ
ま
り
、

平
馬
が
兄
、
平
蔵
が
弟
と
い
う
新
説
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
説
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
新
説
が
後
の
論
考
に
引
き
継
が
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

［
三
］
「
佐
々
木
論
文
」
で
は
、［
二
］
の
説
を
引
き
継
い
で
、
平
蔵
は
「
岡
田
平
作
の
養
子
」、
「
岡
田
平
蔵
の
弟
の
岡
田
平
馬
」（
三
七
ペ

ー
ジ
）
と
し
た
。［
四
］「
岩
崎
論
文
」
で
は
、「
銅
鉄
商
伊
勢
屋
の
養
子
と
な
っ
て
岡
田
の
名
跡
を
つ
ぎ
平
蔵
と
改
め
た
」（
二
二
八
ペ
ー
ジ
）

と
の
み
記
し
、
平
蔵
と
平
馬
と
の
関
係
を
記
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、［
五
］
「
田
村
論
文
」
で
は
、
平
蔵
は
平
作
の
「
婿
養
子
と
な
っ
た
」

（
三
四
ペ
ー
ジ
）
と
記
し
て
い
る
。『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
に
依
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
慶
応
三
年
に
「
義
父
平
作
が
死
去
し
、
平
蔵
が

家
を
嗣
い
だ
」（
三
五
ペ
ー
ジ
）
と
も
記
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
の
論
考
で
は
、
『
世
外
井
上
公
伝
』
の
親
子
説
と
『
横
浜
市
史
』
の
平
蔵
が
弟
と
い
う
説
を
除
く
と
、
い
ず
れ
も

平
蔵
を
兄
、
平
馬
を
弟
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
兄
弟
関
係
を
捉
え
て
は
い
る
も
の
の
、
論
考
に
よ
っ
て
、
平
蔵
を
平
作
の
実

子
と
し
た
り
、
平
作
の
養
子
と
し
た
り
、
平
作
の
婿
養
子
と
す
る
違
い
が
あ
る
。
で
は
、
事
実
は
ど
う
か
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
四
月
の
岡
田
平
馬
と
岡
田
平
太
郎
（
平
蔵
の
実
子
）
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
議
定
書
」
（
岡
田
組
を
解
消

し
、
岡
田
組
の
財
産
を
分
配
）
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
平
蔵
は
「
平
馬
ノ
実
父
岡
田
平
作
君
ノ
養
子
ナ
リ
」。「
其
後
平
蔵
ハ

分
家
シ
テ
横
浜
ニ
住
居
シ
タ
リ
」。
「
平
馬
ト
平
蔵
ト
ハ
兄
弟
ノ
義
ア
ル
ヲ
以
テ
」、「
離
背
ス
可
ラ
サ
ル
所
以
ナ
リ
」。
平
太
郎
（
平
蔵
の
子
）

は
「
伯
父
平
馬
ノ
指
教
ヲ
体
認
」
す
る
。
し
た
が
っ
て
第
一
に
平
蔵
は
平
作
の
実
子
で
は
な
い
。
第
二
に
、
平
蔵
は
養
子
で
あ
り
、
婿
養
子

で
は
な
い
。
念
の
た
め
、
平
蔵
の
妻
に
つ
い
て
記
す
と
、
妻
の
幸
は
、
平
作
の
娘
で
は
な
く
、
も
と
柳
橋
の
芸
妓
で
あ
る
（
６
）。
第
三
に
、
「
平

蔵
と
平
馬
は
兄
弟
」
と
い
う
表
現
で
は
な
く
、
平
馬
と
平
藏
が
兄
弟
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
平
太
郎
に
と
っ
て
平
馬
は
叔
父

で
は
な
く
、
伯
父
な
の
で
、
平
馬
は
平
蔵
の
兄
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
蔵
は
平
馬
の
弟
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
後
に
平
蔵
は
平
作
家
か

ら
分
家
し
、
平
作
死
後
は
平
作
家
を
兄
の
平
馬
が
継
い
で
い
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
平
蔵
は
平
作
の
養
子
で
あ
り
、
平
馬
の
義
理
の
弟
で
あ
る
。
な
お
、
岡
田
平
蔵
を
「
田
中
三
郎
平
の
子
」
と
す
る

説
が
あ
る
こ
と
を
［
五
］
「
田
村
論
文
」
（
三
四
ペ
ー
ジ
）
が
記
し
て
い
る
。
こ
の
説
は
麓
三
郎
が
先
の
「
議
定
書
」
の
表
現
（
「
平
蔵
ハ
故

田
中
三
郎
平
ノ
子
ニ
シ
テ
平
馬
ノ
実
父
岡
田
平
作
君
ノ
養
子
ナ
リ
」
）
を
誤
読
し
た
た
め
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
（
７
）。
岡
田
平
作
が
、
田
中

三
郎
平
の
子
で
あ
る
。

（
二

）
岡
田

組
と

そ
の

事
業

岡
田
平
馬
・
岡
田
平
太
郎
等
「
議
定
書
」（
明
治
七
年
四
月
）
に
よ
る
と
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）「
四
月
平
作
君
ノ
家
資
及
平
蔵
ノ
家
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資
総
テ
欠
所
ト
シ
テ
政
府
ヘ
没
入
セ
ラ
レ
平
馬
平
蔵
ハ
政
府
ノ
命
ニ
テ
江
戸
ニ
居
住
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
セ
ラ
レ
」
た
。
な
お
、
平
作
は
取
調
中
、

二
月
に
死
去
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
四
月
に
至
る
と
、
政
府
の
赦
命
を
え
、
平
馬
は
直
ち
に
日
本
橋
品
川
町

裏
河
岸
一
〇
番
地
へ
「
帰
住
シ
」
た
。
平
蔵
は
明
治
五
年
四
月
に
、
大
阪
の
内
淡
路
町
二
丁
目
か
ら
日
本
橋
品
川
町
裏
河
岸
九
番
地
へ
移
住

転
籍
し
て
い
る
。
赦
命
に
よ
っ
て
土
地
の
返
還
を
受
け
た
よ
う
で
あ
り
、
明
治
六
年
の
「
第
壱
大
区
沽
券
図
（
８
）」
で
は
品
川
町
裏
河
岸
の
九
番

地
・
十
番
地
と
も
所
有
者
は
岡
田
平
馬
（
平
作
の
嗣
子
）
と
な
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
平
蔵
が
東
京
へ
移
住
し
た
明
治
五
年
頃
か
ら
、
平
馬
家
と
平
蔵
家
は
「
其
資
財
ノ
部
分
ヲ
合
一
シ
テ
組
合
商
方
ヲ
執
行
シ
タ
」。

つ
ま
り
岡
田
組
を
結
成
し
て
事
業
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
現
今
此
組
合
中
ニ
所
有
ス
ル
モ
ノ
ハ
東
京
横
浜
大
阪
函
館
ノ
四
ヶ
所
建
築

物
並
家
財
又
銀
行
株
切
手
並
現
有
金
或
ハ
貸
付
金
其
他
官
許
ノ
鉱
山
等
ヲ
合
シ
テ
之
ヲ
概
算
ス
ル
ニ
凡
ソ
金
拾
貳
万
円
ノ
価
値
ア
リ
」
（
第

一
条
）
と
推
算
さ
れ
て
い
る
。
岡
田
組
解
散
に
と
も
な
い
、
「
陸
中
鹿
角
ノ
鉱
山
ヲ
始
メ
其
他
第
一
条
ニ
在
ル
物
件
中
故
岡
田
平
蔵
ノ
名
前

ア
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
平
馬
ノ
名
前
ニ
切
替
へ
」（
第
二
条
）
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
故
岡
田
平
蔵
存
生
中
岡
田
平
馬
組
合
ヒ
執
行
セ
シ
事
業

中
ニ
特
リ

（
マ
マ
）故
平
蔵
ノ
名
前
ノ
ミ
ヲ
以
テ
小
野
組
ヨ
リ
帳
簿
上
ニ
テ
負
債
セ
シ
借
財
ノ
消
却
ハ
一
切
平
馬
ニ
テ
引
受
ケ
」
（
第
三
条
）
る
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
「
故
岡
田
平
蔵
存
生
中
西
村
勝
三
君
ト
合
併
シ
タ
ル
製
皮
造
靴
ノ
工
場
ハ
其
事
ノ
重
大
ナ
ル
其
負
債
ヲ
過
多
ナ
ル
故
平
蔵

遺
業
中
ノ
最
モ
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
幼
年
ノ
平
太
郎
ノ
担

当
シ

能
ハ

サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
先
ツ
勝
三
君
ト
示
談
ノ
上
ニ
テ
平
馬
ノ
名
前
ニ
切

換
ヘ
」（
第
四
条
）
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
岡
田
平
蔵
は
、
明
治
四
年
一
二
月
に
は
、
政
府
か
ら
準
承
丸
（
風
帆
船
）
の
払
い
下

げ
を
受
け
て
（

９
）、

荷
物
積
み
取
り
の
た
め

配

船
し
、
さ
ら
に
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
、
秋
田
の

能
代
あ
る
い
は
船
川
へ
配
船
し
て
秋
田

県
払
い
下
げ
の
銅
を

積
み
取
る
た

め
、
横

浜
の
ウ

オ
ル
シ
ュ
・

ホ
ー
ル
商

会
と
蒸

気
船
の
借
入

契
約
を
結
び
、
横
浜

丸
・
モ
ー
タ
ン
号
を
雇
船
し
て
い
る
（

�）。
明
治
六
年

時
点
で
は
、

準

承
丸

だ
け
で
な
く
、
岡
田

丸
も
所
有
し
て
い
る
（

�）。
た

だ
し
、
準
承
丸
に
つ
い
て
は
、
明
治
六
年
に
横
浜
か
ら
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
へ
航
海
さ
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せ
、
明
治
七
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
売
却
し
て
い
る
（

�）。
ま
た
、
明
治
七
年
の
「
議
定
書
」
作
成
頃
に
は
順
正
丸
を
所
有
し
て
い
た
（

�）。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
先
収
会
社
設
立
前
の
時
点
で
は
、
岡
田
平
馬
家
・
平
蔵
家
が
結
成
し
た
岡
田
組
は
配
船
に
よ
っ
て
商
品
を
積
み
取

り
な
が
ら
商
品
販
売
業
を
お
こ
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
小
野
組
あ
る
い
は
井
上
馨
と
共
同
で
鉱
山
業
（
尾
去
沢
、
院
内
、
阿
仁
）
を
経
営
し
、

西
村
勝
三
と
共
同
で
製
皮
造
靴
業
（

�）を
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
事
業
や
動
産
の
名
義
の
多
く
は
岡
田
平
蔵
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

組
合
事
業
の
う
ち
、
商
品
販
売
業
が
分
離
さ
れ
、
こ
の
事
業
と
担
当
職
員
が
移
さ
れ
て
、
明
治
七
年
一
月
一
日
に
新
会
社
（
千
秋
会
社
）
が

設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
月
一
五
日
平
蔵
死
亡
後
、
先
収
会
社
か
ら
岡
田
組
へ
「
出
資
金
」
が
返
還
さ
れ
、
岡
田
組
か
ら
の
職
員
も
岡
田

側
へ
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
先
収
会
社
と
の
資
本
的
・
人
的
関
係
は
解
消
さ
れ
た
も
の
の
、
岡
田
（
四
月
の
岡
田
組
解
消
後
は
岡

田
平
馬
）
は
尾
去
沢
鉱
山
産
の
銅
な
ど
を
先
収
会
社
と
取
引
し
て
い
る
（

�）。
ま
た
、
小
野
組
と
の
提
携
関
係
に
つ
い
て
は
、
提
携
を
解
消
す
る

契
約
を
結
び
、
阿
仁
・
院
内
な
ど
尾
去
沢
を
除
く
鉱
山
の
経
営
か
ら
手
を
引
き
、
岡
田
は
尾
去
沢
鉱
山
の
経
営
を
単
独
で
お
こ
な
う
こ
と
に

な
っ
た
（

�）。

尾
去
沢
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
九
月
に
岡
田
平
太
（
平
馬
の
息
子
）
、
阿
部
潜
ら
四
人
が
組
合
を
結
ん
で
経
営
し

た
。
明
治
一
〇
年
六
月
に
は
組
合
を
改
組
し
て
「
鉱
業
会
社
」
（
頭
取
は
平
馬
。
資
本
金
一
二
万
六
五
〇
〇
円
）
を
設
立
し
、
こ
の
会
社
が

尾
去
沢
鉱
山
を
経
営
し
た
（

	）。
そ
の
後
、
「
鉱
業
会
社
」
は
明
治
二
〇
年
に
尾
去
沢
鉱
山
を
長
谷
川
芳
之
助
（
三
菱
社
）
へ
譲
渡
し
、
明
治
二

四
年
五
月
に
解
散
し
て
い
る
（


）。

（

1）
前
掲
、
田
村
征
「
維
新
経
済
史
秘
談
」
五
、
五
二
ペ
ー
ジ
。

（

2）
竹
内
鰻
亭
『
起
業
秀
才
明
治
百
商
伝
』（
第
二
巻
、
一
八
八
〇
年
）
八
ペ
ー
ジ
。

（

3）
前
掲
、
長
井
実
編
『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
一
四
四
ペ
ー
ジ
。
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（

4）
『
横
浜
市
史
』
資
料
編
四
（
一
九
六
七
年
）
三
五
八

�三
五
九
ペ
ー
ジ
の
「
伊
勢
屋
平
蔵
蘭
商
バ
タ
ツ
ケ
ヨ
リ
錫
買
取
違
約
一
件
」
資
料
に

含
ま
れ
て
い
る
平
蔵
作
成
の
「
神
奈
川
奉
行
申
立
候
書
面
」
の
写
に
は
、
文
久
三
年
亥
（
一
八
六
三
）
で
自
身
の
年
齢
を
二
九
歳
と
記
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
逆
算
す
る
と
、
平
蔵
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
生
ま
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
維
新
経
済
史
秘
談
」
が
記
し
た
生
年
は

正
し
い
こ
と
に
な
る
。

（

5）
『
横
浜
市
史
』
第
二
巻
（
一
九
五
九
年
）
七
二
一
ペ
ー
ジ
。

（

6）
前
述
の
よ
う
に
成
島
柳
北
は
明
治
二
年
一
〇
月
、
内
淡
路
町
の
岡
田
平
蔵
宅
を
訪
問
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
妻
の
「
阿
幸
は
五
六
年
前
柳
橋

に
居
た
る
比
よ
く
識
れ
る
女
な
り
し
か
ば
、
主
人
と
共
に
昔
語
り
し
て
興
に
入
り
ぬ
」
と
記
し
て
お
り
、
お
幸
は
も
と
柳
橋
の
芸
妓
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
成
島
は
元
外
国
奉
行
で
あ
り
、
職
務
上
、
岡
田
平
蔵
と
相
対
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
前
掲
、
「
航
薇
日
記
」
一
二

四

�一
二
五
ペ
ー
ジ
）。

（

7）
前
掲
、
麓
三
郎
『
尾
去
沢
・
白
根
鉱
山
史
』
三
三
九
ペ
ー
ジ
。

（

8）
『
中
央
区
沿
革
図
集
［
日
本
橋

�］
』
（
中
央
区
立
京
橋
図
書
館
、
一
九
九
五
年
）。

（

9）
公
開
件
名
「
明
治
四
年
一
二
月
岡
田
平
蔵
よ
り
準
承
丸
御
艦
払
下
の
義
願
の
処
御
聞
届
に
成
り
有
り
難
く
仕
合
わ
せ
、
代
金
期
限
無

（
マ
マ
）く
上

納
、
万
一
上
納
滞
の
節
は
取
揚
げ
の
上
如
何
仰
付
な
り
て
も
苦
し
か
ら
ず
因
っ
て
後
日
御
請
証
文
差
上
の
事
」
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
資
料

六
〇
六

�Ａ
七

�一
七
）
。

（

10）
「
横
浜
商
人
岡
田
平
蔵
タ
ル
ウ
オ
ル
ス
ホ
ー
ル
商
会
ヨ
リ
蒸
気
船
借
受
ケ
不
開
港
場
廻
漕
之
件
」
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー

B
100733

6
6
2
0
0
）
。

（

11）
公
開
件
名
に

誤
記
が

多
い
た

め
、
そ
の
一

部
の

み
を
記
す
と
「
岡
田
丸
の
義

大
坂

府
よ
り

免
状
」
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
資
料

六
〇
六

�Ｄ
五

�〇
五

�〇
二
）
。

（

12）
公
開
件
名
「
明
治
六
年
九
月
八
日
オ
ー
ル
ス
、
ホ
ー
ル
商
会
よ
り
岡
田
平
蔵
へ
同
人
持
船
準
承
丸
横
浜
港
よ
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
へ

向
航
海
中
難
破
請
合
の
義
に
付
ネ
ザ
ル
ラ
ン
ト
並
に
印
度
海
火
災
請
合
会
社
に
て
金
高
一
万
ド
ル
宛
請
負
全
損
す
る
と
も
償
弁
致
す
事
書
状
」

（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
資
料

六
〇
六

�Ａ
七

�一
七
）
、
「

品
川
町
岡
田
平
蔵
所

持
風

帆
船
準
承
丸

米
国

サ
ン

フ
ラ

ン
シ
ス

コ
ニ

於
テ

売
払
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ノ
件
」
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

B
1
1
0
9
2
3
2
1
2
00）。

（
13）

大
審
院
判
決
第
二
〇
〇
号
（
「
引
負
金
請
求
予
審
裁
判
不
法
一
件
」
明
治
一
二
年
一
〇
月
四
日
申
渡
）
（
『
大
審
院
民
事
判
決
録
』
一
八
八
〇

年
）
。

（

14）
西
村
翁
伝
記
編
纂
会
編
『
西
村
勝
三
翁
伝
』
（
一
九
二
一
年
）
二
三
八
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
西
村
勝
三
は
「
小
野
組
よ
り
十
万
円
を
借
用
し

て
負
債
を
整
理
す
。
乃
ち
其
要
求
を
容
れ
、
製
靴
・
製
革
の
諸
工
場
所
有
名
義
人
を
岡
田
平
蔵
に
改
む
」
と
あ
り
、
岡
田
平
蔵
の
資
金
だ
け
で

な
く
、
小
野
組
の
資
金
も
投
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（

15）
た
と
え
ば
、
Ａ
帳
の
「
銅
」
勘
定
の
借
方
を
み
る
と
、
四
月
二
日
に
「
岡
平
ヨ
リ
阿
仁
銅
」
買
入
、
五
月
二
九
日
に
「
銅
ノ
タ
メ
岡
田
平
馬

エ
払
」
と
あ
る
。

（

16）
茂
野
吉
之
助
編
『
古
河
市
兵
衛
翁
伝
』
（
五
日
会
、
一
九
二
六
年
）
三
二
ペ
ー
ジ
。
契
約
の
内
容
は
、
小
野
組
は
尾
去
沢
鉱
山
に
対
す
る
債

権
六
万
四
〇
〇
〇
円
を
放
棄
す
る
、
組
合
脱
退
の
報
償
と
し
て
小
野
組
は
岡
田
へ
三
万
円
を
支
払
う
な
ど
で
あ
る
。

（

17）
前
掲
、
麓
三
郎
『
尾
去
沢
・
白
根
鉱
山
史
』
三
四
一
ペ
ー
ジ
、「
東
京
府
管
内
統
計
表
」
一
八
七
八
年
。

（

18）
前
掲
、
麓
三
郎
『
尾
去
沢
・
白
根
鉱
山
史
』
四
三
〇
ペ
ー
ジ
、
公
開
件
名
「
商
部
雑
の
部
農
商
務
大
臣
へ
鉱
業
会
社
解
散
届
五
月
二
一

日
」
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
資
料
六
一
九

�Ａ
八

�一
一
）。

一
〇

そ
の
他
の

�見

以
上
に
述
べ
た
ほ
か
に
、［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
の
説
を
受
け
て
、
繰
り
返
さ
れ
た
間
違
っ
た
見
解
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
言

及
す
る
（［
五
］
田
村
論
文
か
ら
始
ま
る
説
一
つ
を
含
む
）。
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（
一

）
先
収

会
社

設
立

前
の

米
穀

輸
出

［
一
］
で
は
明
治
七
年
一
月
の
新
会
社
設
立
の
前
か
ら
、
こ
の
会
社
が
米
穀
輸
出
を
開
始
し
た
と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
岡
田
組
」

は
「
明
治
六
年
井
上
ノ
帰
郷
中
、
益
田
ノ
計
ラ
ヒ
ニ
依
ツ
テ
横
浜
カ
ラ
倫
敦
ヘ
ノ
輸
出
米
約
七
千
石
ヲ
外
国
船
二
隻
以
上
デ
積
出
ス
コ
ト
ニ

成
功
シ
テ
ヰ
ル
」
、「
横
浜
ノ
米
国
商
館
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
商
会
ニ
委
託
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
」、「
倫
敦
輸
出
米
ハ
、
翌
七
年
ノ
報
告

ニ
依
レ
バ
、
三
万
六
千
六
百
四
十
八
円
余
ノ
純
益
ヲ
挙
ゲ
テ
ヰ
ル
」
と
記
述
し
て
い
る
。

こ
の
説
を
［
二
］「
益
田
伝
」、［
五
］「
田
村
論
文
」、［
七
］『
物
産
一
〇
〇
年
史
』、［
八
］『
事
業
史
』
が
踏
襲
し
て
記
述
し
て
い
る
。
と

く
に
［
七
］
は
、
三
井
文
庫
所
蔵
の
「

�岡
田
氏
ニ
関
ス
ル
書
類

�」
を
分
析
し
て
詳
述
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
収
会
社
が
Ｅ
Ｆ
Ｃ
に
委
託

し
て
米
穀
を
輸
出
し
た
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
か
。

井
上
馨
は
、
明
治
七
年
一
月
一
日
付
吉
富
簡
一
宛
書
簡
で
、
ロ
ン
ド
ン
へ
の
輸
出
米
の
う
ち
二
隻
が
売
却
済
と
な
り
、
「
凡
六
円
許
之
手

取
と
相
成
候
（
１
）」
と
記
し
て
い
る
。
Ａ
帳
を
み
る
と
、
一
八
七
四
年
一
月
一
〇
日
付
で
、
「
岡
田
平
蔵
自
用
勘
定
」
の
借
方
に
「
旧
勘
定
米
ノ

利
益
井
上
馨
ト
半
高
割
」
一
万
八
三
七
四
円
五
六
六
、
「
井
上
馨
自
用
勘
定
」
の
貸
方
に
「
旧
勘
定
ノ
利
益
岡
田
平
蔵
ト
半
割
高
」
一
八
、

三
七
四
円
五
六
六
と
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
帳
の
「

K
a
w
l
E
n
o
u
y
e
P
riv

a
te

a
/
c」
貸
方
で
は
「
H
a
lf

p
ro

fit
o
n
o
ld

R
ice

V
en

tu
res

w
ith

O
k
a
d
a

H
ezo
」
一
万
八
三
七
四
円
五
六
六
と
な
っ
て
い
る
（
前
掲
、

第

3表
）
。
し
た
が
っ
て
こ
の
米
穀
輸
出
は
、
岡
田
平
蔵
（
岡

田
組
）
と
井
上
馨
に
よ
る
乗
合
勘
定
で
行
わ
れ
、
利
益
（
た
だ
し
二
隻
分
と
推
定
）
を
岡
田
・
井
上
で
折
半
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
な
お
、

［
一
］
は
合
計
利
益
金
額
を
三
万
六
六
四
九
円
余
と
す
べ
き
と
こ
ろ
、
三
万
六
六
四
八
円
余
と
誤
記
）。
こ
の
輸
出
に
つ
い
て
［
一
］
は
こ
の

時
の
米
穀
輸
出
量
を
約
七
千
石
と
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
「
凡
六
円
許
之
手
取
と
相
成
候
」
と
い
う
記
述
か
ら
一
石
当
た
り
六
円
と
み
な

し
、
利
益
三
万
六
六
四
九
円
一
三
二
を
六
で
割
っ
て
算
出
さ
れ
た
六
一
〇
八
石
か
ら
、
約
七
〇
〇
〇
石
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
未
だ
売
却
で
き
て
い
な
い
米
穀
が
あ
る
た
め
、
約
七
〇
〇
〇
石
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
貿
易
統
計
を
み
る
と
、
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明
治
六
年
に
横
浜
か
ら
輸
出
さ
れ
た
米
穀
は
一
七
一
ピ
ク
ル
（
石
換
算
六
八
・
四
石
）
六
四
九
円
に
す
ぎ
な
い
（
２
）。
岡
田
・
井
上
に
よ
る
乗
合

勘
定
で
の
米
穀
は
、
お
そ
ら
く
神
戸
か
ら
輸
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
、
［
一
］
で
は
、
横
浜
か
ら
輸
出
と
し
た
た
め
に
、
岡
田
自

身
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、「
益
田
ノ
計
ラ
ヒ
ニ
依
ツ
テ
」
と
い
う
「
創
作
」
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
記
帳
の
後
、
Ａ
帳
の
「
井
上
馨
自
用
勘
定
」
借
方
に
、
六
月
二
二
日
付
で
「
ロ
ン
ド
ン
エ
送
リ
シ
日
本
米
損
金
也
、
洋

三
万
五
千
枚
」
三
万
六
四
〇
〇
円
が
記
帳
さ
れ
、
Ｂ
帳
の
「
K
a
w
l
E
n
o
u
y
e
P
riv

a
te

a
/
c」
借
方
に
、
T
o

C
a
sh

p
a
id
「
E
d
.
F
isch

er

&
C
o
.
fo
r

estim
a
ted

L
o
sses

o
n

R
ice

sh
ip
m
en

ts」
三
万
六
四
〇
〇
円
が
記
帳
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
［
一
］
が
記
し
た
よ
う

に
岡
田
・
井
上
が
Ｅ
Ｆ
Ｃ
に
販
売
を
委
託
し
て
米
穀
輸
出
が
お
こ
な
わ
れ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
へ
の
積
出
の
う
ち
、
二
隻
は

利
益
を
あ
げ
た
も
の
、
他
の
分
は
七
万
二
八
〇
〇
円
（
井
上
と
岡
田
の
合
計
）
も
の
赤
字
を
計
上
し
、
差
引
三
万
六
一
五
〇
円
八
六
八
の
損

失
（
う
ち
井
上
分
一
万
八
〇
七
五
円
四
三
四
）
と
な
り
、
岡
田
・
井
上
が
乗
合
勘
定
で
外
国
商
社
を
通
じ
て
お
こ
な
っ
た
米
穀
輸
出
は
失
敗

に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
岡
田
・
井
上
が
被
っ
た
最
終
的
な
損
失
は
、
先
収
会
社
の
損
益
勘
定
に
繰
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
米
穀
輸
出
が
先
収
会
社
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
（
３
）。

［
七
］
『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
で
は
、
上
記
二
隻
の
米
穀
輸
出
を
先
収
会
社
が
お
こ
な
っ
た
と
誤
解
し
た
だ
け
で
な
く
、「

�岡
田
氏
ニ
関
ス

ル
書
類
（
４
）

�」
を
分
析
し
て
、
明
治
六
年
に
磯
野
小
右
衛
門
が
岡
田
平
蔵
に
依
頼
し
て
ギ
ル
マ
ン
商
会
に
よ
っ
て
積
み
出
し
た
三
隻
分
の
米
穀

輸
出
に
つ
い
て
、
そ
の
損
失
一
万
四
〇
〇
〇
ド
ル
を
先
収
会
社
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
誤
認
し
て
い
る
（
三
八
ペ
ー
ジ
）。

磯
野
関
係
の
米
穀
輸
出
は
先
収
会
社
で
は
な
く
、
岡
田
平
蔵
（
岡
田
組
）
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

（
二

）
大
阪

支
店

の
位

置
と

建
物

［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
「
大
阪
支
店
ハ
、
ソ
ノ
頃
大
阪
淡
路
町
岡
田
支
店
カ
ラ
分
離
シ
、
土
佐
堀
一
丁
目
両
替
屋
加
島
跡
ノ
旧
廻
漕

先収会社をめぐる言説（鈴木）
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会
社
建
物
ヲ
買
入
レ
テ
之
ニ
移
転
シ
タ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
を
受
け
、［
二
］「
益
田
伝
」
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
さ
ら
に
詳
し
く

説
明
し
て
い
る
。
「
大
阪
支
店
は
大
阪
淡
路
町
岡
田
支
店
か
ら
分
離
し
、
土
佐
堀
一
丁
目
（
玉
水
町
）
両
替
商
加
島
屋
跡
の
元
通
商
司
管
轄

下
の
廻
漕
会
社
建
物
を
、
五
千
円
で
買
入
れ
て
一
月
二
十
八
日
移
転
し
、
そ
こ
と
程
遠
か
ら
ぬ
常
安
橋
南
詰
河
岸
に
浜
倉
を
置
い
た
。
こ
の

浜
蔵
は
恐
ら
く
今
は
山
口
県
の
所
有
と
な
つ
て
ゐ
る
旧
長
洲
藩
蔵
屋
敷
付
属
の
倉
庫
だ
あ
つ
た
ら
し
い
」
。
こ
こ
で
い
う
常
安
橋
南
詰
河
岸

は
土
佐
堀
一
丁
目
に
あ
る
土
地
を
指
し
て
お
り
、
現
在
、
そ
こ
に
「
長
州
萩
藩
蔵
屋
敷
跡
」
と
い
う
石
碑
が
あ
る
。

［
五
］
は
［
一
］
の
記
述
を
踏
襲
し
、［
四
］［
七
］［
八
］
は
［
二
］
の
記
述
を
踏
襲
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
［
七
］『
物
産
一
〇
〇
年
史
』

で
は
「
大
阪
支
店
は
、
す
で
に
一
月
中
に
土
佐
堀
一
丁
目
の
両
替
商
加
島
屋
跡
の
旧
回
漕
会
社
建
物
を
買
入
れ
て
移
転
し
た
。
あ
る
い
は
、

こ
れ
は
新
岡
田
組
大
阪
支
店
と
す
る
予
定
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
旧
岡
田
組
大
阪
支
店
か
ら
は
分
離
独
立
し
た
。

さ
ら
に
旧
長
州
藩
蔵
屋
敷
付
属
の
倉
庫
も
買
入
れ
、
こ
れ
を
浜
倉
と
し
た
」
（
二
七
ペ
ー
ジ
）
と
記
し
て
い
る
。
［
八
］
『
事
業
史
』
で
は
、

「
土
佐
堀
一
丁
目
両
替
商
加
島
屋
跡
に
元
通
商
司
管
轄
下
の
廻
漕
会
社
建
物
を
買
い
入
れ
て
移
り
、
ま
た
旧
長
州
藩
蔵
屋
敷
付
属
の
倉
庫
を

浜
蔵
と
し
た
」
（
二
一
九

�二
二
〇
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
。
な
お
、
大
阪
支
店
が
土
佐
堀
一
丁
目
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
井
上
馨
伝
記
編
纂

資
料
の
な
か
に
あ
る
手
紙
の
封
筒
の
記
載
で
確
認
で
き
る
（
５
）。

で
は
、［
一
］
や
［
二
］
は
ど
の
よ
う
な
資
料
を
み
て
記
述
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ａ
帳
の
「
大
阪
支
店
地
所
家
作
」
勘
定
の
借
方
に
は
、

明
治
七
年
一
月
二
八
日
に
「
廻
漕
会
社
ヘ
正
金
渡
、
但
家
作
買
入
用
」
五
〇
〇
〇
円
、
Ｂ
帳
「

R
ea
l
E
sta

te
A
cco

u
n
t
不
動
産
勘
定
」

借
方
に
は
、
同
日
に

T
o
「

P
d.
O
sa

k
a

d
ra

ft
a
g
st

co
st

o
f
R
ea
l
E
sta

te
in

O
sa
k
a

Y
a
m
a
g
u
ch

i
G
o
d
o
w
n
」
五
〇
〇
〇
円
と

記
帳
さ
れ
て
い
る
（
P

d.
は

P
a
id
,
a
g
st
は

a
g
a
in
st
の
略
記
）
。
［
一
］
は
、
加
島
屋
（
広
岡
家
）
が
土
佐
堀
一
丁
目
に
あ
っ
た
と
い
う

事
実
と
、
Ａ
帳
の
「
廻
漕
会
社
」
と
を
結
び
つ
け
て
、「
加
島
跡
ノ
旧
廻
漕
会
社
建
物
」
な
る
も
の
を
「
創
作
」
し
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
Ａ
帳
の
「
廻
漕
会
社
」
は
、
通
商
司
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
廻
漕
会
社
」
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
後
者
の
「
廻
漕
会
社
」
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は
、
明
治
三
年
一
月
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
明
治
四
年
一
月
設
立
の
「
廻
漕
取

扱
所
」
に
事
業
が
継
承
さ
れ
て
解
散
し
た
。
「
廻
漕
取
扱
所
」
も
明
治
五
年
八
月

設
立
の
日
本
国
郵
便
蒸
気
船
会
社
に
事
業
が
継
承
さ
れ
て
解
散
し
た
（
６
）。
先
収
会
社

時
代
に
存
在
し
て
い
た
の
は
日
本
国
郵
便
蒸
気
船
会
社
で
あ
る
。

Ａ
帳
の
「
大
阪
支
店
」
勘
定
貸
方
の
明
治
七
年
四
月
二
九
日
に
「
大
阪
支
店
ヨ

リ
郵
便
蒸
気
船
会
社
之
為
替
ニ
テ
受
取
」
一
四
〇
〇
円
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本

国
郵
便
蒸
気
船
会
社
は
為
替
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が

っ
て
、
先
の
Ａ
帳
の
記
載
は
、
家
作
を
買
い
入
れ
る
資
金
五
〇
〇
〇
円
を
一
月
二

八
日
に
「
廻
漕
会
社
」
＝
日
本
国
郵
便
蒸
気
船
会
社
へ
渡
し
た
と
い
う
意
味
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
Ｂ
帳
の
記
載
は
、
「

Y
a
m
a
g
u
ch

i
G
o
d
o
w
n
」
（
山
口

の
倉
庫
）
の
不
動
産
購
入
の
た
め
、
東
京
本
店
が
一
月
二
八
日
に
大
坂
支
店
宛
の

手
形
（

d
ra

ft）
五
〇
〇
〇
円
を
取
り
組
ん
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
［
一
］［
二
］
は
「
廻
漕
会
社
」（
明
治
三
年
一
月
設
立
）
か
ら
不
動
産

を
購
入
し
た
と
誤
読
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、

第
５

図
に
示
し
た
よ
う
に
、
加
島
屋
（
広
岡
家
）
は
幕
末
以
前
か
ら
、

明
治
年
間
を
通
し
て
土
佐
堀
一
丁
目
に
あ
る
（
位
置
は
肥
後
橋
の
南
。
土
佐
堀
一

丁
目
の
東
端
（
７
））
。
し
た
が
っ
て
「
廻
漕
会
社
」
が
「
加
島
跡
」
の
建
物
を
受
け
継

ぎ
、
そ
れ
を
先
収
会
社
が
購
入
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
か
つ
て
加
島
屋
は
、

先収会社をめぐる言説（鈴木）
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第5図 大阪市西区土佐堀1丁目

出所）『大阪地籍地図』西区及接続町村（1911年）、『大阪地籍地図』土地台帳之部（1911年）。

注） 斜線部とスクリーントーンの部分が土佐堀1丁目。



な
が
ら
く
長
州
藩
の
御
用
（
一
七
七
〇
年
に
「
大
坂
蔵
屋
敷
留
守
居
格
」
に
就
任
）
を
勤
め
て
い
た
（
８
）。
そ
の
名
残
が
旧
長
州
藩
蔵
屋
敷
（
土

佐
堀
一
丁
目
の
西
端
）
の
前
に
広
岡
が
所
有
す
る
狭
隘
な
土
地
（
一
八
・
九
坪
）
で
あ
る
。

で
は
、
東
京
本
店
か
ら
手
形
で
送
金
さ
れ
た
五
〇
〇
〇
円
で
、
大
阪
支
店
は
ど
こ
の
不
動
産
を
購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
阪
支
店
側

の
記
録
（「
備
忘
日
記
」）
を
み
る
と
、
明
治
八
年
末
の
大
阪
支
店
関
係
の
「
不
動
産
」
は
、「
山
口
旧
藩
邸
」
五
五
七
九
円
四
五
四
、「
山
科

茶
園
」
五
八
〇
〇
円
、
「
輪
木
二
千
七
本
有
品
」
四
八
円
一
六
八
、
合
計
一
万
一
四
二
七
円
六
二
二
と
記
さ
れ
て
い
る
（
９
）。
こ
の
う
ち
の
「
山

口
旧
藩
邸
」
を
購
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
山
口
旧
藩
邸
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
不
動
産
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
阪
支
店
の
「
備
忘
日
記
」
を
み
る
と
、
明
治
八
年
七
月
一
九
日
条
に
「
富
島
二
番
蔵
」、「
同
六
番
倉
」
に
「
長
防
米
」、「
同
二
十
五
番

蔵
」
、「
土
佐
堀
旧
山
口
邸
七
番
蔵
」
に
「
長
州
米
」
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
八
月
一
日
条
に
は
「
諸
員
富
嶋
倉
所
へ
出
張
ス
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
益
田
孝
「
備
忘
録
」
の
明
治
八
年
八
月
一
九
日
条
に
は
「
大
坂
江
富
島
庫
地
券
並
京
都
茶
園
之
地
券
入
用
之
趣
申
遣
ス
」）

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
山
口
旧
藩
邸
」
に
は
、
土
佐
堀
の
不
動
産
だ
け
で
な
く
、［
一
］
に
も
［
二
］
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
富
島
の
不

動
産
（
土
地
・
建
物
）
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
わ
く
。
富
島
町
は
、
大
阪
港
に
面
し
、
川
口
居
留
地
に
隣
接
す
る

地
域
で
あ
る
。

こ
の
疑
問
を
解
く
た
め
、
「
山
口
旧
藩
邸
」
の
購
入
だ
け
で
な
く
、
売
却
の
記
録
も
み
よ
う
。
東
京
本
店
側
の
記
録
を
み
る
と
、
Ｂ
帳
の

「
R
ea

l
E
sta

te
A
cco

u
n
t
不
動
産
勘
定
」
貸
方
に
は
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
五
月
三
一
日
に
「
大
阪
富
嶋
蔵
長
門
屋
弥
平
江
売
渡
代

金
受
ト
ル
」
四
一
〇
〇
円
、
「
損
益
」
勘
定
の
借
方
に
は
、
同
日
に
「
大
阪
富
嶋
土
蔵
売
払
ニ
付
損
金
不
動
産
勘
定
よ
り
回
ル
」
九
〇
〇
円

と
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
門
屋
弥
平
（

�）へ
富
島
蔵
を
売
却
し
た
際
の
原
価
は
五
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
こ
の
額
は
不
動
産
購
入
の

際
の
五
〇
〇
〇
円
と
一
致
す
る
の
で
、
明
治
七
年
の
購
入
不
動
産
と
明
治
九
年
の
売
却
不
動
産
が
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

二
つ
の
記
事
か
ら
は
購
入
・
売
却
の
不
動
産
は
富
島
の
不
動
産
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
。
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と
こ
ろ
が
、
長
門
屋
へ
の
売
却
日
（
五
月
三
一
日
）
よ
り
も
三
〇
日
前
、
益
田
孝
は
「
備
忘
録
」
の
明
治
九
年
五
月
一
日
条
に
三
井
物
産

へ
売
却
予
定
と
し
て
「
大
坂
常
安
橋
ノ
蔵
此
代
六
千
五
百
円
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
常
安
橋
ノ
蔵
」（
土
佐
堀
蔵
）
を
三
井
物
産

に
売
却
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
取
引
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
六
月
一
五
日
に
先
収
会
社
を
解
散
し
た
後
に
「
第
二
期

損
益
」
勘
定
で
、
そ
の
後
の
費
用
・
収
益
を
整
理
し
た
記
録
（
実
際
に
は
六
月
一
五
日
以
降
の
も
の
を
す
べ
て
六
月
一
五
日
付
で
記
帳
）
を

み
る
と
、
借
方
に
「
大
阪
土
佐
堀
蔵
売
払
ニ
付
消
防
費
八
十
七
円
五
拾
銭
外
ニ
地
券
書
換
印
紙
貳
円
五
拾
銭
共
払
」
九
〇
円
と
あ
り
、
貸
方

に
は
「
土
佐
堀
蔵
」
の
売
却
代
金
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
明
治
七
年
の
不
動
産
購
入
と
明
治
九
年
五
月
の
不
動
産
売
却
に
は
、
土
佐
堀
の
不
動
産
と
富
島
町
の
不
動
産
の
両
方
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
大
阪
支
店
が
所
有
し
て
い
た
「
山
口
旧
藩
邸
」
と
は
土
佐
堀
の
不
動
産
と
富
島
町
の
不
動
産
を
指
し
て

い
る
。
念
の
た
め
説
明
す
る
と
、
大
阪
支
店
側
の
記
録
に
「
山
口
旧
藩
邸
」
の
帳
簿
価
格
（
五
五
七
九
円
四
五
四
）
と
東
京
本
店
側
の
帳
簿

価
格
（
五
〇
〇
〇
円
）
が
異
な
る
の
は
、
大
阪
支
店
側
が
自
店
の
勘
定
で
雑
作
代
五
七
九
円
四
五
四
を
支
払
い
、
こ
れ
を
本
店
持
ち
の
購
入

代
金
五
〇
〇
〇
円
に
加
え
て
、
帳
簿
価
格
と
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

再
び
、
不
動
産
の
購
入
に
戻
っ
て
整
理
す
る
と
、
先
収
会
社
は
明
治
七
年
に
旧
長
州
藩
の
不
動
産
（
富
島
町
と
常
安
橋
南
詰
の
東
側
［
土

佐
堀
一
丁
目
］
）
を
山
口
県
か
ら
購
入
し
、
大
阪
支
店
が
内
淡
路
町
二
丁
目
か
ら
常
安
橋
南
詰
（
土
佐
堀
一
丁
目
）
へ
移
転
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
一
月
二
八
日
に
東
京
本
店
が
五
〇
〇
〇
円
を
支
出
し
て
、
送
金
の
手
続
き
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
ま
も
な
く
、
先
収
会
社
は
不

動
産
を
購
入
し
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
購
入
は
一
月
中
あ
る
い
は
二
月
と
推
定
さ
れ
る
。［
二
］
は
、［
一
］
の
記
述
が
正
し
い
と
い
う

前
提
の
も
と
で
、
Ｂ
帳
の
記
帳
（
一
八
七
四
年
一
月
二
八
日
）
を
み
、
［
一
］
と

�褄
を
合
わ
せ
る
た
め
に
大
阪
支
店
と
「
程
遠
か
ら
ぬ
常

安
橋
南
詰
河
岸
に
浜
倉
を
置
い
た
」
と
誤
認
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
［
二
］
で
は
、
表
現
は
曖
昧
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
月
二
八
日
に

大
阪
支
店
移
転
、
同
日
、
浜
倉
設
置
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
移
転
は
も
っ
と
後
で
あ
り
、
東
京
支
店
が
支
出
し
た
一
月
二
八
日
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を
移
転
日
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
［
七
］
『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
で
は
、
［
二
］
の
曖
昧
な
表
現
を
読
み
違
え
、
支
店
の
移
転
後
に
、
倉

庫
を
買
い
入
れ
た
と
誤
認
し
て
い
る
（
二
七
ペ
ー
ジ
）。

（
三

）
羽
太

紀
克

入
社

説
と

富
永

冬
樹

入
社

説

［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
、
明
治
七
年
三
月
、
即
ち
新
会
社
設
立
の
月
に
「
益
田
ガ
造
幣
寮
時
代
ノ
旧
部
下
デ
ア
ツ
タ
俊
才
羽
太
紀
克

ヲ
社
員
ニ
雇
ヒ
入
レ
」
た
と
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
根
拠
は
『
自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
の
「
羽
太
も
古
谷
も
先
収
会
社
に
居
つ
た
人
で
あ
る
」

（
一
八
二
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
益
田
の
証
言
で
あ
ろ
う
。［
二
］
「
益
田
伝
」、［
七
］『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
も
羽
太
が
雇
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
［
一
一
］
『
天
人
録
』
で
は
、
羽
太
の
先
収
会
社
で
の
役
職
を
「
内
地
支
配
人
」
と
し
て
い
る
（
二
一
八
ペ
ー
ジ
）。
た
だ
、
本
当
に

羽
太
は
入
社
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
袖
珍
官
員
録
』
（
明
治
六
年
一
月
）
の
造
幣
寮
の
名
簿
を
み
る
と
、
権
頭
「
益
田
孝
徳
」
、
七
等
出
仕
羽
太
紀
克
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
大
阪
の
造
幣
寮
に
お
い
て
羽
太
は
益
田
孝
（
当
時
の
名
前
は
孝
德
）
の
部
下
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
先
収
会
社
を
と
ば
し
て
、
三
井
物
産
で
の
羽
太
の
動
向
を
み
よ
う
。
三
井
物
産
の
設
立
直
前
の
、
三
井
物
産
「
日
記
」
明
治
九

年
六
月
一
五
日
条
に
「
羽
太
紀
克
来
社
ス
」
と
あ
る
。
設
立
（
七
月
一
日
）
後
の
七
月
一
二
日
に
は
「
三
池
石
炭
之
義
ニ
付
、
本
日
益
田
孝
、

羽
太
紀
克
及
古
谷
竜
三
之
三
氏
横
浜
出
帆
、
長
崎
港
ニ
趣
ク
」
と
あ
る
。
九
月
二
日
条
に
は
職
員
の
月
給
増
給
の
記
録
が
あ
り
、
羽
太
が
五

二
円
、
馬
越
恭
平
が
三
七
円
に
増
給
さ
れ
て
い
る
。
職
員
の
な
か
で
羽
太
の
月
給
が
も
っ
と
も
高
い
（

�）。
羽
太
の
役
職
を
み
る
と
、
三
井
物
産

設
立
直
後
の
明
治
九
年
八
月
か
ら
一
四
年
一
月
ま
で
長
崎
支
店
支
配
人
を
勤
め
、
官
営
三
池
炭
坑
の
石
炭
を
取
り
扱
っ
た
。
そ
の
後
、
羽
太

は
明
治
一
四
年
五
月
か
ら
本
店
売
買
方
内
地
掛
支
配
人
を
勤
め
る
も
の
の
、
一
五
年
五
月
一
八
日
に
死
亡
し
て
い
る
。

さ
ら
に
先
収
会
社
の
記
録
を
み
よ
う
。
先
収
会
社
の
Ｂ
帳
に
は
「
慰
労
金
勘
定
」
と
「
社
員
預
り
金
勘
定
」
に
、
大
阪
支
店
以
外
の
職
員
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へ
の
、
明
治
七
年
分
純
益
金
と
明
治
八

�九
年
分
純
益
金
か
ら
の
慰
労
金
・
手
当
金
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
羽
太
の
名
前
は
な

い
。
ま
た
、
三
井
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る
大
阪
支
店
の
記
録
の
な
か
に
も
羽
太
の
記
録
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
羽
太
は
先
収
会
社
に
は
入
社

し
て
お
ら
ず
、
三
井
物
産
に
な
っ
て
設
立
時
に
入
社
し
た
の
で
あ
る
。
益
田
孝
は
記
憶
違
い
を
し
て
い
た
。
［
一
一
］
は
、
三
井
物
産
で
の

役
職
（
売
買
方
内
地
掛
支
配
人
）
と
混
同
し
て
記
述
し
た
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
［
一
］～［

四
］
に
は
記
述
が
な
く
、
［
五
］
「
田
村
論
文
」
か
ら
記
述
さ
れ
、
［
一
〇
］
「
木
山
論
文
」
、
［
一
二
］
『
天
人
録
』
が
継

承
し
た
富
永
冬
樹
入
社
説
の
当
否
を
検
討
し
よ
う
。
［
五
］
で
は
「
東
京
本
店
の
頭
取
は
、
益
田
孝
で
あ
る
が
、
そ
の
下
に
木
村
正
幹
、
羽

太
紀
克
、
富
永
冬
樹
ら
が
い
た
」
（
四
六
ペ
ー
ジ
）
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
資
料
に
基
づ
い
て
富
永
が
先
収
会
社
に
勤
務
し
た
の

か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
『
馬
越
恭
平
翁
伝
』
の
「
当
時
社
員
の
月
給
は
益
田
、
吉
富
二
氏
二
百
五
十
円
、
木
村
、
藤
田
、
富

永
三
氏
各
百
円
で
あ
つ
」（
五
七
ペ
ー
ジ
）
た
と
い
う
記
述
を
み
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

益
田
孝
に
と
っ
て
、
富
永
冬
樹
は
妻
ゑ
ゐ
の
兄
に
あ
た
り
、
義
兄
の
富
永
冬
樹
の
方
が
六
、
七
歳
ほ
ど
年
上
で
あ
る
（

�）。
明
治
維
新
後
、
明

治
四
年
四
月
に
「
工
作
学
修
業
」
の
た
め
米
国
へ
の
私
費
留
学
の
願
い
を
外
務
省
に
申
請
し
（

�）、
許
可
を
え
て
、
同
年
米
国
に
向
か
っ
た
。
竹

越
与
三
郎
は
「
米
国
に
到
り
ボ
ス
ト
ン
工
科
大
学
に
入
り
て
、
工
学
を
」
学
ん
だ
と
し
て
い
る
（

�）。
と
こ
ろ
が
、
一
八
七
二
年
一
月
（
明
治
四

年
一
二
月
）
に
日
本
か
ら
岩
倉
使
節
団
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
し
、
そ
の
後
、
米
国
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
に
一
員
の
山
田
顕
義
に

見
出
さ
れ
て
、
富
永
冬
樹
は
兵
部
省
官
費
生
に
採
用
さ
れ
て
使
節
団
の
一
員
に
組
み
込
ま
れ
た
（

�）。
富
永
は
山
田
顕
義
と
と
も
に
明
治
六
年
六

月
二
四
日
に
帰
国
し
た
（

�）。
明
治
六
年
八
月
八
日
か
ら
井
上
馨
が
東
北
鉱
山
視
察
の
た
め
東
京
を
発
し
、
尾
去
沢
・
阿
仁
・
院
内
の
諸
鉱
山
を

視
察
し
た
際
に
、
富
永
も
同
行
し
た
（

	）。
明
治
八
年
六
月
三
日
、
富
永
冬
樹
は
七
等
判
事
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
後
、
明
治
二
六
年
一
二
月
二
六

日
に
大
審
院
判
事
富
永
は
大
審
院
部
長
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
富
永
が
任
官
す
る
明
治
八
年
六
月
以
前
に
富
永
が
先
収
会
社

と
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
っ
た
か
を
調

べ
る

必
要
が
あ
る
。
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益
田
孝
よ
り
六
歳
ほ
ど
上
の
富
永
が
、
先
収
会
社
で
益
田
の
下
に
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
Ａ
帳
を
み
る
と
、
「
鉱
山
課
」
勘
定
の
貸
方

に
は
、
明
治
七
年
四
月
八
日
に
「
明
治
六
年
度
決
算
残
金
並
七
年
ノ
分
ト
モ
冨
永
冬
樹
ヨ
リ
受
取
」
一
〇
七
円
八
〇
一
な
ど
富
永
の
名
前
が

記
録
さ
れ
て
お
り
、「
尾
去
沢
鉱
山
」
勘
定
の
借
方
に
も
、
明
治
七
年
二
月
九
日
に
「
富
永
渡
年
一
分
ノ
利
足
、
但
小
切
手
」
二
〇
〇
〇
円
、

「
阿
仁
鉱
山
」
勘
定
の
借
方
に
も
明
治
七
年
二
月
九
日
に
「
富
永
渡
年
一
分
之
利
足
、
但
小
切
手
」
八
〇
〇
〇
円
と
あ
る
（
Ｂ
帳
を
み
る
と
、

利
率
は
年
一
二
％
な
の
で
、
「
年
一
分
」
は
月
一
分
の
誤
記
）
。
前
述
の
よ
う
に
、
「
鉱
山
課
」
は
先
収
会
社
の
内
部
の
組
織
で
は
な
く
、
井

上
馨
・
岡
田
平
蔵
が
作
っ
た
「
鉱
山
会
社
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
富
永
は
「
鉱
山
会
社
」
の
業
務
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（

�）。

つ
ま
り
、
先
収
会
社
に
籍
を
置
く
人
物
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
先
収
会
社
が
明
治
九
年
に
損
益
計
算
を
お
こ
な
う
際
に
、
Ｂ
帳
「
損
益
勘
定
」

借
方
の
二
月
二
七
日
に
「
明
治
七
年
」、「
先
収
会
社
従
事
中
月
数
七
ケ
月
分
一
ケ
月
弐
百
五
十
円
ノ
割
合
ヲ
以
テ
謝
金
ト
シ
テ
遣
ス
ヘ
キ
分
」

一
七
五
〇
円
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
富
永
は
七
か
月
ほ
ど
先
収
会
社
の
用
務
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
た
め
給
与
で
は
な

く
謝
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
富
永
は
先
収
会
社
に
は
入
社
し
た
の
で
は
な
く
、「
鉱
山
会
社
」
に
入
社
し
た
の
で
あ
る
。

（
四

）
神
岡

鉱
山

買
収

説

［
一
］
で
は
神
岡
鉱
山
の
買
収
に
成
功
と
記
述
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
岡
田
組
時
代
ニ
ハ
〔
中
略
…
引
用
者
〕
尾
去
沢
鉱
山
ノ
買
収
ニ
ハ

失
敗
シ
タ
ケ
レ
ド
モ
神
岡
鉱
山
ノ
買
収
ハ
成
功
ダ
ツ
タ
」（
岡
田
組
が
買
収
）
と
い
う
記
述
と
、「
先
収
会
社
」
が
「
明
治
七
年
ニ
大
阪
ノ
社

員
ヲ
飛

�国
高
山
ニ
出
張
セ
シ
メ
テ
神
岡
鉱
山
ヲ
買
入
レ
ル
コ
ト
ニ
成
功
シ
」
た
（
先
収
会
社
が
買
収
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
大
阪
支
店

の
記
録
を
み
る
と
、
明
治
七
年
四
月
一
一
日
に
総
裁
井
上
馨
名
で
大
阪
支
店
職
員
の
月
給
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
新
井
熊
吉

（
月
給
二
〇
円
）
の
担
当
が
「
売
買
課
高
山
出
張
」
と
な
っ
て
い
る
（

�）。
ま
た
東
京
本
店
の
Ｂ
帳
を
み
る
と
、「
大
阪
支
店
勘
定
」
貸
方
に
一
八

七
五
年
一
一
月
二
日
付
で
「
高
山
出
張
新
井
悦
蔵
昨
年
六
月
よ
り
十
二
月

�七
ケ
月
分
別
弐
十
円
ツ
ツ
ノ
月
給
合
金
百
四
十
円
ト
同
所
出
張
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中
旅
費
引
当
ト
シ
テ
立
替
分
八
十
九
円
三
十
弐
銭
八
厘
共
払
之
分
明
治
七
年
損
益
勘
定
江
回
ス
」
二
二
九
円
三
二
八
と
あ
る
。
［
一
］
は
、

大
阪
支
店
の
記
録
あ
る
い
は
Ｂ
帳
の
記
事
に
あ
る
明
治
七
年
の
高
山
駐
在
と
い
う
事
実
と
、
三
井
組
に
よ
る
神
岡
鉱
山
取
得
・
経
営
と
い
う

事
実
を
混
濁
さ
せ
て
、「
岡
田
組
」
あ
る
い
は
「
先
収
会
社
」
が
神
岡
鉱
山
買
収
に
成
功
と
い
う
話
を
「
創
作
」
し
た
よ
う
で
あ
る
。

神
岡
鉱
山
の
買
収
に
成
功
し
た
と
す
る
こ
の
説
の
う
ち
、
「
岡
田
組
」
の
後
に
設
立
さ
れ
た
「
先
収
会
社
」
が
買
収
に
成
功
し
た
と
み
て

継
承
し
た
の
が
［
二
］
「
益
田
伝
」
、
［
三
］
「
佐
々
木
論
文
」
、
［
五
］
「
田
村
論
文
」
で
あ
る
。
う
ち
［
二
］
で
は
、
神
岡
鉱
山
を
買
い
入
れ

た
こ
と
を
裏
付
け
る
記
事
や
神
岡
鉱
山
の
経
費
を
示
す
記
事
が
Ａ
帳
や
Ｂ
帳
に
見
当
た
ら
な
か
っ
た
た
め
か
、
明
治
七
年
「
三
月
初
旬
頃
（

�）大

阪
の
社
員
を
岐
阜
県
高
山
に
派
遣
し
て
神
岡
鉱
山
（
銅
・
銀
）
を
買
入
れ
さ
せ
た
が
、
同
鉱
山
は
抵
当
流
と
し
て
引
受
け
た
の
で
あ
り
、
稼

行
は
地
方
人
に
委
任
し
、
唯
之
を
監
督
す
る
に
と
ど
め
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
」
と
説
明
し
た
。
［
一
］
の
記
述
が
正
し
い
と
い
う
前
提
の
も

と
で
、
抵
当
流
れ
と
か
、
直
接
経
営
で
は
な
く
監
督
と
い
う
説
明
を
捻
り
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
五

）
吉
富

簡
一

の
山

口
毛

利
家

勘
定

方
説

［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
岡
田
平
蔵
死
後
、
井
上
が
「
山
口
ニ
モ
赴
キ
、
山
口
毛
利
家
ノ
勘
定
方
吉
富
簡
一
ヲ
招
イ
テ
岡
田
ノ
代
リ
ニ

社
員
ノ
列
ニ
加
ヘ
」
と
記
し
、［
二
］
「
益
田
伝
」
も
こ
の
記
述
を
踏
襲
し
て
「
井
上
は
大
阪
よ
り
山
口
に
赴
き
、
山
口
毛
利
家
の
勘
定
方
吉

富
簡
一
」
と
記
し
て
い
る
。
［
三
］
「
佐
々
木
論
文
」
で
は
、
や
や
変
化
さ
せ
て
、
「
大
阪
で
長
州
藩
・
毛
利
家
の
勘
定
方
を
し
て
い
た
と
い

わ
れ
る
吉
富
簡
一
を
大
阪
支
店
長
と
し
た
」（
三
九
ペ
ー
ジ
）
と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、［
四
］「
岩
崎
論
文
」
で
は
、「
井
上
は
、
吉
富
簡
一
を
山
口
か
ら
招
い
て
大
阪
支
店
を
主
宰
さ
せ
る
こ
と
に
し
」（
二
二

九
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
、
井
上
が
山
口
に
赴
い
た
こ
と
を
否
定
し
た
。
ま
た
、
毛
利
家
勘
定
方
と
い
う
説
明
を
踏
襲
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由

は
［
四
］
が
、
吉
富
の
履
歴
に
関
し
て
参
照
し
た
田
村
貞
雄
の
一
九
六
五
年
の
論
文
（

�）に
「
山
口
宰
判
大
庄
屋
で
、
藩
内
屈
指
の
大
豪
農
」
で
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あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、［
五
］
「
田
村
論
文
」
で
は
、
自
ら
の
一
九
六
五
年
の
論
文
の
記
述
を
踏
襲

し
、
吉
富
は
武
士
（
長
州
藩
士
）
で
は
な
く
、
「
も
と
山
口
宰
判
矢
原
村
の
庄
屋
で
、
幕
末
に
お
い
て
は
井
上
を
担
ぎ
だ
し
て
鴻
城
軍
を
組

織
し
た
こ
と
は
著
名
」、「
井
上
は
急
遽
下
阪
す
る
と
と
も
に
山
口
の
吉
富
簡
一
を
大
阪
支
店
の
主
宰
者
と
し
て
招
き
」
と
記
し
た
（
四
二
、

四
三
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
に
吉
富
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
田
村
が
資
料
に
基
づ
き
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
［
七
］
『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
で

は
、
吉
富
は
「
山
口
県
矢
原
村
の
代
々
庄
屋
を
つ
と
め
る
豪
農
の
家
に
生
れ
た
」、「
鴻
城
軍
を
組
織
し
て
幽
閉
さ
れ
て
い
た
井
上
馨
を
救
い

出
し
山
口
を
占
拠
し
た
」（
二
八
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
［
四
］
以
降
は
、
山
口
毛
利
家
勘
定
方
説
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
念
の
た
め
、
吉
富
簡
一
が
明
治
二
七
年
に
自
ら
作
成
し
た

履
歴
書
を
み
る
と
、
幕
末
に
井
上
と
と
も
に
長
州
内
で
軍
事
に
携
わ
っ
て
お
り
（
た
と
え
ば
井
上
を
「
擁
シ
テ
鴻
城
軍
ノ
総
督
ト
ナ
シ
自
分

ハ
参
謀
長
兼
会
計
長
ノ
職
ヲ
兼
任
」）、
毛
利
家
の
勘
定
方
で
は
な
い
。
維
新
後
、
明
治
三
年
に
小
菅
県
大
属
、
つ
い
で
明
治
四
年
二
月
大
蔵

省
営
繕
寮
大
属
に
転
任
し
、
「
同
年
十
月
家
事
負
担
者
ナ
キ
ヲ
以
テ
辞
職
シ
帰
県
」
、
「
家
政
ノ
大
改
革
ヲ
執
行
シ
非
常
ノ
艱

�ヲ
嘗
メ
漸
ク

家
名
ヲ
維
持
ス
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
し
て
い
る
。
も
と
も
と
は
農
民
で
あ
る
も
の
の
、
幕
末
に
軍
事
に
携
わ
っ
た
た
め
、
そ
れ
が
考
慮
さ
れ
て
、

戸
籍
上
の
身
分
は
「
士
族
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（

�）。

ま
た
［
一
］
［
二
］
の
よ
う
に
井
上
が
自
ら
山
口
に
赴
い
て
、
先
収
会
社
に
加
わ
る
よ
う
に
吉
富
を
説
得
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
井
上
が

東
京
か
ら
大
阪
へ
赴
く
途
中
、
一
月
二
二
日
に
「
於
船
中
相
認
、
児
玉
愛
次
郎
」
に
託
し
て
吉
富
へ
書
状
を
送
り
、
こ
の
書
状
の
な
か
で

「
至
急
御
上
坂
被
成
下
候
様
伏
テ
奉
懇
祈
」
り
（

�）、
つ
い
で
上
阪
し
た
吉
富
を
井
上
が
説
得
し
て
大
阪
支
店
の
頭
取
に
据
え
た
の
で
あ
る
。

（
六
）

そ
の
他
の

�見

［
一
］
「
物
産
沿
革
史
」
で
は
、
明
治
八
年
に
「
東
京
本
店
ニ
於
テ
ハ

輸
出
銅
一
手
販

売
ノ
許
可
ヲ
得
ル
」
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ど
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こ
か
ら
許
可
を
え
た
の
か
明
記
し
て
い
な
い
。
［
五
］
「
田
村
論
文
」
は
［
一
］
の
記
述
を
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
［
一
］
は
益
田
孝

「
備
忘
録
」
の
明
治
八
年
一
〇
月
五
日
条
に
「
銅
ノ
事
鉱
山
頭
大
島
氏
ニ
願
出
タ
リ
、
追
而
取
集
メ
之
上
沙
汰
之
筈
」
を
見
て
拡
大
解
釈
し

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、［
二
］
「
益
田
伝
」
は
「
輸
出
銅
の
一
手
取
扱
に
つ
い
て
、
十
月
鉱
山
寮
に
出
願
し
、
や
が
て
許
可

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
」
と
し
て
鉱
山
寮
へ
の
許
可
申
請
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
表
現
を
微
妙
に
変
化
さ
せ
、
許
可
さ
れ
た
と
は

断
定
し
て
い
な
い
。
前
述
の
「
備
忘
録
」
を
み
て
記
し
た
よ
う
で
あ
る
。

『
工
部
省
沿
革
報
告
』（
一
八
八
九
年
）
の
「
工
部
本
省
」
日
録
の
部
分
を
み
る
と
、
官
営
鉱
山
産
出
銅
に
関
し
て
、
そ
の
輸
出
販
売
を
一

手
に
委
託
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
と
い
う
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
先
収
会
社
は
許
可
を
申
請
し
た
も
の
の
、
工
部
省
鉱
山

寮
か
ら
許
可
を
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、［
一
］
「
は
、
政
府
の
命
令
で
明
治
八
年
に
「
政
府
命
令
ノ
輸
出
米
二
十
万
石
ヲ
モ
取
扱
ツ
タ
」
と
記
し
て
、
先
収
会
社
が
政
府
米

二
〇
万
石
の
輸
出
を
担
当
し
た
と
し
た
。
［
二
］
は
「
年
末
に
近
い
頃
に
は
大
蔵
省
輸
出
米
二
十
万
石
を
も
亦
取
扱
つ
た
」
と
し
て
い
る
。

［
三
］「
佐
々
木
論
文
」
は
［
二
］
の
説
明
を
継
承
し
て
い
る
。

『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻
を
み
る
と
、
明
治
七
年
一
二
月
七
日
付
の
大
隈
重
信
宛
井
上
馨
書
簡
に
、「
米
麦
輸
出
之
御
目
的
ニ
付
而
は
、

十
四
番
エ
ド
ウ
ワ
ル
ト
、
フ
イ
セ
ル
商
会
え
御
命
ジ
被
成
下
候
様
奉
仰
候
」、「
右
ニ
付
而
は
益
田
事
ア
ル
ビ
ン
同
道
に
て
罷
出
、
実
際
之
模

様
も
申
上
、
且
御
下
命
も
可
被
下
候
ハ
バ
難
有
奉
存
候
」
と
あ
り
、
明
治
九
年
二
月
五
日
付
の
井
上
馨
宛
吉
富
簡
一
書
簡
に
「
大
蔵
省
二
十

万
石
外
国
人
へ
売
払
ヒ
約
定
ニ
テ
輸
出
米
有
之
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
（

�）。
［
一
］
は
こ
の
く
だ
り
を
み
て
、
先
収
会
社
が
明
治
八
年
に
政

府
命
令
の
輸
出
米
二
〇
万
石
を
取
り
扱
っ
た
と
い
う
話
を
「
創
作
」
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
［
五
］
は
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』（
三
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
先
収
会
社
願
書
」（
明
治
八
年
（

�））
に
依
拠
し
て
、
「
先

収
会
社
は
明
治
八
年
頃
米
穀
輸
出
に
関
し
大
蔵
省
に
対
し
『
エ
ゼ
ン
ト
』
を
命
ぜ
ら
れ
る
よ
う
請
願
し
て
い
る
」（
五
二
ペ
ー
ジ
）
と
記
し
、
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許
可
さ
れ
た
と
は
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
［
七
］『
物
産
一
〇
〇
年
史
』
は
、「
明
治
九
年
臨
時
輸
出
米
処
分
条
例
（

�）」
に
依
拠
し
て
、
先
収
会

社
の
願
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
明
治
八
年
度
の
政
府
輸
出
米
二
〇
万
石
が
三
井
組
及
イ
ー
・
ビ
ー
・
ワ
ト
ソ
ン
に
委
ね
ら
れ
た
と
指
摘
し
て

い
る
（
三
八
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
が
正
し
い
指
摘
で
あ
る
。

念
の
た
め
、
『
明
治
年
間
米
価
調
節
沿
革
史
』
を
み
よ
う
。
明
治
八
年
一
二
月
に
、
三
井
組
・
ワ
ト
ソ
ン
・
大
蔵
省
と
の
間
で
米
穀
輸
出

に
関
す
る
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
（
販
売
委
託
で
は
な
く
、
政
府
が
米
穀
を
三
井
組
に
売
却
し
、
三
井
組
が
イ
・
ビ
ー
・
ワ
ト
ソ
ン
を
通

じ
て
米
穀
を
輸
出
）
。
こ
の
契
約
に
基
づ
き
、
明
治
九
年
一
月
か
ら
八
月
の
間
に
政
府
か
ら
米
穀
二
〇
万
石
が
三
井
組
に
売
却
さ
れ
、
つ
い

で
明
治
一
〇
年
九
月
ま
で
に
三
〇
万
石
が
売
却
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
実
際
に
輸
出
さ
れ
た
の
は
、
四
六
万
石
余
り
と
い
う
（

�）。

（

1）
前
掲
、『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻
、
五
二
四
ペ
ー
ジ
。

（

2）
『
横
浜
市
史
』
資
料
編
二
（
増
訂
版
）
統
計
編
（
一
九
八
〇
年
）
七
〇
ペ
ー
ジ
。

（

3）
な
お
、
先
収
会
社
が
明
治
八
年
に
大
隈
重
信
に
提
出
し
た
「
先
収
会
社
願
書
」
に
は
、
「
弊
社
明
治
六
年
ノ
実
験
ニ
ヨ
レ
ハ
」
と
し
て
、
あ

た
か
も
先
収
会
社
が
ロ
ン
ド
ン
へ
米
穀
を
輸
出
し
た
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
三
、
一
九
三
三
年
、
一
九
七
〇
年

復
刻
、
一
六
七

�一
六
八
ペ
ー
ジ
）。

（

4）
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
二
九
五
。

（

5）
吉
富
簡
一
宛
益
田
孝
書
簡
（
明
治
八
年
七
月
八
日
付
）
の
郵
便
封
筒
に
記
さ
れ
た
宛
先
は
「
大
阪
土
佐
堀
一
丁
目
先
収
会
社
ニ
而
吉
富
簡

一
様
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（「
吉
富
氏
所
蔵
諸
氏
書

�類
全
」
井
上
馨
伝
記
編
纂
史
料
Ｗ

�四

�三
八
五
）。
ま
た
、
井
上
馨
が
大
阪
か
ら

発
し
た
山
田
顕
義
宛
井
上
馨
書
簡
（
明
治
八
年
一
月
三
日
付
）
の
郵
便
封
筒
の
裏
側
に
は
、
「
従
大
阪
土
佐
堀
壱
丁
目
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（
「
井
上
馨
侯
書
簡
集
」
一
、
井
上
馨
伝
記
編
纂
資
料
Ｗ

�四

�三
七
五
）。

（

6）
東
洋
経
済
研
究
所
編
『
索
引
政
治
経
済
大
年
表
』
索
引

�（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
四
三
年
）
九
四
、
五
四
四
ペ
ー
ジ
。
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（

7）
た
と
え
ば
、
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』
第
六
回
・
上
編
（
商
業
興
信
所
、
一
八
九
八
年
）
一
八
七
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
加
島
銀
行
本
店

の
所
在
地
、
同
行
頭
取
の
広
岡
新
五
郎
の
住
所
は
、
と
も
に
土
佐
堀
一
丁
目
で
あ
る
。
か
つ
て
加
島
屋
（
広
岡
家
）
が
あ
っ
た
位
置
に
は
、
現

在
、
大
同
生
命
大
阪
本
社
ビ
ル
が
立
っ
て
い
る
。

（

8）
森
泰
博
『
大
名
金
融
史
論
』（
大
原
新
生
社
、
一
九
七
〇
年
）
一
六
〇
ペ
ー
ジ
。

（

9）
前
掲
、
大
阪
先
収
社
「
備
忘
日
記
」
明
治
八
年

�九
年
。

（

10）
長
門
屋
弥
平
は
「
神
戸
町
廻
漕
方
差
配
人
長
門
屋
（
光
村
）
弥
兵
衛
」（『
神
戸
市
史
』
本

�総
説
、
一
九
二
四
年
、
一
二
五
ペ
ー
ジ
）
と
思

わ
れ
る
（
前
掲
、
『
中
野
悟
一
日
記
』
三
二
四
ペ
ー
ジ
）
。
『
中
野
悟
一
日
記
』
一
八
七
一
年
一
二
月
八
日
条
（
二
七
ペ
ー
ジ
）
に
「
神
戸
港
江

着
ス
、
即
上
陸
、
長
門
屋
と
い
ふ
問
屋
ニ
而
暫
時
休
足
」
と
あ
る
。
長
州
出
身
の
光
村
（
長
門
屋
）
弥
兵
衛
は
、
明
治
初
期
に
お
け
る
関
西
の

著
名
な
海
運
業
者
で
あ
り
（
中
西
牛
郎
編
『
従
六
位
光
村
弥
平
衛
伝
』
一
八
九
四
年
）、
光
村
印
刷
の
創
業
者
光
村
利
藻
の
父
で
あ
る
。

（

11）
『
三
井
文
庫
論
叢
』
四
一
（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）
三
〇
九
、
三
一
二
、
三
三
〇
ペ
ー
ジ
。

（

12）
富
永
冬
樹
の
正
確
な
生
年
を
確
認
で
き
な
い
。
柴
興
志
『
富
永
冬
樹
伝

�教
養
の
明
治
裁
判
官

�』
（
私
家
版
、
二
〇
〇
八
年
）
四
ペ
ー
ジ

で
は
一
八
四
二
年
生
ま
れ
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ど
の
資
料
に
依
っ
て
い
る
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
毎
日
新
聞
』
一

八
九
九
年
七
月
一
日
の
死
亡
記
事
（
「
富
永
冬
樹
氏
逝
く
」
）
に
は
「
五
十
九
年
の
寿
を
得
て
」
「
逝
く
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
数
え
で
五
九

歳
と
す
る
と
、
一
八
四
一
年
（
天
保
一
二
）
生
ま
れ
と
な
る
。
益
田
孝
は
一
八
四
八
年
生
ま
れ
で
あ
る
。

（

13）
「
田
辺
外
務
少
丞
厄
介
富
永
冬
樹
米
国
留
学
ヲ
許
ス
」
明
治
四
年
四
月
一
二
日
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

A
15070933600）。

（

14）
竹
越
与
三
郎
『
萍
聚
絮
散
記
』
（
開
拓
社
、
一
九
〇
二
年
）
二
五
〇
ペ
ー
ジ
。

（

15）
山
田

顕
義
「

冨
永
冬
樹
の
兵

部
随
行
出

願
の

件
」
明
治
五
年
二
月
（
「

岩
倉

使
節

団
文

書
」

Ｒ

2）
、
『

幕
末
明
治
海
外

渡
航
者
総

覧
』
第
二

巻
人
物
情
報
編
（
柏
書
房
、
一
九
九
二
年
）
一
一
二
ペ
ー
ジ
。

（

16）
三
宅
守
常
「
理
事
官
山
田
顕
義
の
欧
州
兵
制
視
察
考
」（『

日
本
大
学
史
紀
要
』
八
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
同
論
文
は
、

富
田

仁
『

岩
倉

使
節

団
の

パ
リ

�山
田

顕
義
と

木
戸
孝

允
そ
の

点
と

線

�』
（

�林
書

房
、
一
九
九
七
年
）
で
富
永
冬
樹
の

姓
名
を

誤
っ
て

「
富
永
市
蔵
」
と
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
市
蔵
」（
あ
る
い
は
「
一
造
」）
は
、
冬
樹
の
幕
臣
時
代
の
名
前
で
あ
る
の
で
、

必
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ず
し
も
誤
り
と
は
い
え
な
い
。

（
17）

前
掲
『
馬
越
恭
平
翁
伝
』
五
五
ペ
ー
ジ
、
前
掲
「
馬
越
恭
平
氏
談
話
速
記
録
」
一
九
二
八
年
七
月
二
三
日
聞
き
取
り
。
た
だ
し
、
速
記
録
で

は
富
永
を
「
友
永
」
と
誤
記
し
て
い
る
。

（

18）
『
毎
日
新
聞
』
一
八
九
九
年
七
月
一
日
に
掲
載
の
履
歴
で
も
、「
明
治
六
年
春
帰
朝
し
商
業
及
鉱
山
業
に
従
事
し
暫
時
羽
後
国
鹿
角
銅
山
に
在

り
て
坑
業
を
監
督
し
」
と
あ
る
。
尾
去
沢
鉱
山
は
鹿
角
郡
の
所
在
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
記
事
か
ら
も
、
冨
永
が
尾
去
沢
鉱
山
を
監
督
し
て
い

た
（
業
務
を
担
当
し
て
い
た
）
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

（

19）
前
掲
、「
諸
規
則
改
正
並
諸
課
江
布
達
控
」
。

（

20）
大
阪
支
店
の
記
録
（
前
掲
、
「
諸
規
則
改
正
並
諸
課
江
布
達
控
」
）
を
み
る
と
、
明
治
七
年
二
月
頃
に
職
員
が
会
社
の
規
則
を
遵
守
す
る
こ
と

を
誓
約
し
て
捺
印
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
新
井
の
名
前
・
捺
印
が
な
い
。
こ
の
職
員
の
誓
約
の
つ
ぎ
に
三
月
二
日
付
け
で
前
日
に
東
京
本
店

が
移
転
し
た
こ
と
を
職
員
に
知
ら
せ
る
達
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
記
載
か
ら
、
三
月
初
旬
頃
新
井
が
派
遣
さ
れ
て
神
岡
鉱
山
を
買
い
入
れ

さ
せ
た
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（

21）
田
村
貞
雄
「
地
租
金
納
化
を
め
ぐ
る
山
口
県
民
の
動
向

�防
長
協
同
会
社
成
立
事
情
の
考
察

�」（『
史
潮
』
九
一
、
一
九
六
五
年
四
月
）
三

五
ペ
ー
ジ
。

（

22）
佐
間
久
吉
編
「
履
歴
書
」
明
治
二
七
年
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）。

（

23）
前
掲
、
吉
富
簡
一
宛
井
上
馨
書
状
（
明
治
七
年
一
月
二
二
日
付
）。

（

24）
前
掲
、『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻
、
五
四
〇
、
五
四
八
ペ
ー
ジ
。

（

25）
前
掲
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』（
三
）
一
六
三

�一
七
六
ペ
ー
ジ
。

（

26）
こ
の
資
料
は
、
大
蔵
省
理
財
局
編
『
明
治
年
間
米
価
調
節
沿
革
史
附
録
参
考
書
』
（
一
九
一
九
年
）
二
三

�二
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

（

27）
大
蔵
省
理
財
局
編
『
明
治
年
間
米
価
調
節
沿
革
史
』（
一
九
一
九
年
）
七
九

�八
三
ペ
ー
ジ
。
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お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
先
収
会
社
に
関
す
る
諸
論
考
は
、［
一
］「
物
産
沿
革
史
」
が

「
創
作
」
し
た
虚
構
の
言
説
の
多
く
を
、
依
拠
し
た
第
一
次
資
料
が
何
か
を
確
認
せ
ず
に
継
承
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、「
物
産
沿
革
史
」
の
記
述

の
中
に
あ
る
誤
り
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
を
修
正
し
て
記
述
し
た
論
考
も
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
み
る
と
、
「
物
産
沿
革
史
」
の
基
本

的
な
誤
り
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
「
物
産
沿
革
史
」
が
記
し
た
虚
構
の
言
説
の
多
く
が
学
説
と
し
て
定
着
し
、
通
説
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

あ
ら
た
め
て
、
先
収
会
社
に
つ
い
て
創
立
間
も
な
い
時
期
に
お
け
る
基
本
的
な
事
実
を
記
せ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

明
治
七
年
一
月
一
日
に
千
秋
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
本
店
を
東
京
に
置
き
、
大
阪
、
横
浜
、
函
館
に
支
店
を
設
け
た
。
東
京
本
店
は
岡
田

組
の
東
京
店
（
日
本
橋
品
川
町
裏
河
岸
九
番
地
）
、
大
阪
支
店
は
岡
田
組
大
阪
店
（
内
淡
路
町
二
丁
目
）
に
置
か
れ
、
横
浜
支
店
・
函
館
支

店
も
岡
田
組
の
店
に
置
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
役
員
に
つ
い
て
は
、
総
裁
に
井
上
馨
、
社
長
に
岡
田
平
蔵
、
頭
取
に
益
田
孝
が
就
任
し
た
。

岡
田
は
大
阪
支
店
、
益
田
は
東
京
本
店
を
担
当
し
た
。
資
本
金
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
事
業
を
始
め
る
た
め
に
、
岡
田
平
蔵
が

約
八
万
円
、
井
上
馨
が
三
万
円
を
会
社
に
差
し
入
れ
た
。
「
千
秋
社
之
規
則
」
に
よ
る
と
、
「
此
商
会
者
万
邦
交
通
之
一
大
商
業
を
闢
き
、
専

ら
皇
国
之
物
産
を
外
国
へ
配
賦
し
、
宇
内
と
其
稟
福
を

�ニ
す
る
の
天
意
を
体
し
て
左
之
条
款
を
合
議
確
定
せ
り
」
と
目
的
を
定
め
た
。
鉱

山
業
の
経
営
は
同
社
の
事
業
目
的
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
尾
去
沢
鉱
山
な
ど
の
鉱
山
業
は
井
上
と
岡
田
に
よ
る
「
鉱
山
会
社
」
が
担
っ
た
。

ま
た
、
東
京
本
店
は
、
複
式
簿
記
に
よ
っ
て
取
引
を
正
確
に
記
録
す
る
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ル
イ
ス
・
サ
ア
を
高
給
で
雇
っ
た
。

千
秋
会
社
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
（
横
浜
一
四
番
）
と
提
携
し
て
、
千
秋
会
社
が
国
内
取
引
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
ッ
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シ
ャ
ー
商
会
が
輸
出
入
取
引
を
分
担
し
て
い
る
。
同
商
会
で
千
秋
会
社
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
の
は
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
オ
ー
カ
ー
・
ア
ル
ウ

ィ
ン
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ウ
ィ
ン
は
井
上
が
信
頼
し
て
い
た
米
国
人
で
あ
り
、
香
港
上
海
銀
行
か
ら
信
用
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。

千
秋
会
社
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
へ
大
量
の
資
金
を
供
給
し
た
。
そ
の
反
面
、
ア
ル
ウ
ィ
ン
の
信
用
に
よ
っ
て
同
商
会
は

香
港
上
海
銀
行
と
三
〇
万
円
口
の
借
入
契
約
な
ど
を
結
び
、
事
実
上
、
そ
の
資
金
を
先
収
会
社
に
供
給
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
先
収
会
社
か
ら
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
商
会
へ
の
大
量
の
資
金
供
給
の
意
図
は
、
同
商
会
が
そ
れ
を
香
港
上
海
銀
行
に
預
金
し

同
行
か
ら
巨
額
の
商
品
取
引
資
金
を
借
り
入
れ
、
そ
れ
を
先
収
会
社
に
供
給
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
月
一
五
日
に
大
阪
で
岡
田
平
蔵
が
四
〇
歳
の
若
さ
で
病
死
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
井
上
馨
が
大
阪
に
赴
い
て
、
事

態
の
収
拾
に
あ
た
っ
た
。
井
上
は
陣
容
を
立
て
直
す
た
め
、
山
口
か
ら
吉
富
簡
一
を
招
い
て
大
阪
支
店
担
当
の
頭
取
に
据
え
た
。
社
名
も
二

月
に
千
歳
会
社
（
千
歳
社
）
に
変
え
、
さ
ら
に
同
月
中
に
先
収
会
社
に
変
更
し
た
。

ま
た
、
岡
田
組
か
ら
の
要
請
で
岡
田
平
馬
（
平
蔵
の
義
兄
）
と
岡
田
平
蔵
を
社
中
（
先
収
会
社
）
か
ら
除
名
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
岡
田
組
に
元
手
資
金
を
戻
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
岡
田
組
の
店
に
あ
っ
た
東
京
本
店
を
三
月
一
日
に
銀
座
四
丁
目
一
六
番
地
に
移

転
し
、
岡
田
組
の
大
阪
店
に
あ
っ
た
大
阪
支
店
を
、
お
そ
ら
く
二
月
中
に
土
佐
堀
一
丁
目
に
移
転
し
た
。
横
浜
支
店
も
三
月
中
に
移
転
さ
せ

た
よ
う
で
あ
る
（
位
置
は
北
仲
通
二
丁
目
と
思
わ
れ
る
）。
な
お
、
函
館
支
店
は
ほ
ど
ん
ど
活
動
し
な
い
ま
ま
閉
鎖
さ
れ
た
。

岡
田
平
蔵
が
抜
け
た
後
の
経
営
陣
に
つ
い
て
み
る
と
、
吉
富
に
続
い
て
、
大
阪
で
商
業
を
営
ん
で
い
た
藤
田
伝
三
郎
（
長
州
出
身
）
を
招

い
て
大
阪
支
店
担
当
の
頭
取
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
年
の
半
ば
頃
に
は
木
村
正
幹
（
長
州
出
身
）
を
呼
び
寄
せ
、
横
浜
支
店
担
当
の
頭

取
に
据
え
た
（
明
治
七
年
末
頃
か
ら
東
京
支
店
担
当
に
異
動
）
。
こ
れ
ら
の
補
充
に
よ
っ
て
、
死
亡
し
た
岡
田
平
蔵
と
岡
田
組
に
引
き
上
げ

た
幹
部
職
員
（
濃
泉
勝
三
郎
ほ
か
）
の
跡
を
埋
め
た
の
で
あ
る
。
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［
付

記
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本
稿

は
Ｊ

Ｓ
Ｐ

Ｓ
科

研
費

1
6Ｋ

0
3
7
6
8の

助
成

を
受

け
た

研
究

成
果
の
一

部
で
あ
る

。

先収会社をめぐる言説（鈴木）
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